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ま え が き
岡山大学教育学部社会科研究室I)g｢地域研究会｣は,教'&'と学生,それに卒共生も加わって,梅'tF-
地域研究を行ない,そのつど研究成果を公表Lてきた.r即 日39年度は,工菜化の過掛こおいて急激に
変貌Lつつある実態を,具体的に把纏することを主取として,和気郡日生町を調査対象地として速
ひ,数次の予備交渉と串訊胴査を経て,盛夏の7月先 約40名の者が4泊5日の日程で,本調査を実
施したのである.その調在結果を,<加千輔の工遜化> (地域研究シ.)-ズ第9舘)と施して,ここ
に公にするしだいである｡
Lj生町は岡山県の東南Q.'ltjにくらいし,フ掛ま兵牌鵬赤地市に接している.陸地の前面には,鹿久居 ･
lJji･大多府 ･紙などの島々を擁した海の町である.仁11=.が古くから瀬戸内海交通の要衝であったこと
は,多良海的な自然の良港としての条件を備えていること,そこが漁村であって,加子浦としての役
をも紫たしていたこと,また大多府品は岡山掛こよって待避港としての設備が設けられた上に,離童
の要地として番所が置かれていたこと,などにJ:ってn)]らかなところである.明治以降になると,漁
業的な発展が著しく,樽に朝鮮出漁に見られるように,進l郎榊こその運命の開拓をほかってきた.
ところが近年になって,漁菜の不振にIh-面するに至り,無人島の開塵 ･漁韻朗適工AXE(製網菜な
ど)の拡充 ･内海海運業への転換などに活路を求め.さらに原料立地の耐火煉瓦工卦こ出:宙な労働力
を投供することによって,こんにちの盛況を招来したのである.
このようfj:歴史の練れにともな')産諮批逝のA:化に)吊ノて.昭和37年の赤穂線の開通は,周辺地的
な性格をもってきT=口生を,阪PP地方および岡ILl脂l*工誤地僻に屯結することによって,いっそう特
色ある=業化,k促進することであろう.
しかしながら,調査分野は工業化に1,71足したわけではない.日生は過去に興味ある歴史的伝統をも
っており,海陸ともに変化に宮んだ地形は,地理学的研究にも多彩な資料を提供してくれている.備
前と播磨の国境にあることは,い巧文化の接触地域として,これまた研究の興味をひくものがある.ま
たI｣生には古い民俗がよく保たれているので,漁村文化研究の好筒の対象地でもある.
本GF死は総合調査ということを従来からのたてまえとしている,調査者は一応各自の仕ij7-を分担し
たけれど,調査の過程において,資料を持ちよって討論し,また資料を交換して,総令調査の実をあ
げるべく努力してきた.そしてまた,本調査の終了後も,補足調充のためにたびたび現地を訪れて,
原稿の完成に努めたU)である.
しかしながら,ここでおことわりしなければならないのは,努力はしたものの.この調査にあたっ
た主メンバーは,調査経敬の浅い3年次生であり,洞炎JPj聞もじゅうぷんでなく,原稿の提出をJFLi].が
せたりしたために,報告Ltとしては忠に鞘たなし､JF.7.が多くあろうということである.
なおまた,多数の卒業′上諸君が公務をさいて網奄に参加し,在学生と軽食をともにしながら,後張
を指節L激励を与えてくれたことは,まことに感謝にたえfi:いところである.加えて幾人かct)方は,
すく･れた原和を提出して,この報告1Bに光彩を添えてくれたのであった.
本調査の実施にあたって,日Jl,町長 ･議長をはじめとし,町役場各献 ･教育委出会の方々からいた
だ いたご協力に対し,教官学生一同,心より御礼申しあげたい.公務多端なところへおじゃまして.
宿舎のあっせんをお疎いしたり.古い帳沖を探していただいたり,失礼/j･ことも多かったヒ思うが,
終始暖かく臆してくださった.
また,F]生町内の各廠団体 ･事実所 ･学校 ･民間研究'jE･町民の方々から,心からのごF劫ノJたいた
だいた.ここに厚く御礼申しあげるしだいである.
このようにしてできあがった本報告冊 よ,ささやかなものであるが,内海漁村の一つ ヒLてのrl生
が,たくましい意欲をt,やして,広義の工業化へ向かって耶鳩的に対応Lてきた姿を,,n'体的 ･学｢王Jrj
的こ解明しftiて,所jP)の目的を達成し得たことを,いささか臼f'lするものである.そしで学生諦Trに
は巧い研究の体験として,また研究のフィール ドを授供してくださった口生叫●には,町発展のよりど
ころとして,多少でも役立つことができれば,われわれのこの上/A:いよろこびである.
監詔
ソー 082
ミラ女真◆
??
??
?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?? ? ?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
?
??? ?? ??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
発 刊 に 寄 せ て
Eは 町長 岸 本 辰 夫
このたび岡山大学教育+J一郵社会什研究室地JuR研究会の7J一々 によって,わか日生町か加子柵
の古い時代から近代社会へ染返した過程が調光せられ,今回研究諭Ll主として と梓せられるこ
とは,学術的に有忠盛であることほ勿論なから,当町としましては町沿革の躯大収としてき
わめて史重な文献となり,将束へO-)金字塔としてILl二湖の絶賛を悼することを確信するもので
あります.
本来,地域調鼓は,いITれのI=封lJj,/)ためにし7J文献,ヂt料等か1く保存せら･れていること
は稀で,しかも多岐にわたr),華丑二は格段の労苦か要ることと想像しておl)ます.まして
当町はそo)最感の状態で,資料,文献!よ至って抄なく,在るとしても散在して恒也にはきわ
めて困難な状況でありました,
また調査の時季は恰も炎省の候,しかも探し張めた郡料を整理 して脱稿せられるまでの妓
い札 教官をはじめとする学究諸兄姉の御労苦は舷々ならぬものが あったと推察いた しま
す,姻族者の一人として感謝に堪えないものであ t)ます,
辛いに今回めでたく上梓発刊の機を得,lil域研究シリ-ズの-一巻として脚光を浴ひること
となったわけで,論文を寄せられた卒溝生,在学生の闇係学究者の欣びほ多大なものがあろ
うと蔭ながらお祝い申し上げる次第であ ります.また主宰せられた社会科研究室の諸先生に
心から鮭節を贈 り,この有意栽な事業を遂行せ られた高速ri:御企図と勇往な推進力とを称え
るIlJのであります.
昭 和 40年 6月
日 生 の 概 徴
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? ? ?
? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
第 Ⅰ章 日生の自然的条件と土地利用
1.溺れ谷の湾頭に位澄する日生
〔イ〕 山が海にせ まっている土地
写}'f① 礁)iあたりよM'(指舟をJUlむ
榊山鮎の中でも,内部と加部は,山地が直接海にせまる所で
あり,なかでも,東部のこの地区では海岸たけではなく,陣の
奥に入っても.かなり福い土地がみられるのである.そうLて
｢川二は.このような山地の海に面した南斜面にのみ立地したと
こblである.そLてまた,この地区は地節が流紋岩のみより成
り立っているので,他の地域,たとえはyLl島半]:,のように,岩
Tiのらがいによって差別されて侵蝕され,山の形がちかうと言
うようなことはなくて,どちらを見てもよく似た山形をしてい
る.そしてその山頂は, にぷい丸みを持っているものはかり
で.近くから見ると 写弟(9 1つ 1つの小さな山は見られず
･に, ･面なだらかな姿を見せているのである.この山地は,近
村伸上が言っているように,壮年末｣抑二近づい たものと思わ
jL,山と山との関の谷1,,鹿西に良くのぴる断層をのぞいて広
い,そして浅いU字塾を開いたような形をしている.この谷も
南北であった/Lらは良いだろうと,Ill.わ九るれ それも断層という桃進級によって,無縁のものと/Lっ
てLまっている.このように,この他の谷が短いと言うことが,水を柑にくいという原因の1つにな
っているのてあろう,榔 半に向かってし､る南北の抑 上浅く,多くの水はJg偶こ出来IJ:い.しかし,谷口
において各'.･'LILの居f'I三にはことかかない.こ.)いJjことが集落立地とも個係してくるのだろう.く
))しくは別に言うので山形にもどると,この他Jj山地を南北にずっとながめて見ると,北からl約二行
くにしたがってしだいに低下 している.しかL,そ,hは,逓蹴的に低下Lているのではなくして,段階
的:=低下しているのである.凶①とLてのせたものを見てもわかると思うが.ここては斬鰍 よ少くと
も三段以上あり,次第に海に向かって低下Lているのである.また,北のプ)'には,片上清ifiから船坂 ′ニ
向か って,瓜北方向このびる桝田もある.次に低下しているということを,山頂に目を向けて見てみ
ると,壮年人矧の山であることはすでに述べたが,FL'.1;い山のとびILJlた周囲をみると,そこはかなり平
Jfl_で,山]頁とは!il.えないような部分を見つけることが,出来る.恥 このべた段附的に低下するというこ
とを気をつけて見ると,北から帆坂 峠 J)北のあた･')で350-doom(･らいあり,次に大谷の北あた()て
350m内外とつづき,その後に天狗山の300mぐらい,深谷q)北の240mく-らい,夕立愛山の200mぐち
1
写i■t⑧ ijl).I',の継より平坦面を写す
い,骨島,鴻島の100m内外とつづいて来て,
i後に風E!ij-とか大多府島の50m内外となって
いる.これを瀬戸内面と言っている.写IltQ)
に見られるような面であって,このせまい平
坦所はほとんど何にも利用されてないて,た
だ頭峡部を畑地として利用しているにすぎな
い.頭LL-とか鶴島,大多府鳥がそうであり,
とくに低島では前田氏一家が広く土地をL削 ､
ているだけである.以上にのべた段化,あるい
は断層のあったとJi.)われる所は,第①国を上
げるとよりはっきりとわかると思う.
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(第 1匿l)
〔ロ〕 寸 断 さ れ た 土 地
またここでは,段化というものを見ることが出来る.これは断層の吹 いちがいて出来たものであっ
て,この地においてのくいちがいは,数十mから有数十mも,ねこなわれているJ)である.これr-,は5
万分の1の地形図で十分はん読出来,.5はずである.断屑線の方向としては,中国地方一般について言
うと,鬼北方向から而由)j･J.I,Ji･こ向かっている寸)U)か多くある.岡山県においては,このiコ生町の近く
にもあるのであって,先:こ'少しのべ/=ように,)FL湾hjlから船坂に向かう細 よそTL.二あたる_この他
にもいろいろri:方向があるのである.このEIJt付近では,大体のところ,-Ai一丙のものが目立つようでそ1ご (.Tt /.こう .I
ある.例をあげて見ると,北から金剛川の谷,大谷および福浦から寒河を泊って佐郡高下に向かう谷
つ
などである.そしてこの3つの主な断層によって,この他の地形の段化は行なわれたものと考えてよ
い.またこれらの断層によって地鰍 まブロック化されてしまっているために,この他では幅が2.5km
はかりのせまい山塊が三すじ出来て,その間にせまい谷が出来ているのである.そしてこの谷の+ほ
どに谷中分水崩がある,このために水はこれを境として東と西に分かれて流れてしまって,そうでな
くて弓,少ない水は半減されてしまっているのである. それに南北にのびる谷は断層によって 2kmも
のびているものはない.だからこれらの谷の水J;k利用することは期待出来ない,このことは後にのべ
ることにして,中国地方の地形の 一般的な発達史を簡単に言うとしよう.この地の山のほとんどは,
舘≡紀 (今から2,000万年前)V_癌底だったものか隆起して陸地が出来たのである. これらは, 岡山
児の中ほどの山地から化石かしはしぼみられることによってわかるであろう.さてこうして出来た陸
地が両にけずられ,ある部分は山らしい山をつくらずに,海面からあまりぬきだしていない波状の地
L畑をつくっていった.これが古い吉備同T,京てあった.そLて現在これが 400m内外の山地となってい
るのは,以後の隆起によるものである.そしてこの日生付近の平坦な山頂部といったようなものは,
こうして.Lli来た平坤面の-一部の切片である. そして断層はこの吉備高原をなす準＼r･'原を切っておこ
り,準平原面に高低差をつけたもので,その後ひきつづいて雨水や川水の侵蝕が働いて,高･】い所や角
はったところを削り,全体として高さを下げてきているのである.この際に水による侵蝕は,瀬掛 二
近い所,ブロック化している地魂では,そのほとりからしだいに享等中に向かっておこなわれていくも
のであるから,海岸に近い山ほど低 くなり,またナ p A,.I/では中央の今見る鋼線がいつまても一番払
写3,'1⑨ 小川の政に放いた七
郎uJから佐一恥･:石Fに向かう谷にて
く残ることになるのてある.このようにして,ここのブロック
化Lた三筋の値駅に,いまだに吉備高原の切片である平坦面が
わずかではあるか成っているのである.断桝がおこり,こうま
で偵蝕か進んでいくと.断層巌などほ削り去られてしまって,
あとかたもrj:くなってしまうれ かつて断層のおこなわれたす
じほ岩盤かこわきれていて侵蝕にも弱いので,このすじが主な
水系となるのてある.そしてどこよりもはっきりした谷が出来
るのである.この令す じが前述の3つの谷である.前述の3つ
の谷の1つである寒河から佐郡高下に向かう谷の寒河側には小
さな扇状地を形成している.写共③ほその層状地を放れる川の
庇にしかれた石だたみである.このようにこの地区としてはめ
ずらしく大きな屈状地が出来たのも,この谷が断層であったか
らかもしれない.以上のこ七に加えて洪=L.;'lLr末期のLU-非的な海
水位の変化によって,日本でも80m内外も海水面が上月したの
で,海岸irこ開く谷はその高さの所まで海水にひたることになっ
たのである.
〔-〕 島 と 入 江 の 多 い 所
漸PJ内海は,一般にLEiの多い所として有名である.それは漸戸内軸の成因によるものである.そし
3
てこの瀬戸内海のうちでも,特にこのあたりは島が多く,海岸の出入が多いところてある.この出入
杏/もじたわけは,前にものべた世界的な水準の変化によって海水面が上7し,海岸付近の谷が溺,･1Lた
からである.そLてその溺れ谷にしても,海榊 こ直角にできる勘合が軌由であるが,ここでは梅l'.:.ニ
平行に来由方向に発達しているのが特徴であり,たまに海面上にのぞいている高所て出となって拭っ
ているものにしても,骨t])や地久居島のように東西に良いものがあるのである.このようになへたPJl
由はいろいろあるが,この他が東西に長い断層ブpックであるからである.洪郁虻｣三脚の水準変化は
世界的なものであり,そのiT':も大きかったので,大阪帝の出口まてしか水のなかった佃戸内海が今F;i
るまでにlJ:ったのである.しかし姫戸内海でt,痕葎線の出入の少rJ:いところはある.たとえは伊予輝
のように山が掠帆のように海こせまっている所,また播磨群のように広い平野か海'JI主をしめていると
ころである.後者,iJ少し説明しておくと,海水が と坪すると,海榊 二平野が出来やすいということて
ある.緑)'T-付近でもし海水面が上がると,新たに海水をかぶった川の谷には,上流から川の運搬 Lた
上砂か唯耶することになる,隣の赤秘のデルタは藤戸内でも有名であるが,千種川の川口が自然に触八㌧
写3'i:旬 rl, 日 生 と 日 生 継
とが大であり,その他は傾斜する地形面で扇
状地的である.写i-i'のように三角形の平野は
ほとんどが干拓と考えてよい.ここでは大体
せまい点西jj向の山脈から,海];･'=に流れる川
は土砂も少なく.平野を作るとほ考えられな
いのである.しかし断層をまじえた梅作も,
いまでは櫨めて浅くなる までに埋まって い
る.これをもとにして人工的に干拓するな
り,港をはるなりすることは容易である. こ
ういうこともあって現在中l=J1-㌔には経が作ら
られてできて轄り,それが現在
でも年/I沖に向かって30cm以
上も拡大しているそうである.
ということは まだ水車が あが
っているということであり,陣
地は沈降していることを示して
いるのである.こういうことは
日生にもあてはまるわけである
が,ここには大きな川はなく,
デルタらしいものはみられない
のである.それらしいものとし
ては寒河や･トロ/七に写#-④のt
うf〔三角形の平野 が見 ら/ilる
が,これも人工の干拓によるニ
?
ー??
?
写iL'(.'9 明神J.I,8uir)m,I:,tJを刊.む
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れている..亀のことを言うともう1つ忘れてはならないことは,鶴L7,-と醐CJと明神L-,このI帥二発達 し
てきている砂州である.この砂州は干紺】の峰なとは歩いて渡ることか出来るそうである,
次にl廿 附近の等深線図第②図,及び臼/_L町立病院跡と中Lj/-liのボーリン2'調査凶第③,④図,をの
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海図を,見ると鹿久居と本土の
Jl'Jなど大変挽くなっていること
がよくわかると思う.また寒tuJ
の干拓地の沖が一帯あさく1m
以内, そして 両側に 2m, 3
m,4mと深 くなっていること
から,このあたりが昔の谷の分
水%(であったのかもしれない.
(第4国) 日生町立病院跡のボーリンケ調査図
[ニ〕 浜 と磯 の交互す る海岸
〔1'〕 でも言ったように,壮年末期の山が,そしてひだこまかに侵蝕されF=山か海に接するのであ
るから,磯と浜が第5図のように_Ji:互に発述 してい
るのである.しかし,これらの浜と小磯は数カニ多い
というだけであり,小さいものはかりである.乱入
に,Ll′L港から虎端までの浜数は15に余るほとあ
る.しか し余 りに小さいために,海岸線のあたりて
(上,全 く紛糾二よって--,i.LBの折と-Aられるような沫 磯
谷あたりの海岸もある.これらの浜の大きさ,磯の
(第5図)
大きさ:主いうまでもなく.後背の谷及びLJ地の大きさに対応するもので,楽手,･JやrL･日生の谷はこの地
域ては大きい力で,それだけ浜も大きいわけである7jlLt,それだけにi｣也利用で誼安座が大きく,この
ようlLことからここに干拓がまず手をつけられ,そこで今見る海榊 よ浜をなさないと言うことが出来
る.このような浜地形は漁菜の根拠地として,また'ij鮒ながらも海岸地方での出排他として,一香利
用されるのが普通で,ここでもその例にもれずにあまり小さJr'i:浜地形は別にして, 片磯,塞河,深
令,沢山,中日/i,日生などの雄港は,そうした条件のもとに立地しているのである.このことは数
多いか こついても同じことが言える.たとえば,あまり捉篠と関係のなさそうな,鹿久居島について
,Eltると,この出 二は干拓という人⊥的なものがみられないだけに,このあたりの海岸の自然封を見る
に,またとないところと言うことが出来る.東西に良いこの.I:I,'は,戦後の開拓村が出来るまでは店住
の記録はない.日本でも大きな島としてはめずらしい例である.この島の南岸を船によって東西に眺
めて行って見ると,幾つもの鳥に分かれているような錯質をおこすほと海岸線の屈曲にとんでいる.
だから人きな浜-'P磯が出来ているのである,西部には大浜海岸と畠▲われているものがあるが,本当に
6
大きな浜はこれ以外のところにいくらでもみられる.この一般的地形についていいそえておくと,演
は孤状あるいは鈍硯状に陸地に狩人した地形のところで,外海のような弧し､故はこの湾鮒 こととく前
に弱まって,海の波による働きは弱く,海蝕よr)むしろ後背からの土砂の稚拙Lやすいところである
のて‥迎)';･と防蚊掛 こよってや掛こ利用されやすいことは牡界でi,同じことである.日′F_帖もそr)した
位置でこの地区では一番J:し､位倍に1'l然発/t.的につくられたものである.また中｢性 のI:lJL駅前に,
この姉妹港として観光をねらってaj港,I)i舞踏されるべく恥 こ杭打らされているが,これはまさし(Wl
を糾たものと言うことか出来る.浜の利用は櫛戸内にかぎったものではないが,もう1つあげたいも
のがある.それlよ劇 抑海水浴への利用である.面水浴)'!"Lとしての地域の特性を他の蘇戸内の海水浴
)9,,とくに浅口,笠岡地区U.)ものとくらペて見ると.余程追っていることに気づくてあろう.それは
何度も吉っているが高い山が海にせまっているので浜の奥行が浅いこと,またこれと比例して比較的
遠洩てないこと,さらにもう1つ,それは海)lや その付近の海底が砂fi'ではなくて磯田であるという
ことなどである.この硬質であるということは,この付近一体が流紋岩からなっているという他門秋
作によるもので,流紋岩が風化崩壊すると砂利と粘土になって,中開の砂が出来にくいということに
よっているので,こればかり(Ltどうすること,i,JH.凍ない.だから他の所の海)lJ-のように子供が砂遊び
するようなことは楽しめないかもしれないが,そんなことをのぞけば この地域ぐらい海水硲糊とし
て利用される海岸の多いところはないであろう.特にそうした意味においても,未だ海岸のよごれて
いない鹿久居.rut,･などは大いに姐J符がFJ'･てそうである.次に浜と交互している磯について見てみると,
ここではただ岩石海岸というのではなく,海崖の充連している所が多い.ただ鹿久居島と本土との海
峡を此久居側の海岸には殆んとそれが7,.られない机 他てほ数メートルから20メートルの急鮎をあら
わしており,節理の発達のいちじるしい流紋岩は.海蝕にさらされる南面する海岸では,いたるとこ
ろ海蝕洞を作っている.その中でも特に大多府高の両得にある勘三郎穴は,奥行が8m,間口2mも
あり,また穴のまわりの海蝕地形は-JF:･の㍍観をそなえていて,将来は観光に は良い所となるだ7･)
う.それとこの勘三郎穴は平水準庫に穴の奥地は2mも高く,到底このような深い穴が出来たとは考
えられない.それにここの部落から穴にいたる犯で,鞍部比高が数}-トルであると思われる位置に
磯田を見ることが出来る.これらのことから穴は今より海水面が少なくとも数m高かった時代に作ら
れたものと思われ,その後の水唯低下でその全貌を蓑わしたものてあ,-I,う.これと同じようなことが
この地域の海崖に言えるのではないかと思われる.そ していくら多くの浜があったとしても,このよ
うな磯によってへだてられていては,その交泡機脚は舟に斬るしかないという不便さである.最近ま
It北部の断層谷がよく利用されていたということもbかると思う.ところが偉近になって本土側の侮
岸線に,この急崖に近い所を切りくずして,立派な道綿が出来上がっている.このような道路が雌な
く作れlJということは,流紋岩の節理の発達が署しかったということが鬼のがせないことであろう.
〔ホ〕 土 壌 の 深 い ‖｣肌
この地の⊇占崇 は流紋岩であるということは前にq)べたれ この流紋岩は凝灰岩門のもの,角傑tL(ふ
くむもの,名のとおり流理のけんち上なものなど色々ある.全休r_節理がよく発達しているというこ
とは洗日すべきてある.しかも容易にはぎとられると皿hれるようになっている所が多い.それがた
7
めに汎化もこの節即に沿って深部までおこなわれ,多Liに粘 ヒに'FhJむ七城を作っているのである, ら
しこ,tLが花樹岩ならTLI砂_+_といって,多見U)砂まじF)の 卜鰍 こなるのであろうが,この流紋掛 土砂が
ほとんど出来ないのか特徴であるためこのようになっている.他の所の流紋岩の節理の先達の恋い所
では,L射ヒほ深 くまで行なわれ/よいで,表面だけて終っている.そしてこの汎化層がちょうと内部を
伯と誰するという形に/Lっているのであるが,二二で砂利が多いと言うのも,母岩が節理によって小さ
くばl:>ばらに/Lり,この各々が凧化されて粘土を作,), 汎化に敬いしんが砂利に なって いるの であ
る.こうして出来た粘土Tiの土塊は透水性ほとば しいけれども,潜水i狛まきわめて大きく,いったん
吸い込むといつまでもそれを保有 しておくという仕丁捗 あるので,水の不自由な島に付いても畑作物
にあまり支障はないようである.地鳥の前川氏は,このよ.-Jiこやって来て6町少はか り槻坐し,-西瓜
みかんlJ:どに成功 しているが,あまり珊水の心配がTj:いので虻話はないと昌っているくらいである.
鳥も同じ笠岡あたりの).I,-･とくらべて妃ると,山の林珊ても畑の東面でもだいぶらがいがある,こちら
は林州では放色かこいいし,山肌か仰木や世木におおわれているのに反 して,笠岡では褐色の土や岩
吟衷わ,tT./こtはけ山"のタイプをなしている.また畑地では笠岡の.ガは桐にたたかれて,表[帥こ砂利
や秒がういているし,軟/<畑の暇や畑の畝が肌′(しているのをよくみる.El1:.てはこんなことはあまり
みられない.このようなほ水溝や崩れを地)Jでく上ツエヌゲと言って,夕立のたびに心配のたわとなっ
ている.こういうことは花晶IkS･地ノJの共通の天災て,天井川,はげ山を生ずる原掛 二/i:っているよう
である.な_rbl紺十力吊t絞碧の汎化都に多いJ_とは,邑久郡から和知郡一･体にかけて,須旭栄芹U)窯跡か
[1本でもまれlJ:ほと多いこと,古EL)に備前炊,耐火煉瓦などの工機iL地を見ると,その原料あっての
ことであり,そして山'iLは木があり,そ,Plを燃相.二したとJLLえは他(.t冨)7なくてもよいだろう.もっ
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とも現在燃料はかわってほいる.
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以上述べたことは第6図･第7囲,第8臥 莞
gi-9回,第10回を参考こして見るとよく理解で 讐
きる.
〔へ〕 地 下 水 の 乏 し い 所
この項は次にのべる飲料水の所とも的係が大
いにあるが少し述べておくと,海こ接する所.
しかも山地の海に面する斜面のせまい所,こん
な所に十分な地下水かえられる例は少ない.也
下水そのものが雨水で地下に偉人し,ゆるやか
に地形に沿って流れていき,最後に注ぐのが海
であることを思えば,沖横屑の砂眉にみられる
非水のようなものは,ないのがあたりまえと言
ってよい.この他では,そのほとんどが,山の
斜面にそって,風化層の下部を流れている循環
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水が,小さな扇状地の伏流水を利用しているのである.循環水とここにいうものは流紋岩の節理を伝
って,下方に深く侵入して,その多足に出やすい位匿というのは谷すじで,しかも顕著な節理のとこ
ろと言えそうである.この顕著な節理の方向､こ北200-3OO西よりと,これに交わるほぼ東西よりの2
つがあって,この岩石の大きな長 くつづく割れ目には,その他の所より多量の水がえられるというこ
とが出来る.だからこのような水の出方をするところて同じ割れ目にそうて,低位匿に深い井戸を掘
って多足に揚水すれば,もとの井戸:エ渇水しやすいと言える.大多府の港の近 くに lつの大きな井戸
があり,部落全体がこれに依存してきたがかれたことがないという.近来付近に打ち込みポンプを取
りつけたためにかれることがあるという.おそらく同系統の節理による水のため ポンプの便利 さか
ら,多血の水を使うようになったからであろう.本土側の井戸についても島と同じく,浜の奥の谷額
近くはられている.現在は簡易水道のためほとんど利用していないようである.しかしこれも天候に
左右されやすい伏流水とあっては安心出来ないと言える.まして工菜,観光,交通などすべて水を大
変必要としている.以上各項に分けてのべてきたが.他と重複しないということも考えて普き,一般
事項も加えておいた,具体的なコ恥よ後述の項でみてほしいと思う.
(藤 原 明 男)
2.干拓の進展 と日生港
日生町には帝が多く,干拓,埋立の適地が各所に点在している.山が海岸こ迫り平坦地が狭い日生で
は,当然海へ向って前へ前へと進もうとしている.そのもっとも大きな干拓計画が兼備干拓である.
現在施行中なのは福河干拓で,福浦新田はすでに17世紀に市営新田として干拓された.日生町の干拓
の進展こついてこの三つの干拓をとり上げて次.こ述べよう.
第 1葺 福 浦 新 田
現在は兵帝県に属す,古土手の北と南に水
田が広がり古土手てくびれた形をしている.
この古土手を軽に2回の干拓が行なわれ,北
側の干拓の方が古 くこれが 福浦村新r朋てあ
ち.南側がいわゆる福浦新田である.
1. 福 浦 村 新 田
面馳 ま約43町歩,干拓年代は泰長～元和牢
間というだけではっき.')しない.｢郡JG古記｣ ピ
により庫安2年3月幕府-具申した術前洋中 写其① 古十手 Tl･,ミ請け新田(手前)と福柄新田の境界
(第i問) 福 滞 日新 田 と福 浦 新 田
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新田総高 をみ ると,福肺村は
483石7斗5升である. もとも
と境港は現在の典渚よりずっと
山側こあった.そ｡山ま山側から
貝がら頬が出てくることでわか
る.干拓地内には最初20戸樫皮
が入り騒茂を主として営み,か
たわら漁業を営んで/L:.活してい
たと思わ.1る.現在ここに一本
の川が流れているが,この川は
干拓後その部分の と地が落ちこ
んで川こなったものである.今
の凋′ま低 くなった上地を!-J･.り下
げてできた碑である.従って満
てもちゃんと番地がつ いてい
る.日照 りがする年には配在で
も塩が浮き出てきて,稲hr.赤 くなるそうである,
2, 福 浦 新 田
福斬新田は津田永忠か手こなる藩営新田である.岡山藩は相沢蕃山が ｢国に田畑ばかりにて山林不
毛の地なきは士民共.=便り悪しきものなり,野は野にてノおきfLIるぞよく鳳 そのうえ新田を間きて古
写井㊦ 福 浦 付 新 田 絵 図
11.
田悪しくなる所あり.よくよく考えあるべきことに候O｣(｢集義外店｣),｢新田の多きこ王国のためによ
ろしからず,おこきざるにしかずO｣(｢大学或問｣)と新田開発消塩論を唱えている時は 50町歩余の
新田がようやく開けていた.しかし布山が退いてから藩主光政が津田永忠を中心にして新田朋発をお
し進め,60年間に薄営新田3,500町歩を開発している.江戸時代における岡山津の閑盟事業は鎖国時
代の特殊的資源として全国的にも有名てある.蕃山が岡山帯を去って ｢集義外四｣や ｢大学或問｣を
執筆していた頃.津田永忠が近世壕大の滞営新田を開発していたことはまことに皮肉である.津田永
忠は寛文12年関谷に土着して関谷按の学汝経営にあたったが,財政困難となりその対策として天和2
年22町歩余の新田を開いた.天和2年4月6日鍬初,同月27日潮留,10月6日までに長さ2401乱 根
匿6臥 馬路1間半,高さ2間半の輿ができた.夫役として lE]2,000-3,000人,潮留後は200人当
て八郡より集まって来た.天和3年には大畠鼻より石渡までの小娘長さ (不明),根匠21礼 馬路1
聞,高さ1間が出来,同年中に立花池の骨約が始められ,攻寄2年に出来上がるとここに福浦新田は
写式⑨ 旧干拓と現干拓の境を示す松林
として開発後約3年間は免税とされた.新田は元
禄12年完成した.元禄16年12月の決井高および反
別をみると畝数25町7反2畝28歩半,高386石3
斗 5升2合,物成287俵4升9合である.
福浦新田の方が福浦村新田より土地が高くなっ
ているため排水が困腰なので,両者間でいくたび
か水争いがあった.現在は両所田合わせて約83町
歩の水田を250戸の典家がつくっている.従って
平均耕作面研は田畑で3反6畝となり副濃なしで
は生活できない.漁業との兼業農家が大部分を占
めている.
第2章 福 河 干 拓
地元の人は浜山干拓と呼ぶ.福河干拓は日生町
寒河帝の干拓で両群20.63町歩,うち耕地17.57町
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やっと形を追えた.兵事 4年6月2日には閑
谷村から12家族 (74人)が移って来た.庄屋
1軒 (10人)を加えて13軒 (84人)の集落で
あった.以上は ｢井田福浦新田八木山記録｣
に上るものである.現在八軒塵,五軒屋とい
う地名があるが.これは新田へ移って来た当
時の戸数を示すものだろう.
新田の開発経焚には社倉米が一時流用され
くhした
た.新田の開発には鍬下年季といって,原則
歩,他は道路などである.この干拓は県補助千席として昭和27年から計画が始まった.29年冬工邪に
とりかかり現在まで施行中で未完成である.総工か ま今までの10,800万円に,今年の増額予辞2,700
万円を加えて13,503万円になる.昭和41年度にこの干拓が完成すれば,米690.6石 (襲作を米に換許
した合計)の増収が見込まれ,3反歩未満の桝作者の中から約60戸の増反希望者を#生し,希望者に
1戸当り6反歩の耕地が確保できるようになる.闇河干拓は大正年間すでに干拓の計画があったが,
経野および社会的条件に怨まれず計画のみに終り,その後昭和12年中華民国人飽発雷がエ都に着工し
たが,日華事変で中止した.さらに昭和20年中国土木株式会社へ既得埋立権が譲渡されたが,エ恥 .i
未完のまま埋立認可の期限 (3年)を終り権利は失効していた.福河干拓計画樹立に当り岡山県が既
得埋立権を取得した.
寒河帝は北に向い帽0.5km,長さ0.7km程度であったものを往時浅海部10町歩が干拓され,現行福
河干拓の北端の松林がその境界を示している.入江西辺は石英粗面岩の岩壁であり,兼辺は柏々巌く
岩足がのび洪研岩におおわれている.地区内は泥土を搬入唯,5.1した第4紀新周の海成沖研層の埴壌土
て生産力は高い.北辺より0.2kmは新旧石谷川砂故の河口唯前の延長で細砂を温える埴壌土である
カ1,1'軽 ゆくに従い粘性の強い暗緑色埴土で性質試験値は塩分0.483%,土性は砂壌土の埴土,概要
が3.2である.土性は深度深くボーリングの結果は下表のとおりである.
〟0.1〟0.2〟O.J〟0,4lIC.S 〟0.8 〟0.qNOI
? ?
?
?
? ?
(第3匿l) 福河干拓ポー･)./グ回 (節2国の番号と照応)
平均潮位(+)0.79m,干潮殺低潮位(+)0,50Tn,干糊般高潮位(+)0.80m,大潮澱低潮位(+)0,30
m,火潮最高潮位(+)1,28m,瞬間最高潮位(+)1.59mである.
地区東南柵より西方に延長416.16m,さらに直角に右折北上L延長276･8mの地点で左折延長54･9
mて,ふたたび右折北 ヒし赤細線寒河鉄橋束掛こ至る延長240.5m,総延長988.36mの堤防が築造さ
れているが,地区内i,=はまだ水が満たされている.地庄内耕地のかんがい用水は石谷川の自然純水を
取水し,不足分は地下揚水によりかんがいなrTなう.落水の排除は後背地71,3町歩のうち6317町渉は
地区北辺および東辺に設ける排水路で排水する.又地区外の一･部7.6町歩は地区東南脚こ掛 ナられる
地区内排水樋門より排除する.
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干拓地完成後1年間は塩分を投出させるため放置して.最初の1年間は無肥料でよく,当初3年間
ほどは蛮'#肥料はいれない方がよい.4年後に大体軌由の水田と同じようになる.-1般町民は干拓を
望んでいるが,海71/失う漁師L土あくまで反対しているのてその保附嗣簡'/i後まで残るだろう.
第 3葦 東 備 干 拓
施久居島と日生町の間の海を
干拓するという鹿久居干拓こつ
いては,すでに約40年軌屋島正
一氏か提案Lたこ とがあっl=
が,当時としては耳をかたむけ
る人もなかった.その後昭和27
TFL県有音前町長が干拓計画を思
いたち予備調査を始めた.又昭
和32,33年頃備前町こも海を干
(第4回) }1-i 抑 干 拓 計 向
~柘する計画がもら上った.そこ
で日生.備前両町合わせて兼備干拓をナすめることにfi:った.従って如脚下拓というのはU/i町の鹿
久居干拓,備前町の木鮭湾,久}<升湾,約赤碕の四地域て全域767町歩-,鮭久居干拓500町歩てある.
鹿久居干拓は当初D計画で',土塊繁用地446町歩,工業用地200町歩であったが,一部変更か/i:されて次
のようになっ一′∴
第 1表 兼 備 干 拓 計 画 長
工 区 名 地l互両駅 塊 J也 _i:吋 目地
艶 久 居 500町 30α町 1401Tr
i /=E 72. 38 24
久 /I 井 127 82 20
恥 癖 68 40 16
汁 767 f 460 200
昭和35-37年度予備調査,38-40年硬木調布,4ユ
～42Erl唾棄施設ii-1こよる調査,43年度着工の予定て
,干拓.土7年で完成 しなけ/きLtiIなr7ないか｢)完成は
昭和301F-とtJ:る.B=L在'.ままだ調査段階にある.
n生町:よ昭和38年福湖地区･の越鵜分離こよリL'L家
戸数-103戸,糾地面耶158町歩 (水田70町歩,畑72町
歩,梯園地16町歩)となり,1戸当E)平均桝地面耶
3反9畝で,5反1下が70%を占めるという実に等
細な良家群である.その生産性は塩度に低く.とr)i)け島々の畑作地帯.土瓶後山休を開拓した畑て自
然条件に恵まれず,特ここの憤向が漕しく全国的こみても最下位にある.こうした状勢にある捜域農
.梁7ky,振興するには何としても干陸こよる大規模な水田の造成-tこれに伴F)C1･菜用水/I_)確保とを実現す
る以外に道はない,東倫干拓計画はこの努件をかなえ得るもので,臓前,日生町の海が淡海のため利
用できず,これが埋立によっての開発は自然の成り行きであることと▲西播工業地鞘と水島工業地箔
との中間に位匠するということが,飽産物の供給地として殺適の位hplであることなどにより,主員的
は皿讃干拓として計画しているものてある.しかし土地利用の点から考えて般業用地よりも,工業用
地としての方がより価値が高い接岸邦は工業地造成を行ない,地業干拓をより有利.,=進めようとする
.汁画である. (干拓地の40%まで工業要地にできる｡)
14
本土と鹿久居島との間幅約700m,長さ7,000mの水道両端を堤防で外海と隔絶し500町歩を干拓す
る.排水については大半の面柄をしめる寒河流域は.現海岸線沿いに河川堤を築遷して直接に外海へ
自然排水する.その他の干拓地周辺の山間部流域および地区内分はポンプ排水する.
背後地から干拓地への流入河川として施久居工区に石谷川があるが,昭和35年度の調査結果でさえ
必要水凪の10%にも満たず,基準年 (昭和19年)においての余水はほとんど期待で きない状健であ
る.そのため用水源を吉井川組合開発の-Eてある佐lElダムによって調整される坂根井塔地点 (腕前
町香登地内の計画合同堰)に求め,ポンプによって書井川の水を14.5m揚水して干拓地全域へ帝人す
る.
現在の計画における総都菜班の予弁解は33倍8,450万円である.兼備干拓は書井川開発と密接な関
係を有し,幾文王共ともに新しい生産基盤の獲得に悩んでいる本地域にとりもっとも期待を寄せてい
る酢菜である.
日 生 港
第 1章 沿 革
カLこ
El生帝は徳川時代参勤交代のため海路をとった際,舟子を多く出していたので一名を加Lf柵ともい
った.加子浦というのはl]生のみの地名でなく,当時舟子を出していた浦をこう呼ぶのが例であっ
た.その頃は今日に比べて水深探く,西方陸地に帝人し あし,草むらの間に点JTと漁家が散在して
いるにすぎなかったが,臨海地滞か漸次東プJ-へ移り.人口i)これに従って東に移り増加して今ロの日
生町の形を造ったもののようである.和気郁恵こよると.日生帝は東西5町,南北3町,深さ3尋,
港は水深約5尺,東西2町,南北1町余,1年間の船舶定架数700払 出人数約3,600生であった.荏
時(-)1.5m余の水深をもっていた中州川の新橋付近も,今は満潮時においてわずかに(+)0.9m位で
あるのをみても海岸の埋没を想像することができる.日生湾は明治7年頃よりいな,せい,えび,い
れ 具現などを主とする本町軍用漁場となl),Jl生港は内海漁港として発達してきた.本港西榊こは
沖防波堤,南小路防波堤があり,東岸に一文字防耽投がある.沖臥汲毅は築造の年月は不許である.
昔はわずかに6-7間で小舟がやっとつなげるほとであったのを,r明治7年増築を企て児島郡甲湘村
宮浦の人が新色師となって,現在の故止に改築したものである.南小路防波輿は中波止と呼ばれ,文
久2年児島郡異相の石工忍苦が評負って築造した.一文字防渡虎は明治42年の竣工で,後大正13年に
県兜2,300円を投じ常上工求がされた.一文字防波堤の東端は殻初は陸につながっていなかったので,
この改止の両端から舟が出入していた.しかし波が入って海底が荒されるため,昭和28年頃つないだ
のてある.又古渡止という小さな波止助があっ/二が.後護岸工事などの埋立地となって今はその形は
残っていない.さらに大正15年中ロ生帝:こ音ケ珊防波堤が建設されたのだが昭和35年埋止された.昭
和3年港市計画を立案し工事の進捗とともに,現在の西部日生港が形成された.さらに昭和30年3月
赤穂線相生～日生間が開通するに及んで,日生駅が中日生港の正面に設圧され,内陸との貨物収抜放
が飛躍的に増大し,又付近島峡の観光地のJQ術によE),凍港が海陸交通の要衝となったので,娘は昭
和32年度より中日生港の改惨番茶に着手した,中日生港はそれまで運搬業者にわずか利用されていた
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にすぎなかった.昭和36年度までに水深H,30m,物揚場120mと前面の泊地および航路の淡味を終り,
本港区が港渦として塵肺されたことになり,本港の改修計画は一応完了している.本港は明治42年第
-煩港湾に編入せられ.大正10年岡山県告示約203号をもって土木班支弁脱別 により酢は支弁港湾に
指定された.昭和15年内務省告示第438号をもって指定港帝に指定され, さらに昭和25年港帝法の制
定に伴い,同26年岡山県告示第554号をもって岡山県が港湾管理者となった.本港:よ戦前には-時
｢漁船千iか ､｣と冨われるほどの漁船でにぎわい,内陸はもとより遠 く支那海や南洋方面-も船岡を
送る勢いであったが,昭和12年頃から本港付近に罪賃と炉利の工場か数社設立され次第に港勢もあが
り,内海漁港の行きづまりから現在
では商工韻として発展しつつある.
背後には耐火煉瓦工場の他漁網工均
があり,本港移出入貨物の大半はこ
の原料おLtび製品で阪神方面との取
引が多い.兼備干拓完成後は口生港
は漁牡として,中日生港は商工築港
として発展するだろう.
又別途の計画としては日生町長か
ら噸和35年1月日生港改倦計画調査
力の依廟が日本港湾協会長:,=挺出さ
れ,同協会では同年12月日生港改修
計画をたてた. (第5回) 日 生 壮 改 捗 ニⅠ 画
第2草 自 然 状 況
I. 地 勢
日/生,港は岡山県の取東部,和気郡の南部に位配し,松ケ妹からツプロ卦にひいた線と陸と陸岸とに
よって囲まれた海面ならびに中州川おJ:ひ新橋から下流の河川水面を区域とする.楯の越山が中央に
つき,1!,して港を日生港と中日生港とに二分し,碑形はあたかもW型をしている.港の前軌 こは艶久居
島が拭たわって湾口を南と束の二方面に胴放 し,日生町はこれに南面している.東部はツブpまれと鹿
久居島の間を経て播州赤穂帝に通じ遠 く柵暦灘lL続 く.北都および西部は和気郡腕前町に接してい
て,本町と備前町との境界を形成している山脈が東西に連なり,さらに西北隅の鳥泊山で分かれた支
脈がr酌こ走り海岸まで連 している.地勢は以上のとおり東西および北の三方面は丘陵で囲まれ,湾の
前面には腔久居島が障壁を造っており,さらに沖合には曾島,鴻良などの島Jtが散在しているので港
内は自然と風波をさえぎl),従って鹿波をr･生ずることもなく急潮もない.本港の地域内における水深
紘(士)0.0mから(-)4.0mで,平均水深は(-)2.5mである, しかし舞妙による港内埋没土砂はほと
んどないが,降雨によって背後の丘陵から流出する土砂が流入して港内に堆郡するので短年挽くなっ
ている.一般に水深が競いので遭献外の泊地を利用することは少なく船舶の多くは-文字錠内に碇泊
し,漁船は主として中州川の水路を利用して在野している.
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2. 地 'j5'
海底地質はEl生湾の試錐結果によると5-6m位までは淡よ県色泥土で,下層になるに従い細砂,東
砂,小石況 りの粘土層となる.中日生酒においてほ7-8m位までほ背淡色粘土,下風 よ硬握 りシ/レ
トとFLる.陸地については表層は山土に小石をまじえた所が多 く,下層にfi:るに従って軟岩厨となり
一般に硬fiである.
3. 帆向および風速
本港付近では南蛮方向の凪Jr'Jかもっとも多 く,Hlj上における最大風速は毎秒25mくらいである.
4. 潮 流
渦流は倣軌時赤穂方面から曲流するものと小豆払方面から来るものと二つあるが,前者はツプロ級
を,掠め北流 して一方は中ロ虹鱒に入 り,他は日生矧 二分洗する.後者は日生抑 こ血流する.落潮峠は
離別 七と同-･の経路をたどって帰る.湾内における沈速は戚大毎秒0.26m位であ り,航行船舶に支障
を来すようなことはない.
5.漸 位
本港の港湾 L耕]J;嘩面は加東湾中等潮位より83cm低く,海図の基本水車面は本港の基準面と一致
している,本港の潮位表は下表のとおりである.
第2蓑 潮 汐 干 満 衷
潮 位 名 称 馴 位(m) 肌 測 時 j lJ.L:J 考
朔望 平 均 満潮面 1.53 昭和34年7月28日giL6管区海上保安部にて厨.)奄した㌢t料による,
卿 出 平 均 干 潮 而 0.53
平 均 醐 位 1.03
･'第-3牽 現 有施 設状 況
1. Lt,-し 路
第 3表 航 路 概 況
名 称 巾 Lユ 延 長 現在叔深 備 考
El 生 航 紹 30m 650m (-)3.0m 蛋譜 =妄蒜 鮭 哲童宕
11についての岡山-｢1/L三航路 2回,E]生-17r';1-松航路2回,日生一大多府航路14回の定用船航路が
あり本港に寄港する.本港から高松港へは31.0,棉/巨13.9,神戸41.7,大阪53.8,岡山25.2,牛窓
ll.8,片上s.7海盟である,
2. 泊 地
一文字防波線内側の日生船油の水面ilLは53,700m'1,平均水深(-)2.5mであるから大型船泊地はな
く小i_HJ.舟酎白地のみである.船も100t以上984壁 (214,400t),5t以上7,998斐 (295,190t)と小型
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船が89.0%を占めている.今までの最大入港船舶は463線屯の機帆船である.からの船だと80 tでも
入港できる,
3. 防故堤および護岸
第 4表 防 波 堤
- l ▲● =
約6莱 小 型 船 紫 船 岸
? ?
?
?
??
?
?
?
?
? ?? ? ?
?
〞?
?
? ? ? ?
??
?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
? ? ? ?
? ? ? ?
?
? ? ?
?
?
?
?? ??
? ?
? ?
? ? ?
? ?
? ?
??
?????????????????? ? ?? ??? ?? ?? ??? ?? ?? ?? ?? ? ?? ?? ??
?
?? ? 】
名 称 位 旺 [延 長 (m)
Fl陽炎 1弓･けい船き-lt
/ 2FI /
I/ 3弓･ /
四軒T;不L.1,7･ I/
〝 2号 〝
〝 3弓- 〝
/′ ql子 J,
南小y:ilり 〝
/ 2弓. //
I/ 3弓･ 〝
[':･iOl'Lit心3LlG 〝
川 崎 炉 材 〟
日 ′LIn]年 目Ii妨炎
日 /i M】字 四 軒 監
日｣三町 手 稲 小 指
日 生 町 宇 目 陽 奥
Il生 町 rt1:湾 頭
中 ロ 生 〝 I EIJt,町 t`r.中 日 Ji
現在梢 (m)i主 な 用 途
(-)1.0 越 壬号
(-)1･9 1 〟 ,旅 客
(-)210 1 邦 貨
(-)0.8 "
(+)1.0 〝
(-)1.0 〟
(-)15 1 〝
(-)25 旅 客,難 所
(-)3.0 鉱塀イjlぉよぴ Irl触tR.
(-)3.0 1維 1号
J3'TJ14章 港 勢
1. 入 港 船 舶
第7蓑 船 鹿 別 入 港 船 舶 数 El本同姓帝統計
＼誉こ汽 船 俄 帆 船 汁壁 トソ 隻 卜ノ 班 トン′
uTl和 25年 2,088 44,874 1,903 41.717 3,991 85,591
26 2,125 56,080 114 ll,127 2,239 67,207
27 3,701 87,981 911 87,166 4,612 175,147
28 1,843 43.877 8,186 82,808 2,9⊥2 126,685
29 1,843 43,877 1,140 87,260 2,983 131,137
30 726 56,265 1.173 93.490 ⊥.899 149,755
31 725 56,185 i.257 120,930 1,982 177,115
32 728 56,420 1,347 128,600 2,075 185,027
33 6,465 197,425 1,981 218,260 8,446 415,685
34 6,480 97,784 1,720 112,534 8,200 210.318
35 7.070 295,720 1,912 213.870 8,982 509,590
36 8,252 219,340 1,999 240,592 10,251 659,932
37 6,893 208,410 2,244 215,758 9,137 424,168
38 7,128 188,302 3.152 285,044 10,280 473,346
,'Llお避難船は台帆時壬とLて機帆船および漁船が相当入港するが,港内が狭隆のため非常にIaL乱 し
危険である.
2. 取扱 貨 物 地
第8衷 品 種 別 取 扱 甥 物 ILt (I.ソ) i｣本国帖帝統計
年別 昭 和 35年 昭 ′和 36年 昭 利 37年 昭 和 38年
l.■卜純別 移tLi移 入 -抄 出 移 入 移 可 移 入 移 可 抄 Ii
油 fir1: ｣ 12,637- 7.14lI 16,465 224,753 19,570 1-■ 17,460
石灰およびコークス 6,495 5,529 ｣ 6.685
紙幣 髭 芸粁 亡.セ メ ン ト 72'5ヨ 5:I,:…… 169'9:三 64,999 77,191 238,759 110,088
1.37 127 1,525 1,2383679
剣玉および Ju]製.l7 15∝) 120 2830
JL 材 ,rii 4,7181847970l 2,310 4,628223 1583831 261 2.901 ll,835 3,125
他 姓 物 1,478 1,572 1,546
そ の 他 雑 1号 J44 1627 797l 4,773t' 746
≡t 81 .166i 80,896! 177.536 95,736I 240.034 112.113 250,449j 1.5,,46
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第 9表 取 扱 貨 物 _TL (トソ) 日本国縫帝統計
年別税別 移 出 移 入 I 計
昭 和 25年 53,011 10,301 63,312
26 12,054 ll.420 23,474
27 46,531 53,221 99,752
28 50,984 34,016 85,OCK)
29 53,449 34,087 87,536
30 54,710 33､464 88,174
31 65,819 45,232 111,051
32 104.841 66,987 171,828
33 96,407 57,157 153,564
34 42,717 50,539 93,359
35 81,166 80,896 162,062
36 177,536 95,736 273,272
37 240.034 112,113 352,147
38 250,449 145,746 396,195
3. 乗 降 人 月
第10表 乗 降 人 員 数 日本国拡朽軌汁
年別純別 乗込人n ヒ距人n .il
昭 和 25年 59,434 61.057 120,491
26 26,350 31,143 57,493
27 62,277 63,691 128,968
28 52,570 50,570 103,140
29 55,755 52,710 108,465
30 67,419 64.452 131,871
31 83,760 79,174 162,934
32 94,384 88,716 183,100
34 81,542 79.733 161,275
35 88,539 90,052 178,591
36 98.380 95.220 193,6∝)
37 101,650 96,970 198,620
第5章 日 生 工 業 港 計 画
I. 趣 旨 お よ び 方 針
本計画は昭和35年 1月前日生町並布告敬治氏から1ご記要旨により. 日生港改修計画嗣充力の依桁が
日本港湾脇会尾に提出され 同協会が同年12月立案 したものである. (要旨一本港約岸は碑が多く埋
立訴菜の適地が各所に点在 し,これが土地造成額装を/(7･ない今後の工場群致を計る予定であるなど本
港の韮寧性を詳述 し,この際一周本港を商工菜港として発展さす計画をお願い致 したい｡) 本港の水
深は-艇に浅 く大型船泊地 としての(-)5.0-(-)10.0mは現状では 大多府.伝.lJ, 長島付近の海面を利
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用する以外は,凌涯など人工的改良を加えて整備をはかるれ あるいは施設を改修 して終局的には油
を沖合に前進させるほか抜本的な改苛熟 まない.本港付近は現在すでに窯実を中心としての臨海=繋
が繁栄しつつあるが,今後さらにこの-僻を近代的な臨海=業地帯として一段の発展をjgj符するため
に,刺 前地区干拓計画とともに干拓地に隣接して殴経の高い工嚇用地を逓成 し,大型船舶の人姓を可
値とし,本社の=業港 としての形体を拡充して一変せんとするものである.又昭和37年には国鉄赤凍
線が岡山までの全線 こわたりtlF･J通 し.木TJL_tからの小豆島,高松航路は四国と京阪神方面との交姐を-
屑便利なものにし,国鉄ロ′t駅に'(白描,'したLl'-と港をPq同航路の要衝とさせるものである.
2. 工 濃 H.圭一 計 画
(1) 第一期計巾 (昭和45年度まで)
工_TJI空士5位4,000万円.中Fl,I=.まで70D/W放射卯の常時大磯を可能ならしめるため航路を,延F<5.5
kmにわたり巾月70m,水深(-)4.5mに汝蝶する.港内は泊地として(-)4.5mに濠沫する,現在ま
でに延長793.2m,巾員30.0m,水深(-)3.0mのところまで改姓が進んでいる.又日生航路も本年度
涯決されている.現在本港には大型船齢船施設がないので,今後増大する貨物ilに対応して,現-在の
駅前物扱切の東側に(-)4.5m岸壁2バース (120m)を築造し,その背後に巾1150mの叩頭用地を確
保する.又町営埋V.地前面に(-)3m物勘助150mを熟 芭し,小.41船の使用に当てている. なお(-)
4.5m)'li･Fl.!の背後約25,(X氾m2の埋立が1,5CK)Jj円かけて施行中であるが, この埋立:こより立退 くこと
になる造船所の用地としては, 日生帝東l封こある3組の造船所との合同で楯の越山東部に約 11,∝氾
m2の埋立を行なう.造船所用地の埋立はまた開蛤されていないが,39fF一度あるいは40年度には1,40
万円の予罪で実施されここで木船,鋼船が造られること.ニなる.
(2) 第二1gj計rflJ(昭和45年度以降)
rl糾せ5億2,40万円.2,(米氾D/W級船舶を対象として,鹿久居干拓地西部の(-)5.5m岸壁まで航
路および泊地を(-)5.5m,巾1110mに汝抹する.琴港内は1,0拡 rr客船泊地として(-)5･Omに淡
味する.甥客船の先着基地として,口他駅揃iJl勿振切と(-)4.5m岸壁の17jlに延長100mの浮桟橋を設倍
する.又鹿久骨干拓地西部のTJS,L用地前面には公共叩頭として2,(状)D/W岸噸2バ-ス (180m)を築
造し,その背後に公典用地として35,0Om2を砕撫する.
これらの港湾協会に1る大規模な計山か土兼備干拓が完成して,日作.の工業化が進み後背地ができて
から充分利用されることができるといえよう,
(徳 田 和 (.)
3.乾 燥 し た 気 候
(1) 乾 燥 し た 気 候
RiL:_は瀬戸内海の稀府群に而 Lた位匠にある.したがって,その免掛 土温暖少雨の乾燥気快と言う
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ことができる.しかし,一口に乾燥免快と言っても,他の瀬戸内地方とはJi･少異なっていると思われ
る.そこで他の地方と比較して,この地方の気候がどの僚艦乾燥しているか.そしてこの乾燥した気
帳が,土地の産業や人々のノ卜.i.T,･;･こどのように彫辞しているかを調べてみる.この地方の気候のデータ
ーとして.土,良は･の気象台のデーターを使う.長Ltiは日生浦島の-つて ある拙出)のすく･､南の島であ
る.LかLJ.i')と本土ではすこL'J氏TE虻が適う.したがって,El生の1拙さと言っても必ずしも十分とは言
えないが,この地方の気峡の一瓢 まうかがわれる.また他の地方のデーターとしてほ,岡山市,津山
柿,玉野市の気象台のテーターを仕う.そして昭和37年,38年の月別の気温,湿JA:,降水弘のグラフ
をLtいて比較してみることにする.昭和37年,38年の長J:古の気帳は次のようである,
第 1表 長 鳥 /.^ 象 台 月 綿 (昭和37年)
rj 箪 温JIL 均oC蝦 lF.lJ九ュ 低紬%皮 胤 l紺 m,S当 降 m*-当 L-l照t剛
12345 4.9628813_56 8.0196ll64208 0.81639821 5 638572 m 真 情 …i喜
6 20.8 22.9 17.3 81 9.0 2.0 302.0 163.7
789 26.0852 28,230.51 23.14614 ≡ :6…… …1.2 1 1……三喜 …:2…JIZ7
10 18.4 21.8 14.0 67 5.3 1.7 103.2 195.3
ll 12.8 15.7 8.9 71 5.6 2.1 69.3 145.5
12 8.2 ll.8 3.8 69 4.5 1 2.5 45.1 194.4
第2衰 艮 ),'!, 気 象 台 月 経 (昭和38年)
)1 ､＼ lt 温 oC 湿 %此I.ill.9風 速∩/ら 降 水 も七mm 日ltj.時日"'J[平 均 l瓜 高 磁 位
1 2,2 5.5 - 1.7 57 4.7 4.7 6.5 218.9
2 3.6 6.9 -0.8 66745 4.75,571 3.0 25.7 178.5
3 8.0 ll,4 2.7 2.1 79.1 216.2
4 1 9 1 3 94 21 1503 592
5 18.4 20.5 15.0 85 8.8 1.6 294.8 81.4
6 22,5 24.8 19.5 84 8ー9 1.6 292.3 121.7
7 26.8 29.4 23.4 79 6.8 1.7 65.2 228.0
8 27.5 29.6 24.1 77 6.9 2.6 234.4 204.1
9 22,9 25,5 19.2 72 7.1 1.8 114.8 162.4
10 17.8 21_0 13.7 69 5.5 1.7 91.0 187.6
ll 12.8 16.1 8.8 68 5.1 2,1 33.0 177.8
12 8.5 ll.6 4,0 68 4.al 2.5 17.2 161.7
介 ;7I 15.4 19.4 9.7 1,404 _3 2,097.5
気侯は年によってかなり異なっている.そこで30年から39年までの10年間の長島の気候の平均値を
出した.
第 3袈 長Lji･の気帳の10年間の平均値
ト-､ 繋温r'C(平均) i.h],_ 度 % r 降水滋 mm
1 4.86 66.5 41,1
2 5.42 68.0 48.7
3 8.75 67.6 71,4
4 14.28 69,7 121.5
5 18.28 74.0 128.4
6 21.89 78.5 169.3
7 26.44 79.8 111.9
8 27,59 75.0 126.3
9 24.44 73.8 147,1
10 18.53 71.1 86.9
ll 13.22 69.9 . 53.i)
12 8.27 67.7 25.9
この他を岡山の年間平均値とくらべて
みる必要がある.次にこれらのグラフを
raいてみる.まず平均気温をみると,-1主
島の気温は岡山や坪山と比較すると,辛
均20Cから30C程高く,特に冬や秋には
その差が激しい.12月を例にとって入る
と,岡山より3oCi;lJ･LJより40Cほど見取
が高い.このことより長J封土冬や秋はJ:
り暖かく,要はより暑い温暖fJ:良(候であ
ることがわかる.しかじ同じ漸戸内海沿
3'(!･の玉野と比校すると,冬o)気配が少し
低い.そして寡雨と相まってL'隻作物や飲
料水の不足に与える影秤は大きいと且しわれる.特に戊作物ではさつまいもなどのように高温を好む作
物が作られているのほこの為であろう.
髄腔を見るとこの地方が概して吃燥Lていることがわかる.特に冬秋夏の順に他の地方よりも稔煉
している.玉野とくらべると冬の湿度はほとんと同じであるが,夏や秋は乾燥している.このような
乾燥気候と窯業の関係だが,レソガの叱きが早いなどの利点がある.この他)Jの繁男にとっては乾燥
I,式帳か適していると言える.しかし出井にはマイナスであり.土地の檻.燥をふせぐために畑に豆やい
もを仇える.また):.lJ･の水不足を助長する.かんきつ原は乾燥気候に弱し′､など■甲,･王がある.
次に降水鼠をみると,長拙 よ岡山とほぼ同じで,沖山より少ないが玉野より多いことがわかる.月
別に見ると叫 二1ってかなり避うようだが,冬は少なく,6月は梅雨で非常に多いが,7,8月は少
i .1 + 5 d 7 8
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ないと言える･また雨足の多いjj,少ない月の差が非常にはげしく,･f均してト舶 腫 らないことを表
わしている･このことが,合計では降水取 よ決して少/i:くないのに7,8月の水不足や,畑作のEl照
りのfLl･となってくるのてあ;'う,そこでt.I,の水不足と雨itiとのI凋係を･.)I.lベてみる必要がある.
降水月表によってもう少しくわしく降水並の状,1旗を調べてみると,37年の7月の中旬から8月の中
旬までの約40日と,9月はそれぞれ14mmしかI鋤 く址がないのである.
その純後は多くの雨が降っているが,このころは井戸の水はかれ,出作物にはEl照 りのTr,-･が出ただ
ろうと想像される.島の水不足は深こくな状億におちいっただろうと容易に想像できる.
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曲と本土の気候のちがいは,一般には本土
は島より平均気温は2oC-3oC低い と言わ
れ.降水量は夕立愛山より南はTT:Jが少ないな
ど,島の人が言うところからすると島 より多
いと思われる.
次に昭和30年から39年までの10年間の長島
の年間平均値を示す.
J 2 3 4 5 d 7 8 9 /0 〟 J2
第4衰 長 島 の 気 候 年 聞 平 均 値
一､＼年 - 先払 oC湿虹%風速m/S降水丑mm 日照時間 t
30 16.1 71 2.5 850.3 2.089.6
31 15.4 71 2.3 1,107.4 2,117.4
32 15.4 71 2.3 1,070.3 2,051.5
33 15.9 68 2.1 1.099,2 20,61.4
34 16.7 73 2.5 1,130.4 2,280,8
35 16.3 72 2.3 1,111.7 2,401.7
36 16.5 71 2.3 1,467.8 2,229.6
37 16.0 70 2.5 1,015.8 2,342.3
38 15.4 72 ･ 2.3 1,404.3 2,097.5
39 16.4 72 2.1 1,112.5 2,047.2
平 均 16.0 71 2,3 1,132.0 2,186.7
i.-I,･の気温は,同じ瀬戸内海の_A:なべ仏などよりは20Cほど低いそうである.
各地の10年周の平均値は次のようである.ただし.玉野は36年から39年までの4年聞の平均値であ
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第 5表 県 内主 要 地 の気 候 平 均 値
気 温 qCl舶 度 % 凪逮m/S降 水漣 mm i FI照時間 t
長 )"lj 16.0 71 2,3 1,132.O I 2,186.7
岡 山 14.7 75 2.0 ∴ ∴ ∴ 二 三搾 lJl 36 . 9 4
これによると,湿度は長島が一番低い.
次に頚島小学校における観測記録を,倉敷における記録と比較 した表を,瀬戸内海鳥峡部のIT然と
人文の中より抜すいする.
第6表 頭 島 と倉 敷 の 気 候 観 測 記 録
( )は極値を示す
これを長島気象台の記録と比較すると次のようである.
第7表 頭 島 と長 島 の 気 院観 測 記 録
気 温 (平均)oC
空 _ _土 _｣｣し __守 _
7･70｡13100) I l･8牛 0･r)
8.lo 1.3o
24･2O(27･Oo, I 19･20(13･OD)
24,5C 18,7C
竿平鹿均ア ト '諾 芸,m
62
66
79
76
?????
? ?
1二の蓑 より明らかになることは,雨鹿が頭島は長島よりも少ないということである.
このことは,頑島における水不足の問題がいかに深刻かということをあらわしている.
気象についての伝来
漁師にとっては天候の変化は生死に甫紙するので,気象についての伝承は多い.次にあげるのは,
日生の観光と民俗 より取ったものだが,特に糊の満-Tや凪に園するものが多い.
O脚の満干に関するもの
｢月の出三合入 りなかは｣
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月の出は30%,月の入りは50%の満ち潮のこと.
ノ〉トt:tI
｢朔u二m .t夜でかわす｣
一日二日はま‡夜中が干潮という
｢九月十円の明け彩れだたえ｣
日の出日没が満潮のこと
｢二か九三かれ小潮のいたよ｣
二十二､三日は小潮で湖の動きがノti･中限
｢四んが二日海女の泣き湖｣
一年中で一番よく湖がひく旧の四月三日
｢二日にみて四日にとれ｣
旧四月三日四日が巌高の干潮時
O帆にl娼するもの
｢大北明後日の雨｣
北帆が吹けば,二u後:王雨天になる
｢二んノ川 に可愛い男を船にのすな｣
二日と八円には一年中でG･も悪天候の日が多い.特に任意.
｢7fT'からLぐれて明ELの凪｣
冬肌 よ夕jjしく.九があれば,明くる日は西帆が強い.
｢八夜北､九夜糾｣
八十八夜:ま北臥 九十九夜は曲の強帆が吹く,
｢九十九夜は当って吹く｣
九十九夜は当l二1に吹く
｢八中上L)､土下F)｣
八噂(よ出帆で明石の方へのばれる,土は娘帆が吹く.
｢八月の背北｣
大体九月頃より先になってほ北風はあまり吹かないので,八月に最終の強い北帆が吹くこと
｢梅雨の西帆,PI'i･jtて乗取｣
彬雨には西晩が吹いて雨.雨が晴れて東帆が吹く,他の時期と逆になる.
ot7r耶剛こ関するもの
｢夜晴′ELは､三山の内j
夜の内に雨がやみ晴天と'/Lれは,三日以内に又雨が降る.
｢春ひおまりの秋たたえ｣
天候が恐くなっても春'.ま干潮時より,秋!,t･iX･柳埠よT)雨が降り出す.
｢照入り天上降る天上｣
天上の入りに晴天なれば天上いっぱい虫天
｢降り入り天上､照る天上｣
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天上入りに降雨があれは,天上いっぱい晴天である.
｢秋の夕焼､鎌をとげ｣
｢秋の朝焼､その日雨だ｣
浜の漁師の話では,朝太陽があけて夕やけのようになって.東風が吹くと天気がおちるという-1
である,箱はめったにふらないそうで,12月中頃に1,2回,2月.3月中頃にふるという, こl～Ll･_,
春寒 (はるはん)という.長島の気象台の観測記録をみると,初霜と終風 土次のようであった.
第8表 長 島 の 降 霜
初 霜 終 Pl:T'
昭和36年 12月 2 日 4月 10日
37年 12月 5 日 4月 5 日
38年 11月 24日 4月 10J∃
放業では日照りの害が問題となるが,甘LI
IP安は比較的乾燥に強い.しかしこのEl生二は
怨家は少ない.
雨乞いや雨あげは,日生では過家が雄-iって
春日様に登り,神職に祝詞をあげてもらい,雨
乞山に登り,火をたき鐙をたたいて,心経をお
がむ.昔はこの時の火の柾は姫路の手前にある
イカルガに火なわを持っていってもらって果たが,今はそうしなくなった.雨あげの時も岡城にす
る.頭島や大多府には雨乞いはない. (日生の観光としこ俗より)
かんばつの時は,鹿久居島へ水をとりに行ったのである.
(2) 得 が た い 飲 料 水
水は人間の生活になくてほならないものである.大きな川が近くになく雨の少ないこの日生地万で
は,どのようにして飲料水を得ているだろうか.特にJ封こおける飲料水の不足は,どのような状態で
あろうか.そしてそれをどのように解決している/)'うか,これらのことを調べるために‥ 杜と木 E-.
とにわけて飲料水の即J題をとりあげることにする.
I. 鳥 の 水 不 足
.r:i.では飲料水は井戸水∴たよるしかなく,したがって雨も圭の少ないこの地方では,水不足のrLり題は
深こくである.
イ)島 の 飲 料 水
魔久屠島- このJ裾ま人口86人,戸数19戸で,げんじ掛 二鋸落している.この島は 1mほどで耕 土
んが出てくるために井戸が掘れない.そこで表流水を使っている.簡易水道は塩素滅菌をし-,'i:いでろ
かだけであるが,水は岩はんの上を流れているのでじょう下され,水質はよい.水畳もある.ボーリ
ングの結果からみた地下水状況は,地表両より襟度220mまでの'&流水は天候季節によって見fCり,
それ以上の深さでは流水は多少にじむ樫度であり,ポンプにて揚水不能である.
孤島- 人口269人,戸数55戸で,谷の井戸を中心にして5- 6カ所に集落がある.
この島では地元で簡易水道を作っていて,その給水人口は206人 である. 水源は池や地下水であ
り,滅菌して給水しているが,日照りが続 くと飲料水は不足する.塩分はなく水質はよいが,水TrL_-が
十分でなく,ふろ水にも困る状態であり,将来は本土から水を引かねばならない.
頭島- 日生諸島の中でも最も開発された人口圧の大きい島 (人口各班1,830人) である.日/i:.カ､
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ら4,0α)m離れ,周開4km,面析O.5平方km少々,全体の60%が畑地である.戸数は206戸,人口1,0
70人,住民の生活は半農半漁である.畑であるから水をたくわえる地質ではない.あさ井戸 (水深2
-3m)は各谷に5-6カ所あり,全体で20前後あるが,水質は悪 く.塩分や鉄分を含んでいる.20
前後の井戸で使えるのは4カ所である.人家は悔jLl-!付近に密集している.雨が降らなければあさ-)ト戸
は底を見せ,降雨時には畑の泥水がやしき井戸に泣入してにごる.4カ所ボ-リ1/グしているが水が
出ない.そこで求水最などを調香した結果,鹿久旅店の穴虫川から水を引いて,水道をつけることに
なった.一口の最大求水虫は172トン,平均給水故は 117トンである.表流水を牡い,貯水池→ 弟
水井→ ろか池→ 浄水槽→ ポソプにより配水池へ肖然流下によって,海底を渡って頭島へ給水す
る.着工は昭和39年9月1日,完)戊は40年3月31Flの予虹である.計l･_ETL給水人口は 1,100人である.
大多府島- この島は,人口399人,戸数83戸で.北側の一つの谷に柴落している.井戸の数は大
小入れて20個あるが,塩分がほいっていて水質としてほよくない. この仏も蛸島と同様粘土Jfi-てあ
り,水iT亡は多くないので,渇水期には飲丑水に関る.雨が降っても地下水が出ないのは,7鋤く層がな
いからであろう.ボーリングの統架は,深度390mより650mの間の風化岩は割れ目が多く,季節及び
天候により多少異なるが,ややにじむ程度である,井戸水の水JFf試験の結果は,塩兼や鉄分が多く.
水JFf基準に適合せず,飲料水としては不適である.住民の生活は海運業50%.漁師30%,工員20%で
ある.六角井戸という大井戸があり,元禄時代より今日まで,内海航路に二わけるft屯な飲料水を供給
し,まだ一度も枯れたことがないという.
ロ)頭 島 の 井 戸 水
日生諸島の中で最も人口が多く,水不足に悩む城山の井戸についてのべる,
井戸の位鑑と躯落とのr弛係 (離D,･における水のPn'j座より)
西ノ谷上- 離溶がまず頼初に
出来た所で山口松太郎家で海抜30
mの高所に一番古いmという井戸
がある.水面まで6m,水面より
底まで5m75cmで塩分があるが,
水丑iLYL'd-である.上の池からの汚
水が流れこむ井戸がr､q,p,0,
nとあり,有機物や下水のたまり
切として雨がふると飲料不適とな
ることがある.pHは7.4-8.1であ
り,塩分がある.
S,tには水のわ きでる井戸が
ある.ここに宙水があるのではな
(第 1園) 頚 7,Il,における井戸の分布
かろうか.
西ノ谷下- 今から40年程前は免務がなかったが.次第.r=下りて来た.井戸の数は10もあろが,か
んばっ時には底をつき人/<の悩みは深刻となる.梅面下にある井戸が多くpHも7.4-8.1で高く,使用
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戸数も多い.一般にEL".;分は多いが,7という井J-J-∴:よ.J.っの性格の違う井戸かあり,一･-1は塩分が多
く一つは少ない.イの井戸は鉛のにおいかする.こ 二∴封ミ藩が一番多いので,水に困っている.特に
7月,8月/-1T.困る.せんたく/仁どの水は池の水 ,1(T使うこともある.海岸の付近てほ海の底から水fl,
とっているが塩分がある.両島の人口の半分ぐらいす/i/ているが,雨が 1週聞以上ふらないと水不足
でFHlT;/rJ.Tl/一困る,
大曲- 西ノ谷に比して海岸の近 くrはあ/Jれ 一般l_-水甘 Iよく枯れることは少ない.井戸は41主
塔に比t-こ多い.他部落から水を汲み.I-くる.
人馳- 大蛸と同じく西ノ谷の不足と:上対称的である.お宮のL卜のbの井f･'か一一年申枯れない, こ
れは節水)Y;vjがあるためではないかと,LJ.九れる.樹木がよく繁 り~そこの井)j'は水上i･も多く,共同で神
社の下からパイプで送水している.個人で井JLを掘り自家用に使用し1,000羽の弟乱川に倣 う. 小学
校のそばの井戸は深い.泡Ilr':の近 くの井J-は海面下にあY),塩分が多い.
外輪- 海水浴場のある所であるが,淡水のよいのがでない,井Jl-困l11-■;線に沿って分布 し塩分が
含まれている.飲料水I,=使用しているのは6つ～7つあり,あまり不自由しないが,フッ某や塩分が
含まれていて,水質は思い.上の井j･-Lt深いか,弘 二なると枯れる.
北浦一一井戸は5つあるが,1つは使用せずかんばつの時にいくこともある.集落は海抜35mの所
にあり,ここは人口が増加 しない所である.山の.1,にかめににた耳戸があり,水のあるときとないと
きとちる.水不足は深刻である,西ノ才iLL.の池の/Jiをせんたくやふろに使用することがある.さらに
不足するときは,飲料水は夜の帖 二井戸にたまった水を位う.水Tlは悪 く,塩分があり,水が不十分
になると底の方でS二ごる.新しく井)J-&掘っても水は出るがたまらない.
水ケI'.:L- 岩のすきまからの湧水に依存 し,J(探1mである.海抜30mの所に媒落あり,不足の時
は大西まで上下400m位の所を桶でになう.島中で一番不自由な所であり,生活は貧しい,
油島では.t地の蒸I'iJLJi,ふせぐためにさつまいもを作っているれ 夏になると雨か少なく水不足に
悩む.水の使用LiLは少なく.電気せんたく機は普油のせんたくの約3倍の水がいるという理由で使わ
れていない.また養親がさかんであり,現在約3万羽かわれている. 1羽が1日平均 1合として,3
万羽riと11]桶で80カ (1カニノ(ケ ツ8杯)640杯と/亡る.多くの水が使われている. パイプで苑鶏
専用の)暮巨を拙 リ給水している.
2. 陣 に お け る 飲 料 水
陸にふける飲料水はか こふけるほと不足 してはいない,しかし,土地の高いところでは水道かよく
出ないところがある.そこで昔からの古い非j=llを似')ことがある.
ィ.井 戸 の 分 布
これらの井戸は深 く,水鵜は多く,水IBもよいL)っはなものであり,浜の奥の谷頭近 くにある. し
かし多くの井戸ははってきはりにされ,ふだんは使われないため,水がきたないものが多い.主な井
戸の分布を次に示す.
rT)の井戸は志田家の購敷内の井戸である.深さ2じ1う程で,明治初年に掘ったらしいが今は倣って
いない.⑦は岩水であり,岩の割れ目から水がJ'き.Ljlている.水質がよく,水出も塩塩で日生中から
くみに くる･お茶にいいという.'T7′7)非Jこ.-は金谷という家卜二ある.深さ5mと 8m程の 大きな井戸
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で,明治30年と明治初め頃できたと言わ
れ,水質はよい.㊤の井戸は,中日生の山
口家の井戸であり,大正初めに掘った深さ
3じょうほどのよい井戸である.大井Jlと
いうのがある.'j)'ju)(+)などがそれで,大井
戸とは,八角で沫さ3じェう以上の井J-iの
ことを言うらしい.井戸のかっこうで年代
がわかるという.しかしとくに井戸に名前
はついていないようである.㊨には2つの
井戸があり,新井戸と旧井戸と呼ばれてい
る.六角で,新井戸の方 には塩分が あ る
が,旧井戸の方にはないという.どちらも
百年以上も前のものだそうである.今は使
っていないが,水道がつく前はあちこちか
らくみに きて,夜じゅうからからと昔を
(第2固) 日生 の井 戸 の 分 布
之てて水をくんだという,しかし,井戸を中心L,_Lた共同体としての組 というようなものは別にな
かったようである.共同井戸-は誰でも自由にく丸に来た.そして夏に井戸のそうじをする井戸かい
の時には近所の人がみんなjJi･まった,共同で井戸かいをして,その後で食べたり飲んだりした.そし
て最後にお酒と塩を井戸の中にまいた.それから口ご7J井F=f･Lを使っている家には,お金を集めに行く
という風であった.井戸かいをするのは30軒ほどだが,お金を塊めに行くのは10軒にものぼったと
いう.
よい水と悪い水の区別は塩分.かなけ,硬度 (かたさ)によっていた.一般に大井jJ-uL〔く,深
いル戸でどんどん使っている井戸はかなけもなくてよいという.また流れた水は,地TL'が石英そ而岩
であるから,やわらかくよい水という.谷の入口のところに大円ぼう,中門はう,小円はうという井
戸があり,中門ほうは水がやわらかく,お茶に使うとよい.川の中の小さな井戸は,非常に水かよ
い.今は水の源の谷間から水道をひいてのむようこたった.井戸の水はのまなくなって,もっぱら防
火用水につかっている.
ロ.水 道 の 状 磁
llFL町は備前町と共同で兼備水道組合を組成Lている.町に簡易水道が別にある,給水戸数は1,37
8戸,給水ia:はld,270m3である_水源地は4km離れた術前l町友延にあり.大谷川の水をひいている.
大谷川の水は鉄分があり,除鉄 L-/JLよう溜水を使っている.現在60m3の配水池が灘にあってそこ
から給水しているが,日生の高いところにはノJ(がliJ.ない.そこで木′E.峠に1,8CK)m3の配水池を作って
いる,将来備前町と合併して吉井川の水をとる計画がな されている. 昭和41年から42年の和に完成
するf定の備前町坂根水源地から20kmの距離を送水するJI-!]Iも,昭和42年には完成する見込みであ
ち.El咋･'.に東偏かんたくが出来て.兼備工業地昭として発展するためには,吉井川の水が絶対に必要
なのである.
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-.寒 河 の 簡 易 水 道
寒河地lXは,地矧 よきT,'三紀J･出石其粗面岩と一･部押掛･rJであって,含水すくなく,藩政飲用の水を確
保するのに多大の工夫が払われていた.殊に字沢山,深谷,片磯の地は枯しく欠乏し,渇水期に(よ飲
料水を約6kmも離れた日生より搬入する状態であった.しかも地区内の井戸の水質も亦良好とはいい
難 く,字宮の下の如きは付近 .･.1#:ニふっ嘉の含有が多1.iに検出され,また小純分の含有も多く,飲用
不適の井戸は総井戸敬の15%に及んでいた.そこで簡易水道の布設をil画し,日生町合併後初の大事
業として.岬i和30年水瀕誠充に#･手し8月にL▲_i.L, 2カ年かかって昭和32年10月に完成 した.水源
は1くLIur大字寒河2103番地の石谷川,西谷川の合流点付近に求め,集水井,集水管を築設して伏流水
を牧水し,塩戎減的粍ここより削 ヒ殺菌の上,ポンプにより途中一部給水しつつ宮山配水池へ送水し,
これより自然流下により各T-.へ給水する.給水rf.域はEl生町大ril寒河のうち字東奥11戸を除 く全地域
である.計"舶含水人口は2,800人であr),現住人口は約2,000人である.給水丑は 1Fl1人当r)平均12
02,最大1502,時皿最大1702である.水掛 よ1]420m3てあr),水JBについては佳良である.
(柴 部 赤 伸)
4. 土 地 利 用
Ⅰ 土地利用の現況と計画
土地利用の現況と計画を用途別に示せは+衣1のようになる.この)出合現在とは昭和35咋俊をホし,
'urLrhll:I.r耶和45年度･'fフ｣,'す.
(単位)-クタール
『 I
. ● ● ::･●
(1) 現 況
耕地面机158ha･:-i日生町の絵画借の4.5%を占めるに過ぎず,その内水田ほ寒河地区を中心に, 日
生地区,中日生地区,寺山地区に分布している.その内の約80%は傾斜度3-50の棚田式の水田であ
り,浅耕土硬層の出現,区画狭小 (平均6a)であるため, 用水源の90%は潤地を利用しているが,
天水利用田とか,老朽田浦水田は,狭小な溜池と水路の不満こよって常習的に辛苦と水不足を出現さ
せている.まナ二農道も悪く,水稲栽培の立地粂作は使めて良くない.従って秋渚の発生とこれに閑適
する病害虫の発生は非常に多い,反当収鬼も多い地区て28石,少ない地区では2石である,島牧部で
は水田は認められず,全て畑地または樹園地から成っている.
次に畑地であるが70%まで島峡部が占め,全て愉斜地からなり平均悼斜5度,境高22度で開塵によ
って遷成されたものが圧倒的に多い,一般に出道は狭く多岐に分れ,圃場は狭小である.日生本土側
に於ては山間の上部に分布している.40-50cmで岩鰍 二速する地僻で殊を多数含んでいる.克 馬
鈴潜がつくられている.疏薬類は自給されているに過ぎず出荷能力はない.また本土側に於いては,
山の中腹に柑橘軒か0.5h9.ぐらい栽培されている. イノシシの被害があるため盛んとは言えなし､状憩
である.
島唄都では肺葉用水は皆鯉の状態で,卜嫉L疎に誼み,決闘であるため,4-5月7-8月の早魅
は常習的にI.Pl作物に被害を与え,加えて台風時に於いては潮風の被害は甚しく,従って肖然条件によ
って受ける,曲作物の制約は実に大きい.′耗培されているものとしては.甘諸. 馬鈴乳 象 - ッ
カ,メ/くコ,読菜煩等である.
樹園地も殆んど晶牌都で占められ柑橘坪が王とLてつくられている.前に述べたように島峡部では
滞世施設がないことと,台軌時の潮風をさけるため,栽培地域は島の北西斜面を*心にJl;がり,南面
では見受けられi:い.
戦後開拓された出が多い中で,頚駄 犬多府畠は開拓の歴史か古いためと,標高が低いため開発か
退み, ｢耕して天に至る｣との害薙どおり殆んど耕地化されている.しかしながら全体的に見るなら
は,開発程樫は低くく曾島では焼畑;1);,鹿久居島,洩島では荒い自然が残されている.
表2 島 峡 部 の 気 候
月 1 2 1 3 1 4 [ 5 r 6 1 7 1 8 9 10 ll ･2 1 計
∴ 千 二牌 両 日 教 1 7.2El 4.1 7.1○12.3117.1 21.0 25, 26.8 23.3l17.5 12.2 7.0(平均)14.8
-芯 .㌫ 1--㌫ fT 8- l-161.2.165.9109,2162.7122.5 60.4 36.2 1183.8
- ト- -8.9 7.4 11,1 103371.69.7140.3 7.9 7,1 i21.6
根 rE TI;し / ∫/ / 〟 /I /′ /′ / 〟〟 〟 -
日生町全体としてまとめてみると次o:)ように言えよう.すなわち現在良家戸数403戸であるが,こ
れは一戸当り0.39haに過ぎず,大部分の土地は憤料地のため,水田の増成は不可能であり,急陳料地
の畑としての開墾も塩限に適している,総面梢の93%を占める山林も一部樹園地としての増成を見込
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み得るが,自然条件にめく･まれでいない.これらの制約のため生産性は低くく,特:=島興部では棲度
に低くい.参考まて に昭和35年度の日生町の段篭に於ける労働生産性は83,000円である,これは節r一
次産業の林菜125,000円,水産業172,000円に比較し,いか:二段菜の現役が小さいかがわかろう.この
ため口上町の塊菜経営は代表的兼業膿地帯で,経営規模こ於いても弱小零細経営が営まれている.特
に土地生産力の低い舶蹄と社会,経済,自然的条件の不適は,漁業,商業,工場への出稼ぎを旺んと
して,鹿業経営の当水着は専ら婦人 老年者を対象とする.従って米,妻,- ッカ,タバコ,馬鈴薯,
柑橘の6作物と発,乱 発豚が主たる収入源となっている.
衰3 専業 及 び兼 業 別 農 家 数 (S35福浦地Li含まず)
総 戸 数 噂 業 l].'主 賓 愚 研 一 托親革漣項 数 F第二 協約 銀 貨 顔
凄4 規 模 別 避 寒 戸 数
30 7 -ル以下 30-50 アー ル 巨 0-100 7-ル 巨 0～150 7-ル
兼5 主 要 段 産 物 (S.35)
メl言等物1米 麦 頬 -ツカ メ/<コ 馬絹L"摘1義弟L食豚巨の他
作け面研 hG70 h(1110 h(I5 hQ2 _ t at 二281 119 空 i誓 ■.守
生産品 t207 【292 t6.33 I5
主たる集落は日生地区と寒河地区であるが蓑 1でもわかるように住宅地は,わずか25ha(0.7%)
で人口沓度は非常に高い,日生地区はとくにその鶴が強く,細い道をはさんで家屋が嫁輿し,極めて
凝然,Lしている感じである.日生町の商業の中心地となっている.
中日生は扇状地の末端に位置し,役場,中学校,日生駅が立地している.新しい港の建設に伴い,
将来町の中心として鬼展することが期待されている.
寒河地区も布状地の末端に発達した集落で, およそ等高線に沿っており,現在650戸余りの戸数が
ある.日生町の水田の大部分はこの地区に典中している.
工場数地は深谷,松見両地区が主なものである.いずれも大きなものではない.
(2) 将 来 計 画
上記の状勢にあるこの地域を振興させるには,何としても海に土地を求めるより他にない.この取
掛こ答えるものが束備干拓計画である.これは本土と鹿久居鳥の間の海面400haを干拓し,一挙に現
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状を打破しようとするものてある.大規模な水田の造成と,これに伴う農業用水の確保の発現は,虚
業の改音二人変寄与すると考えrD九る.すなわち干拓によって生まれる400haの土地の内,285haは二
毛作Euとして利用し,不安定兼業勝家の入植専業化,畑作農家の水田増反等を実現し,それぞれ段家
を完全自立経営規模のものに,転換させ1うとしている.
また干拓地区内では,協業組根を誠礎√こした戟械化良法による水稲強喝中心旗家を.地区外では増
反による安定規換良家において,果樹,籍産を兼ねたものにし,生産性の上昇をはかろうとしてい
る.
表6 盛 地 増 成 計 画
入 棒,.-57戸 榔 反-rL-:0戸 兼業農の増反r.,.-69トf
- )コ 平 均.,J..3ha - 戸 平 均- 1.5hcL - 戸 平 均r..,,lha
干拓:こより増就き,11る掛 世の利用計LTは概略上述の通()であるが,現在そ)Lに応するため,良策が
いかなる動きを示しているかを,見てみよう.
値近10余ケ年間17)盤家経営形態の移牡は.再選良家の減少の傾向にあり,廉業良家の中,第二瀧兼
業のものが,大幅に増加している.保有農地の規模を見るに,0.5ha未満のものが96%でこれらはす
べて兼業,このうち水稲作良家で!土.ほとんど飯米農家である.また17戸の専業段家の保有袋地は平
均0.7haで,水稲作主体のもの4戸,他は島峡部の畑作を主としている.水稲栽培を主体とする農家
であっても,純粋な専菜とは言えない.畑作を中心とする良家は,麦作の不振に伴い,タバコ,-ッ
カ,馬鈴菅.'=依存しているが,安定した経営は個髄で,相席の導入 讃敵 襲豚の飼育により経営改
善を行ないつつある.
山林は蓑1でもわかるように,私有休の一部を梯園地として転換する計画があるに過ぎず.これの
和睦的な利用が塁ま,hる.また比較的急板斜の畑.i,樹園地として転換させようとしている.
表 7 専菜 及 び兼 繁劇 予 想 段家数 (S.45予想)
絶 -i=;衣 l 串 英 旗 凍 l 弔一級頂業腹家 I 締二 億 兼草良家
蓑8 規 模 別 良 家 予 想 (S.45予想)
307-ル以下i30-507" 50-107-/LI1∞-1507-,V l150-20-ル 2∝)アール以上
東備干拓司7,第の実現により寄集曲家はもちろん,不安定兼業農家に対し,増反あるいは入植等によ
る水稲作2-3h9.,凪 樹園地1haの規模のもc)を150戸程度することが出来る. これに伴い一人当り
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の生産所得も365,000円と昭和35年度に比べ,計画達成年度の45年には4倍となる.段地の利用率も
昭和35年度の177%から185%へと少し上昇する.
な.k現状で!ま銀地の転用以外に増成出来ない宅地も,干拓地東西両側に95haの増成が考えられてい
る.
これらの諸計画は,つまるところ吉井川からの導水の成否にかかっていると言って.ま,言いすぎだ
ろうか.
表9 塊 産 物 生 産 計 画 (S.45子想)
＼L.＼チ岸物t∠分 ､､､_ 栄 麦 預 馬 鈴 薯 読 菜 再 実 額 ･芸作物 i.1 染 l養 豚 巨 の他
生 産 且 t1,480 820 1,550 574 840
(第 1図)
(1) 第 - 土 壌 区
これは中El生の原状に開けた地帯,寒河の一部,日生新田が相当し,唯班,押掛 こより,微砂
を沈群した地常で,一部排水不良地･,Wがある.朗上は深く可なりの腐栢土を含み,米の収温も
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lTLい.老朽化 湖水現象もさほど進んでいない.
(2) 33 二 土 壌 区
寒河地Fと棚田地･.帯で,油土.土挽 く作物収の仲良に制約を受ける.漏れ 老朽化現象/･いらぢ
るしく,水稲作に於いて:ま裾貰,低位′主産地とみなされている.
(3) 第 三 ⊥ 壌 区
第二土壌区に類似しているが,襟を含む砂硬土よりなり,過去の収史実節,病苦虫の多発,秩
港現象がいちぢるしいこと 没耕土老朽漏水過多の代表地域である.10-12cm以下に おいては
冊層のため,完全に取の伸長を阻皆･されている.日照も悪 く,腐植に乏しく,曲道,水路,水
Tf.早魅等の不良環境'の代襲土塊 と言えよう.
(4) 第四土塊区-.･･･畑地
この土塊区の特質は,砂襟を含む壌土で下岡部に至るも大差なく,岩石の廟塊土の唯もIilこよっ
て出来た畑地で,作物の伸長良く,葡湿を保つ.果樹及び工芸作物疏菜の好適地と見られる.
だいたい,島峡部に分布しているJ5',細部に亘っで 王不明である,
(5) 第 5 土 壌 区
島峡部,及び本土畑作地帯の主休で40-5ccln程度で岩倉,傑層の出現を見る. 卑魁多 く且,
静水性は良好で,過乾過湿の藷はまぬがれない.生産力は低く,廿絹,- ッカ,大豆耕その他
雑穀が主体で,経
済鹿培には不利の
状態である.
なお七城の分布につ
いては付図を参照し
てもらいたい.
(松 本 伸 行)
5.戦中戦後における開墾事業の進展
1 戦後の開拓事業の沿革
牝後の胴拓歩菜は昭和20年11月の緊急閲拓⊥良案実施要領に見rDlLる如く,食糧増産と失業者ズ,L策と
して始めrDれた.そして開墾面粧155万町歩.相投戸数100万という大計画がうちだされたが,戦後の
混乱】UJのため開拓事実は困難をきわリ)た.さらに21年10月自作農Lll設特別措置法.22年,故紺昭拓実
施栗鼠 開拓者即金融通法などにより開拓jj二JtYi:i単なる食粒自給だけでなく.1こく土地デモ澱の開発 ･
新JlQ:村建設71,めざすことになr)一応軌道この,TJのである.
しかし,世の中に安定がおとすノhL,食柑Iflli好転,工賃の発達の時期になると27年耕土培養法,農
地法の施行されたのにもかかわらず,陶柘拝筆は取り残されはじめるのである.
昭和32年,こ開拓戯豪14.7万戸,Jj"壁面糾 30,650hユに達したれ 耕地7)95%が畑地であり主懲肺蚤の
作物も耕地の立地条件が悪く収_riも既村段域の70-95%粒度のため約7割の戯茨が営腿不振こrLった
そして開拓新嘗の仲険討がさけばれ〔給作物栽培か,r)腐品作物有畜齢虚へ転換がせばまれ 33年4
月L;日拓首遵巌興箇時捨定法が制TL-iさlL2,835約含,91.034戸D助吠Jyはかった. さらに前進的モデル
として新しい畑lyF営出技術 ･共同化･生産 促通技術の合理化が打iJLJ.され,36年より偶柘.H I,ット
LJf業が始まり,大規模故紙化E)j斡財 韓などが現われてくる.しかし既存の脚拓曲家は,酪農 ･梁川J,Tt
への怯吸も研金難7)為,思うにまかせられず,さらに昭和36年の段等基本法など:二より一部を除いて
IJ-～1J{
岡山県q)年次別人柄雅趣段家敷推移
F^ 舶 家207 離脱脈 l差引現在20 106 101
21 675 186 488
22 682 148 534
23 199 36 163
24 219 30 189
25 194 8 186
26 95 1 94
27 123 4 119
28 62 30 32
29 94 5 89
30 72 9 63
31 35 1 34
32 58 2 56
33 81 81
34-T いトー 71 712.867 567 日 .300
(1961.抑柘 岡山軒)
大部分の出家:よおいつめられて'行ったのてある
(第1去)(第2表)
手打2よ 開 拓 殿 家 粗 収 入 別 戸 数
33年度 抑柘地営政男耕調査
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2 日生諸島の開墾 事業の推移
(1) 戦 前 の 開 墾 叫 某
日-/i:･町においては排他拡大は昔より住民の世人であった.古くは日/i諸島の大身府 ･成島などであ
るが,ここで:ま明治以後こついてみよう.明治以浪人/<は山野を閲歴に努めたれ 大部分は切りひら
かれとあとなので明治時代の ｢土地異動こ関スルJI取｣のI)H盟分を見ると小規模の胴塵が行なわれて
いたことが解かる.
日/J諸 島のうち,鴇島.ま近ILtにおいては牧馬朝とさJtたこともあったが,昭和2年に第一次捌盈が
行/Sわれた.聞き取りによ㌻tは昭和2屯 金谷大敵 併山町長らの努力により官有地の払い下げをう
けて,20戸の入植がなされた.半仏学漁をめざして家と山林5反が支給された.入植者は主に頭J.誌の
人が多いが残りは日生 ･大多肘である.現在では,15戸が戎っている. (Elロ菊太郎氏よりの托tJき取
iリ
(2) 戦 後 の 側 壁 水 菜
第2次大戦の終りとともに,R生町では国の開拓解式にそい,鹿久居 ･純良 (第2次)開発が始ま
る.
兜久居では半入組増反老5反,入植者 1町の割で山林が支給され,昭和21年BfL]柘団が結成され入枇
したのである.入植条件としては生活困窮者,浩志強固が要求され7･=.入植者の大部分iよ海外からの
引扱者,戦災者,復員省で占められていた.入組戸数は52戸であるが実際には砧に住まずFl生から適
作か多かったと思われる.
鴨島の閑腰も同じく行なわれた.ここでも人知卦二山林1町歩,増反者に五反が割りあて.された.
入植戸数は103ノづとも伝えられるが約70戸余り入植したものと察せられる.
入植坪由として:ま,食塩煙がまずあげらitる.段塔さえしていjt:ま食うことにこまちないため親秋
などをたよって入植したものもあるという.吹.=漁宗を(75'こ.'上無一文で引揚た者も多く,ftF=急難で
あったため入植した人々もある.
開拓資金は入組時3千円,一反当7,8千円の政冊繍助があったが,これでは 1-分でなく日生の工
場や上木事業に化稼ぎに行く者や,半段半漁の形態がみられ 最初から兼業が多く行なわれていた.
開畑は困難であったがr謝き取りによれF.よ, くlLらじ"で1反当52人分, tささじ"で120人分を要
した. (同じく田口氏)開墾は昭和27,8年頃一 婦3表 人 口 の 推 移
応終ったが,食枚不足の解消や経済の復興により
離脱袋家もあらわれてくるが,鴻島 ･鹿久居良の
人口変化を見九.さ次の如くなる (第3表).
離没書が明確,=現わ′～しるのは35,6年である.
35年11戸,36年15ij-計26戸が希望者により一時金
を支給され雌処して口土叉は他地域へ転職して行
ったのである.
39年7月現在,開拓良家に加入しているiP<･官:三
39
年 沌 k7,. 鹿 久 居 氏
月 世帯数 絶入r1 世情敏一絶入Lj
22.10.1 人48 20862 843659 65 ll 人36
23.8.1 40 141
25.10.1 34 143
30 , 23 103
日生町国勢調布 より
74戸であるが,尋常は敷戸にすぎず大部分は兼業,中には膿粟をほとんど行なっていない戸もある
(営1%実蹄の項参照).
昭和35年の盛家台帳に記載されている58戸 (地久居島16戸,池島42戸)について入梅年度 ･前任地
･前職業等についてのntは 取 りを敏押する.入植年度･,i,昭和2年12戸,21年31戸･22年2戸･29,
31年 1戸ずつ,32年 3戸である.前任地とLては,所払25戸･日生11戸･大多府 1戸,県内27県外
写fi:'.ま洩之泊より窄めた州拓也
(向 うこ由り:.'7,柁久居仏)
3 営 農 状 況
10となっている.
県外としてJ,よ小豆島 ･家島 ･徳記,-･広島等
であり県内は隣村である. 日生以外の入植者
は漁常州孫で HJt=_と開床の あった人達で あ
る.
榔き取 りの範囲では朝鮮に住んで尻た人11
FT,前職として漁業が多いが,実際ももっと
･qいてあろう.岡山県の他地域のl~桐型の入植
者に較べて漁業開床着の多いのがrl生;'E胞 の
開拓の特色である. (lHき取 T)は田口静太氏
による)
日生諸島の開拓事業は離Ll,の山林のため,畑作中心の営農がなされた.
地形/こついてみると,鹿久El掛 よ石英粗面岩,LLJ地 (1-25〕m),傾斜 10-15土壌非火山灰,強酸
性,砂質,塩基欠乏.洩島.花払･LE;I,山地 (1-159m),憤斜3-5,非火山灰, 弱酸性,砂質,塩基
欠乏 職 臥 石英粗面%,山地(10-50),傾斜10,極酸性,塩基欠乏とされている,(前掲け服 iより)
主要作物は菱 ･かんしェ･はれいしょ･タ/ミコ･野点規である.果樹としてほ鴨島において購 '&前
から鯉花果,鹿久居においては桃が植えられたが,32午ミカ./ガ導入されて以来, ミカン園造成が続
けられている.政府資金の借り入れなどによってミカン一本立ち0jJ;L(.'腔をめざしているが,38年にお
いては25戸,12haのミカ./閑が造成された.ブル トウザーなどによる大規模の造園も一部で行なわれ
つつあるが,植付して数年後でないと収笹できないこのミカ./が,このLI,/tに安定をもたらすのはま
だ先のことであろう.
タバコ拭増もI-rE要なものであったが,労ノ)が 地 耕 面 積
かかるため一時は20戸近 く行なわれていたか.
39年には3戸にまで衰退した.
38年の営農で盲払こよれP.i.経営の内容'.三次のよ
うになる.
付 記
慌島の関数は前田氏-零によって行なわれて
いる.17年買収し.峨後一時疎開家族によって
0.7ha未満 0.7-1ーOhGl 1-1,5ha(3.0-7ho
農業粗収入別戸数
15万円未満 15万-20 l 20-30 30-50
5,6反閲′リ､れた.32年総社Th'より前田氏一･家
か人碓し大規枚り日傘を行′ない兇伯 (ミカソ)杏
取f)入れ,2haの倒閣を遥成し安定した常出を
/(】なっている.
4 ヒl生諸島開墾事業の将来
組領主さんの談によれは,離脱者は多かった
が,現在でt'よやる左Lのある許だけ残ったと言わ
虚 業 外 収入
5万円～ 10 10-15 15-20 20以上
事 業 兼 ぷ 表
ヤ 基 い7卜 純 棚 第 二棚朋
lljJ- l 8 1 12
)tた.果断宮越に希LI-.があるとはいえ,･まだまだtHl恩がありそうだ.日生諸氏の開拓水菜が,県下の
山野の耕地化としては多い入柏者があったのにかかわらず,離脱段家が多かったのは何故だ/)か?
順Llで/):く畑地造成であったF=め営J,'Iとの安定がほかれなかったのも一因である.J摘 LF射出が既刷 ?.';地
･iLi1度の′ト･推力をあけるためには既存毘地並の資本を投下しなけれはならない.同じ日生詣 )･'liでも鶴島
が比較的安定しているのはTt本力の差を証明するものであろう.さらに姿本の欠如と共に開拓精神が
あいまいなため意志頼朝な者が雌脱して行ったのである.最後にBH拓曲協が8%産物の版7'己にタッチし
なかったこと,これ;1よって開拓虚協は経済力を】与つことができなく,開拓姓家は自分辻のためのi'r,.
動ができなかった.
L性諸島 J)開別 il'･.-の将火は,今後も当分出家の分解は統くであろう.それは腿家の人々がよく知
っている.これからurl祐段･#･.土どうなると思うかと彼等に問えば,彼等は次の如 く答える. "自分連
に,:よ研らrLい.しかし.またいつの日か股菜の屯要さが解る時がくる.その時にはJ3日祐il生家も再び注
Elされるだろう,その時のた州 こEl分速は現在のままの股遇を続ける," こう言って彼等は島の人の
足である焼玉船に来って,隣りの島へ,日生へとHl'て行くのである,ポソポソボン-I-
(的 功 鐘 生)
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第Ⅰ草 加子浦 日生 の近世の姿
1. 近 世 の 日生 の 概 観
現在の日生町は岡山県と兵庫県の,そして近世においては岡山藩と赤穂藩の国境にあり,後/畑こけ
山が,前方には海が広がる町である.近世にはEl生札 寒河村,福浦村そして天和2年干拓さ/Jil:I-_初
浦新田から成り立ち,鹿久居島,鴨島,頭.I,.lj,大多府島,鴨島,相島等それぞれ近世において特色の多か
った数多くの島を含んでいる.これら4村及び島々の性格を日生を中心として概観的に見てみよう.
(1) 日 生 村
EI生村誌に ｢風俗職業靴音等の類似せる点多きを以て淡路国津名郡岩尾村より移住せLと1'法 られ
るもの或は英に近きか､中古藤野郡新田伊里の庄に属せしか､後分離して目性村と称せり｡｣ とある
浴,これについては詳しく調べていないのではっきり言えないか,日生の住民がその昔どこか(,il､移
住してきたということは本当であろう.
｢腺長八年正月池田忠継之ヲ領し､三代の後寛永九壬申年六月池田光仲に至って困伯-国幹o)為､
池田光政の領となりEl生氏代々名主たり｡｣(日生村誌)とあるように池田氏の債となる.そしてl1生
は岡山藩の多くの漁村 (牛窓,尻海,日比等)と共に岡山藩の舟手に属する加子浦に指定された.こ
の加千滴とは ｢諸侯参勤交代のため海路をとりし際､ ここより多く舟子を出せLに よる｡｣(和気耶
証)とあるように参勤交代をはじめ藩や幕府の公用船の航行のため,労役奉仕の義務を負わされ;L二の
である.このとき[-]生は牛窓以東播州那披口までの加子を徴発せられた.
しかし加子浦はこういう反面に,それだけの特権を与えられていた.即ち,この区域の漁業権も持
っていたのである.現に ｢維新前まで赤穂海面に停泊する石炭船,塩舟'1;より碇船を納l/')しめ､又赤
穂郡塩屋村 ･1.日l里村 ･尾崎村等の村役人連署にて､毎年海面使用に対する挨拶状をEl生町に送 [)Lも
のなり｡｣ (日生漁業史)とあるように,日生は今もそうであるように特権的な漁業の村であった.
その始まりはわからないが,正徳元年の西念寺再興の棟札に他家734人とあり,享保9年の記録 二本
村の)う数170戸,人員940人とあり.文政14年の記録には174戸,1820人余とある.そして/女政二il-の
御用留帳の50年東の人数を見ると文化6年1511人,文政元年1728人,文政11年1941人,天保9'LF2()8∠
ノ＼,嘉永元年2458人,安政5年2918人とあり,近世末期に折しい人口増加がみられる,
この発展ぷ･')はこの村の推業から考えても漁業による発展であろう.文政14年の難田村との漁J左門卜
論の文智に
和気郡日生村御前百五捨石余家数百七拾四軒人数千八百二拾人余､一統渡世漁業フ専二仕来 り中候
(中略).IutL御郡浦之漁師共田畑所持不仕外之産業も無し､漁猟斗二両致渡世之者 (中略)田畑少 L
致所持耕作斗二而-渡世難成二付､漁猟も仕両方持合二而渡世仕者 (後略)
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とあるように殆ど漁業に頼る生活であった,そして打瀬網 ･流瀬網 ･壷網等の新漁法を生み,兵庫県
西宮付近や灘方面へも出漁して漸次発運をとげ,これと商工業の発達にりよ移住するものも多く,節
HL己のような人口増加を見たのであ7,うと思われる.
(2) 寒 河 村 ･福 浦 村
L'丁摘温故に寒河村について ｢山寄海端也｡岡山米=1T進通･ei!九里 ｢町､舟路岡山京橋迄十一里､高四
十二石一斗五升､家数百十九軒､田畑升卜 町七反二畝廿九歩半､男女九百什九人｣とあり,福浦村に
ついては ｢=｣寄七海端也｡岡山栄町進通根九里州控那t｣-､舟路岡山京橋迄十四里､lL:6百六十二石一斗二
升､家数百卜一軒､田畑畝四十六町三枚三
畝十二少半､男女七百廿五人｣とある.
ここで備陽記によって,寒河村 ･福浦村
の主L･';,'D産業を口/卜村と比較して見ると次
表a)ようになる. (第1蓑)
rJ生村が漁業中心のネLJ-'T,･1,jったことを考
えて,次に舟数を比べてみ/Jと次,)(の通り
で :'る. (第2表)
第 1凄 村 方 戸 口 耕 地
高(石) 田畑(皮) 戸 人口 1戸当り反別(畝)
日 生 83.4 154.815 161 922 9.15
寒 河 142.15 317.2295 119 939 26.20
福 浦 162.12 463.3125 111 725 41.22
すげトLIE朽腸記
第2衷 近 世 日 生 の 漁 船 数
日 生 村 碑 河 村 J福 浦 村
(fll 陽 記)
これら2表より考えて,寒河村は半曲半漁と言えるが,福浦村はやはり曲菜が主であったといえよ
ラ.寒河 ･福浦には他に座業として当時は塩があった.享和元年寒河に3町,福浦に9町の塩浜がで
きている.このことについて規要録には,寒河村Id字峠の前,福浦村は字古池にできたとあり.塩浜
の城戸は,
(前略)右場所干潟之遡及見候処､遠千二而値干過可申様子､北-福浦寒河林山二而裾通干潟､南
-鹿久居桔塞居中沖手荒汲受不申､右之得-風波之嫌撫之相見之､干潟砂地二而底立居中期根石等
F'iLE尾幌趣二御座候〔汐時-東西通鹿久居島山裾至方深相見申慎｡LL手より老碓指入候難撫御座､至
而宜場所と相見へ申快｡土地杯小口等無御座油砂二而､塩君も宜趣二御座候O (後略)
とあり,余程の益があったらしい.このように赤穂と同じく好条件に恵まれ,塩田聞発は文政年目'l1に
も赤穂との境目において行/工われている.これについては同じ搬要録に,
(前略)塩浜の様子無何と承命慌処､上下rlJ乙-御座候得共､同所老誠に耕無数莫大の塩浜､浜姿
多ク-地方を離凹回路より荒紋を引評尿中俣付､央水交無御座仲之潮を情至TrTf塩上口洲之梯子に御
座候,J尤も玖波之当鹿御軽娠二付､水尾留鍵格別念入仕立御座候｡ (中略)地方統申所/､自然と妊
水交リ､又/､入江杯之塩こて-塩気縛様子二御座候｡尤荒波受仮処も底之土地､〆り不宜候て-堤
持兼中晩o汐相宜御座候両も浜成立不申､赤穂表-遠干潟にて至梅当場所と相似)､中々外へ引並御
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座候-1i]iこて-無御座､左侯得老親品も様子替り侯都二御座候｡
とある.このような小塩浜はこの頃いくつもできている.できた塩は藩により時価で買い上げられて
いた.
ところがこの塩浜も十数年後の富永元年には既に荒地となってしまっていることは振要録の某永元
年 7月晦日の記:J主に下記の如きものがあることによって分る.
和/%郎塩浜出来塩御逆上正月より七月迄の分八月払上に御座候｡然ル処右塩浜地所悪政塩付奄fn不
宜､是迄不成作仕居中慎処､去末碁より作人無候座､正月より荒浜二相成出来塩無御座帆 ,
(3) 福 浦 新 田
新田の由来に関しては, F井田福浦新田八木山記録｣によると l天和二年卯月六日進境出来､夫役
八郡より出集一日二三千人宛､潮留出来より-一口弐盲人宛､石垣石-当国児島郡宮浦村新七郎与中
老､石坪壱坪二付代銀九匁宛二糾取乱】とあり,この時沖堤の長さI.･ir弐百四拾間根置六問馬掩壱lZq
半高弐問半｣と述べてある.そして天和三年には ｢大黒舟より右塊迄門ノ小堤長 (不明)根匿弐聞馬
掩壱間高壱間小梅｣ができ,同年中に立花他の普酢が始められ,兵事2年に出来上ると,ここに福浦
新田はやっと形を整えた.
兵事4年4月13日に天神官が閑谷村より当地へ遷宮されるが,同じ貞｢耳4年6月には家12軒 (内3
軒は神主,神子の家)が建ち, ｢閑谷村より首姓拾弐人福浦新田江取替被仰付､兵事四年六月二tlに
引越｣し,この時の人数が合せて74人であった.この外に庄屋勘七家内10人を合せて,13軒84人が福
浦新田へ入った.
頒要録によると,寛延2年迄に家数27軒,畝数26町 l反4畝6歩半であった.
(4) 大 多 府 島
和気那誌に ｢元大罪と題せり｡J-C録年中薩摩大隅E]向の園守島津甜 吉参勤交代の為渡航中､俄.=暴
風に遭い将に魚腹に葬られんとせLも､漸 く比の島に依て危難を免れたり,J依て此の島を譲受けんこ
とを請ひしも､藩主池田侯之を聞かず､急に港を開き民家を建設して各地より移住せしめ､尚は燈明
台を窯きて渡航の優を図れり｡｣とあるように,元禄年肌池田光政によって開かれ,海上通船の港と
なったのである.大多府J.I1,はまたE]生と同じく加子を徴発せられたのてある｡
(5) 鹿 久 居 鳥
和気郡誌に ｢ロ生 ･寒河の二村にはせり｡県下著名の宵林にして､旧藩制の時術前侯累世の狩猟地
たりO｣とか ｢延宝,天和,貞7;i:,元禄の頃､牧野を設けて馬のLFT一軒を図りしことも見ゆ｣ とあるよ
うに,岡山藩の牧切であった.その棚跡らしきものが今も残っている.ま-[=別に, ｢昔湊なり､今は
流人頭となり番所ありO (中略)光政公の御時鹿狩あり｡｣(書備前鑑)とあり,沌久居応はのi')孫の
流罪地になったことが窺われるo
(6) 鶴 島
鹿久居島が流罪地であったのと同じく,鴨島も流罪地 (但し明治的咋キリシタンの流罪地)であっ
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た.それについては和気郡誌に, ｢幕府邪蘇救厳兼の際長崎の耶蘇信者を備前藩こ頂けられLが､其
の罪人を本島に流したりという､其の子孫此のJ.-i]を開要 して十八町歩余りの耕地を有せLも､明治維
新の時赦免せられ各々島を去りLより､耕地も又荒廃に帰せり｣ とあるが これは後で詳しく述べる
浴,午)シタンの罪人がこの島に流されたのは明治5年であるのでこの記巾は誤りであると思われ
る.ここではこれについては省略する.
(7) 鴻 島
｢元寄島と称せり｡此久居鳥 ･捧島と共に延荒七年牧馬のため取立てられLが､施久居跡 二流邪の
加ありLより其の-j=i絶えたり｡｣(和気郡誌)とあるように延宝年中に牧馬を放たれたが,宝永年中に
碓島-放肯えられ,享保元牛より相島 ･鴫.∩,･へ牡馬を放され,文化10年梅島 ･鵜島の放馬が止められ
た.
(8) 頭 島
今では目性諸島の内蔵も多くの世帯を布する島てあるが.和気郡誌によると ｢今を去る凡八 卜年
前､日生村之人此の島に移住し漁業a)傍ら開j掛二従･liL､終に今日の有様を呈せり､されば言語､風
俗R年と範も興る所なし｣とある.
(9) 取 揚 島
この島は丁度岡山県と兵庫県との境界線上にある,小さな無人島である.近世.上り岡山帝と赤穂の
国境論争となった島である.
撮要卓刺こよると福浦村より海上1圭邑牡の所:-_あり, ｢取揚L.Li西南之平は福浦村よりiILi申以此分曲数
凡-･反五畝ばかりも可有御座候O内岩石多木は仕不申以乾草ほへ申所畝数凡一反紺も可有御座候O｣
とか ｢同島北東之平は播州赤稚郡志木村と申､福榔村之東之峰村より構申根暗､畝数凡一反ばかt)ち
可有御座候｡是には岩石も少く御座候｡前には二三尺姻之松木十本斗も御座候処､近年i:;午/Zに枯以
而二三J仁に成申梯子に御座帳｡征草生申候得共 (後略)｣とあるによって,その概要を知 り縛る.
このように笹草が生え岩石ばかりの小島かr'J】潜となったのは,播磨国と備前国の国錠を定める時で
ある.取松島と名付けられるのもこの時である.この点に関し正宗文庫所蔵の F古今見L-rJ雑記三巻之
内､源通』には
調之上､沖合国境之.IAは御崎伸二有之弧L.'7,を取勘､同免より播州家島､拡丘,見)血し国境と御定､Ru
其島取掛j,q･と御名付被成恢O
とあることによって取掛JT7,-の由来は分る,続いて下記の如く述べてある.
正保三年許月地力誌不判然二付松平光政公御耶I=If;J永田三郎左:L門,浅野叉市郎殿御門藤野谷四郎
兵衛出張双方立合取調之上牧揚L',･]水流切西而ノ､腕前国北東平-播磨国地方-綱崎之内 石風穴中程
両国境 卜御足坑井後塵安二年三)摘出rli奉行河村平太,rTi術御郡目付永田三郎左工門出張塚築設｡
このように,正保3年には西南,東北と半分に分けられた.
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ところが撮要録の元禄2年9月の記銘を見ると赤穂 より城普邪のため,石を福浦村のl*Jへ取 りに行
ったことより争論がおき
自制 十伸 幌は､沖の御国境は鹿久剛.I.むうこのはな､ 地は綱崎之帆穴と巾所境に 1fn御座候. (中
略)L]備前舶浦村中上映は､沖は取以LlJ･､地は網崎のは､右と申石御Egl弥 こて御座院 (後略)
と述べてあるか次に赤穂.[り申すおうこのはなに什いては何の証拠もなく,福浦村より申す取揚乱を
境 1-_するidi拠ほ坑木が打たれているということが伝えられていることを述べている.そしてこの時,
I.lj)I.-Jj介その以所に-:Li-′',･ら伝えられている通 ･')てあることを 確認す るのである. 即;,一輝備の 境に
･沖は取揚 .r'7),統帥こ比南は備前,北点TF.:三価州,地之境は,石と風穴之･い程を御周境｣とし,取扱
LIJ.よl｣生村がJjl把 していた.が明治10年地結締製之際,滞福村の地籍に編入したのである. しかし漁
業にL5)Jして.Iこの取場山を根拠として行うのて,明治になってもしは'LL.i'争論かおこった.
(秦-J5･文献)
恨密以
bl'[lWud
和気郡誌
吉hllrn放
正宗文Hi斬殺 ｢正U]福浦新田八木ILJu?紘一
flF今見Fin雑記=,卵之内 瀕冶｣
日生町史,日/JiH史
漁業発達l･1
(日 中 民 了)
2.近世における日生の生活諸相
(1) 戸 口 の 推 移
近世.二.おいて,E]生村 ･妹河村 ･福浦村およひ福浦新田の人口は,一享保6年から文久年目.-Lは ての約
140年間こ,漸次増加の一速をたどっている.そのようすを嘉に示せば次のようになる.
この第 1蓑によれば｢l'tl.村において.ことに文政から天保にかけての人口の増加率が低いことがみ
∴九るが,それは天保8年に大飢帖があったためであろうと思われる. (西念寺の過去帳の記収によ
れば,その年に;エ平均死亡数のおよそ3倍の死亡数であることがわかる.)そして,文化～安政までの
約50エト胤に人口はおよそ2倍に近 く増加 Lている,また戸数もこの期l糾こ2倍以上に増加 している.
近世-における-･蜘 勺な戯村村落か,人口において皆しい符掛 生を示しているのに くらべ,日生村はそ
の帆向とは対照的に戸数 ･人口とも特徴的に増加の途をたどっている.それは,日生村掛 こおける人
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第 1表 戸 口 の 推 移
人のrLIJL的な生業か他業ではなく,漁潔であったということにもとず くためてあろうと,rLしわれる.つ
まり当時の漁卦 二おいては,封娘子抑止･を第-ぷ｢小二支える腿潔にくらべ,それ;,_従小:する人々の破 く
圧迫されたJt･.I.T=条件が,比較的少ないということ,ま[=.､珊J'･の支配屑の政策が,i.隻澄廿.庫をたえず
第一のものとしていて,漁村では
魚を中心とLた商品流通 ･貨幣経
済が人/'のあいだで,A.li村より余
PJI･.発適していたということ,など
の一般的なPJi由から考えることが
できるJ-/I):=思われる,号L Fl
′L村の人口増加の特殊な原因とし
て,加子浦に指定されたこ とか
ら,海上交通の要所となったこと
耶2衷 村/<高 ･家数 ･人数讃上帳 (人保12咋)
日 ′E_村 l寒 .(7.1村 福 浦 日 h';捕qrm
I._U (Tj-) 83.4 142.15 162.l_3 310.063
複 数(iT) 407 171 131 76
人 数(人) 2071 125l 690 ･355
(Jl:宗文川所載 R保12年11月 ｢御辿浦之節lL,.J/リ下上板｣i;))
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ち,漁港としての発達に妙押 したことか推察される.rlLL村が漁滋で'Ji計を/tてていたことは,第2
長こよっ-て端的:.+/^られる.
こ(′り豪によれば, ET生村の高は他の燕 河村 ･声高胴.I･i,r.1浦新L臼と比べて,相当低いの(J=もかか)-)り
チ,人Ljや家数は,それらに比べて一段と多いことが1^ シ'〕れる.
寒河村 ･fh'HiI-'J村 ･砧摘了新田の史料かない為わ,Jjtらないか,第 1表から塞i【州寸は l｣生村r王ど人口 ･戸
数と二,増加 していないことがみられる.それは,千;ニr)LlfL村より舵業人口が多い朗係からて あろう
か i'ILd捕村の場合,戸数は増えているのにもかかわrJす人口は減少している.flr刷拍子旧l/=おいてほあ
まL)人U ･jJ数とも増加していない.このことは,農業における生劇Jlが,その期ILHあまV)向上 して
いFi:いこと,Ll'l也の所有において,子仙別小二, また地域的に限度があったことなどによるのではなか
ろうか.日生村の場合と比較するとき,it;しい差がみ られる,
(2) 村 役 人
地力史料がないため村役人の状態などはっきりつかめないか,Ll生村の名主 ･五人糾頭の名前と動
覇佃限,それ∴塞河村 ･捕り附 の名主名の断片とを年付蜘こたとり第3衣にあらわすと,次の通 りて
hる.
第 3 表 日 生 の 近 世 村 役 人
日 生 村 名 主･五 人 姓L頭
o払Jl7I亨村名主
物七 :元禄9-宝永1
｡寒 河 村
名主 :伝八郎 (正徳年FltTJ)
大庄監 :与TrJ兵衛
中司家についての詳 しい史料がみあたらないが, I二晩 村の名主 ･五人組頭は,中司家が代々世製 Lて
いJ=と考えられる.
(3) 農 業
次､こ石l綜二ついて凋べてみよう.日生村の石fg;･畝数の推移を表で示すと第 4表のようになる.
誹,(4蓑 日 生 村 ･石 高 ･畝 数 の 推 移
･這 ヒ三十 ′… こ 2 i元 株 10 E享 保 13 天 保 10 文 政 7 文久年間
竺r;｢,&芸('買上 50,585 J l:::::,2 j …≡;≡… 158,02284797 154,41680221 797 156,8258003一84.797
残 高(石) 149,665 151,047 149,941 150,522 150,523 151,188
物 蚊(J′) 86,665 86,100 85.672
･鴫 物 成(〟 ) 83.805 83,800 84,672
在 米(,/) 91,lOO I 91,957
上長lJつ如 く,承応 2年～文久年rtlHの約200余年の†札 高の変化はあまりみられず, 150石から158TI一余
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に増加した程度である_また田畑畝数は事保13年には15町4反23歩であったのに対し,文久科Lflでは
15町6反8畝25歩となり,ほんのわずかしか増加していない. 次に日生村の 田畑の構成を享保13年
｢丙兜留日記鑑｣ (中司十太郎)より作成してみると次のようになる.
田畑畝数 :15町4反2畝23歩そのうち
o田 畝 3町3反20歩
内 訳 t喜
田 4反 7畝29歩
田 1町 3畝13歩半
田 8反 15歩半
その他 下々田,開下田等 1町4畝22歩
高 41石9斗6合
故に 1反に付 およそ 1石2斗 4升5合
物成 25石5斗 6合 免6ツ 1分
o畑 畝 12町6畝3歩
?
?
?ー?? ? 1町6反14歩
1町6友 3畝16歩半
畑 2町6反9畝 1歩半
下々畑以下 6町1反3畝 1歩
[冒J lO9石8升6合
1反に付き およそ 1石8斗2升
物成 20石4斗4升2合 免5ツ 5分 5厘
その他
聞 方 2町7反 1畝18歩
新 開 方 4反 6畝 9歩半
このように約半数の田畑数は,下/I田･下々畑である.このことこよっても,土地条件が戯帥地と
してはいかに虐いかをよく表わしていると思われる.では,このような田畑はn生村のどのような位
置にあったのであろうか.下図に (第1園) 日/tl.村絵図 (年代不評)
/I(している如く,田畑は道路に沿
って,わずかばかりみられ,すく･
前方には海をひかえ,後方には山
をいだいている状態である,
日'仁村のこの ような状態 に対
し,寒河村においてさと寛永2年に
高36石7斗 5升9台であったが,
28年を経た東応 2年に主上高200石
5斗7升7合と激輔している,こ
れは粥哩や干拓が行われたt.1果で
あろうが,それを証明する史料は見あたらない,そq)後も紀宝6年252石4斗5升3合,E･永5年261
石8斗6升1合,文久隼聞261石9斗1升1令と漸増している. また高と)=.'数 ･人口から考えてみる
に,寒河村は主に農業か中心てあり,備陽記に ｢小紙船六端帆迄12膿アリ｣と記述されていることか
ら,漁猟師も多少いたと考えられる.さらに,寒河村においてほ,畝安蔵が明暦3年に救他の目的で
池fB光政によってつくられた.この脚空は,毎年礎の収替脚 こ各戸ごとに1畝あた,')よ2升宛割当て
て'HlILu･F.尾が貯蔵 し,貧乏人とか凶矧時の救済にあてたものである.最初はこのような趣旨でつくら
れた老成も,後には大任星i翫 -､その蔵を所有してしまい,12月より翌年4月迄の5カ月間,貧者扶持
方に)｣歩で貸し把すようになる.そして新麦が収燈された後,返納することになっていた.J7J.飽煩 に
なると3カ年肌蔵に貯蔵した後は名著救済のためj15歩の利子て貸し付けるようになった.
福浦村 ･福浦新Lmよ農村の形態をとっている.応も福滞村は740石2斗5升てあり, 天和2中 二干
拓さILた福浦新田は,高386石3斗5升2合である.補柵村の免は7ツ 2分と高率である机 新円日日
発の場合は物戊の割合は2ツ5分と低率である.これは年貢の対象となる当時の村高がEl畑 1皮あた
りの収称を米に換罪したI.iつまり石盤の教に免を掛けたものであるから,それだけの収軽は偶発さ′れ
た新L,1の場合は当然考えられないので,式敷串を低くしていたのである｡
(4) 漁 業
日生村は,漁村の一般的価r和こもれず,狭い贋作壁間に多くの人口を有している.全戸数のうち漁
業を営んでいるものが大部分であった (文政5年の記雇).また明治の史料においては, 家数830戸の
内漁業を営む者745戸と90%余は漁菜を営んでいる. まさに漁業のみて成り立っている村であるとい
ってよい.
次に,漁業の種類を見ると,搾取 ･網代軌の2故がある.浮漁は入会次第て所々船を押廻 り網引 ･
釣を垂らして軌を行なう.I-A/-ヒ村の漁場は,柿磨 ･和泉 ･頂拝 ･紀伊 ･淡路 ･阿故 ･讃岐 ･備中 ･備
後 ･安芸 ･周防 ･長門 ･豊前 ･豊後等の国々から漁に来,入会海面となっていた.
網代漁は磯辺へ網を取り,また (第2厨) 日生村海面漁Ji,1Jr25.域
ほ海中へ碇を入れ,共場所で独英
し,またそこで漁業できるのはそ
の日限りであって他からほ入会で
きなかった.鰯釦約 ･坪約 ･烏賊
網 ･鰯網 ･小鮎曳約 ･軸約 ･ゴチ
約 ･坪網がある.そのうちでも坪
網については秋冬は入札を'fiない
金額の高い者へ営業を許し,村辻
へ1-.T千の巡上を収めるのL(規則と
していた.このような規則ができ
ILのほ,安政年間あたりと思わ,･EL
る.漁村における人口が漸増し, また海面上の区域もあい まいであるため,漁場争論が しばしは起
り,従来から漁茶権を拳塵している村が権利を慮るようになったのであ7'う.
次にl｣生村海面漁場区域をみよう.西は和気郡穂浪村境字呼子轍 ･邑久郡虫明村宣布浜 ･長島中丸
束は播磨備前国境 取揚島より播磨国揖西郡 室辞村字鹿見鳥 ･同郡家島浦字笹山島を見通す線上の侮
画 商は邑久郡牛窓村字前島南軌を見通し,讃岐国小豆郡中海を以て境としていた,この記録はrTn治=一丁
代になってからのものてあるが,江戸時代を通じてこの海面区域はあまり変化なしものと考えていい.
(少くとも文政5年以後は変化はない.) 江ji初期に加千滴に指定されて以東,海上の漁共催7=f掌擬
し,漁場争論において常に有利な地位を占単)ていたが,茶末頃よ.')次制 こその権利も失墜してくる.
その掛 二は,今まで掌握されて圧迫を受けていた被桁利老側の胎動が見られる.例えば,兵庫9.と家島
村と日生村との漁場争論を見ると,日生村の漁嚇海面髄域は江戸時代において取揚島より東南家島僅
山-見通し,西は香川県伊島へ見通すと定められていたが,その領域で軌を行たう場合,家島方へ安
政年度より碇銭を毎年30円送納していたが,明治末には憎折となり, 1カ年分として170円の備州料
を納めるようになっているのを見ても明らかであると思う,
また,当時の漁民の規制された一断片を見ると, ｢①宝永6年丑5月12日稲川左門被申渡挟-,円
勢院御祈願所御取建披逝趣意有之に什 循月廿八El詣猟不仕様二去春被仰出候〇漁猟師共如月廿八口
猟業相止候而-迷惑吋致様二被思召候｡渡世に仕候漁猟師共､相応に衝月廿八日扶持迫可申候｡それ
ぞれ擬作之義-藤岡勘右工門 ･小掘彦左術門令了筒､可池由御意恢旨被申渡侯也o｣とあるよr)に,宝
永6年にある寺が祈蹄所を建てるので毎月2馴lは殺/-tを相止めるよう漁猟師共に伝えている.その日
の保証として,田畑畝数に応じ男女それぞれに扶持として菱を支給された.この史料は,猟をしてい
る滑々38カ村の記録であるので,日生村の人数 ･戸数I.i判明しないが,扶持の内訳をみると,1人に
付き田畑29歩以下,猟のみで/L計をたてており,また田畑畝数のない者には,男 1人に付き1日衷5合
宛,女1人に付き麦3合宛,Efl畑1畝14歩迄は,男 1人に付き麦4合宛,女1人に付き麦3合宛,1
畝15歩【tり2摘ま.つけ.,男1人に付き麦3合宛,女には2合宛 (但この掛 二は,今まては女には夏を
支拾さ′巨/よいから,女にヰ)2合宛支給してもらいたい旨を付け加えている.)肘畑2畝以上の者には扶
粕 i:女給されない.これらの扶持は2B日に猟師井妻子共ド麦を支給された,Lか Lこれには以-p-の2
ツの条件がつけ加えられている.即ち,(1)男女出入又は生死の人数の移動∴t.,毎年正月に凋べr=人
数及び抱田畑でもって.その年には扶持変か支給され,(2)漁猟師は年中猟をしたいのだから,肘李
のうち漁をしない時期は扶持変を支給しない.そして,正徳3年12月3日に:･tほ た毎月15日も殺隼を
相止めるように言い渡されている.しかLこの規州はtE絶5年5月には免除されている.28日のJ)ち
止徳5年7月27EIに｢毎月廿八日詔猟仕候義美留旺被成侯得とも､日今は前々之通御赦免破戒矧i日､
猟仕義明廿八日より勝手次第二可仕旨主殿巌被仰渡帳｡向後扶持方麦敵地F'1蚊帳O右御率/lj.･へ中波｣
(漁場古文出雛等 ･中司三郎左衛門)とあるように免除されている.
lJi後に漁場争論について調べてみよう.近牡の漁執 ま海辺は地元漁民の軍用漁場であり,沖は村々
の入会漁場となっていたが,それはあくまで原則であり,この原則は しは ｣は破られ争論が W潤 し
た.日生村においても年々人口が増加し,他へ出漁して,しばしば争論を起 している.邑久郡虫明村
･牛窓村等との間の争論もあるが,ここでは,和気郡搬田村との争論を取り上げてみよう.
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正徳2年12月館久居島と瀬島のけんしのまたけ (艦の巣)と称する漁場においての両村の争論で,
その場所は雅田村の網代と主張しているが雑'j:な此地もなく,また日,上村の漁切の内てもある.そこ
で#･場所へ津川甚左裾1rJ･岡本定右御門 ･板野平右前｢"]･小野加右術1'L]が出張 して見分した上 色々
詮議したけれども落着せず,さらに大止犀源介は.仰制の大庄良和/,(-村半左御門 ･帯金相伝兵術･働
(第3匿l)
村源右術門 ･北方村与兵術等を呼び出し色々詮議した紡果,政綱を行なう季節は取初口数35川IiHよ邦
旧札 次は日/JIl村が勝手次掛こ漁を行なうことに滞J'Iした.文化13年においても ｢.富)邑久郡虫明村尻
海村牛窓村にも数ヶ所右体網代有之候へ共､他村より入込候叫相成不申､欺田村に限り他村之内に網
代切石之均は有岡鋸と被存候｡兼御上悌よ･L)右脈の聴網代場は難田村之分と被仰.W.峡御敵Lf-Lも往古よ
り承伝へ不申｣と倣網を指し留られて,やむなくその年刷 凡鴎の内八丁張と称する所に網を敷き漁業
を行ったけ)Lども不漁であり,しかた/iく独禁権Uつ主張はIl生村にあることを認めている.炊いて,
文政13年には猟接の仕ノブで争論になっている.難rt]Hより日生村への申立て,締流潮は経机その外講
釈の差し障りになり難田村は甚だ迷惑 しているが,それは前'tよりやってきていることだし,ことに
u!L村に限らず他領その外より入込んでいるから.差し阿P)はないけれども,秋礁湖は6年前から始
めたUr規のものであるし,その上迷惑であるから止めるように申立てたところ,大庄F4.が汁1.張 Lて日
廿村の秋流鰍と雑剛 寸のかけはえ釣を指し宙てLまい,一応は清新Lたかのように.ILl.われたが,古来
腔的盾はへ.10月上旬より鯛軌 11月20日贋造火多田沖辺で働き11月下旬から阿淑 ･淡路の-)J-へ出漁
するならわしであったが,]J皮近日生村は大網か減り縄漁が次第に1-LY,'えてきている.そこで灘田村は活
はへ祈漁がl『由にならず差 し阿っている.そ′与して工夫し蛙純すけはえを始め,盈後Ltり10月 ヒ旬迄行
っていたところ,u/F村より新規であるという児由で指し留められた.このよ')な状態では猟師は基
だ迷惑し,難渋しているから許可していただきたい旨を申し立てている.これに刃L,lj生付は流漸
網を先年より秋春光行なっていたが,12-13年巳.lR小豆ruHヒより大多府伸へ鯨が,入込むのて,9月上
旬より10月 卜旬迄慌漸網を行なっていたところ,-一昨年から (文政11年)矧朋 .†よリ判頭 ･漁師頒ど
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もかEl,維船猟の障 りになるから相止めるよう刺_Uがあったか返符L!ECL､ていたところ,去る我年 7
月近村御役人中が仲介にはいったが倍 合いがつかず,U,rm]村が訴訟を起 したところ,大庄尿が井田村
へ出張 して吟味 した とで,両村とも新規職とみなし抑止めとなった. このような状態で(.L,流漸網,
躍a')を専業としている人は困るので 1ヨ然活はへ経てJIE.llをfLてている者が和競 うようにrLる.ところ
が7月以来,伽LI]村鯛縦と唱して新規のかけはへ釣を行TLうので,それならば Ll生村の流漸網も許す
ようにと申立て,大庄庭井が出張 して両Jj誹 り合 うように といい渡 されたれ JUJ-とも納得せず,このよ
うfL状態になると漁師は困窮致すので轍鮒網A.lY,許 してほしいと率'rT所へLtl立てている.その結果次の
ように落着 した.即ち,(1)Fl生村において!エ春分軌細網は/1Tなって もよい.秋親潮の取扱いは 9月
朔｢1よT')同月中に限る.iFにより9月にl=',I_J月がある叫は閏月15｢1迄は 日生札 16日より末までほ難IJl
村とする.(2)灘田村においては維船かけIT土へ 店ほへ鯛純 とも行なってもよい,もっとも9月中ロ
生村が推漸網を取扱っているT'l_Iは,差し障 りのない励 rTでは働いてもよい.
以上双プチ遊反な く,肢屯に相守るよういまL的ているが,規則はき)っめてあいまいな ものである.
時代が下だるにつれて,さらに複雑化 してい くか,解決方法は依然として,前例に従ってなさか るの
である.
参 'Sl 史 料
① Lj生魚灘協同削合併殺
｢汎協古.iI柄等｣ (中 d]三郎左肺門)
3) T1-LJT-政治氏所蔵.'kLr
｢文政五年七月,日生村fl'1;之内政久掛.I'JFf,'Itノ放射政綱網代似矧 帥j弓争議か二lL.trT'j:L｣fy之介
ひかへ
o南正人氏所就
｢明治33年8月以後
家出'jtこ側スルit頬｣
(B=] 中 恵 子)
3. 岡山藩の海上交通史上における日生
).加 千 滴 と し て の 日 生
(1) 加 十 浦 の 役 捌
最初に加子情の役 目であるが, Ej竹 よ漁場区域図の如 くその海面簡域内で, ｢雌敵船溺死人7レ,(
前々より日生村二引受耶 一撲 り,且旧識巡見使 ･長崎奉行其外官吏通船,朝鮮人米朝井興国甜流人通
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船等ノ節,漕船 (中略)相勤来り,且大多府浜碇泊井沖相通船諸大名二馳走水船加子共浦役軌｣ (中
司家文田)とある如く,難破船-の助船をはじめとし,公務の通船 ･朝鮮人来朝の際に,一定の船 ･
加 7-を課されてその役を果した.また ｢岡山滞政史の研究｣ (谷口澄夫著)によれは,大阪登船で当
常から大阪へ移送する物堅tで主位を占める大阪臥丑御歳米の輸送に,岡山 ･金岡 ･内大寺 ･片上 ･北
浦 ･小串 ･郡の7加子輔が当ったが,琶米が増大Lたときには7町村の他に,胸上 ･尻海 ･浦伊部 ･
邑久郷 ･Fl比 ･牛窓 ･日ノ巨の7村の加子浦に分担がまわり,従って,加子怖口生は商品輸送としての
義務も果していたと考えられる.こういう為務の反凧 漁業において特権が与えられていたと替えら
れる.すなわち,漁場区域図の梅両においては.搾艶の場合は入会の海面であったが,網代漁の職分
は,日4=.村限りの海面であることをBHlJtしていた.また ~海役不相勤恢故漁場 卜中海-無之定法｣
(｢ト伺 家文吉)とあるように,逆に浦役をつとめていれば場 面領域内に関する限り,他村の地先海面
であっても,漁糊として使用できた.こういった旧帆は,明酬 二なっても引継がれ,例えば,福浦村は
加子細でなかったので漁業のしきたりもなかった.ところが,明治に/i:って,28名連署の上で漁業営
菜を願い出たところ,加-(･浦でなかったことをFT!Fhl二容易にr州届けられず,再三の談判の末,鯛桁ll
第1表 加 J'･ 浦 役 (正好3年)
郡 村 名 人 歩 u 挑 村 名 人 4;.I
御野郡択 野 村 天夢｢25.0 ‖児L棚 , 村m u;- I- - - A20.8
丁;-江 村作成部今 保 10.0 北 浦 jLt 27.49 阿津 手.I 160
ヒ;nJ耶平 井 村 30.6 宮 浦 村 3,5
申 井 村 19,2 小 巾 村 14.2
念 岡 村 22.7100 胸 上 村 6,55.0
邑久郡片 岡 村 8.0 明暦2年ヨリ新田分 1人冊 JrT 計 380.7 26ケ村
宿 毛 村 3.1
9.4
邑久郷村 6.3 = ≡ 二 章一 下脚 艮 浜 村LR之浦- l. ≡ 喜 岩
鹿 忍 村 14.3 4.7 l
ノ卜怒†寸 34.3 2.1
尻 梅 村 5.7 4.255
'm海 下す 6.7 樽 竺仰兄郡日 生 村 16.4 25.9 明暦3年J:i)iyt
矩 田 村 8.0
片 上 村 30.0 仰 山 10,0 罷女6年より増
浦r)r部村 2.1 【一元 -.~ 1｢
備考 :滞法如l岡LL儒 卜
SS
年にいたり,ようや く ｢無謂ノ義ナL,トモ於同村ニモ近来困窮シ,煉作ニテ当月糊口ニ背シムモノ｣
なるが故に,働方等ほすべてEI乍 村 の指凶を受けるとい う条件つきでFi-1tされている.このように加千
滴でない為に不利な条(Flを負わされた.
(2) 岡 山 拝 の 加 子 浦
次:こ,岡山誰の加子浦の浦役をなかめてみると,第 1蓑のように丁'こる.すなわち,近世初脚 こおい
ては,26カ村380人7歩であったものが,明麟3年に5力村25人9歩が増Lされ,さらに兜文6年には,
岡山城下に10人歩か増加されて,全体として32力漕416人6歩となった. この うちで日/ド.村は16人4
I,Li,1の加十澗役を勤めた.この表によれば,全体の加子浦の中でl｣生村u)占cJ)る位l臥 よ,iV)lL･片上 ･
北浦 ･八浜 ･忠岡 ･郡の各村に次ぎ,ほは(rl程度の役を果 したことがJ,かる.また,明暦年lHl'/こ5力
緋が,さらに寛文年間に岡山城下が増されたのて,以前 〔りも加千滴役として出す全体の小に占める
割合か減少 した.
捌批こ.i,加子役米として1年に20石ずつ,藩の定免lj線によって納めていたものてあるが,寛永
年 中にそ九か廃されて労働力を課されることとなった. (中司家文iFT)
とこ7)でr=事保3年までほ,江戸表の御役人がiJB国へ下る際,下向には牛窓をは じめと 仁和ノくt.･邑
久 ･児島/i:どの;IE;郡かいっしょになって,海上御馳走 ･水船･漕船 ･加子役を勤めたが, ｢州 唱.[り
御上 り之節は,下津井出ケ浦 ･呼杉浦此五ケ珊計｣(藩法割きl岡山藩上)で勤丘･わた.下 りの際l.L/i7数
が組合って勤めるのに対L,上 りはわずか 5力漕で勤め,上下とも御馳連は同じてあるかt一)上 り:J｢ごり
に比 L当然的租がgiLくなり,迷惑する由を享保3年 9月に願｣-tげたところ,下辞)卜･牛窓の双力か相
談 した結41･,上下とも加子斬全体がひとつとなって,各浦の船の石高数の割合により加子役を徴収的
れることこなった,但 しこの場合,2反帆以上が石割にされた.
U.南 nLlu 移 送
(1) 大 阪 flL漫 御 蔵 米
江)｣時代には鉄個政策がとられ,田内において〔I給lIl足の必要を捕感するようにrd:り,田内産業の
発達とともに,海)riEか隆盛になった.ここでは加子浦として労役を芹黙された大阪･flLi登御親米について
述べて7*たい.
大阪登米の輸送は願主的初晶流通であって,鰭内の民船が強;liu的に利用された.既述の如 く, これ
にi]仕付を含む14カ柚が加子浦とLて,その浦の船数の湖合によi)輸送U)栽務をf_'ll-'された.(｢帆山
帝政史の研究｣谷口泣大著)
播種の米でてあるので供血に取扱われている.孫r-の米を机んだ船が湊へ#っlL切創 土,さっそ く村
役人′狛i'.て,送状による人数と机荷に-9与常がない場rTには,その旨を送状に記状 ･捺印した,もし輿
常があったとき,特に耶伸の異常は,船/rf の 30センチのところにある棲印よりも深 く沈み,他の米戯
または私の商,)'L･の荷物を机んでいることか考えられる.こんな場合は,役人 村役人が立合って船中
を検査 し,違反の品があれはそq)場所で取掛 ザている.また,病拭とか不慮の死で人数が不足 したと
きは,もし必要があれば,その村で不足人数だけ舵わせた.その他に,城米船が韓でないところに寄
港 Lた場合,人家が遠 くあろうとも出向かなけ九はならなかった. (瀦法集 l岡山滞下) このように
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城米が安全に運ばれるためには数々の措虹がとられている.
この役に関する負担については,日生村の寵接の史料がないのて,児,I:上郡舟特共が御嫡手へI-1的け
た願網から推してみる.
商法来 l岡山乳 Lによれば,宝永年札 御登米Tl'しみの射特が大阪に着いたとき,蹴話の際｢帰依か
出てきて,1俵につき1升とか5合とか8合とい うふ うに込米を仰付けられた.また,-JJ鮎川ILjて元
船や上荷舟が難航に遭って米がH',7れたとき,賠trtするなどのjl担がかかった.しかしその反面,特権
も認められていた.この運送は特定の加了掛 このみ限定され,午/<増加された登米の独占的な逆送橋
と義務をもって,利益を得ていたと考えられる.
a.避 難 港
船の航路は問①のように沿海航
路とYlj欄し路かあった.臼/t港は南
に鹿久)揖 !,をはじめ,大小の):.,〟
によって囲まれ,それらが防披見
の役′:tなし,L1,の内側は逓珊場所
であった.
現在のような航海技術か発迅し
ていない当町 こあっては,凧の吹
き方,潮の流31万に簡坤 二左右さ
れ,各種船舶は,付近の港射朝待
ち,帆待ちの港として出入 した.
圃① 近仕切脚の航路
正宗曳JLlI海顧)わ路図｣L之巷所収,'tt'.文以前と推定
また,相継いで雌破船,嗣死人が出たことも容易に首でjてきる.離
法梨l岡山藩上によれば, ｢公儀之御船/､いふに及ばず､詔廻船共連邦岨畔は助船L'.｣し,難破船,
水夫を助け,分散した耶荷物を揚げる役があった.破船の場合にu,その旨7L,岡山率'日へ注進 し,吟
味を受けた上で.荷物を取掛 ヂた者に昌 平荷物てあI山よ20分の 1,沈荷物であれば10分の 1/J･現物で
渡された.ところれ 寛政7年より ｢向後は郁て､何物にてほ不和汲,Jl:･[仏和応之代金蝕こて 1 (藩
法典l岡山港下)涯すこととなった.難敵Hrlがあれは その村役人から折主/＼湘手形か波され,流蹄
第2表 難 船 実 数
年 月 U 珊 yr‖大 き .さ J=71-捕
天保2年11月 垂 -中 蒜 訂 日 /L〟
〝 5.8 土 州 の 船 4 〝 35/′肥 fJi了固平FJ'の 10 J/ 1809 2 /
〝 9▲12 肺中国倉敷の船 7 〝 90〝 JI
〟 2.正 予州松Lul塙浜の船 llB N 500N 大 多 JT才
(,l'-Jぢ:日,Z畑縦故紙IF⊥二搬 (人山121)
57
物の揚荷の確認がなさ′れている.今,
正宗文侍所歳の和気Ttrlにおける ｢村々
AlE齢破船,lH･.qlrir｣ (大1山2年)によれ
は第2長の如 く/I;:'.前適によ,hCi',
珊敵の孝師 上台風のシ-スンの如 こ限
定されていない.特に帆船はTE血から
凪を受けると危険であ り,湖の流れ方
にもZf_右されたから,1年を油 じて難
破解があったことが.～)かる.次に,難
破船の乗組LlへJ.)政助J.上と )てあっ/'=
ろうか,日生町星尾氏所蔵の ｢鹿久店島文吉｣(写し)によれば,伊勢参宮帰りの24人乗 りの船が,大
多府付近で破船した時,この内の7名がF]iL拙 二助けL二,れて揚げられた.日生村ではこれらの人々を
侶こ泊め,いろいろと介抱をLている,中でも7人の内の1人が病知 こかかり,医者,須知瑞碩老に
rlJJl,相応の裳を与えるなど雌/Lの統轍,JlY･受けさせて,おり, ｢次第二得快気､最早本復仕候｣とある
よ･).I,回復Lている,また,残 り那死人のうち6人があがり,各々について宗門の吟味を/Lた 卜で,
rjノHJの-一向寺,正運坊の引招て非られている.一行は ｢被人御念候様子見届恭化合二率存恢Jとあ
るように,こういった厚fl'J-のもてなLに感謝している.
lV.異国船通行,幕府公儀 役人通行
いくつかの加子浦役のうちでも,難同船通行の際の労役が垢も負担であったと考えられる.通行の
船の湊場として,牛窓 ･下甜井 ･大多府が指定され,他の加子浦は,それぞれ一定の加子を出してそ
の役を果した.
異国人通行には,朝鮮笛俳,琉球使節および甲比丹の参礼があったが,ここでは朝鮮人来朝につい
て考察する.朝鮮人は将叩の袈順 二とに米朝したがそのルートは,I天和2年朝鮮t:_使登城記 (池E11家
父il)によれば,対馬府中に寄り,完対馬守が同行し,壱岐肌本を通り,下関海峡より淑ノユ]L内海に入
って大阪まで行き,そこより陸路をとって方T,'都に崩き,琵琶副をまわる中仙道の-一部を通って名古屋
に出で,火海道を経て江r･.まで約4カ月で到着している.この道中,岡山藩では焚用は大名負担であ
り,主としてその領域内で御馳/との役目/aI柴すが,他簡へも出て行かねはならなかった.すなわち,香
岐帆本･/i,･はじめとして,信仇の通行する各地-,その様子の問合わせや案内として,十数椴の船が派
遣されている.また,備中水晶表に一部の船が入るのを見て,1番注進として当蔀に報告し,次には
残 りの全部が水LL,前の徹内へ入ったu)が2番注進とLて報/rf,A-される.そして,その時刻も知らされ,
出船 ･入船oj様子uj詳しい情描か次-1<に入った.岡山経ては牛窓を馳走所とし,ここからほ,信任へ
の迎えとして,2-3盟光まて軌･占か立 ら,信虹か郁 二ついたら,その旨を次の馳走所-報告した.
(地肝豪文,FT,朝鮮人御用劉収,享保Ll咋)その他に,名相見廻りの腎戒の役Elなどがあり,牛窓で
は破似したところを縛ったり,tu｣並の盤とんなどがあった.
こういった慣性LC)通行に際して,加予価Et/iHど入皮働きをしたであろうか.通行-jm'i:35巻によれ
は 豊永13年端府より,｢何,Il.之地江令着岸陳列-､-Jl-qr之船出之､綱碇水薪T^M!?.=滞i.)-:iこ｣出すことを
命ぜら1-しているごとく,飲み水や戯 J)供給をLている.また,水船,rL.JilA告か出され,さr,;.こ,浅瀬へ
船が乗り上げないように番船が出された.これには,それぞれの加子浦が自分の海面領域の案内に当
った.勿論,他簡へも.LJjて閃[_Tわせた. (中司零文,lf)
次に,公跡 こ拭け る通船の加了役であるが,参勤交代や長崎奉行通船.将軍の代行E)ごとに出され
る芯府巡見使,その他の貼附公儀役人のL.lb船があった.これらの通船に関する加子浦の役目も,朝鮮
倍使米朝の助けと人体同じであった.
ところで実際の実働数であるが,地方文題の史料がほとんどないが,池田家文JT-･好本家文ルこよ
って岡山燕の-/JH千滴役の数字を併-LJ･てあげて見ると.第 3表のようになる.この裏によれは 朝鮮信
他の馳/とについては,正徳元'Lliと大和2叫 二おける馳走は, その人数が 6,000人を越える英大なもの
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J^)'7,-3 JL;: 加 下 浦 役 ')こ 働
通 行 人 年 可 官芦 去誓 ,T る馳去ヒ 圃 ri,Jh.f 参 考 り1 糾
朝 鮮 イ占 使.大和2年 1.o詔醜3i恕 訂 露 語 ヂ' 不 二f御船非柵船倣 御船手惣役人数
朝 鮮 信 帖正徳元年 不 詳 8, 12 1人 内 6.113人 (浦辺重き井fl.:AプJ-EL'I軒 硬判人)1.85 1,76 水火抑 卜JLF) 不 .iY;.来叩,']ニ付御,Yft日'qI1役人之人数父朝 鮮 イ言 使宅暦14年 103級 不 :;lFl7q鮮入来qlIJ御節音山般
長崎上値jJ'田又兵術小 切苅 'G7貞耳元年 147胞内退避帝睦 _347人内296人(滞加子) 不 ;辛1人ll｣上位井御L=順f御通行之節御搬一組帳
松 平 駿 河 守元禄11年 389汲半 llf､肌托7山⊥l LI.FoT1馳走記蝕I
1.726人5分(加子敬) ≠1_什又lA.エ7llS､
青 山 柿 膳 守元禄11年,A.■Fリ75腔半盆 47娘 409人(I)lH-‡乍)145^ (" 1人 lll准1升Lq.上7.合S/J
京極崩粉介殿 元禄11年 725胞半 1人1日
ン′ヽ 一 御家来衆 3.811人53L-: 米1升又(上7令5勺
#*行牧野柾六郎弘化3年 4捜16人 不 許 (和気肺肝本家文.lり御船4;-行牧野権六l'!r'防御姫棚 徴仰lLJ.浦辺仕帖
ト同率行中西木i:注後守御 目 附満口八十五郎丈久元年 1人1日6椴 2匁_2/Jl人キー 1娘1AL4分l^10的 分2ー ktl触匁 (和JjL郎好本家文;一口従戊崎外l月本行小朽木'.!生後守梯御u附淋L]八十克郎様御荘之節人身JlYニAfn)'州 上満州妙 ｢lj水)ミ捕那加 ｣二,Tr,.才1 I.1外1t.一日-.帆'iH朗f木 簡 lH竜的御勘 定 'PkL井ulVTn,kn1')L=13Prf.之抑大4^,I(tf二ln了御L ヒ鵬 川和蜘中中叩水火 水 銀'HIこ外 .LFL鵬
併考 池田家文TrT及び好本家文;1吉
である.一方,幕府俳老 ･公儀役人の血/(7･については,朝鮮倍性の待遇と比べると,極めて少ないこと
がわかる.従って各而mこかかる加子浦役も少なかった. しか しそのlInl数は,脚W:･入来欄が江戸帖代を
通 じて10回であるのに対 し,いろんな役目で通行する役人れ 郷矧 こ通ったため, しば しは労御 こ服
した.それではfi:ぜ朝鮮信庚に対する馳菜が,PJ虻 ･臥位のそれに退 く小るのかということがrul魅にな
るが, rgr井白石の文治政治｣ (栗田元次一括)によると,江戸時代の初めに瑚肝陣の後を受けて,我:
がIl司との通交を好まぬのを,我国からとり入って通交を結び,あらゆる手段を尽 くして秘)]和平の成
立をはかったため,その扱いは自ら邸虚となったと考えら,･hる.
従って,幕府 ･大名 ･民衆に大きな負担がかかった.そこでi卜.紙元fT:-∴新井白石が朝鮮使節に対す
る待遇の改E-･=1このりだ したのである.すなわちそれは,名分上 ･財政上 儀礼の対T･化や〕｣照のN･'約
･簡素化などがあるが,ここでは冗伐の節約 ･簡素化についてのべてみたい,
朝鮮Ik･節が勅使の待遇よりもiTt;く取扱わ手Lているので.名分なみだるものとみて,饗応を.江戸 .
大阪 ･京の外は,往路は赤目Hll対 (下はJ),帰紺は駿桁 ･名古掃 ･牛窓に限施 し,その他は米 ･酒 ･魚
等の食料を給することになった.このためft物の租駅が庵めて少 くなり,備敗の心配のないものとな
ったことは負担の著しい軽減であった.
そこでもう一触 第 3表をみると.宝耶14年の馳走は,船数 ･人数とも.=減少している,このこと
が新井白石の使節待遇の改昔によるものかどうかに閏 Lては,それ損 保 するとすれば,正独ノt'Llの
馳走がすでに減少していな くてほならないに もかlnlっらず,そ うなっていJ'LL､という馴 '･1点が放る･
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正徳以後の史料に当たることかできな く,どんな変化をし-/=のかを詳 しくみることができないし,朝
鮮人 ･7｣しリノ＼臥 二よ･｢⊂Lt.,臥)ELI)船独 ･人数か増減すると考えられ, さらに来 朝の吋こより,気候
やそr)他の軌針と,港,=珊~(jこす,5,1耶 'l/)､1とけ′頼 よ そのJ_地の負担の断 も大きくなり,その後の寄港
地で駐lYIす るから3,敬の人や船がIJETfされることになるから, この表たけでは,決定的な結論を出す
ことかできない,
(長 fJl,智 恵 11)
4.大 多 府
o大 多 府 の rul] 港
大多府 (昔は大5',3と制 ､ていた｡) はE]生町に所属する小さな島である. この島は元禄 10年以前
紘,無人J:.1)であったが,元禄10年9月上旬に松平･薩摩守が参勤交代の途次210日の荒天をこの 大冊に
避難 した.折柄避難していた諸廻勾侶こも一度の避難船もな く知新であった 松平薩摩守が江戸に到着
後同じように江戸こ来ていた岡山藩主池田綱政に大群が大変良港であると口を極わめて話 Lた.綱政
は早速岡山城下に飛脚をや l),御(Jl奉行紳LEI佐裾太 (津Ln永忠のことで,E]本三大公園の一つ後楽園
を揖っ.[=人,またIlヒ非職TJTの庶民の':-7=校といわれている関谷学校 も遣る)に大戸1.享を開港するよう命 じ
た.当町津田永忠昭 山門公から非常/.〔信断,tr･うけていた,御作準行津四佐原太は,御憎 譜方野口弥一
石肺門と協ノ)し,伊里小村のli'搬源介やその他大信足.もてに,地方から夫役が多数来,I.'1,して元禄11年
(1698)こ港が完成され,在衝帆 加17I帯所,長鼠 燈稚壁,大井戸等次々と建てられていった.そ
して本土の各地から住民を移(TIさせた.
｡大 多 府 の 位 WLIL.
大yJrf.rL.-,(上目!卜.町の最翻 .rF'-I,D小);∫,で.もり,他のhJ=l,や村との交通は海上適法r_よって 行/'i:わ,ilてい
た.大多昭島から訊.',t, 諸村-i:での船路は次のごとくになっている,
岡ILl京橋･･･11里 虫明I.･･-2里 牛窓 - -･･4=F比半 難田･･････2重 日生････1里
寒河･･ ･-2nl 摘171･･2土1_半 小T打 ,lJ-･5l-･_ 軍律---6里 坂越･･･I,Hf]_
明石･- I-19Jn 大阪･-r･34Dl_
この大肌 .1,./1諸J:7,との貿易は余 り/17/.rbずむ しろ汎称uL_[･の役Elを持っていた.大喪捌£下津#,牛窓
を経てこの大冊に寄 り,飲料水,薪炭を給 し,光波の明石瀬戸をさけて室沖に上陸 し,室拝から縦で
江戸まて登っていた.
O御在BT所,加子番所
港が造らノ!tると'1仁行して,御在番所 も元禄11年 6月につくられ,水主加兵乱 俣野与七郎の両人か
在番役に命LSら･山大漂,=詑bJ)ち.忠/k元年 (170｣)10月俣野氏病死してその後,野｡弥一石勧門,辛
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野十蔵,岩田rE兵術と変わって,元文3年 (1738)止月上I.,l･瀕之_75.河崎九一郎の何人があらたに在
番役V=仰せ付けられる,こ'.I)li71人'.i)く淵在番を 一 年代r)につとめるよ･j仰せつけ 吊 1.ち.この後,寛
保元年 (1741)11月より在苗役は一人で詰めるJ:),.=rLつf=.そしてその後次/<と勤め文久2年(18
62)に在荷役になったTi閏竹Jr'=k氏を最後に臆滞車で軒在していた.この大きF:亨の御71番所は,大開,日
生村,難田村 (現在のOLl前叫徽浪灘lTl',落), 寒河村.加抑札 久々井村,動 き, 此久居J.-I,等を支配す
ると共に#･府御用船,諸侯の肌 往来の御紬 こ飲料水.薪炭を給し,又遭難船の救助に備えた.加子
番所は在番所に常備されていて,船舶に乗 り込んで(回Fをする加子 (水夫)の番所であった.この大
群の加子は普通いわれているものとは少し追っていて, ｢J)へい｣と呼ばれ大き勘こいつもいて,岨秤
や飲料水の給人に;/I.'#った‖t'J=にその卿役を/(了なうIh-のことで.多くは持氏であって.在軒役の華北で
ある書村,′1本両家の武士がこ′れを支配してい/>=.この両家の丁孫であるという人は現在J.､在住して
いる.このように江戸時代の元禄年l川から江戸咋代の終わり頃までほ,大多府はこの地方の中心で.i,i
って,日生あたりの人はこの大津まで戸籍を入れるためにやって来ていた.しかし廃滞後は在qT役か
いる.
o御 長 屋
元禄12年 (1699)に町並艮尾2棟を辺り,吹いて元禄14年に4株を造り,本 卜各地の仲代を移住せ
しめた.この長屋の1棟は3つに分かれていた,崩初は在席役や名主等が入っていたがすく､･旭に擢政
を過り平民の人が入るようなる.塞 卜各地,'Jll,の移lT:省は舶初の内は揖kIHニ住んでいたがそれぞれ後
界のおもかげを残している家が 1棟残っている.二の足尿の中に加子部局も設けられて加子の吉冊子と
なる.本土住民の移住が構発とti:ったのは宝永41｢･(1707)で伊nl中,難田村,寒河,邑て仰片岡村
から移住してきた.
O御 郡 医 者
大軌 ｣■,･は本土の1番近い口牡でさえも1;qi近く離J:九でいて,急病の時に本土まで医新を呼びに行
くのほ鳩目lJがかかり手おくilの時があること,また_捉府の御用船や諸侯の船等が入港したさいの病人
等の手当てをするた桝 こ,大師 こ御川i医者が阿れhた.この大臣l欄 1郡医者は,紫m玄泊,i,1浸初の大戸1.'き
語として,米井勇仙 松崎常応と次/<にっとuV)'責政2年 (1855)の12月大群許と在った森LI]良識に至
るまて10名の御郡医者か大即許する.これらの多くのt,のは,死ぬるまでこの島で詰めたようて同所
に蓋が存在する.この御郡医者の詰所拙技尿とは別に,隣りに鯉てらわた.しかしこれも森FEI良追氏
以後は御郎医者を送らTLCかったu)で医都 エおらlLE/.TLろ.現在は診僻所/tWfか,-ILているが,遇に1位
ほど診察に来る粗壁である.
o燈 離 党
この燈冊哩の建立の年ははっきりしないかおそr,く-元禄隼rL'.lur)内にできたものと思川 1,ち.すな′Iっ
ち進や長藍が造られた頃と,ltl.われる.この炉経堂か道ら子Lた必勝は､大鼓■,iの沖合を也っていてit大畠'H
は鹿て居島,山鳥,池島と広さなって見えて,-一つの.L:.I,に絶え入江があるように.lLaJlr)'Lない,そこで
ここに入江があることを知らせるために倍稚堂を造る,現在の府台の役目も持っていた,二の憤融盤
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ほ石造で油を燃やしていた.その,JiMli.,所仙也,JIで,3:ホめすと次U)Llうに7よっ亡いる.
所 在 地 岡山県和気郡日生明大多府手r_l出山485番地の保安林 8丁 3反18歩のPIJに存在する.
形状,寸法｡幅, 卜部 1丈7尺 4寸4分角
上部 1丈5尺4寸り}角
｡高 さ 5尺 3寸5分
o石段の高さ 4尺5寸5分
幅 1尺4寸
長さ 9尺 5寸
階段 6段
O外雨障子 高さ 4尺6寸5分
横 4尺5寸
(一万2枚で四方では8枚である).
O内 行 燈 総高 1丈1尺4寸
｡内行燈障子 高､写 4尺 2寸8分
横 3尺6寸
(一方 1枚て四方てほ4枚)
ただし1'J一取 引'j紙であったが外障I-を庇して後には油引きの紙となる.
この大暫燈穂堂は1カ年 1石 1斗5升の油をあT:,1升に札 2匁5分の定銀で渡来してくる,た
だし油皿2カ所で両燈である.現在では廃止されているが廃止の年月日は詳しくわからない.
｡移住者の出身地,宗教及び人数の増減
天保年1'lrJ頃の質料を見ると (これは天保元年から13年の間と思われる.)
家数は33軒でその内分けは
4 軒･-･･浄ヒ宗西片上村
10 軒-･･-一向宗寒河村
5 軒--･-ll吉宗難田村
7 軒･･････央吉宗西片上村
1 軒-I-･真言宗鞘片上村
6 軒-････避雷宗伊部村
大 長 寺
西 肺 寺
柳 肯 院
松 寿 院
成 就 院
大 乗 杭
この槻象の所在地から考'>Q:,iすると,出身地は片｣二村,寒河村,難田村,伊部村と思われまた他の資
料を見ると,邑't郡の人もあるがEl/lIj),らiよ来ていないが,その周辺の村の出身者が多い.すなわち
出身池(T.rl生本町とはLq係なく,むし7)和気,備前,伊.:15のあたりと邑久郡の牛窓,幸西の辺の人が
多い.これミよ宗教習俗にもあr,)われている.すなわち現在日生oj.j'葉は兵秘県の赤紬によく似た冨基
で,その地方の漁師ク)言典で荒いが,大多府はLt/_ll.言基とは全く関係なく,岡山に近い富来であるこ
とからも考えられる.大酢 土現在では少しの漁師があるが,以前はここに移住して来た人は,殿村の
人がほとんどで,大多冊D小さな島を切り捌いて,畑をつくって蹟某を営んでいたが,まわりが海に
困まわれているl判係もあり,ま,F･い也が狭いこともあって,海の方へ出てゆくようになるが,みんな
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英人であるため漁師で生計を立てることは困難であった.すなわち,ほとんどの人か日常の消費のも
のだけ取るのがせいいっぱいであった.しかし訳州牛島 (塩飽諸島中の-良)の有名な廻船符だった
丸)-Erl左衛門の一党が渡って来て,海運業,交通濃が盛んになる,最初は丸尾氏の船に乗 り込んで仕
事をしていたか.それぞれ小さいながらも臼分の船を持つようになる.最初は鮮魚運搬が盛んてあっ
たか現在てほ何隻も姐を持って海運業を営むものカ1でている. そして現在はこの加 工裕福/i:人か多
い.人数の増減の方は資料が少ない関係でくわしく考'寅できないが,残っている沼料から見ると,
･-;上條 6年 (1721年)
家数 94tl:,人数 ∠14名,舵,3端帆船 3触
･天保年間 (天保元年から13年頃まで)
×家数---33軒 この内 貸家･･--16軒
自分の家.･･-17軒
×人数---168人,男子 92人,女 76人
×自分の船 (9肢)
8反帆-.:1肢 4反帆--.･1披 2反帆･-･-7肢
･安政5年 (1858)
人数 182人 男子 102人,女子 80人
･元治元年 (1864)
人数 444人 男子 239人,女子 205人
このように次動こ他の村と同じように人数が増しているが現在では余 り変わりはない.この大漂へ
の移EE者の一例を示すと,現在の 在I'"']姓太郎氏の光姐は,大酢に渡って来る以前は 片岡と名姫り片
岡荷兵衛は,邑久郡朝日村幸西に流石が存在 (この人が大群けこ住むようになった一代の人てある.)
これは名義不明,元禄年間に大多府開拓移旺して在liTlと改姓する.現fL三の在r呂l英太郎氏は9代にあた
る.
｡大 井 戸
この島は他の小鳥と同じように水の佃 こ困って,色々掘ったあげく現在の井戸を餌 r)あてた.この
大井戸は幕府御用船,諸侯の船,往来の廻船の飲料水のためや,島民の飲料水にあてられた.この井
戸の水はいつも同じ水量て変わることはなく,.1.I-:,民の命の綱てあった.しかし最近になって一つだけ
では不便であるとしてそのすぐ隣 りに井戸を掘ったかそこの水はきたなく掘ったたけでつかわれてい
ない.
参 考 文 献
和気郡日生町役tlbi編 史畝こ【娼スルIr掘
在間英太郎砧 7,r吉永ヒ年 永代uLE媒留磁
Tj' 剛 比 日生RhhtJの地軌 岡山相上木.71都市計画課縦
瀬戸内海I.71岐部の自然と人文 節二柵 日生浦島 昭和35年所収
(吉 本 信 介)
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5.港牧と狩猟地としての鹿久居島
藩 牧
沌久情L:,･塊根 こおける馬牧の:-JI一博
l 近世における沌久居 .Ibl,I,洩 J.lJの姿
上引如 頂 かれた延末年･(tiJの仙L',の状態は どうて&.ったか. ｢寄附温故秘録｣の記録によれは ｢El生
別の内古へは鹿久也千軒とて漁民屑†｣三せ Lといひ伝 う｡いつの頃Llりなくな L)や しれず島内に猪鹿居
,itり.｡Jl.-内此多く店る｡能 き山猟の場所な i).,此多 く′ししく屠る故鹿 L居の名もあるらんか｡｣と無人
島で措鹿の生敵地であったことがわかる.父胞 もLT.･のJ<Y,については ｢胞喰Jの字をあてている史料 も
:r1-)る.父鴻鳥については以些細に
朴'jtJLW,1ノl_.車､T池);:)の依､松元l棚 寸之嶋二而村rf･之御百姓山畝ニfrJ割符(上作触｡御,lJ-;ノ居中il,へ入込
申義如ruJ奉存､下刈軌rl-小仕帳｡
と.il)る様に.鶴.LL･も,もともと1/J=.HのF,Iてあ り,｢l生か ら百姓共IJ)iLtj作り｢渡っていた.と -_I)が
延:訓-日日に藤の牧となったので百姓-jl,:古土山 こ拙作:i.'L'.かけな くなっている｡
以上述べたように､LS時日qLl.A,u本土から海上 1里も離れたことでもあ t),狩猟地として時々猟師が渡
るく-らいてあった.
日 馬 牧 の 創 設
('Ilh,牧が距/ヽ店,洩山 こ拭かれたいきさつについては, (搬安ま丘(岡山大学l桐山三回Ll漉 蔵 ｢池田案文
.IL) に次のよ･)に記されてある.
? ? ?
ノヽ
洩
? ?
/(,t公儀御市有之由二付讃上
LlH.JlTfh.f'J伸 抑 飢分二従往占●之牧省触'lJU座帆 (嗣 ｣Lk川F'<tln'雅け附 之I)Jに帆 一',と申 らいさき.L'-:,御脚 丈O
此上地 ■川 l枇Lか恒こ付､征'忘iF-中二蟻を放Lhlirl丈糾英､上地中仙応に'fJIJ蛙幌闘 銅-:･1裾L,卜不什､二
二ケ牛二一二IE宛Lh'_L_(-卜帳.御家･fJ付狙 L波出陳梯成義終二無'(.l-I蛙陳O (1略)
p'Lm.1;.',･と此久屑島について 1,. lLJt備温故秘録｣に次の.tうに記されてある.
香.tt,父沌砧とも､刷 L]延宝七年馬牧取 止てらjL山草元年六月五 口的春竜一-疋拙宅-疋出るo(下略)
別乱 二
延安六年tE月二十三tj鱈淑公 (池田綱政)の仰 こて､枇揖珊鹿久風 こ馬牧取立べ き旨池田大学 より
洲 rIB:次郎こ'lLけJLム 追7,･八川息ti･しか､ト｣L隼/UL 上JllI'川WLlLrハ 拙,上の二J;.lJも牧取.上
5Ll
て､都合三島にて､当年生ずる駒､米審取立て-･Ti次郎に矧ナ給ふべし｡飼仙洞 N',にて埜=ヨLJに年
京を以て当つべLと命ぜら,1､新都})奉行は小卜順 七郎なL)｡同fF-.T.来せLや詳ならず｡ (下昭)
従来より備前の同には適当IF.C馬の産地は,聴く,浦の力で耶摘,/iLたこれら三島t,産馬に遜Lた地である
とはいえない.
m 馬牧の設けらJLた)凸所
現在托久店 .rLr,Et17jJ.(i'/pりのLr-I!如 ､通 り少しばかf)硯 桐山もあるが,地形′｣､けっして判1-jJ:.Lf.うな放
牧するような広い場所はない.
Ll,･は｢Frl)iL都を康軌 こ海抜200m余･J)山塊が迎らね.
そ.ILが殆ど海岸までも押し出している.
千軒湾.米子帝の奥には.わずかばかt)のJl7らな箇
lTrもあ[)又周朗も他所と比してな[='rjかな斜面で あ
る.中火にiよ小さな川も流れてlD.り,馬の放牧に適し
ていると.i-える.また祝典録に｢回(元禄)I-I-'Lfに至
り此久居,i.I,へ流人なりしとき,同所の牧は鮭けると兄
ゆ (F略)｣とあり,現在流人小姓の跡(XEP)か残っ
ている創始湾√二枚か設けられていたとも考えられる.
しかし地形W:)にのみ考えるなら千軒邦周辺が放牧に1位適であると言い得るか,共を不す史料はない.
沌出土施久居JL■jほど,けわしい島ではない.rLiの柵の現在小学校の辺 りか,あるいは鴻泊山頂から
而伸 二伸びる谷筋のなだらかな部分に設けr?)Lてし.･F二とも考えら:L7,る.これについては
｢延宝八年二月ニ ト八日
鷹久居l:七･二狩シ玉-ソトテ両公岡山ヲ児シ､老公 (光政)ニ-陸路寒河ニー宿､公 (綱政)二-邑
久郡虫明二到 .)比ノ地ヨ1)漉.I.'J-ノ牧場を一党アリテ云/T｣(｢福河村史主刊;腰 帯 一部｣より引用)
とあり虫明方由]-,[り見通せる島の由側斜面に牧か設けらlLていたと考えられる.
なお ｢日!-tの観光と民俗｣によると,柁久鳥の米子湾東側,鴻Ll,の船着場近 くに馬牧跡あり (地図
･L=fj)と記してあるが,現地招丘で確認することかlJl恥上かった.また把久居仏の発掘凋むと野鹿の
陳謝こ熱忠をそそいでおらlLる,寒河手､Jの柿崎氏の.活てら,氏か現在まで幾度もjJ,i-き如r)れr=にもか
かわらず,距久居.rこ■)の馬牧の遺跡は弛粗相.来なか/,たそうである.
Ⅳ 馬 牧 の 経 営
延宝年中の岡山藩の馬匹数は1,952顕で,そのうち和気郡が345頭を数えている.その後次第に減少
をつづけ,此久居の牧が廃止になる元禄年帖 二は1,07は 止 なっている. これにkJして滞牧としての
20年間の3岳 (梅見を含める)が産LLiした鳳 £どうであったろr)か.
藩牧としての3島より産.'出する馬の殆どが,沸馬として確の桝有になっている.このことは ｢梅
島より出幌別従延宝年中唯今迄､凡二十疋程御馬二成幌由C六口島 (≡曲と同じく溜牧に取止られた
下津井沖の島)より出幌駒御馬二成険鏡承及不申帳｡一旦御馬二成､其後御仏二成険薯御寓中へ取慎
儀も,IT布御座哉C｣
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表 l 岡IJ藩郡別掲畑数
i獅m',m'社宅年 叶 元禄17 群永3 -4久210 4 35 18
日と.J耶 282 'jR二∠ 60 47250
,^'日2i]nT, 3/.0 238 50
耶 RL郡 4 106 42
lJ,11〔耶 3∠15 125 109 70
邑 久 郎 178 114 137 81
L.拙 耶 102 40 24 49
児 鳥 耶 180 44 21 1
術 中 俺 271 65 63
rl･YIJIJl#にrt'ける'卜,Til川 :こIl満にじIJ+る巧;,架｣
(矧⊥l大学 もLU 見解)
また別項に ｢備拙月利矧 tL灘 D]村之内に梶,rnljと申ち
いさき)i.I,-御座候云々｡毎年駒HJ.生不什｡二｢ヶ年二一
二疋鮎川.!H_L似｡御家中侍共江拠出佐山三成.&､終二無
御座帳 ' (以上 ｢相葉鎚 I) と記されていることて !L,
明らかてある.しかし ｢子拙封 に/JTれない規格外の馬
もかなりの数にのはっただ/,うことCL 六口.I-:Jか L'))/F_
する篤から, 1血の ｢御.I甘｣も肝 〔ないことからも考
えtlJれる.一方,｢江戸/仁.御供｣-Ji,LIL-_軌:工,おそら
く他藩にみせて恥かしくないIu度の駿馬であったので
あろうか,梅島から出生した別の内撮襲録ニ｣二ると6
頭は/JII)浴,天和.元裸の20年間に江戸へ御供し⊂い
る.
延'1.:7
年牧に収
立 ち.fLて
かLl-)以後,三島から出生 した馬の数がとれ くらいであっ
たか,はっきY)した数は わからないが, r上備温 故｣
｢備要錠Jによれば 〔裏打〕の掛 二なる.しかし史料で
は,御鴨として洋にとりたてられた放しかつかめないの
で実数はこれよりもっと多いと考えるが妥当であろう.
盲術温故こも ｢比外も出しや､胃き記 したるものELねは
詳ならずoI別項,=は｢牧初より今年まで駒とらぎりL
や､また年々とりても記したるものなきにや,いまだ詳
ならず｡｣ とある,
馬の管即鋸舟 こついては,周辺の村から馬寸を,任命 L
てこれにあたらせており,その飼料なとく.L,和気和肋 で
新しく開墾させ,そこからあがる年戊をもってまかな)っ
れている.史料によると,元杖 Ll叶に此久hiはI,で. 1年
に5ilAの駒を掩したの/J-i拡砧であるから,その種馬の数
は牡牝合せてもたいした数ではなかったらしい.以下馬
守についての関連史料を紹介しておこう.
馬 守
iL･和元酉三月廿二日
和気LrB粥片上村周助
右之老難n]村梅島,日生村洩良江御放之馬守申付候｡
的IfrJl'uIr-･Lml洞米八俵宛彼下tlj:I.IuV･Jl心,i,(十日川1帆.
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衷¶ 悔,舵久居,鴎,3.】∴■,
における甚情状態
l帖 ):,.jI- J,-.i-.I:.,j 耽 ):.lj〟2
- /祉 `iLI 7 牧 rhL.]蛤
天和 3 (2) 2
I-'互阜 ノじ (3
2 (1)
3 (4)
元律 元 (3) 2 2
3 1 21
5l 3㍉ (?)
Gl 3
91 (日
ll (3) rlJ/推 止
宝永咋中 (牧EI】鎖) (牧閉鎖)
雅は 8 (iItf TJH) コノコロ(山 脚 )
9 (1) -
文化 目 し牧飴止)弐l (20) (牧廃止)
｢吉鮒温故｣による,但し( )は ｢槻要録｣
による｡史料に記されている数より央際の数
は多いと,lLl.えJこ
(擬製鉾)
年JBJ8rh-a)1=､'1.,近N 'JEl姓れt侶■に任せr),いていること,J)'t))かる.
V .〔t, 牧 の 虎 JL
.Il.f牧創設の所で述べた:uIJく,元水この地方力哨 V)′L産にJ止適の)弟所というわけでも土./⊂かった.また
江戸n!J･代.i(通じて,Lだいに岡‖ト汗の.)!.I;匹数は減少をたど,ている.馬牧にとりたてられていた,lilt.
久J,+,蝿､粒.｢.日,の諌牧も,まも/i:く臆 ILされることに-!Lる.
先ず,蛇久J.TH.～),であるれ この):.-,の牧が一･酢LL'め.元拝11年に廃止され ている. これについて
｢割嗣目し故秘録｣は次の棚.二,iJしている. ｢-.-ト=一一年 (う己禄11･il:A)に至り当島 (兜久居島)-罪
人を流さるること始りしかは,牧燭は鰍ナると見えたりO｣
また鴫.r;,･lニついても, ｢割 l'指温故秘録｣は ｢同十一年 (元禄11年)に至り舶久居IJL.1,へ流人なりLよ
り同所の牧は絶けると見ゆ,当 鳥 (鴻鳥)へは罪人統さることはなけれども.元禄七年より後席を取
りLIJ･;も札へねば,化し7,も兜久帆.I,と同時に｣LJ*けるや,委しき事知りがたし.｣と記しており. ｢搬
要録｣には ｢宝永市中.牧場不残,梶):.1,tr.御放皆被為成云々O｣ 別称 こ｢和気耶日生村鴻a･江延宅年
中牧馬御放縦成処､宝永年小二鳳･:.']U_鮫放替｡｣ と記してあり,元禄の後半にはすでに馬を庫するこ
となく宝永il:中に入って梅.i-:/＼牧馬が移されたと考えてよい.
楓:.I,･t二おいてもや!より宝永年抑 二一時,牧がとだえていた.しかし.寛政8年に再び牧となり,翌9年
には柘という燕13の駒を推した.という記IJ7T'･が ｢吉備温故秘掠｣にみられる.また鴨島も同じ恥こ牧
が同朋されたと丸え,数年後の耳和元J'F･に,西片 卜村の周助が板 紙両島の馬守に任せられている.
(前項参順)
｢軌摺 Eilに たると ｢文化十四fFo岨:.･八 純J,A.1,放馬相止｣んだことがわかる.こ川 こより延宝71/lF
よ()約130年.nR,撒牧として,わずかずつで 上あるが馬を4=.座していた二L.lJの牧も完全に絶えたわけ
で,以後,TrT･開さ)したという史料もみえない
狩 猟 地 と し て の 鹿 久 居 島
曲 主 に よ る 大 規 枚 な 鹿狩 り
l柾 目 :1
此久居):んは昔から.距や措.きじノ芋の岨払地であった.今日でもFjl,一内には野IjEが棲息し十敷戸の関
仙出家の蛸を悩まLている.
岡山瀦上に.tTJrJ.1りも,妊黒牛(.'1く･r)いまで:上,放物の粧 し,'J､ナ⊂()多く,しばしは<q･IJ-りが行･-｢われ
た記録がある.
正保3年10月光政が家L;千,勢f.合せて二IfLT数十一人で3日lH.-i:ニiIる兜q:1りを行なった記録がある･
正保3年 10月10-13日 勤7- 20人 光 政
妊二E6'Lf=･ 3月11-12F=l 光 政
進物 施43
紀宝7年 2月10-11日 勤(I 1,000人 光 政
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雑物 T/klOr)
牡に8年 2月28日 勤fl 4.552人 舶 256
御供 789人 光政,綱政
教物 鹿45
(以 上l.L･.河村史紺 三･l根第一冊｣文[口車9]氏紬 [I).)
延宝J'fH.13回の鹿狩 りが最も大脱供であった7/)と考えら′きしる,千斜 二枚ぷ勢j一ほ,周辺の和気･
邑久抑闘 ,らLiJ:姓達がか り出されておE),同じく齢も両川くの浜から借上げらノiいし.また施久屑まで岡
山から1日で往復することはLL凍 ねから,狩 リは∴こいてい,2-3R狛りのt｣程であり,その間殿様
の陣尾は寒河村に設けられf=.現77も寒河村土地別 封こけ ｢御曜敷｣という地名とな･,て陣犀のあ
とが記されている.
狩 ()は千余人の勢子が数手:こ分かれ,紬～+i,PqからIAl;へと鹿を退い たてる. 終には 取 り切 りとい
ラ,一番せまくなっている箇所,i･越えて,火の部分に追い込んでしまう.そうして再び東端から退い
たて,取 り抑 〕の御前1■;什近.臆はの口前にて孝則勿Ai･迎えるのであるO (65べ-ジ図参照)
r御前署 】池LH光政鹿久鞘 .I,な狩猟の地とL/LEiJ)LLリ.来､射 tのP.七描巨狩の壁狛 こ,此の槻心の周辺に
岬苛む扱 うして休憩･'J=･取 F)よ,I,(1柚 可村史郎料第-･都｣)
u LLL林 保 .1超 と 禁 猟
延宝8年の大規模な狩 りの律,狩 りの記真如よLCL'らくとだ,･:Lている.
明和7年2月16Fl 拾政公が腫15匹,猪72匹.Iとた天保3年2月7円 斉敏公が狩 りを して い る
が,挽物が何であっ[/_か川lちかてlJ:い.
非常.L=鍾物uj数が減ってきたので.藤は 明和 7年に掩久屑･島を禁猟区に している.しかし禁猟が徹
底 しなし､ので,天明2牛柁札を新しく建直すと共に.取締 りを一層強化 している.このことについて
は ｢瀬itL要釦｣に次の様な記A,冊 職 せてある.
天明二'jBl年
昨日粗御崎中上馴 i.1､腫久倍出 こて明和七卸 ｢御追捕披仰付､Jt□後右.lI,lJlノう前･'{山 り猪蛇田馴 丈様
山とはか り.引用 腫 帖li処､伸二は猪/7t之外鉄砲御留とrl~攻 吾)鮒瞳 ､鉄砲押侠-1T目上不昔と相心神.i;
tl族も御座隈御 fHlj)､左侠得は御締 りも什兼陳車､此度は猪UTi御指留比之宜､鉄砲摘炊邪不相成と
中.i'･.-､文王卦二.B入候はば､御締 りも付可中と村方役人兆と申談云々 I
Lかし1-1｣附果護,解釈蝿祝も,遠 く酢れていて]Txft7(.りが徹底 L/i:いので.文政2イ~｢亀rLJ孫大夫J_Fr･JLJ
贈 りに仰川･+,1兆地へ派出 している.このことについても ｢撮要録｣に次の様,I.言己してある.
文政二卯年
利うL郡鹿久居晶制林元郡山廻 り兼而 可被仰[｣哉之者 氾 ノロ山姻 ･孫太夫
右之弔人柄宜至而手取き生T-r二両 ,[胤｣L朋 被仰付､〕〔後屯ノロ江場所神祇仰付､年来IH.精抑助御
用二相立帳廠二相r川中はn値之被下究御恰扶持二而小鮒格二被成､施久盾):l御林元EFTL山姻jlLr(lJ披仰
付厭様中上度春宵悦｡
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右率伺候,
十月 広内権右嗣門
右両通指出置帳処､十二月五日間之過敏仰廿｡
上の記述からみると,他の場所の山廻りよt)血要鮎さ′tしていることがわかる. そして 同じく ｢梶姫
録｣文政3年の三和ニ｢和気郡寒河付与介所仲之下畑三畝四-/i:I.半此度,施久居J.i1Jij]番尾敷地二被召上云
々D｣ また文政2年難留の項に ｢番所家政輝炎､御郡万作事安,新建云々｡｣ とあり監視の為の在番
所を設けて,山廻りの役人を追している.文日]事男氏縮 ｢摘河村史資料典第 ･部｣によると 在番所
は 寒河村深谷の海浜に在ったと記されている. (65ページ参照)
｢文政三辰三月四日 伯LJ孫大夫寒河村fl二引地O｣(舶要鯨)ており,また文政2年12月25口には下
廻りの老1名が,1円米1升5合の扶持で厭われている.
在番所が鳥の対岸にあるため,鳥の見廻りは押淡船で行なわれ,文政5年には新造舟と取L)替える
と共に,~F廻りの者を1名追加して,取締りの強化をはかっている.
以上,此久居LI,tの渡河T)についてFl/tてきた杭 .泰平の場代,武士の士気を昂めるのに意義のあった
鹿狩りも,当島においては,光政L射u:リ綾は,迎物が少なくなったこともあり,あまり行なわれな
かったようである.かわって鹿の偶逓増範の為tT)手段がとられた.これ｣よ山林そのものを保.fkFするこ
とになるので,施久居Ji.I,-は以後樹木′1=茂る比として,第二次大戦までくる.倣後は松喰虫の被害か菩
しく現在は全島にわたって 価木がニトえている相性である,
(坪 井 信 澄)
6.流罪地としての鹿久属島及び鶴島
E]生町の歴史をひもとくとき,われわれな怒/),す ものは此久居および概括がかつて流罪地として利
用されていたことである.この息は岡山県の帖ilIBi/I.iu7位匠にあり,他の町村とも亜当の距離隔たって
いる.山は海鮮までせまり猫7)衝ほどの1-_地に/･､り£家を建て出畑ILy聞いた.他所との交流はあまり
なく最近まで開発がほとんとなされなかっ/二地域である.この様な場所を一口で言い表わそうとすれ
ば辺境地 (marginalland)ということができる.ましてや日生のl町から離れた,l:J,の状掛 よ容易に想
像できるだろう. 口生の流罪は この様/二に辺堤地に /行なわれた,一つの土地利用で あったかもしわな
し＼
ここで私は日生に行なわれた2種類の靴非について記そうとするのである.1つは江戸時代元禄年
｢鞘こ地久居島で行なわれた岡山藩の流罪であり,他の1つは明治初年鵜島にて行なわれたキリシタン
流罪である.この2つの流罪の状態,性格,等をとり上げる部によりそれらの内容を浮彫さしてみた
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し､
,tl:,PalL･iリ_=の流mi/i-J.L1べ,L､=1 ,二,多)Jil掘仙/1･/j･,-7tt卜占 ･,/こ起尾LE-氏:=稚 く憶測 J),l.^i･Ji-T
る次第で.ちる.
(1) 地 久 JF.一島 の 流 :jr=
洗 罪 地 の 位 置
此久居 拙 二日什詔鳥のうち最大のb-fl'L1･i,つ畑で,胤 圧まで無人1〔57であった.昔か らこの),I:,(ニ雅が
住みつ くは,1なったのて腫久田J:.T,とい >/(.州 ｣けら.HL仁との甘 L:ある.鬼久JlLl:.1,-/＼のTJTL罪は元禄11年
(1698)に始まE),宝永7年 (171O)に廃止される立て12年lul紬 ナられた.当畔岡山藩体重は2代l｣
の池田綱政であった.鹿久居且 のうち流鼎 也として使用された場所は,同鳥西Wulqlにあたる現 TT湾の
奥であった.現在は比の場肺 .二日丑･.西小学校飽久居分校がある. 〔写i_Lを-1〕が沌人中尿のあった場
所である.なお現在 も小学校の運劇場の北隅に当時の ものと思われる土塀が残存 している, 〔写真-
2〕かそ,ilである.
流人小屋所在地全景
Lー- - _
流 罪 地 土 塀
この土塀は現在は雑草に被われて,それ
と確認 しがたい所 もあるが,帖40-50cm,
高さ2m弱粗 壁あった ものであろうと推測
できる.次に岡山大学付kI掴プ榔戊の ｢撤
夢i･,i｣中にある絵図を見てみよう.写真T
3がその絵図である.先ず図の東端に長さ
20問.幅 2間,長さ16｢乱 幅 2l=札 ･ji:さ1O
f札 帥2問の三枚の長持小帯が見える.こ
れが流人小蛙で,棟と桃との間隔は,それ
ぞれ 5朋の幅をとっている.各棟には 8つ
ほどの出入口があ り,部屋も出入口の敬に
応 じて6-8つに什gJられてあった.写束
より榔tlLF;すると,各部腿の広さは約5軌
10･tl.'･粒度の広さてあつたと思われる.
写J/'tl左隔にある小蛙樺政 とい ')の(用圭人
中で比校的待遇の良かった武士か尻目iして
いた i易所で ある.中央部にある什山 小屋
は道具,罪,n,-の誹を保管 し[=点種である.
図左下の牢hlL_.鉄牢 には, よほ どの 屯罪
人か,索行の良くlLい者が閉 じこめ られたのである. L/JtL, 流罪に於ても牢をおくのは W.如 し難
い.流人は:え改俊o)ためと称 して手錠やIE錠を度々はめられた.それでも改心せぬ若く,t近 くの小払で
斬首にされたとい う,別在その鳥はTJ切島と呼ばれている.
ちなみに施久J山 :.',利一Jは2人いて,約150も-取程度の省であった.率'nLJITlは日生村にあ り. 此久盾
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胞 久 居 L':j沈 入 小 h,i_臨 I皇l(帳壁ikLより改号'L)
島へは足軽か常時駐在し孝行は時々巡回する程度てあった.
流 人 の 日 常 生 活
彼等がいかなる罪状に問われ,刑期がどのくらいてあったかというT_掛ま判明しない.当時も彼らの
罪状については極秘であったのだろう.しかし流人遠を待遇別に区別すると次滋の楓 こなる.
この蓑を見てわかるij:は待遇か罪の軽並によって差別されているのではなく.-i:&.i;上商の身分制圧
によってなされていることである.武士と平民 (曲工商を一括)との区別は明確である.武士が全て
刊 LlI)LI陛.罪てib,Lとけ考え IJ.IL/i:い.そjLにLiJ･か_;I)rjす武上で.鋸 いい'･比ンつ占⊥ I)L待胤 工非
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流 人 の 待 遇 別 に よ る 区 別
(宝永5年11月より同6咋正月迄)
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
人 可 身 分 l性 可 行 巡 内 容
.卜 1人
??
?
]人
=0人
3人
22人
ノ 下 1人
武 士
武 十
武 士 18人
tIYl 侶 2人
僧 侶
平 民 21人
医 川1 1人
武 士
平 民
平 l＼こ
平 氏
塩3勺.米7合 5 勺 .私紙､ 1カJlに一点
M,.･3勺71こ5〔T P禦 …ヨ 舟紙1カ月に ･熊
wL3勺･裳持三三日 禁pLP33 細 2t,I(
･:I･L3勺,芸浴 召 拾 諾呈召 舘 20蓬
塩3勺･蓑三貴≡/,弓 下- 2勺
塩3勺,蓑…書 こ｢:lae呈ヨ 舟統12枚
塩3ノつ･芸主菜呈/B 下州 2勺
jii3/っ.起4分,~卜昧TJe2勺
塩3勺,淡2fi9勺 下味tl12勺
増加 28人 91 27人 Ji'Ld3勺 盃4rT 下 味l慣2勺
女 1人 塩3勺 Jk2合9勺 卜tl水岬2勺
減少 10人 乍 貝 死 亡
JYi_･,71 176人
川i75j 鹿久居I,'I,.1.1こ写より作成
常によい.又女性の地位であるが武士の階級でも女性であるかために一部の平民より悪い待遇となっ
ている.しかしTL民,f)女性よりは良い待避である.僧IT.及ひ医師の社会的地位(.しこの蓑でも明らかで
ある,即ち僧陶 土医師よりも祉会I'内地位が高く,したかってその待遇も鮎師より良い.なti,･ここて注
意すべき頗i,待遇内容と仮に/i:'付けたものは,リ1'際こはこのjLbI)ではないということてある.L)i際
に‡.に 九は待遇の捌命とか韮ql.･とかと思われるものである.例えは⊥ノ上クラスで1日に米7令を何
らのpr-.lJ食なくして食べ!う.!tるものでなく,いくら下ノ1ごと言ってもち1)机が配布されなかったとは考
えられない.故に本当.=待遇内容だけのものが支給されたので,よない.
死亡弟については,8カ月l川に10人の死亡率は相当高率てある.この原因としては高の自然環*,
食料不足に伴う栄養失調や,過iE労働等の要因か丑なったのであろう.
流人i13の仕一括としては特別変ったものもないが,彼らの仕粥は常にいくらかの役米を伴って/(7なわ
れている.例えF.ir
i.流人牢屋賄入用二柴刈ヲ中表二尺縄二而拾四把宛是ヲ一役二立一日二麦三令宛唯今追被出陳-･
･o｣(枇要録)とあるとおり･柴刈を1日すれば'左土合の'LT･lJで役米が支給されていた.なお開発は
さほど行なわれた様子はなく宝永7年流人止となった時迄にわ ずか5-6反が Jlf坐され たにす ぎな
い.彼らのU:｣tとして(よI舶Jの柴刈か土となっていた肘 亡ある.
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流 人 止
鹿久居島-の流罪は安永 7年 (1710)3月に僻 より廃止の命が出された.
｢宝永七缶_=.月洗人相止被仰波左之通御仕促 こそ可披仰付科之老馳久居島fl.流罪被仰付置候得Ijt向
後流罪相止可申旨被仰付帳f'ul流人共之内醗雅之者-Jt御追放申付井外誼キ科人共一等二岡山江寄七御郡
万年蛙叉-揚足-大鑑T町中候O｣(撮襲録)
上記の通 り軽罪の者は日生村より放免とな り,娼非の者は徐々に岡山城丁弓之町の牢屋へ移す様に
なった.そしてそれ以後は距久店鳥への航非は廃止され,建物,消臭,賢旨具ク軌土日Fl=.村の庄屋連のFin
で入札処分されてしまった.
(2) 鶴l.'いこ於け る キ リシタ ン流 罪
キ リシ タ ン四 番 崩 れ
明治維新になるとE]本は瀬田政権/J､ら朝廷政権 へ移転 し,政府は復古的政策を毛調とした.宗教面
に於ても武'衷政権rT.は偶教倫PJiの維持の･r=LVJキ 1)ス ト教i,排斥 Lた.維新政府にlJ:って rL日本は神国
なり｡ 日本の宗教は神道/,(:り｡｣ という神道糾神の 1,とにクト来思愁排斥政稲/2:･とり,キ ･)ス r教禁止
をその第-に うちLJiしたのである.こ.Ltを ･艇に ｢キ )シタン匹q瀞刷れ｣ と呼んている.
座応4年 (明治元年)祭政一致の同体-6_,維持せんがためにキ リス ト教禁止を布告 Lた.そして同年
キ リシタン中心人物 114名を沖和野 (山口県内)に硫Lた.それに続き明治3年迄に鯛ヒ,大浦のキ
リシク./3,380名Ji,名古屋以也の各地に挽配 した.岡山へは浦上のキ1)ス ト放徒117名が海路送 られて
来た. しか しキ リス ト教禁L政策は対外政策上非'IT.-な非難を受けた.特It/=明約4年だ倉見視 らが欧米
視察に廻った際l=,令闇からキ 1)ス ト教禁 lL政策を非常に非難されたといわれている,そ して蚊_等の
帰周後,政府 もこの政策に 検討を加え,外周lL力の ,iZ一和策 として キ リス ト教禁止を 解除 したのであ
る.時.′こ明拾6年 (1873)でr三･い,た. 〔NHKTV〕
鴨 島 流 罪 の 起 り
一説Iこ1ると鰍.I,はLL戸幕附rLt柿の流芳郎也とな L)I,ln暦LFlI=;】(1655-1657)に一時赤穂許のキリス ト
教徒数名がこの.Lil,Tに流されたといわ tる. (日生の硯光 と民俗). しか しこの-'fnこついては明確なる
翻 冊 ミな く,そのi'〔偽のほどは)･-'かr-,/ェい.
所で,ここで取T)｣-げ ようとするのは,前述の lキ リシタン川番hbjれ｣の一部てある,
Iリ抽 2年に始まるキ リシタン流罪であ る .Ll)Jh'.L2:1･(1869)Jと崎椙浦 卜地方,本郷原及び大明寺の
キ リス ト教徒117名が他所顎か ･l)となり,lY･lIJ城 卜の牢こ入っていた. なお帥Lの キ リス ト教徒の う
ち岡山へ来る途中,一部の=rTが裾山へも頂け ら.iLた.
そして岡山城下のキ I)ス ト教徒適は'拙鳥へ政宗と即製 Z)口的で流されたのである.その時の梯子を
岡山児治記には次の様にtLtいてある.
明治五年壬申五月七日大瓶省へ伺
当蹟管内備前国和気都日生村 ノ内帆,iI.,卜Il臼般-施上凡弐里相隔周囲三拾町草生 ノ高二テ闘畑可相成見
込 ヲuテ去ル巳牛御'[･lノ界 宗徒白'拾 L人);(三池 シ戊諭∠余暇出火等相接 ･- .｣
73
壬中五月七日 岡山県
大蔵省御中
なおこのl廟二はすでに政宗 Lた省も-7㌧･千数いた.しかし改宗者も依然として罪人同伴に取轍1-'れ
iかl-て改宗しても釈放される･11.,'Cく,改宗.臣L,末改宗IYTと同様に生活していた.
｢鳴れ 二は七八間の華j-<損な新たに建て床板の上にはイLYi,I)､-枚醇緑を･敷いていた白_:Ll･戸が一つあっ
て出入口になっている｡･ -･便所さえ ･ヶ所 Lかない ｡ ･--I･軌 ､七八IHJの技蛙を矧'-I.lにか支りJリ
97,女を別にLて有余名の信徒が打込ま,ltたので座る所すLi,/LCい･ ･C,｣ ｢柵上切支丹史｣
この文章は-イ占徒の語った三･トとして戦L-られているものなので,多分に誇張されていると思われる
という･持出推測できる.現在牢掩及ひ番帆 桝i1.itか如拙こあっ/こかはその跡佃 肖失してしまってい
るため)-)からねが,島のTJWIr'ut部U)山の中腺に在ったと占われている.
(3) 流 人 の 日 常 生 活
信徒達の化市は.E.1)のF-1il塑と週1,2回言鈍教を聞く綿であった.説粘 土改宗･))ため神官が/Hl も(･')で
信者たちは強制的に陶,?､されるものであった.島には中央部に礼が設けられていた,彼らは仏教に改
宗するのてはなく,神道に改宗させらJtたのである.このI]T-からしても神道を国家思想とする政策が
うかがえる.この場合実際.こ改宗するのではなく,今迄のキT)ス ト教信仰を破棄する,といった方が
適当て､よたかろうか.江戸時代の様に人別帳こ記威して制度的にも,改宗さすというのてはない.為政
者にとってほ,キリス ト教信仰さえや占うさせれば十分であり,神道信者になるか,ならぬかは大した
問題ではなかったはずてある.要は神の下に万民は平等である,という自由平等思想を禁止するだけ
の加であった.
開丑については,本来鴨島への流罪はこの島の開拓をする目的で行なわれていたのである.キリス
ト教徒の地域的隔離という'l.rま本来の目的からはずJt/こもので, ト.))は州随的なものとなっていた.
前記の岡山県拾記にも r糊畑相成
ベ平見込を以ッテ去ル巳年御預 リ
ノ炎宗徒117名ヲ差迫･･.･.｣ と
ある泊り,他山が草地でありUH柘
の見込もあった故にFE.宗徒を開拓
団として入殖させ,その余暇に説
教をもって改宗さすという言1-)は
一石二鳥を考えたのである.彼ら
の 開墾日原 は18町･)A;'･程 であった
が,実際には明治6年迄の4年数
カ月のl抑こ約5町歩のl哨壁がなさ
れたに過ぎなかった.ちなみに明
治6fF以後は入殖官が.なく,戦後
けり柘 苗が 入場rる迄放ぼさ.lL,荒地の:LJこ態 二なっていI'=.3L在は一束族′川村饗を,すすめ,ほは半分F丘
の土地を ミ･+II/肌 二かえている.
1汀J軋tJlIjH938坪,女 J坪 とい うlL,l./JI/i;さ.Iしていた.そ して一六休と称する-矧 .-I.)に- Uの(小暇
が与えられていた.1糊恥似二l′l'‖･けさ)LT二作物は1二として,,I1.,人豆,小豆,醗鮮 T7-7.であった,そ
の他鮒花,そ:fl,少1たが r'作｢Jtていたはて.もろ.[]J浩 5年の仙J｣県析記による土それぞれの収穫
物は次の通 ･').
別 紙
備前同ITl気LTI川 !L村之内他出,･榊畑作物
1.妻 pq拾五石五斗余
1.大 音
1.山 胡 麻
1.烈 胡 麻
1.藤 林 芋
内 弐石を.1ト郡安二残任候分
九升
是-櫛大豆こ残EJT候介
三斗余
内 壱升柿胡麻二班EL挟分
･占斗余
内 壱升敵切麻二残任恨分
三千JT余
右-):々 柿二残匠帳分 列刷毛外地払Iri払巾僅分二御座は 1人仁
岡 山 県
収際物.よ全てL'.1-を泡 Lて円の)ト 納 入LI.i徒過はl二1分JD手で作った作物をロにするTiがlL'L来なかっ
た.-jJ一改宗者は末改',;て井よ･')も相J/l経過は)ミかった.彼7,は.('l分の土地と小尾L'持つT拝が許され
全面的な束縛からは一応.解放 さjLていた,しか し彼 ら.,t改宗者であ りながr71､放免さ;tLる･1-は く,莱
改宗署と同じ場所に一珊拘束を受けながら/li清 していた.
改宗宵が以前として.I:.-1に店旺させられた.Pl!.由としては次の3つがあげ られると思 う,
(1) 前述 Lた加 り,彼 らはキリス ト叔改宗という日的か らは夕日1,li-)柘新として入殖 した')rl.
(2) 改宗.計/iJLr,外に釈放すると,兼改宗者がいつ.いって出1,か ら出て,内地で潜伏又は宣教する危
ET71回 釣 鵜 川 想 見 収 r封
険があるIJj:.
(3) 改宗 者にL.I,･であろ掛空良いtI=,活をさ仏 米
政宗 E･の政宗への手口に利用するため.
故に改宗都 こ/.tf7i外への/HLL.をも許可 していた様
である.反1･Iに末改宗名は -Ji;.ち.1ヨ,外へ出る巾 上LHL
･jflなかった.
なお左のL郷土キ リシタン遁こよる囲明地の見取図
である.
開塑地LI.改宗者に与えた L地 の約 2倍の広 さがあ
る.前述 した5町頻の桝盤地には改宗者の と他 t含
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まれていないものと思 う.
次に説放てあるが,これt.i遡lL.lu)I.lI･l'E.n,IiFLJっ′lLた.前,述J)-A,lくの休L.の円:=来改宗 占全Ll/i/島
中央部に .`うる社に/1二:.･7,,神 t`■･.'小説桁一.:3-,L Lかl∫.-j:EとしてははIJくイLj'･1,7(く,汁.i/C限りたりL:二
とい うuLl弔さえ出ている.所がこのJiL川説微のltIJ.T-_柿)<個人的に呼び出されて.1l:､/',I-Tり,すかし'.-_
りの説諭/1-受けた.そLてこれらの説激:こ屈伏 して改･,7:してしま･')と,未し改宗七.との仲が犬猿の間柄
となってしまう.その様子,Ly酒上切支丹虹には次の伐に,r!-いてある.
｢親が改心すると子をl'(-める.子供が降服すると親をせめる. ･･･茸㌢rるに1.-3従が斬る悲暢な虐待
に泣かされたのはあながち役人逐7)不人肺のみに帰して!は r,め.彼らを煽動 し教唆してこれにいた
らしめたの小目】L'iHlL天主健巾の改心 古であった｡｣
この椛こ ?_く相容れない-?J'-同志が一つ.｢.A)に不 らして来たのである.
役人達にも相当J/X忍､な者が1.､た様で,WLん風上彼 らに少なか らず娘子:･&被っていた.病人で畑(tIJ-rL
を休んていた署が,役人の悪口を言 ったというかどで木に宙吊りにされたIllLもあった. しか し明桁4
年楠木JlI隆1_)巡r,:/;Liか行なわれてか局後は待遇Lt,随分甘 やかになつ仁 彼トト信老逐:ニ｢文明改化のLl･に
な,J -のだか｢'宗教ばか り禁止される巾も/よかろう.お前達 も今 Lばらくの字抱li.｣ と励し,丁智
をす7J;J妄さえ教えている.
鶴 .%,キ リシ タ ソの 栽
か くして明治6年 4月キリス ト教脈禁令と
同岬に,信者通にも相国令が出された.途｢lT
福山預けの同志と光二宿 場送 りとたり,陣は
17<崎-向かって5月15日軽部浦上の地-I_,掩ん
ど, しかし-.L'n:の者はそのiill叶.の村へ定
住 した桃はである,
なお総ハ 117名の内
改 心 帰 還 ,YJ155人
未改心帰還甘 48人
死 亡 者 18人 (内政心 Y.5人)
/J-1 児 ′1人
という結果こなっている.流罪巾死亡 した者の塵が現-/Eも!:.ljの 西南部の 丘陵地に ある. 〔写穴-
4]がそれである.墓は全て自然石別 F_べたもので,一つだけ石塔 の崩がある. -拷-
(自 ｣1 汀 -)
参 考 文 献
船IJB録･jl,7巻, (J鳩山人草附te.L礼l滑搬 )
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第Ⅱ章 漁 業 の 隆 替
1.共同体的ないし半共同体的漁業
序
瀬戸内海の沿岸軌謀fほ,現在急速に変貌しつつあり,軌業生産力の停滞,漁業人口の減少,水産賢
源の減少,干拓や工業用地造成に伴なう漁場の汚恥 或いは従来の ｢とる漁業｣から ｢育てる漁業｣
への移行の問題等に多くの悩みをかかえているのである.
El生漁ARもその例にもれず,同様に様/ZのRq越を包含しているが,本納ではそれらについて概削 勺
icふれつつ,特に,日生汎業では情火な位W.にあるつは網漁業と,村花火同体rlJWJ.業の妓彬てある大
網にスポットをあてて述べてみたい.
大網は日生漁業にとって,杏,日ノI-=･.という一地域にとって鹿野な漁業であったが,雁史的な変化の
中で消滅の道を迷った.-九 つは網はその漁法,軌吸 漁業生産九 或いはその汎第1Jl(司を通じ
て,日生におけるきわめて/#徴的な漁業となった.これら語間腰点について考察するのが本稿の中心
テーマてある.
第 1葦 漁 業 の 概 観
1 日 然 的 2.t三礎
日′L=.漁掛 上岡山県の東南端に位L.rTL,兵伸Ll.:t赤組T卜と県境で接している.日′卜町南部は瀬戸内海に
面し,Eは 諸L'IJ播磨郷を控えて永 くt]生漁民の漁域として上｢川lされてき･r=.日生,Tfi･J.'I,は施久屑):.J,I,鵜
島,骨島,頭島,大多府島,鰍 三.ljなどの島々からなっているか,これらは典J削/Jli:舶谷地形を塁 L,
良,'<の各所に大小多数の入江を形成している.海)J.'-はほとんど磯･:∵ちるが,海底は溢浸と同時に始ま
000
った堆紺乍用に.1って比較的l:Li調で泥'L-r'fないし粘土'f'了である.たこずの瀬戸 (頭L.,-･大多jn7JRrRと池
000
島 ･長J:.I,｢Ll"を貫ぬく海峡),と. なかとの瀬戸 (掩久倍.!'7,･軌lJ,11HJと曾IJTJ･鴻Jl,hL-r.ll1,-L'1-ぬく海峡)は
0 0 0 0 0 0 0 0
斬層線に-.致Lており.うずあいの鰍戸,{)E,わたの瀬L戸と共に日j=.諸にljの内に多くの海峡-ilI作って
いる.これら地形的条件は日生漁業の発達を長い間焼定してきた.海峡入江にはRt独禁の中核的朽
-/J-.てあるつぼ鋼か数多く張りめくやらしてあり,狭隆なL｣生絹,l二.-,を出て播磨雅に向うと放曳きや帥流し
網の好漁場となっている.現等湾や千軒湾などの内湾は墳煎喝の適地として利用されているのである.
2 昭利初期の日生漁業
日生で:よ古来から漁業か起り,特に近世に入って加子浦として加子を徴用される一方,漁業相盟 上
の特鹿も与I :_エ■)jlて熟語椛も広域に及び漁業心蛙展L,盲､1に よれば ｢兜文年間既二各値漁業アL)､
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享保年F'r1ニ於テ-)T-.Ff古し;I-) 座 ラJr漸糾軌業=7撫Yf･とり_I七ある.そして岡山県下でi/有数の漁港
として発降し,T漣井 ･金浦と共r_鼎 ド三大鰍軒の一つ†_塑えらILた.
本稿でTrxi)扱 う問題は1に軌:1､l:のJjl;LJこて.らるが,その｣冊･7/i,助けかユ昧てIJL‡1三より以前のl｣ノL.拙策
のf1-.I)Jiを知っておく必要/Jiある.そこでこ こではLJl帥 l初Jjのそ川 二ついて較討して7^たい.第 1表か
らまず注目されるのは過剰とも言える弛署人口てある.特に大F.二〝)被用者の耶利6年か ら5年HrHの減
少率は菜七のそれを上回ってはいるけれどL Lか L被)fl者の大.;1I/,分が不完全机 先業の状態て軌剰 百･
に停滞 L独家経済を圧迫 していたことが窺/I.)っれるU)である.ここに当HtJの漁民層の矧邸7,'組性をみ
ることができるのではなか7_)うれ 更にこれを軌船価別.=みると/1捌鋸)]船漁域が減少し,-プj動力船
汎家はやや増加の傾向にある.これは丁度LJ7Ll和の始LV)が漁船の動力化と嶋を同 じくした為である.ど
が表こみるように動力化の進行!よ十分行われてbr)ず依然多くの漁家が無動力船漁家JtFtとして停滞し
ているのか分る.'fJtつて昭和初糊のLI生軌範は 卜分な就農麟会を与えられていない潜在的失業者によ
って圧力が加わり,その上に軌ブコ化′'1こどな伴,+亡った 汎州 ,中-)分解情 旺ヰないて多くの苓紳僻 封がその
まま残ったと言えよう.
約 1蓑 漁 業 人 口 と 漁 船 状 況 (役l!?憤料より作成)
3 漁 業 経 営 体
せず独船ノJlJl,/)1らLlノl:の岡Il｣県こ,13･り~る位際づけIr,-LLておこう(雛2兼).rl!tの 動力船数は 202
隻で児/L休J)世か5.0%Ly占めるにすぎ/J:いし加.:;1:地F･<-.の 18.6%である. 漁舶 トt/数からみれば県総
トン数の6.6%,班.'Il'地区,/?2G,6%となって.ra.()L.㌔-_刈Lて1,恥狛uir7.に対 しても ト./数比が堤敬比
をかなり｣-_l-iJっている.これは3-5トン級甑齢J)占める割合か頻:･=比較 してl｣生では高いからであ
の人部分であ り,こJに そ口生LJ)漁船勢力Iuy･ノJ7す l=火:二岡山県さらに1軌-[内海沿岸の漁船の小型仰向
な;kJっしているのである.
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動力化率は県平均75.1%.r-j'i町85.2%と高くなっており,日生町内では日生漁riju管内か80.3%頭
i;h･66.9%と沸t.,は締めて)･.I:3し､助力化率Ly誇っている.こJLIL瀬島漁業省のほとんどが3-5トンの動
力折でf･rt･業する小型朕曳某省で占･V)られているからである.機関の柿筋)]u;=与ると'TIJzlf]1.火36.4%焼
玉24.9%ディーゼル78位'/)38.7%と'J:L),｣比/仁は.正1汁からティー七､ルに:･.沌に移'H~しているとuT'われ
るか県のナィ一一ヒル化率′16.7%に比ノ､.,I,と,Fl′I:.にr,Lけ7Jティーゼル化はま/='ltいことに/i:7J.
第 2吏)1枚BIJ漁船 隻 数(Ilt_i38年リ,1.刑Ltt))
励 -)J LliN/～｣ 鵬仇のJ.rHll.
苧 lyい -/数l=去-lkト3t3-5t5-1?ご～2tOulOi竺:_聖子吐▲三ーr14='/L,
阿山l);<(/h'∴I-) 2.98.411ノー｣刊1十 一13l,93816!1聖
〟.1<成就地rj5'.(鈴.ト) 638973 62ユ6340
手指 7 021469.6242946 7450781持 31l6253221 52208I6ー5牛者斗-忍町72263.7Jt13 1/IyCL.)JTl,-下沖升 16328.457432 -卜三725-3盲可言~㌃ lS 467.12 81713 2131103
(附考)東部地区とtよ日生町.tit'JII叩丁,邑久町.牛窓町,関大年市の-r郎卯Tを含む.
ななi)とで
瀬戸内海の沿岸漁,75着は七道具漁師と言われるように幾つかの小型漁具と小型漁船を使用して多角
仙 こ漁選生産に従解してきた-低い'-E確性と窄削なるが故に余碗なくされてOこの小規悦経営という
点において日生も例外ではない.小型漁船を駆(むしての経営については前こ少し述べたか,第3表の
漁業椛別経営体数かr,もう少し詳しくみ1う.松組鞘 本牧157の内,助力1トt/未il'%&.;I.'体は29で181
5%,1-3トン屑が21.0%,3-5ト./肘が39.5%,5-10トソが1.9%,小型延旺嗣 (つば網)経営
研,I/.22T7で14.0%となり,総酎 X:体のq5%/JILJ､即.T!.那1.i-才u川しての独ra'-である.漁業種別にみても大
規模なノー.産形態をとる漁業は/亡く,小_Jtli底曳某省が,05戸でGO.5%,小型定置刑か14･0%,刺網業者13
戸の8.3%などが主な漁種別経営体となっていて, 小型氏曳網経営体が過半数を占めて いることと,
それに日生の中核的独果てあるつJ:吉網の経営体故の少ないことは注目に値する.ところで各経営体の
担い手.まほとんど全てか個人選者である.個人以)･L!上憎かに2件しかない･うち1件は北洋独航郎｣6
トンで漁協所有のもの,もう一一件:よ共同経営による丑恋であって,中小会社による企業的晩発･しなく
一切皆無といってよい,個人で中大型弧掛 こて操叉するといった経営体も勿論ない.従って日生汲lrl
の主体は個人汎業郎こよる小型漁船を根つっての小Bl供経営という点は承認-{きるが,蝦近の魂殖経
営の発展ぷT)も日TL･しくて漁業の多角化にF兇しても今後考慮検討する必要があろう.矧 こ日生て特数
的なのは,小型定旺網経営体つまりつは網業者の有志がはまら,フグの養椎に,底曳業者がカキの義
姉 こ従-jiLたり出所するという具合.,=各漁業者nulで柾済性労伽 己分などの点から各自に有利な裁轍を
払､うこい,LこLてJ,:I.,.多卸 一)とい･,て･LIJLti.T,-･崩4JYt-菜していも漁業の方が糞姐Jりも漁家'札 片の中
7q
での比屯は大きいようだ.[二が奄殖U)ような管理漁業は高い紫約度を必要とするから漁家も次第にこ
の方に虚点を笹 くことが予想される.多角化については他に,えび漕ぎ某省か蛸流しに出たり,蛸坪
縄紫ph･が夏季には:県はぜを取るとい う様に季節によって種々の漁賃に従･1･;しており,七道具漁師とい
うY.'に値するような独禁生産ぶりである.
第 3表 漁 業 棚 別 経 営 休 数 (昭和38.811卜-/サス)
･1 漁 業 人 口
近年L'_7=･休水苑FJ:どの第一次Jq:業削門(こおける人口が他椎柴に桃川.Lて減少の傾向を辿 っているのは
周知 r)ことである.日牛'/)/JJt'(漁濃との産業別人口,/)中に占める割針 上昭和30年11.1%,昭和35年7.
O%,lnufl[38午6,3%と次第にそ∴:二おける相対的liL,I.Ll'-三二(低めていると｣L:;二,絶対的にも漁業人口は-
には21.7%.I)減少率i//TTしている.同日｣県の水庫人口L/)減少率;よ12.9%だからH｣二では兜､I,:均を.よる
,-'),ニオーバーしているvDである.
漁業人口の減少は漁即I':LDn妃漁業化が進み,それら脱漁民が第二次薙Rの工業人口に吸収されたこ
とが大きく,牲 二製網兼窯濃に流れたようである,漁家層の脱独禁化かかなり急速に進行している一
刀,脱換装者が老齢甘 こなってまた漁業二道琉するということも見受けられて漁業人口はその流動性
を淳IljめてきているとdJえる.かつてのE]本の戯漁村は過剰人口のはきだめとして停滞的な半失業者層
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力を加え,多くの削 行者と無動力船漁家層が特脚していた
漁業労働力の不足の状態か厳しくみられる.
5'さlLA 年齢別鞄黙従事者 (旧35年度役場で附 より作成)
.だか最近ではその圧力は軽減し,むしろ
第 1図は漁家層の漁業従制 犬況を表わし
たものであるが,若年労働力が相当漁業外
産業に 流れて いるのが 分る.30歳か ら50
歳代の漁薬労働力の基幹ともなるべきrい年
齢層の従解者か少ないのか注目されると同
時に,50歳から70歳の老齢化した労働力が
多く投ぜられているのが日をひく.何故L:
年労働力が不足し老年層が中心的であるの
か.独英生産に当っての週毎労働とそれに
見合わぬ低所得,烹象などの向鱈的条件に
強く左右された生溝の不安kf性などの不利な条件がrH･年周に背を向けられていると言えよう.ただそ
れら下作労1'qL)力が他甚三掛こWL日.L脱漁避化が進んているといっても,漁民層樽有の ｢海がある｣弘蝕
と研木の欠如 低判 はなどから賃金労働者へと移円しているのかほとんどのようである.漁港人口減
少の中にあって漁紫外に新しい方向を求めるか,現在の生活は不安定であるが損約度の高い漁業を目
指して紬 こ生きるか,日生軌民は転換)帥二直面して大きく揺れ動いている.
漁業従~'j1-着の内訳をみると,総従Tir音数約302のrJlj家族労働者248人で82.5%,旭伽労働者が53人で
17.5%の比率となっている.E]生の漁業は5トン未価の小型漁船を使用しての個人経営がその主体で
あることは既述したが.そ.lに投ぜられる労働力は家族労働が中心で補助的に労働者を曜傭している
のてある.正価労働者か多いのは3-5トン級の小型底曳業者と46トンの遠洋漁業船であるが,底曳
のJtli仇If者はほとんどすべてLl生m]内の老であるのに,北洋独航船は日/七一漁協の所有でありながら一人
も日生在(l-着は居らず.県外人 (香川県)で占められているという変れ日的な形を小している.
5 漁 業 牛 虎 力
Ll′卜漁協管内 (矧:l,-/i,除く)におけ,L独演/_1-_締高を第三1表からみよう.当地てほ水擬された魚もよそ
の抑Liをやらないで市へ続元に出され仲介人はFI分丘で売買する.たからぬ独品は全て近似値である･
昭和38年の総軌捷iLrは100.2万kgと高い数字を示しており,そのうちつば網が28･5万kgで全体の28･4
潔,えび漕網が23.5万k9で23.5%の調合を'J7しこの内網でもって総漁挺丘の過半数を占めて中心的軌
業となっている.紘漁掛 .iv_)fF-次別変化をみると昭和34年から36年にかけては減少帆句にあ,'Jが37年
3畔 にLHiI',T加をみせている.ここで延1･3某日数封 じを考え合わせると漁基軸tの増減とB'J:敵が為るのか
分る.つまり延｣A,ul:El数/fh減少すると他姓皿も減少し,Jlr.･加すると漁披見もまたそれに伴なっている
のである.漁業経営体は減少しているにも拘らず延操業日数が近年増加しているのは水抵減少の不安
からより多くの漁敗をする為に各経営体の若菜する日数が増すからと思われる･
各網別の漁牡的変化をみても･/6年次によりその榊軌 よ老るしくて漁業の不安定性偶然性を考えさせ
る.綿2図の主輿な三位の網別漁鼻血変化から分るように,つは網えび脚鰍 よその変化が大きく昭和
33-31ilをピークとし-て1-･.く虎綱 凄 化を小していも.さ･tっr'流網で山七曜rlE'.)安定しているが,そ]L
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第 4蓑 漁 業 碇 別 漁 獲 高 変 化
S,34 S.35 S.36 S.37 S.38
延練策口 数 漁襟 足 頂海嶺H & 執権jTL 延線発｢一徹漁種柿 延線繋口 数 漁趣罷 管練蒙 l漁-
つ ば 網 ,..8,L1,8,. 5,929 1,406 6,247 2,262 6.198 2,163 6,089 2.848
え び 漕 網 5,195 3,475 4.599 2,643 5,711 2,246 6,152 2,687 6,018 2.351
桁 漕 網 1,927 940 2.987 1,260 2.30 627 1,571 630 2,034 957
な ま こ 漕 網 622 197 781 500 567 399 551 334 51 27
さ わ ら 流 網 887 236 849 302 1,022 290 1,033 154 760 141
まなかつお統網 - - 63 9 49 17 187 69 120 32
狩 刺 網 i.510 131 1,398 16O 1.456 176 1,144 138 1,542 170
延 縄 163 14 529 84 249 ll 268 26 61 ll
か ご 維 2,236 150 1,676 109 1,089 93 1,413 112 1,503 310
た こ 延 縄 13 2 32 4 115 13 59 7 132 23
は ぜ 登 維 - - 23 3 21 3 28 3 45 7
そ の 他 218 53 79 32 0 0 761 1,052 2.376 3.144
(漁協でf料より,漁投瓜岬位k9)
-2V 39 u'/ .t2 I3 L.14 35 3d 37 38
ah,2は1_上射朋り漁獲皿変化 (軌協汽料より)
でもその漁牡Il.石は低く徐々に減少の途を辿っている.
つ,'ざ鰍 よ小刀1定置網で.えび漕網よl)も安定 した水湯
をする漁法と言われるが,やはI)この図の'-J,すように
年により大きな漁独差をもつのである.
次にこの漁独高を漁種別に主要漁のみについて第5
第5蓑 主要魚種別漁獲高 (昭38年)
U.(Tt牲lli.(k9)価 格(円)㌫｢平野t-'i洞(H)
L は え び 1,049 483.670 461
さ わ ら 13,162 5,341,540 406
ち ぬ 9,319 2,913.790 313
ま な が つ お 4,238 i.181,450 279
め は る 15,618 4,321.593 276
か れ い 12.464 2,878.690 231
は ら 10,544 2,276,567 225
た な こ 5,666 i,260,625 222
ふ ぐ 2,713 329,720 122
は ぜ 14,137 1,191,835 84
え そ 9,178 428.082 46
漁協質料 よりf佃監
表か らム､る.半Jl川用h3OOIJl以上のえび類,さわ ら,七瓜 がいわゆる高級漁o')摘岬に入り,ま在かつ†ul
も279円だがこれに入る.300円以下150円以上の抑 fる,かれい,ば ら,たなごが中級軌,単価15O円
以下のふ く.･, は -ul-,えそ,あ じ/JI,大衆漁である.li.･J細弧と大衆漁で日IJ平均単価に非常な大 きな闘きが
認め られる.高級漁 4種の総漁雄並は約2.8万k9,LI]級漁4.4万k9,大衆挽13.5万k9とな り平均 単価の抗
い高級漁はど漁牡鹿は少な くなっていろ.第4蓑にある漁独HL･変 化によれば ここ1-2年はやや増加
の傾向にあったが,その内訳はこのように17均甲一価の安い大衆軌が大部分てあ って高級漁の占める割
合は低い.その うえ大衆魚は増加 しているのに対 して,中摘級漁は年々減少 しているのである.従っ
て実質的には漁業資源は減少 していると言える.挽美が ｢近E削土中モノばか りでええモノか人 らんJ
と言 うのもうなずける.中応級漁の僻少は独禁所仰 こ影坪を及ぼす ものであ ってその資源の保護 と対
策が望まれる.
第 2章 大 網
1 発 生
日生における大網とは,一株の巾恕網を使用 して口生地先の特定海面で季節的に群集する寄魚を捕
獲する寄魚漁業である,ボラを主に対象とすることか ら,通称ボラ網 と言った り,大株網 と称する.
このような漁業形態は岡山県下の 2,3の漁村にJ-J･いてもかつてみ られ,次蓑に示すように El生の
大網が最 も大規模のように思えるが,だいたい,は矧 TilJじ形態や組織,k持 っていたのである.また兵坪
県相竹 こおける大網は株仲R'Il組鞭をもちイナ掩株 として近世に成立 し変即 して行った過程が知 られて
いる.
第 6表 岡 山 県 下 に お け る 大 網 漁 業
日 生 虫 明 牛 窓 iTE同 語占.i-i-
大網の3-di称 大網 .大紋網 大 紋 網 大網 イナ .ボラ嗣
網 の 秋 和 巾着網に似たもの 完全なrfl甘鯛
村召■について ･ト上の代表 網元をいう
魚且ともいい,蛸私状況 色見入が漁即の群灘状況 市所を持っており,ここより魚を税額する
色見について を眺勲する役で網元や.F< を鑑祝し.｢,十.デ｣によっ
老が行なう て桐油に地絡する
操 繋 時 期 9月15日～翌 賀 長…細正月-2月初 ..-.-損灘 9月-丑年?.Jl 禁漁区11 ～翌 1T1 枚繋 12月～翌月2月
馳 獲 物 ボラ.イナ.セイ3' イナ ,i=ラ ホソ セイゴ イナ ボラ セイ ソナシ イナ.ボラ
梯梁にあたる敵船と氾凪 芸 ZJ鳥 :f70-80人 柄 般 2位.--40人手 折 Sik- .1 警 芸 喜芸恒 ニ
E]生の地先海面で 大網を行なうに至 った 起源は明らかでないが, 近虻LJ耳にはすで.ニTi嘗んであった
と思われる.明治に入ってか らはnj)的7年申司涌rylが村方に提案 し,その協賛を得ることによって村
の指揮管理のもとに行なわれたのである.たたL子羊に際 Lては大猛の労働力と資本を必努 とした為.
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村の指揮のもとに大網を所有している網元に授業させた.そこて簡単に日生の主な網元をあげてみる
と,フG網,ln網,識見軌 新約/Lと､がある.こ(T)rJらて長らく-)(約,良,拙当Lたのか旧約と執網て,旧
網は松本着三郎を創始とする松本家の個人経営であって,五代円捺本文介は文介網と称 し大山JlJに お
ける有数の網元として大網にを打_f=.新綱は中 .I:.I,塞Ji,rFl心とした共同出門の網元である.こ′lLr,I)網
元は平粛 t白山に就業していて寄魚季節畑だけ大網を担Y-_/1した./ri,JjWi不日4年に至って新IH両網とも
廃業し.以後は漁業組合の指定した大網営米人によって担当されることとなった.松本もr1-,.I:.I)も大JT_
期の高所漁業税納節者であり,彼らを中心にして柁X:された叫が最盛期であった.しかし後述するよ
うに大網は tl村"の-大行一･ltとして行なわれる村落共同体rl'J色彩が非常に濃ri,:てあり,育)Jな糾)-LA
"村"によって厳 しい操准尉 ′卜を付けられて若菜していたのてある.
2 形 態 と 組 織
大網の操業時期は冬で他の#.l紫にとってはちょうど漁閑｣lJ]にあたり,FIJ_[講,L.'1,の狭い内約に771'倶す
るボラ,イナ,七イゴ等をとるのである.だいたい9月初秋から翌年2月の入寒にかけて地久)F'.･島と
RJ卜本土とのI='fJの海両で行なわれる.だが9月からすく･L漁社を始めるのてはない.9n15∩から田海
とし,魚か群集するのを待つのである.留海とは第3回の地図上に記成された大網汲｣軌pjJでG/)つは脚
とか打願など他の一切の授業を禁止するもので,2月15日の留海解蛤までこの海面は村という州司体
の統ir.Uのもとに管PJi使用される.正月元旦から,大網を投入する網元や漁群の見張りに勅練している
艮老連が色見 (魚昆ともいう)として大網漁場を臨む色見山188.5mと魔久居LJ.I,-1内報の 山に登る.也
兄はこの両地点から海面｣二の色をみて漁場内の魚の移動や31:i魚状態を観察し,投網の時相性 決定する
のである.この色兄は正月から約1カ月聞続けられるが毎日早暁の厳寒をついて行)っれる.色兄によ
って投網が決定されると村の総代が村君となって大網の監視役としてLEl,そこて大網の操業かr,H始さ
れるのである.
その軌法は機動的ではないが2胞式巾心綱とほとんど同じ方法であり,網元所有の2枚の大網と1
肢の親船,8娘のf･船にj:ってやられ,1網で1万m-TT'-･均の漁姓,lr7;を示 した.柁_菜に当っては村lJの
監視のもと,色見山に登った色鼠が大きな手伽を振
りながら,海上にいる帆船に合図し逐次の'rj勅を指
｢欄1川に経られた大網の状3.Jl-｣巾.I:.1,氏宅
節3同 大 網 漁 和 国 (斜線部分内) .1:.i,-i,､渡のうねりと小恥こ取った漁夫の姿かi=Lえる0
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押するわけである.古老かrjの捌きとf)によると,この大網投入の†噺.〔村長談RはじzJ)村の有志が参
加し,出魚と相まってさ,Ltから一人絵巻だ-1たとL昌 .
このように -年の内ある特定帖jglf='け渦h故人Il1仙軒有とし,その強い支配を侶 L-うことは村にと
って爪要牛であった.その証拠に明折 卜年賦fB:.動=.とって申JT]漁場欄は入札に,t り決めることになっ
たィ裾こ,地相の入札が始まり,El生村としてLt大網の埠jT]漁場を失なってしまうこと,i,恐れて権利を
買い取ってLiっているのである.そしてrD]治23J'f-には ｢旧情ある地域内において公の入札とす｣の
TllJ,'i･取り付け,H牛地先を完全にE=L/｢1村の庵m漁場とした.か くして日生村は大網漁場を占有し得た
訳である.しかし明治35年にはその管理JIT/村から独禁=･糾rTに移 しており,その後は次制 二大網の共同
体的色彩を弱めて行く.
明治38年の村と組合との契約TFをみると,まだ41の漁場に対する権利は強く人網による収益金の一
部を収'lrIしている. ｢-..･･日生村大字rl生取得食-収益金ノ十分ノ五､日生漁業机分配得-十分ノTL
トスル････-大字Jj生-毎年取乱恵那ノ十分ノJZgヲ苓耶シ次ノ各号ヲ施?.Jスルモノトス｡一､El生港湾
P)J紋凝築造O二､El′｢港捌 多発及俊排Jとある.つま()村は大約収益食のy2という.I:.A,い;l川合を村の収
入として取得しており,大網が村と結びついた｣も同体汎米である指標となりうる.もっとも村は収益
金の2/もを独禁幽係証跡 二還元している.また収益の一部を村の氏神であるf桐上に姪丁金とLて舶企し
てわi)棉-神的にも "村"の漁業であることを意識していたと思わ,tLる.
ところで大網に対する村の支配は軌場占有を媒介とした村落非同体的支配であったが,実際の生座
は前述したように厳 しい根深条件を受けながらも一応網元を中心とした生産関係であって完全な村落
共同体的な性格を持つ生産ではない.操業に投Tさ′jした熟語者 も必ずしも炎吊体のメンバーではなか
った.一回の操業で大網はかなり大IB:の労働力を必頻とL普通70-80人の船子か若遷 した.これら姐
1-と言われる抽選労働者の内,半数の者は平崩はl▲1分で営/Lている漁業,例えばつは嗣とか打漸網に
I('ni●している省であって,丁度それらの軌業が軌r.18)帥こあたる冬｣gJが大網の時脚 こ当るれそれに吸収
されている訳である.その他の船子には村外の汎繋経験者を旭0,FfLたり,漁√剰鮪こ半失業の状態で停
滞していた二二男を払っていた,従って網元と船-Fとは-吋的な粟がりてあって両割 冊こ封肋 l勺な支
配l芙豚 もムらhなければ,規子に対する人格的凝瑞rlも郡 箸でない,しか し経済的JE迫は強 く船子の
軌業労働者としての労作 よ非常に低ifl一金てあった.その為船十による盗漁が頻繁にあったようだ.そ
こで村や組合は網元に対して船子の過桝に関し厳 Lい粂(/卜を提示し,その統制をrT:ろうとしている.
大網の典同(,帖勺色彩が鞘 hてきr=人rF.rT,)Uj網元絞心丈介が組合に捉u=ノた大網操業許可厩牛､打 ｢宗lJ-A
.LTJILyみると当日.'Jの大網の■一F三悪を語り尽 くしている.この ｢.;汁I'.Jr｣によれば,糾斜こ刈する網元のjlT_
噺 よ弱いものとなっており厳しい条件と制I,'Plを付与されている.汎HSI資材や脈子の検査を受けたり,
留繭の悉船に機業に組合の監桶を受け,また乱雑lた魚の版,;u会計旬務にさえ関与することを許され
ておらず全く網元の-i:.体1'Lは認められていないのである,こ′tLi,£ "村"が人網支配のI-に休であった時
と同様であるが,ここでは紳助甘即が村か鯛 こし合に移7したことによって組合の機能が弥化さ)L,収
益金の村の取得分 L減少L,大網p-)共同(,柚/JGLA.紫としての性格が滞れ後退Lr=･J-托,T:三珠する.かくし
て昭和期に入って,う､らの大網は数人の単なるJ引司経営による機業に変 り,生花_J]も薄 ら衰退の道を,辿
るの ′言)る.
85
3 人 刑 の 消 滅
大網は 1-村"の漁場支配による村落共同体的漁業として出発した.し;/,しその漁業生産は村自身に
よる共同体的生産てほなくて4､1が網元に代行させたものだった.そして漁場管JTlが利から漁業組斜二
移ってから大#剛こ対する村の規仙i形骸化さ,h,組合の椛限が大網を支紀した.それに伴なって#魔
性か以前よりも重視されたのである.ところがm･駐する触幣狩の減少が即 断こなり臼然的怨俊が劣え
第 7豪 請 普
日/I_軒糊 L合ノF･Jt有二係ル水面軒用漁業健二依′L'ZI肘IH7披方御桁定価:lJ式恢こけテ-左/各]flヲ縦/r-rシ漁業二
従-_Lk可致恢
節-･兵 器紬弛貰料-総政弘巧ノ内コ･)LF.1m町税及蝶LF金千分ノ十七 山ijL,一片老千分/トー 大王租千分ノ
六 五ヲ稚LT/J'Rシクル菟紺iヲ十分ノ六 トシ指JTノ〕訓-T71人】二納付スルモノトス
F甘-.魚 宵魚二係ル会計'gT沸-桝はニー Lfスル･l:-ノトス
I;,F.仁 粂 榊 剛 い 十二月二十六日ヨリ馴:･=)汁 も｡迄 トン冬期 (駐 月品目)ql-捕魚二差支 ナ珊
Ol'ヲ空き-,口生湊ニ:)=l:-漁船常'Bスル-勿論1川 後 卜弧モ近海二於テ独禁ヲ相楳ギ姉魚ノ鶴(iヲナシ
掛nノ指揮二応ジ,何時二テモ捕魚-一従小可仕音,指'定地外二.LIL.漁セント欲スルIIJ'J､肘flノ承認ヲ
受クルモノトス
:YiPq条 乱射汲凡及附子7ト､充alJ哩択シ船十/l'J･TFこ付キ,十-_)l三十一日及一月八日ノ両便二両牡二校JE
ヲ受ケ.万一不合格7ル時/､御㍍丁令二依リ真二･!:!埋可致 勿論不合格者ヲJIJ.ス嘩-令丘拾円以上二
百円以下ノ穐州内二於テu｢レ 指揮二FEジ過怠令ヲ納付スル
:4-L五条 'tSl1魚押目7'.]中十二月三十一日ヨリt佃J/第号迄-柘夜間断ナク滞船~t_5ヲ出ン,漁'Ⅵ組合折釘ノ指揮ヲ
芝ケ'AY的軌J_I-従邪7JL,コト
･'1,lて'i:捕黙し上二付車.01感ヲ･叉ケヌ揃的ノ隠忙脱元一t/他r不正行為アリタル トキ,又.･IlTJ.己各条耶不履行二
依りn失ヲ掛ケクルトキ-,五 ｢円以上五山▲Pl以下ノ唖囲二於テ御指定こ任ン腑,伯億ヲ支払フモノ
トス｡
al;七条 木肌if二田スル謂i■t任二札ナノ＼帆1.t人/､本人 トやLhHl･ソテ同一ノ･15:任ヲ負ウコト
右粂頂ヲ碓寸シ王達-i-迎背致問倣即チ保証人祉%-Tlf.指差入院也o
大正五年十二月二十六日
寄爪純発行他老 松 本 文 介
保 証 人 千 円 か' 松
保 ;71T･_ 人 有 吉 文 治
ると共に,大LLiの労働力を,必要とするにも拘らず十分な漁業労働-打を吸収できli:くなった.それに加
えて/Th仙労働=ELのilr金か高儀し/生産牡は低下し採i^Tが合わなくなった.つまり大網が共同体的漁業と
しての性桁/a:炎L);･する一方,その少 推力が低下することによって,大網は必然rJ/Jに翻 武への過程,(FL･辿
らざるを得fcかったのである.かくして明治大正昭利初期とその最 盛脚を経た大網も戦後の-L舶 /.)7.i:
盟軌を除き次第に下降をたどり,昭和30年代に入ってから全く姿を消したのである.
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第3葺 つ は 網
1 漁 法
つば網というのは小型定旺網軌yi:を行なう細網の-椛で,別名桝網とも言い,底部.1袋別を付属し
た周囲約60尋の側網を竹ザオなどによって海rPに同定し,yli握から約40問の垣網をこの側網の中i'で
張り,回携する漁群をこの短節にそって側網に入.lt.さらに袋網に誘導するというJluJut的な漁法であ
る.
E]JF.におけるつぼ網漁菜は.文政11年虫明村とのr榊こ紙L',-潤 辺のつぼ網網代切にBt･lする紛争がある
からその歴史は古い.特にこのつば網は日生独民によっ.･'_-最初開発されたものらしく,その後も2･
3人の人々によt)改良が加えられた.口生を元祖として日生漁民自身の手によって伊勢湾,播磨雌,
周防,肥前などにも伝えられ,現在動戸内海沿岸でみられるつぼ網のほとんどはEl生の流れを汲むら
のである.
つぼ網は安定した漁法として明治初期に日生から各地-拡がって行ったが,この漁法は打頼嗣など
他の漁紫:こ比してみると変化をみせていない.漁具の改良といえは,側網を海･小こ固定するのに50-
60年前は浮将を使用していたがそれが竹に変ったI),網が締約から締約,絹からナイロン網と変化し
た粗壁である.締網だと海面下にある網のfr,分が席()易く耐用年数2年位だったのが,ナイロンに変
｢ ってからは海上に現われている部分は痛み易
いが潮下にある網は強 く4-5年に耐用年数
が延びている.綿から網に変った時の漁独走
と縞からナイロ-/への漁牡差を比べてみると
後者がやや大きいそうだ｡が,これらの網の
改良もつは網漁業を大きく進展させることに
はなっておらず,漁法は長い日てみるなら構
造的にも技術(伽こもほとんと進歩改良はない
とE;っても良い.
つ は 網 つまり魚が網に入って来るのを待って取る
ことに変りはないのである.この消極的漁法は漁僻か回沸する通路に誘封網を張り,側網の中まで鞘
き入れそこから集約に入ってきた魚を輔姓する訳だが,側網の中まで誘iJ7された魚のうち公約に入る
のは僅か10%位一二あるから,この漁法が如†小二消刷 りで安.･g;U的なものである,I).か分る.受動的な汎法
であ1)な/Jj'汀,i,漁-某月源が潤沢であり,地先海面を軌畔かInJ瀞する限りある程度 一定の漁輔かてき
て,エビ漕網なとよりもより安定性のある放浪といえる,この漁法は日生においてつは嗣狐濃が強く
存続しその性格を規定づけてきた一因となっているのである.
2 漁 場
漁場というものは本来沿岸から沖合,沖合から遠洋と外延的に拡大して行くのか普通である･つば
網は小型定置網として沿岸こ張られるものだから,より外部への発展はみせないどころか地先海面に
その根を;rQ.ろし,地先漁城か保持のために次EjY(こそt!ニ対する支配を強めて今日に雫っている･
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】肌一口生:7hL二滴 岸のつば網の網代は雛4岡の漁場図にみるように約140カ所であるが,この140もの
網代,D位i'Hはつば網漁業者内で決め られてお り,汎場図にある位隈以外て網を張ることは許されない
し,つぼ網漁渠者以外の者がこの地先でつば駅をやることも認めない.法律的にはつは網漁矧 -f旧漁
業法では定im,(蛸 椛 とLて,現漁業法7:til_帖同漁業権机 '三として認可され, El/卜つぼ綱組合という特
定叫 .‖こ銅l餓:.こ加入していると荷 にか州 ,Lニ)ず山hにつ凋化 張れ,yJ訳だ武 L:際にはつぼ嗣漁業
者は旧来の肌行をタテにして他業者の地先海Tn]'-C･-0)つは網は某を容易に認め加 ､のてある.
lLi業署のつば網糾合への入会
･i･.認めるJiA/rliでも厳 しい1^JJi比
定d)ている. ｢従来ヨL)ノ漁業
者ニ7'ラザル 占･ガ組合二人 リ,
新二か網 フナサソ トスル者-釈
域 ノL-),i,字動乱 字夕乱 Il:節網
代場,字水博,字段亀 (酢者往;
以｣｣.L睦秀な軌場である) ヲ除
ク外ノ定置漁業場 二於テ ･ヶ年
J上H1-.Hl')Fナ ク該漁業=-従廿lAシタ
ル後ニ-/ラザ レバ定性帆某全体
㌻｢5エよ｢左京.`十tIL uHl●一
軒 i+･
の仙旗二加 ワル コ ト=)得ズ｣つ 雛1凶 つ は 網 漁 Jみさ炉l
すり既存,I)つは約漁業者が必要とし/'J:いようrJ:域J7rr,網代とLて山 荘劣等のJgFI,所を1年耶他 用させて
雌､惣ぶ ･r)をLj..その後ようや く抽敬 二加え入会を認めるのである.地先侮而 リミつは網漁菜者にとって
最大の漁場である限 り,彼 らがそこを独占的に支配 し抱利を保持 しまうと努めたのは当然であろう.
漁場,I)リト延YIJ拡大を示すのに反 して,つは-鮒が日′f譜.亡.I,袷)'r-:.二間足 し優秀/J:独場を独占し･/.:ことは
漁場こ はける優位を確保し,社会的こも他漁業者より位勢な立場こたった. しか し現今のように漁群
･ff沸JiLJ)減少が-･般化し′帖 二.･i･;級漁が減少 したことけ つは約孤業の漁場独占の徒手田畑 r胞 を低下させ
ていることI.エ否めないてあろう.
3 抽 教 一 漁 場 割 り
つば刑がその漁場としてrj牛諸.Li,L･沿JLJltの地先海面を占有 していることは前述 したが,正確に言 うな
らそてLは地先海面一帯7)占有ではな くて,つぼ網漁J抑乳こ網を張るJ3,L｡所が明示 してあるよ )に,ある
決 まった指定J劫火7),);TJ,'15rl勺/JL独l封 亡のである. この圃定化されfL:約 140カ所の網代を業 E･が独L加加こ
li有 し,業執 J^て各網代crj'i:-Ill)当 (,:LJ＼･リ,測 り当っIl糾代において着業することになる.とこ7_,か
凹定された甑場で:を)るカリ如こ網代は場所によって優劣D差が箸るしく,各深老LヱILlで敗色通に大きli:差
か′とすること t,あ り小17/,Ilを,起す.そ こで 1三.V,(ニとっては汎Jl柁tJL)かIr.要Fi:｢.lH鳳 こ,Lって くる,
紳助割 りのため､二目牛のつ.I-吉網漁装者は仙旗とい う方法,ir･取 ってきた.この他放ては出来るだけ漁
年Ik春夏秋冬7)4Jgj'こ分け､各朋編に抽兜巷/行ない軌1-LTl割 り当てをしていたが,そU.)度に網の建て代
tj:L･､(i■,LltL/i.(-,山1-斬済･/)13摘勺,A/Y:･J, 圭た別TJHlj･/)柚放ては,J､たり不日,1,J､大 きく/i:()独保に と,つ
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ては 1年F･'=Llの経済か非計珊 (･Jになって不'安定てあることなとを考慮 し,さらには昭fu初婚]における助
力化の進行に伴なう漁期変化などと相 まってその後は 1年地裁 に裟 f)現似 ニやっている.現 在の 1年
柚敵 え4J目 口から3月31uまてを1叩蛇とL,触発 二よって網代か･()t定されると4)]に刑の張 L)代
えL,f:するわけである,
推 断1.普 通 4鞘一再),ItlJ.まずつ1-欄 軌1r=-iTlthLJ2'(./J.頃合十,Jと彼らが順恥 一座TJJLIJ皿 な決定1-
るJ')!1Ldのタン,i/tある.次に:)'f2回臼のクジて蛙柵を上座 とTl座に分ける.:.71,-3LT･lI-_tは網代射 長終決
足す,5本タン,i,引 く為,))帆riを決めるクジfl,行なう.ここでは上座 と｢､飽か′uL.1クンJi,引いてJlUi番
か決まる.そ して最後の,Xl.`lrliJLrで決め !◆,JL/二帆前 曲t).rニクジをひき1年Hl附川1す,Li糾 UJ状 定 さ,iL
ら.この第4rnlHのタンて例え(上川.j_iJ い ､う軌lhLの/(I.)lJ'J,J､,;己さ′.iLで吊 Lは,その人は1隼日日,帆
石,三角,悟亀口,本場, 申 札 秀石い ､うC'-'n岸闘Lfi･(拙 1することが,認め 1㌧,iL′J.そ Lてこ!Lら
6-.)の網代がいず,tLも陵秀であるとか劣ってい,Lとい うJ)で/i:く,脱兎な網代と')J等/.i-射代を調和さ
せて組み合 うように ~L)こされている.'rJtつて各-:ノti-約g'IJ.'如 )､l'-判じは･-止､満尺 さL-t.-,九 ,5と共に,業
占に してもつは網L'各網代の豊凶の)度によE)適JlIJ:i二危険分/iJr.i-,5ことか可能に/i:る川 ナて,漁桝の不
安定性を少な くしこ{る.
つば網が漁場の局所的独-∫ll(行ない,緑uW'JJ/_JT,(ヒ,i,言fるような鰍域配分･:i/する為のこの柚:軌 よ,
_業者にとって撮虚柴の'(;斗;で九l)依式であろう. この'rJ僻を通 じて同業者愚鈍fi/高a')るとjt･に,J'1己
利益保持のため利益集団としての性格を欄 七強めてきたrTTJであ ち .
4 つ ば 網 漁 業 生 産
つば網漁業は他の漁業にJヒ枚 してみるとその鰍法う､ら言ってまた闇/li伯/Jよ漁i,LT,独rLlか ら言ってか:i:
り安定 した漁薫と言え,か'つriかそトして t,/J･日独塩lF.)'i:ILは;T瓶.二人き1亡,aJ動t,みせてい,rb.推進rl:)変
化は既に第4lA摘,r2跡 二F)ったように赦Lい:'1･化L･,i;し:tL,J･r),最近でiエやや上 'Tt'式妹である.しか
しその水糊の内訳は大衆血か増加しているたけて.中高抜rl:･'1.は楓Jilrい Lはihli',JcF)帆'.Jにめって,つ
ば附し1)ようなLhr.'J扱漁lt･ト_に机 位の対象と十,･1弛Ti:･.こと-)てその減少lJ深刻てあることは 一応前に述
べ た.
では業者は 1年rl",)をどのく〔うに独菜J生産に征小一して いるE,.r)か l耶和38′f･の延悌紫日数が6,(189H(第
4讃)であるか ら1戸平均'F目li約277日とJ-:7いけ価.附i絶 望 Lていろ. つLJt'網,/_)場合, 成虫漁具はど
季節的には左右されないけ九ともLfE上州 皿に=川川′j左町 上lらる.1-3廿 日17!ltr.l],伸二当 ;)山漁日数
は少なく,8-9JlがJd盛期で通日の出t.L丸と:i.･),)J別T,(.I.姓高か最高を示すの むこ(r)1判別てある.従
って通常でJJ,1､rLり労f･lfJを必史とさIt,1Jつ､まd■如(.Ii/たか_J))州川は夏とい う李lE1HL柚 .リ,網漁-,rjt,;i:と
の損傷か紫もしくその瞳JHT:/T-･LT)九 二･l･:r);LITrJ･1･軌拒
さ.Iしている.基者の 1lLI/ttLF叶JHjか第51(に ある.fL poe.2 4 6 8 /0 /2時 /ヰ /a /1 I.プ 22 24一一まう 汁--一縄-→
醐 生花に餌 ともFj*-る労佃 =柑 斐[- も t,, 日 豊星 豊富 慧
祁5伺 つば網漁菜畠の1日rj;糊,IunW,Tl
が終って帰港すると魚の選別を行ない魚市場こ州荷
が終るとす く､･漁場にひき返 し.,使用 して汚～tた朋､?鮎んだ網を修EJiL次の漁牡o)為に再び網を海中に
取･-)つけ/i. 二･)してト ,上帰()ii-/Jt')Ji,,)j叫 -iIは'Jl川川-1甘 粕Lr;:-/J.止に出 L こい,Lt/')L九 ･:,.
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茅野 h言 ,小IIr--
｢大きなつは網の手入れをする汲央｣
以上のように多是の労働時間を独禁に投入
してそれでは一体どれ程の漁業生産高を出し
ているのれ i'第8末でほっは網帆業者合戸の
個人別水粉高と小型底曳一忙t.L22jJJの水粉高が
成せてある,つ(:･潮 のHで棒n38iFの水鞍紬 よ,
1,350力円で 1戸坪均61.4万円と底曳英名の
46.8万円を益に上まわっている.つぼ舶軌業
者を水揚高より惜別別に区分すれば,Aから
Gまてか平均水揚高92.9万の上位グループで
ありHからMまでがL卜はグループで63.2万円
NからⅤまでが31.5万円で下位クループになる.一つざま網では
上位グループに100万円台が2人も居るに拘らず,底曳業者
では長詩島水顕を示 している者が85.9万円て1人しか上位に入
れないことになる.底曳業者はつば綱の中位.グルーブに相Ir/1
する階眉が多いのが目立つ.火につば網の下位グループでは
2O万円台が居らないのに底曳では2人居り,全般的につば網
の擾勢を示 している. トップのA氏はつば網業者再の･ろ亘亡ら
ず日生漁業lJFのリーダー的存在となっている.
ところで第8菜から柾目すべき~･T,lA-IL,つぼ嗣業者の上中下
の各グループ閲で平均水温高の格差が30万円近くもあるし,
個人別でも九描古と最低では80万IL]の益価があり,各経営体の
水揚高のJjHきが大きくなっているということて:FL,ち.LIJl_.の
っぽ網業者は漁場の独占71,維持し,その独占し/こ敵城,i,業者
内で割り当て7Jに際しては厳しい巧妙な油紙という方法を使
用して各経富■体に均等に漁場割りかLF.来るように櫛心してき
た.それにもかかわらずL:のような大きな水執l:.1;の差異が見
られるのは何故であろLjか.先ず第1に考えられるt')は網代
に足際されるつは網の数の多少で▲らる.上lil,/ループではY1
-5統,中下位グルーブでは3-4読J'r)場合が多い,この網
の所有については自己ili本の有鮎こし裟jhるが,網を実際こ網
代に電圧できるか否かについては労働力の日日題に なって く
る.そこで第2の原因とLて労働ノブの不足,=に年労働力の流
第8表 昭38年個人別水揚高
(単位千円)
つ は 網 ･jTJ幣画面1
恐 竜- 共 著
A 1,054 A′ 859
B 1,048 B′ 675
C 954 C' 650
D 923 D′ 623
E 914 E′ 587
F 835 F′ 574
G 816 G′ 552
H 737 Hノ 527
Ⅰ 685 1ノ 522
∫ 646 J′ 511
K 580 K′ 503
L 580 Lノ 501
M 565 M′ 500
N 496 N′ 476
0 486 0′ 475
P 411 P' 383
Q 389 Q′ 338
良 359 R/ 269
S 317 S′ 248
T 275 T′ 221
U 228 U′ 170
Ⅴ 201 Ⅴ′ ]39
(江)つは網だ者は全戸たか昧曳態かエー
T一口二･1.ヽ-1
乱 流兼化に伴なう従事者の減少があげられる.AB両氏の場合共に網4続を張っているが.A氏で
は子息2人が (射 こ40歳台), B貯 相 身と (60歳)子息 (36歳)が従部しており,熟練を要するつ
ぼ桐漁業に殺適の労働力を投下していると冨える･ところが中位グルーブのJ氏 (61歳)の場合は嗣
刷 張ってい-Lが,了忠か陣帆粧 こ取｡約 7,i,また掘肺別肋 を,持つことが難Lい為こJ氏 1人だ
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けで漁鰍 こ従事し十分な労力配分ができていない.J氏のような例は多 く労駒力の不)jLは水扱高の減
少を惹起せ しむると共に各経営体間の不均等を大きくする.第3には漁秘の優劣である.抽液の際に
優秀漁場と劣等漁場を絶ち.合わせて網の危険分柚をやろうとも,はやりつば網は受 ･kの汎法で しか
も削代は固止的であるが為こ,般近のように魚の減少が目立つと肘 掛こよる平等TLしその効を実きず
むしろ逆に作用して格港を大きくする.以 ヒのよ',なPFILEl/I).;各経酎 本間の生推力の不均衡を起したの
てあり,今後もこのような状態はよL)頗 抑二批 )jLるものと予想される.つば酌漁業の前途は仲々楽
観を許さないものがある.
5 漁 家 経 済
つば網の各経営体の年JHlJ水場高をみてきF_,が,そ,ftだけの生涯力をあげるために-休業者は1エロLTJ
どれ程の漁半生産出を投入しているのか,一戸当り網4続,動力船,無動j]船客1壁所有として概算
すると次のようになる.
網 (3年鮮却)
?
?
?
?
- プ 竹 縛
力 船 (15年ai'却)i 8ylJ出を
日 8筆Pl一芸三動 力 船 ( 〝
料 油
雄
20.0万円
5.5
2.5
1,0
3.5
5.0
(言1) 37.5万1｣]
この概佃 こよると′拍三.跡 よ37.5万円となE),業者の1戸平均水扱高か61.4万円だから23.9万円が純収
益として'･,iy;拙 こ入ることになる.漁家の平均家族 5人とすると年にして約30万円は家計出として必要
である.従って漁家の家計は非浦に苦 しいことになる.この概算に従えは日生のつぼ網漁業者で資本
の蕃lLlが可能で為るとみち,lLる省はまさに上位クループの老だけに限られることになる. しか し彼ら
でももし人を龍うならば苔損は勿論再LL塵も弛 しい./I-_産‡かよ上汁しているにも拘らず漁業牛虎物は
水産物という消出市場Jが限定されるghl占であるが収に版リ出し桐加工上らず漁業所ilH.伸び/Lい状況であ
って独家は増々苦しい立切にたたされてきている.
さらに漁家経済を不安定にしているものとしてもう一因みられたので付記してお く. 即ち漁業者
と,独禁生産幣制を.牛座する製約 造船業者などの小汽本との結びつきてある.漁船発注に関して造
船業者との関係をみるとつは朗第･-E･22軒の内,11帖までがY造紬 こ,71!:1かN造船で私 道しており,
製網に別しても特定製約束背との結びつきか弓か ､.この両者の紗帯は単なる暇引関杵による結びつき
のみてなく,漁業者が資本の不足の為に資材を借入金で隣人することから起るt削雛-3掛 二よる紐帯で
もある.そこでは弧業者は束縛された立切てあって楓塞粗 芹の不安定性を弘めるに役立っていること
か考えられる.
6 つ ば 網 集 団
日生のつは網漁業者は増家衆 (且郷衆)とLて旭漁業よ()経済的に社会的に似位な立場にあったと
いうが何故れ 彼らはつば嗣組合という同梁者組合を形或L自己の権益保持の為にその機能を果 し利
益班団としての性格,i'持してきた.この施凹を通 じて前述 したJIr)な漁業場独占,漁場割り,資榔糎
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人/i.どこその独｢]比を発何日一,経済的Ll･無を確立していたことが先ず第1に考えら/～しる,次に第 2次
大戦t,J)つはldq,/)に摘(.け､あげ られる (Fl相 似 .,)). 榊 如)的貰′卜搾)]低下の際I'.一乱数 し多大の水鰍 ず
1･i,II.うー,こ(,刈J益L,漁業外の細葉こ融賢しlf'日､の銅 価 てきてい./=こと.招 3につぼ網漁削 ,激 しい
I)川･bIL,柴,JL{れろ武 鑑曳r･;占(T.とIl.1パ榔'LJこ 1､r州 ;的:こい n.,)川蝉._,TBfL/亡いこと.以上のよう/i:叩由
帆 ,～:1.潮田flJti他漁LiYlに1･= て綱 紀 と7､!.,jL,H,L漁 業rjl部の椎)州 係にJ,Lいて い旨首相勺立喝
に立 '･)得た197以てあろう.とこ/3が最近で.上地 衷衆 とい .-)吉葉も聞かれないし鰹勢であるとも思われ
ない.紺 JJつば網削合とい T)利益fli･ll]の しつ息適か後退 LLか らで.i')ろうれ
つ は舶糾 合fi,利益iLiI･月とLJq'定L/二日-jLとt,I)は糾汎某日JkH)J･]体(lJな1｣桁な持 った ことかある.
そJ)別 ';!-/i,あけてみ1う.IDJh'.湖lUIJ)糾fTu)小文律として ｢税/&/､六鼻い-/こ文t)rFノ貧者こ准 ノ切所
71-ヶ所rノ域'廿金 クジニヨノナ与-､秋 ノ1ーヶ所ノ場日金ヲ村二納日スル1't例ナ リ｣かある,これはつ
は削業F,の漁場(･juJFI｣+'IL/i,往代紋,)'TV)為こ仙川LHu)JlJ代り,:i･するLtJのである.つば糾漁業簸団が村の
施政l'jJI機能の一･部を代目することによって村 という典同体との結節を瓜め,非同体的色彩を旺胎する
して他省に対しIL●J鎖的排他t'lJ態比を兜柑させ ,〇二とに,･t亡って立JlJi,J:り強 くし得たのである.
さらに彼らか漁業共同体 としての血相 二1二,IJl米t),1日j=71て衷軒(.'lf;/JJ､1/伽するの到 ;)j止するィ裾こ次の
よ･')-IJ:不文律がJ,J'ノ:ELる.
(-) 坪網漁栄二於テ-低利柏縦-戸主 ヲ托 タノ外ニ-絶 主､jニ権利 ヲ許サザル コト
(I.) 坪網相綻 ノ件-七-八ケ;｢以上該漁業ニ'(;E叫シタルモノ二カギ リ之ヲ許ス
(≡) タ ト-子孫テ 7 ッテモ突然相続他Tj"･丹スル トモ/1ヲ許サス
このように稚r)は仙鮒Jf淵(,i;.tl/端岡 .ニLて,他者を,そこに認 めず, 里D]の純粋化を維持 しようと努め
ブこ.これ lJの佃 lL乱 二仙出し/J=漁1滋の均11.分肌 二上るメンバーの経済的Ti葦への墾)J左とと共に,つ
は'朋漁業か共同肘 に痛･:.業として位虹-J:汁).lL封削iT';と,なる.また隼こ1哩■の拙策rJ)n'1-i.の厳魂な儀式,
被｢'の代神である蛭 川 吸 の 2)11011の祭･),こ!Lに [ーって彼L'H.flJ-1神的∴仲I川LLての忠誠をl.,苛め
ていたのであろう.以上U)ようこつは瓢 よ共同体的漁A:の性格′L,身につ:ナていたが,それはドl己のJ三
間 ′)利益r)保.裾と挽場占有のZL),I)廿桁て,Tl･｢て完仝な村落jU司肘 服 し菜では/LL､.む しろ半共同体的
とt;-うべきであろう.そのJ:うJi:性桁も神jT,つつあるのか現状,Lip)ら.
7 結 .読
u'l.のつは'#欣[.35:上,そ,.')L･k四 二.ヒ･j地 -^‡肋山･r)か;)別 山 ~よってか:lJ/に･経世;:の基礎を札 経済的安
定性Ti,!別1け ることができ/'=.そL=受動的b'.(I.法て.i'J)/よかI'も一起 した漁lLtS生産か可能であること
･jJJl,,こt')牡Il]こ1-層動 くとul)漁Ji･5,I-)局:A;独Ll,i,.l′,･')とLて,仙漁業-Eの匙Jtjに),日 閉鎖的に/A:り
nlrnr.Jyこな1ていっ[=.さ1.T=地域 ,tの結1漸こよI)似 ､(上J:-1j]rノ｣での.1-･:I.･の純粋i'JItiJhIiJ'.jこす/Jことに
1りY一帖同体的独英としでlFJ徴/)'､ト封 tた.
･か くして近Lu'･二檀原をみるH生のつは'網漁丘が次,'&二発展 し, 鞄業を支える主7,iと ,-Lった ので あ
る･ しかし現tのつば網漁ブ蔓!土,その共同榊 [地 帯を払拭 し,血糊独占の価値 も薄れた個人汎菜とし
て氾鮎すべき矧塔を迎えている そLて般甲ピークをムってlJ;.W,式妹てあ り,む しろ下降を辿ろ うと
L~-し･･LL..しこ,'J.lJ､=tLJ ･1･仙 Jl,･とl:i-1,I(J)い J･,)｣り3,jt･,川二州3-ill),i.･'t'Jl.･=リ.ま網
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韓日ri:r投下さ,h7J労働ノ)/J'-招く,'L1'lrL域じ,?井 村･:佃 IfiI･:敬か _て他貯Yl:I;二浦川,し,J別･)JノJ/,･t.老齢化し
ているということ･雛2に漁狸の減′少7'j川 立ち不安等性を強めていること,そ1.､二強喫な肉体労例i,
要求されるに らかかわらずそれ:ニ桃仁7-,iriけJ)収益,lf望J,ないこのつは網が漸次下F.,t.紘,JlJ下って行
くことは予想される.しか しその反面,汎',刺.･17:こ.TE木の割 ＼がない為:,二的業離脱が難 しく,このまま
現業をやって半永久的に'零細仕を紺 ナて行く挽頂も多いことてあろう.
つは網漁叉は汎畝 二,だけ急班の.うまt),魚肝{+f軒の陀護と育収を忘れてきた.こ,iLか らのtOL:r:は瓜
をA育てた上で換ることである.孤独の育成11策.こよってその減少はr,)]げるであろう.独和のfj-'戒と政
教の/;ラソス,i,取ることが肝安であ り,その過程/･丹那的にjJ的 化さjLた漁業LJ-誹 が管理漁業-Cあ り
栽培軌業である.これが今後当然歩/L,で行く;正で.bろうしその為には従米の1うな即 El/･J!.E池場に執
着することなく,海lrdを広 く有意滋に使用するよう窄めなければ'なら/i:い. (拷)
(参 考 資 料)
那 須 正 俊 r] 生 汲 :1､‡lil lJdm gヱ l.VJ山 971:の 地 .-JIL.
岡山民俗f;･/:会編 口lkの観 光と氏桁 阿りLR仔iJt;･'会 昭 和 29年 花 行 1959P.u
Lu 口 和 雄 肘梓漁業D桃進に関する研究 (_u)
宮 川 満 近lと汚掃き削lrt村;lqの動向 .(JILi正惣7T.)Tl糾 ｢軌 JIJji如拙城の社会I･Ll(I)(n究｣
柳 ,TiLITl)T昭和27叶所収
(雌 井 正 敏)
2.個 人 漁 業
1
ここでいう個人漁業とは,ボラ網や壷網などが持つAl同体的ない しは半)li同作的IjJ:性格fl,持 ってい
ない軌紫-小フ糾幾船底虫網漁業L,i.,中心とLl= ･群iT)漁Y三を意味 Lている.
個人漁業の小にI.上大多府の一本釣,頭.1:.'jの タ コ托汲菜も含 まれているが,これ (-)のF.(I.莱,iJ'riなう恥
こじ上く
家は土地で小食などと呼ばれ,経営はごく谷AJlでそれ.こ'lJFj'l-I+る他家もごく少ない.UrL町て偶人漁
顎の大多数を占めてその主体を'FJ:しているのは,一般.こrLj')っれているエビコ･i･'-小型機船底虫網漁業
である.ところがエビコギlt')三は近間のLJ/ii,馴恥二行IL)-)JLる軌だ(.であって,夏J川堤HJ'lf,Ji:わJtるい/-∴r 【十た=■
のは過反b:.rt業の掛柴(糊口仲漁X;)であ り,冬州行,しわ.iLPi,i.のlt桁糟てある.エビ;lrTfiTJ漕,桁it,i:i
それぞれ用いる漁,n.が少しずつflL{-/亡るのだ/,･.･.ここて ･T)′｣､甲粍脈圧曳糾汎tS諸.=氏曳軒r撲れ !∴ 第 .2･
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t=J拙一冬桁帆 夏LljhJi.'-冬桁･;浩という柁共感
を二に幹とした経営を行なうものを さして い
る.u生てミ上約6'.判,亜網を営むもののい11:
い州.･iでは約9割の汎演者がこの経常形態を
とっているが,漁業の不振,J/叫 ばれている今
H,この口生町政曳漁Jj';名の義姉 他華との
併-lyiという経営を持ってきて,その不振をの
りこえようとしている噂は旧来の荘嗣軌確′古
グルーブの次の漁民同という立切で-托され
てい仁政曳漁業都 にのかどうか,私はこの疑
関に近づく過程をとうLて,F]里町此曳粕某の姿を私/i:I)に紹介しようと,思う.
2 てぐり
農桝地に点てHtない･-1描 漁村としての‖牛 fL′Lって来た独署iJ.手は一打漸一機肺底曳と発JIViJみ
た底曳漁業者てあった.lyJ治初年その･11から汎場の独占という形態をとる壷網ブル-プがrl生に発生
したという1_珊 土明らかに漁民buPLの分解の一段階を示しているか,節2層にわかれた政曳軌民の昭和
の今日まで再 三は壷網クループとのrH.に拭たl)る底曳池で.の不利の,多 くは t11-A.きる"とい')到達せ
ざるをえない視点か!､,0)･[=ゆまない漁場肘1'h抽出′)改良,経営の合理化によっての解消の肺'･巳なの
だとひとまずは.JP;-えるかもしれない.それはとり7,なおきず内海独禁資源の粥少という時点での,ロ
生にも例外なく訪れた違約W.LY1-をも含め/こ捌 口潮戊 の不振,その中での底曳漁業の変質一漁業の多角
化 合射 ヒに,tろ壷嗣8'.(戊 グループと比肩しうる底曳漁懲経罰体の化現ということであろうが,まず
ここでは底曳漁業がどの様/L遇rL!Lr経て今口にi至ったか1,見てゆきたい.
i)漁 場 進 出 の 時 代
より良い汲1,)を求Ar)ることによって庇曳漁紫が粍展したのはn^治初年の頃であった.明治11年頃山
口県三出尻方面へのHi漁をはじめ,捕肺雅一甘 こrl生打瀬漁船約300肢が出漁し,同18年頃,和歌Lll,
徳島海域に出漁するもの120-130胞,33年頃より伊勢狩にも出漁し, その数は 100肢を数えていた.
また打噺と兼営のかたちを板っていたさわら諌漸網汎発も大多府伸一小‡打:i北海付近をはじめ,阿賛
播僻の東部漸戸内海一円を漁協として,その数も300椴をこえるF'lてあったという.
しかし,明治35年の旧漁農法の発布:上手†轍の他脚侶応b-1史)Fに 制限を加え,それらに負っていたEI
生打潮,浦漸は駅地に追い込ま′tLるが,丁度この折りに令わせた朝耶海域の豊漁の掛 土,彼らを一節
朝鮮海域まで飛躍させ, 地先一桁)I,':F兄弟は年老いた省の=Tlでほそぼそと守られ,威勢の良い冒険心に望
んだ甘者達はことごとくこの.lJ.f釧JtEl州t地漁業に供))っているという状態かこののちしばらくtj/i
d.(1.某Jir,七･:rSっていた.この形腔はり]治37-8iFをピークに漸次衰亡に向うがこの朝鮮出漁の･HJ'J･につ
●●●
いては次発で詳しくふれられている.父,軌切の進出と鰭接な幽尉こある敵船の改良も逐次むしろ帆
から木鮒帆,デッキ張り,人Jtl_J化上進Jl:-,1,んtfている.
ii)動 力 化 の 時 代
より良い漁場への進出が'行きづt'った時,改良の方向は漁業低率の高揚に求められるだろう.庇曳
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漁船の動ノJ化は定置5.IJ.}Y;.壷糾V潮 J･/拙 占の帥 JtltL-よf)冊 こ'J)機動性-漁姓催率 u)高槻でつづめる
という意味で庶曳漁業にとって軌 明的な意味1,持っている.動力化について明創 2年以来瀬戸内海漁
業取締 り規則で,打軌 こ螺旋推進器を用いて阜t/i:らねと定められていたた;･J',JI召机 二/i:っても久しく
打轍網漁菜IIL無動力の段階に留っていた/Jl,第2次大附 ｣,食料棚 巨という国策のJIJて川輔の.･助力化
は黙認され,戦後の換価ィ./フレの中て役目-1Eたらによって駈iE;した打潮網漁Jql;しそ′日.に ,.Eらって動
力化していった.打瀬の動力化の一国に戦叶の沖モノ､rjの械′1,に.tるあるl劉生の内軸漁畏済軒a)回復
がなされており,より高度の能率漁業を可能にさせる韮盤が できていた串が考えられ るが, この時
代,底曳漁業者にとって,昭和25年頃まで汎実そhFl休の危軌 tい･ElL=･存せず,従,て漁業の経営形
矧 こ対する配J.Siま必要なく,その努力はいかに多くの魚を迩るかという問喝:ニ庶らjしていたといって
よい,
けれども.漁業生産が増大するという郷 土珊剛 棚 少するという部と表繋一体fiJなすものだろう.
26-7年の漁業軒桁保護のための減船脆性はそのことの封紺抽 表現だと思ラ,この減船船便を皮卯)
に底屯独卦 ことってその資源に対応するか-)の経営の持ってゆきノブが桐 亡的なrHl題とならざるをえな
しヽ
ii)減 船 弊 理 以 後
減齢整理の際,1部は利般鮒 二転向していった机 7仁おも底曳軌民としての!1.析71,保とうとするゆ
き刀に,迎反漁業であるIlnJ｣搬軌業によってさらにlE串汲%'化する二小.I]と,†4-一つに地業との)tf営を
行/':う方向があった.
前者は半ば公認漁業として今もつて口生漁協下の底曳常常体の約半数がこれに従車している (1-&
参照).漁協の話では現在この閉口栃汎潔に関する特殊海域の設rjLが,香川,,rTi取 岡LH三県のf7.)で
協議さ′!しており,近い将官この糊U枇漁業は許可甑Tiとなるそうである. しかしここで考えられる1拝
は,この特殊海域の設定が以前一戦争IJl後-riHロ桁独業が持っていた意味を失なったからという理由
に1っているのではないかという･j1-である.
第 1衰 底 曳 種 研 BIJ経 営 体 の 変 化
29 30 31 32 日 3 】 34 35 36 日 7r3839
汁 6 3 60 50 42 J 43 1 43 SO 52 [ 55 56J59
50 l梢 u 桝日 (流 網)1 丈 iLl'以 打 瀬上 小 .t 46(9)153 45(ll)7153 41(12)58 (3';(SZ=,JL'葵2' 32(20)1749 32(17)2651 54 55 58
LIJi弧r'iIvalt抑こ堰き,34iド進む岸汲X紺Ri造.〟,J丘脇.L仝統計
1表によ.､て底屯射 苅別経営体の饗化をみ7Jと,開口街軌業は29年から31年までの漸楓 32年の激
滞以降,今Rまでの数的停滞が読3,1とれるが,こjLの,T3.味するところは,かつて1日口板WJ.常の利特Tf
とされていた Itよi).IA.SL､fJ,E･軒'という7､のが,呪-花では.漁紫持続に必要というものに-'31=化したTJ'･I,
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漁､勘一 軒 ｢!.氏,_U漁iL'lrrl･の恥.I･J)UlHt'l/-い J)lh'(-:i'日 ､/二/'う'J,.
後者 においてこ′,)時抑 二脚光1-′言.-/子ULこi_..,)こ朝鮮.L絹 のk-モ亡 とともに.久しく途絶えていたさわら
誠L嗣漁業があった_29;トの.｣(-である,この1-A,i,ら.正しiliJb't(Ur<が衛,r;LF=lrlリ.lエ7ミラソ汎網の符人
による技術仙 旺歩にある.71-tL桝の附 .■･L'lPL人すllは10O))'lLJのでf金が必要だが,北洋サケマス独禁
に用ら,ねた7ミラン製の中古嗣む沖し桐として購入十,TIば.60万円で'FIE)る.北洋サケマス漁ILIが好
lj,tRのおりにミtrl.古約の桝 人もた､フ㌻く,11ミ 33てT･まで流l網.I/)経営体数は急激な増加をみせてい
る.けiLともこれも33/ili/Lr,ピークに3･揮 .=Iエ【†l-くt,漸次純′!,の力向･1･とり,今Uに到っている.この
帽因はその多くが流し終日El体の什格に鳳人lしてい7Jと思われるれ 相葉印鑑な漁家ほ限られて来るこ
と (さわら流し舶独英の独榔よ5月～7月で撫廿.Ltd(=J:C,)馴L肋潮 どであるため,借入金による授業では
利益Jn_,)gl待することはでき加 ､).1iHLl触勅封二懲する労力∴t2人だが.労ノJ4-5人を要する比較
的大規模な独篭である椀し網漁業uJ捌拘 Jl1柵労力･):f必瀕とするがその労力の入手がますます困難に
/工E)つつあるrj1.,サケ-マス肋の小板.~よ/J小舌網の人T･J)l即位lJl.,がそのより以上の発展を妨げ,
又態向をyJ!Jbづけるト/.Lものと.lL.A)一日る.1肘 こその漁色の'sくが地ノ心性ほに拾され,流し刷の醤XLは
漁共があるというPJi由によっての久離続されているというのが,流し網漁某の'親犬のようてある.
また後者の今一つのものにい,J),/Lご墳特約との兼営がある.il-'混 においてその年の盤凶を由するの
は,このいかなご袋符網漁の水軌 ､かん:二かかっているといわれ,このいかなご袋待網漁こそ蛸島を
特色づけている漁業とい!^)′子Lる. iひ漕.桁酒の二操は漁▲照てiエ3表- 3-4月が漁閑,JgJとtJ:る.こ
の岬李に当って97if:,ては豆机とき糾o)2約二分′～tて協gl-ニよるいかなご漁が行なわれる . しかしこの
a'12美 肌t:.I,;1,･け る漁'tp.:IITi)]fJ.Jl別孤独l.'石(38il-)
-jTu.-,弛似-Tfn
班鳥の庶曳沖1';状況
動,I.LJqf.t協酢料
(漁業別漁牡高調血左,個人別水揚板より)
i･ilは.I,.I-卜けるい/I)J亡ご漁とて い百季節的!-(漁業てあl).辛
失Jlfn 3- 4月こt,L17hTができて,いか+i:ニ漁をLなかっ
r=1㌔-Iこくt-,べて Lt忙 しくなった"という4.I.度の経営の合理
化てか ),底曳汎 発の不振を本格的に救うものとは誰も考
えろことほてきなかったろう.それは庇曳汎漂 -沌る弘美
がゆきづよっているという1･;がここ 4,5年の水板統い1~に
J:ってもLDJr,かにされつつあったからである.4衣によっ
て,.･j31トより37/LF-まで511:lHHの鹿央軌業の推移をみると,
漁船数は増大しているが 第 4表 庇曳漁業の変化
総水w,は大体軌 1+いで,
一生当.)平均水鉛は減少
している,水投の減少に
関して今まて(よ市域性の
なかっ[=しゃこに昨年E)i
より7.古尽力耐 二有望な
Th-3巷がJtらかれたという
三h:栗もありながら,4よの･拝実は一数字が全ててはないとはいえ- 日生.芳田栄太郎氏p-t'料
この事梨を墳づける-1順 であり,これは又,｢性 鑑曳沿実動 ことってはr=l然採取に府る漁業からの
脱皮の請求状であったろう.
iv)か き 養 殖
このJ.I･,R状は底曳漁業缶にも,竜網汎繋者にも77-しく伸 二'かの回答/1,要求していた 荘網認宵が-
マチ義解を回答したのに刈して.広 也漁業.tH/t川.Lた阿答は′う､きの養殖であった.明治36佃 こ免許jyl
間2昨 で,現寺湾にかき:Al確のLilLli漁業の免許掛がFl/巨肘 あから出されているのをみると･日生にと
って,この時点てのかき衣姫が "初めで の試JAではないのだが,さらに日生町政曳網漁業者がかき
i.柿と取 ()組んだ押由を今まで述べて来た&.過をふまえた上で列挙するならは,
1:日生町HV.i-:i.･:.'耕:Lびの推卯域所でLTbI),その榊,i'.よ盟'ihl-tあったが,干拓,工場汚水などの
影轡もあって,漁がなくJLi:I,/こ.
2:削 合のェソジンを枕王,Jlら･)--L='ル- I/ノン.二かえた時かなりの借金をした.これを支払うた
めには今まで以上の収入が必要てある.
3:臆曳漁業がTJl:･かきの.'J,荷)川o)1-1Jlまで矧!trJJIJ]と-lcるため都合がよい.
4:さらに根底的なものとして.貨幣経絡 こそFT)生活の大部をゆだねている漁家は以近の経済の高
度成長に伴う物価上昇で.今 !:での収入てほ′ヒ痛Lてゆけなくなった･
5:地理的な条件として, LlノL町7.1jr.二･は邪,lL科 也形て,浅く掛 蹄かて,･Ft=軌 こ題していろ.
の5理由が挙げられるだろう.
日生町のかき茶軌 よ36年からW.LWt,jJtたが.その事分けてあるL);.田'jl:太郎さんは5表の如 く,かき
華殖以前の34年度とかき1欄 をしている37隼JC:との水揚な比托して約46万円の刷丈1･'射 ずている･こ
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第 5長 か き 超租 に よ る 水陽 の 変 化
=)lA El 氏 Yt料
の成果こそ5蓑に示された如きかき養殖の急激な増大 第6蓑 日生に醐 ･るかき式殖の剰蕗
をもたらした所以でもあり,叉6表は日生町政曳漁港
がかなりの速度で掠蒋寝業といわれる形態から栽培座
業へ移動していっている事を示していると思 う,
かつて他何県海域に,ついで朝鮮に一軍蜘こH!,漁L,
戦争術後一勢に動力船営業に移った 日生町 政曳漁業
ほ,今は漁業そjllヨ休の認識の変鞍であるかき塵掛 こ 〔朋 .'JLl4ば群･Tにもとづ:r即低作rL2
よって渋く彩られはじめている.定網漁濃が t'安定"という言葉のもとで停附していたのにくらべ,
底曳漁業は落ちつくひまもないくらいに変化し過少Lfこ けれどもそれは梅に魚がい7Jという前提の
もとでの "停滞"でありt准歩"であり,そしてそこに珪網の優位と底曳の劣位もあったのだと思
ラ.令,海に+.精を_JiてくjLるだけの魚がいなくなっ-[=という巾こなると,この時点こそ誼網の優位
ち,底曳の劣位4,着鯉なく解消させられ かわって2着ともども "軌､91-の危機"にir_Lbjさせられてく
ることになる,韮網軌業者と庇曳汎業者がそれぞれ/､マチ鵡碑とカキー^1.Ji碑と,栽培産業という態勢を
とって危機に臨んだ･Jl.二は日七漁業にとって両糊的,I-Cl-b-であると同時に最初の析F!1,l,壷網汎業翁-第1
の漁民層,底曳漁共著-第2の漁民層という把鮎u)仕方には無理があるのてはないかという疑問に消
櫨的な根城を与えるものと思う.
3
2では武史漁業の変化の大筋をたどったのだが,これはあくまで鉱曳漁業の大きJrこ流れてあって先
iJl'tに立ってこの流れのきっかけを作った著と,後方でその流れに従った者,途中 こ淀みにとど 主:った
.yl,I.:どの区別yl(ちわけることができるものではない.一口に此曳漁といっても,その内恕 上､写i-ざま
なので,ここでは底曳漁家の経営構造にふれてみようと思う.
今なんらかの意味で庶曳漁家を代表すると思われる漁家の経営構 造を裏図したものが 1回である.
節1周 政曳汎家別労働の力L/ソダー
^ hf 4^ 5 67 8 9 /0 /J JZ J 2 ､】
0 Jt lwう机 liV こ t' 卜析オ1 A､ 1
吋十 ll浮 城 空 電 暮 LIFflI; JI l l l
6 諌‡川､¥,Jえ U.こ t l 析 Ff- qRii- . - 6暮.■)
Ⅷ ■.t寄鑑JFK t 恥
CkfいhVSLll V こ 4J l 析 ;.A l屯l-:1■; i L.,-,- GlJl.外
a 漁†い州ごliV こ f l僻 1 l
～ 泉兼 か さt hiめ吐細川(カ.ご*,L b､ モ
ききとりと,独仏㌢附 と役朋詔.'税台帳にもとづき作表
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1回-aはEl生に於る例で最も進射 勺rJ:汎賓
の経営形態を示し.b,C,a,eは所出 二お
ける例で,b,C,dほ漁業形態は同一だが,
b,C,は地熱 日出肇との俳英というかた!,杏
とる例,dは5'L:全に漁業に依存しているかた
もをとる例,eはかきのrili徳を椙も大l''JZこと
りいれて,最も進取的な経営をしていろ例で
ある.底Li漁家がその不振に対してJFu角化で
ljJ/･Li,-L 他紫とU'()f･華にJ:-,-Crti･'.ノ軍こうとしてト;:ILKJ-･かうかがえるが,父底野 路 二7･LH,-I_てい
･5という事が必ずしも底曳漁業者層として一括てきないのて.よ!Lい/tltL､う那 3,41.号鑑.王政 曳漁業
の内部からでて来ると想う.庇曳漁業に必要TLJj,1軸ル 土2人 (二ジーゼルエンジンの場合,焼玉だと
3人), 根菜に要する網の禦本として約 5)州 ,そ.tL:こ動力射3-4卜./のもの1線 これだけをつ
ぎ込んで授X･-する庇曳漁業による水掛 よ出漁Lt故にJ.って争闘 ;ほぼ決められ,:,ものであって,u･.漁
日数を同じくすれば'水揚もほぼ底曳独禁線 とlて削 二するが,-)灘 こiJ.庶曳tTl.1;'_抑二わいて,還納漁
業省の収入に匹敵する収入を持つ漁家が多い.1[司-aは軌菜からのみの収入で130万円以上,C,d
は100万円以上 eは90万円以 L bに80万円以上/lJJ,つている,有朋軌業者にFC_敵する水執 よ伸 二
よっているか,ち(〕ろん前に述べtJ うなぎ潤 の沌′レによって還納の.,l,'J･幡件カ:JItT したという消尽帥勺
理由もあるのだが,底曳漁業のプチからの理由とLて.aとb,C,d,eから総括的に言える粧 し そ
れl上底曳漁業外の漁業,または肝貰す射出lLri,,､ら,托ているという冊 ある.1円-aほ上層庶曳漁普
者の経営の伽 iが,この様にそれぞILの季節にそ′～lぞhF頼 ったi(J.{しな要する経営1,/行･rcうにはそれ
だけJbくの円木,:i増 するわけで,こノhl.･投入できる軌.如tあ7J相性I,1証され/.lL､わけにはゆかない,
前述したが,さわ｢,流LlLどのJlI"檎 ,非常に大きな軒木を投入しても裾 .度の季節/朋,いたtV,に,借
入金によるf･経 てfよその経営の有利比fL･うた.)ことはできない柑 ナで,そ,)すれJ庶曳換L等.:昔の中に
もそitJl･膵管てきろものとできないものと/,i,日二て机 ,ことになる.又庶曳漁 幣古の粍･,lY,･*<)iユ定して
いる今一つの条件となるものに労働力があげtJ,itると思うが,汎川描･に過剰人口,過剰労働力の状
態にあると=-われるが,日/卜に削りそういうTf稚 く｢なく,馳IEの安正という.粧 L(少なくとも独1L:に
よって′L活できるという市は)豪族労働に.tる汎農技.葺について=.えるIL･rであって,稀伽労†跡二斬る
漁rI,三では必-9:ニ応 じる労働力かなく,三)さ際附き取り.舶 F.千,さしせまった問題として弛業を杭(.ナるか
どうか -I.'L･墾L'ている例にもぶつかった.労例日抑J,那.不現川で,肘作の)-1,l合を例にあげると,午前2時
半～3時､ド出漁,そして軌,iJ終え.港に帰るのは午後3時半～′IJlJ:,休並の咋rLTJを差引くとあとにィ.･J
も残らないという口,.Yは∴†‡業,製網への勤め人のrl々 にくらべて魅力に乏しすぎるのだろう.1表
に於て,冊L撒 ,さわら沌漸lJ:どが経営体数の織少ないL停珊瑚 又掛 こあるのに対して,一丈糟のhY,I
水 上ニンジンのジ-ゼル化によって,一人操Jjl(が可憶とfJ:り,この34年からの急激な州大はその一人
操業ができるという三郎こよっているものであって,-たび卓上労力不足で操業を停止していた底曳漁業
者が.Il･J-び一人操業という条件によって政曳漁矧ニI,潤 したのでは-li:かと馴 っれる.又かき避雛を労
働力の面かi■-みると,家族労働かフル運転ができる凧共同出荷のr刃係から労働時,71,')ミ規川川勺で鯉麻
的である等の利点を持っている.
とにかく底Fk漁業としてttLI!卜では件郁している,').:.その内容:-_おいては変化は大きく,そこに;rJ･
いてできたqrjJ.:経営のIL'の正史汎菜というJ,L')は'/y杓(hLさきえら.lL.又他業によって誰tr?Tさ.ttた
咋老いたW.封の軸という感L,戯めている.今U)u'EJl比曳換装は放火漁業古郡として絶えることにこよ
無理があると思').漁業.=おける階桝的なものを把顕したいならは',底曳軌Xi,壷糾軌業という把握
て､J.不十分で,その節,.常の合拙化JTi;,多角化粧t._･も つーて Tろのか亥､L{Jと思jっ,ttる.
お わ り に
口生に於て,その伝統的な高鮭の採収漁菅技術を講用てきる海はもうたくなったといって良い.と
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にか く底liLWl.,PrE釦こよ/,.,かき養租O-'発取にttLtJ,ざJLいもu)/J'-I,1へ乙.そ川上･'釦か/)採叶り左裾に上･1｢7J
白鼠 信折 というものが庶曳を存在可誰の慮終の形態にまで持 ってゆき,El生民曳漁業がゆきつ くと
ころまで'r]-･きついていたからだという,Fl._方 もできる.かき養殖が取接には底曳軌業のゆきづまリにな
っていることを考えろ町 かき兼姉は虻曳のゆきづ文り分銅 机 ､7rIlる "通は′～lた漁業"てあるとして
ち,それが沿吊漁業の一艇的な帆ILjであることな考え.侶っすならは,R生町庶曳 W.I笑者のはL'めたか
き鵡相がいつまで安定し,発展するものであるかについて,必ずしも蔓酎軌よ許されていない.琳実現
在早 くもr_1'1-jJtき薫拙!よかき台設置の海面が17網糾代と止なるため,jf.盟を満たす湾曲がなく,1人
ており,かきIR椎の今後にさらに-F.-･の発展が.あるとすれ甘 木垂下Jtの設営,竃網3/ループとのな
んらかの折衝などか当然要求されて来るだろう.
広島のかき薫軌 ま天文-il-･問にFEt来 し,約400年の歴史,む封つのに対して,口生のそ,わけ3年,歴史,
規艶 こ大 さな芸を認めないわけにはゆかない, rlJl-町政曳漁業はあとに製糾,寒業の大労(.Buノブ吸収所
を控えてどの悌なかたちをとるか,かき虚他から脱皮を要求された叫どの蟻/亡かた i',Ji,とろか一 今,
底曳汎恐瀬によって真珠母貝,も兵の試独裁増が行なわれているが,これが地上でL占促 するマグマと
な りうるれ これ らは単:=口/[,町漁業liけの問題 こととまr?す, 沿j一冊(i.業全般の 問題で あろうと思
う.
末管ながら,;-Jil･丑の際には漁協組合良さ/L,を初めたくさんの))-/<に大変おせわになりました.本当
にあt)がとうございました.
-~▼1- IL､■l▼1■▼--I
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(佐 藤 美 根 子)
3.外 洋 進 出
圧 文
岡LL収 の漁射,ir･考えるとき,日生は忘hてならli-I_存在てある.古くから漁師町としてさかえてい
たれ 近海の汎)おの狭院を感 じると,その日解策として,いちはや く他iF.1;,あるいは外洋へと新政切
･1･求めていった.この進取l'析⊂汲卸町卜l/F.1上,このtうにして,増加する人口む友えてきた.軌後,
⊥紫化にともない漁業自体も変は うしてきじ しかし,伝縦 rJな足BT:網であるつは網漁法は日生は'ヵ､
()でなく.明fL.I,大正,rm和にかけての県外出軌 井の柿酢により.鞘日本各地において.R生漁民の
彬鞘によって,発展 したものである.またきびしい漁業規制の中で,また,大資本に押されて次々と
紬′i宣していった外洋,ことにオホ-ツク梅におけるサケ, マス7.(T.業に おいても, Ij生漁協の仲洋九
は,規/1:.も北洋でテ占拠L,岡山県o)誇る辿汀漁船の 一つとして,t11二漁協の有力な収入舶となってい
る.l山川IyJ.Iにおいて,現在巡洋出汎齢は県指帝舟1刑 ['はしとこの仲洋丸の2隻のみであることを思いあ
わ-TL'3とき,日生の漁業はこの仲洋丸に壌徴さかるよ･)に,岡山yriの漁漢に大きくIn王赦 してきている
ように思われる.
県 外 出 漁
日生町において人口増加にともない.漁実習vl)社 L,叶伽 してゆ くのは自然であ･,た. しか し,それ
につれて,漁場も狭 くなり,いき一rJ-い,9.Tl.･外にその漁期を求y)てゆく必資かあった.Iだか,新しい漁
場を求めてゆくとき,他県との札 二まき1がなかったとはいえない.そういった閏雅を克服しながら
どのように進出していったかを,ここでは打瀬音札 つ'土桐について考察 してゆきたい.
1.打 淑 網 漁 師 の 進 出
打淑網は口榊 Tlは古の独禁と伝えられており,I)はWM JL網という漏斗のついていない刑で風力を利
用して授業していたが,汲鰍 二郎斗なつけるようにri:-'てか｢)紘.今まて漁｣鋸rllI'L沖/い,小豆.)Jjl寸
近であったものが,高砂付近まで出漁できるよ
うになり,明治維新のころからは,船体も6尺
以下てあったものを8尺内外にし,刑も大きく
なL),明治11解 二は山口姫の三El]尻,兵肘Ll;柿
暦雅一珊 二出漁するものも多く, その数は300
隻にも連した. また 明治18年tALから,和歌山
県,徳島県,三重県,愛知県などの各県にも出
漁し,船も大型化され,乗組nも5人～7人と
なった.漁船が助力化されたのは昭和20年前後
て,小TJ.掛1.Jl底引網某としてJ)L在も操粧し〔い
;7';1ほIfT頗網による漁発進till分所
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ら.次に,このような打頼嗣漁の進出状態を各地方別にみてゆきたい.
EIJ生漁民の打瀬網進出地方は第1回のごとくである.これを見てもわかるように,伊勢湾から,九
州地方まで.西日本糾也にi射[!Jしている.
(イ) 山 口 県 地 方
ILrロ賦二は,明治11年,橋本弥三鮎 岩木押五肌 大門文九肌 坪木岩吉民らが相ついで二田尻付
近に出漁し,出恥が就し､たので年/,出漁寮も増加した.しかし,-一定の漁期が終ると 日′l二に),.-rl･るの
で,往復の不便と,それ(,=ともTi:う四用が多鰍 このはるため,泰子をともなって移住するものも1-亡
きた.土田尻の刷 .tバ二は.こうしてu'_Lの移(_t者か増し和当の資産をHI.1つものもあらわれ,uiLの出
町ができたほどであった.またこの他,西浦,宇部.新川,中ノ凶,三崎などにも移住していった.
(ロ) 大分,福 岡渥地方
この地方への進出は,明治28年よりはじまった.同年,大分で園西水産大会がl刷粧されたさい.日
生の助役斎藤氏がtP.張し,当時九州地方においては,打瀬網やつは網の漁法が普及していTLかったた
め,山口児の例を説明し,その有利なことを説き宝伝に努めた.そして翌年,川脇伝七氏が豊前宇佐
郡長州,三本松,松原村などに山孤し,また山口県への移tL新である某本章=･五郎氏か漁場調査と当局
との交渉こらたり,以後,Ll生LuJの.I_L二l紬′出TiLI-/,増加していった.
(/､) 香川,兵 煙り.l,地方
香川賦 よとなl)あった海Iduなのではから入会他職で,白山に出漁していたか,各地に漁業か発運す
るにつれて,ひんはんに争議が起こったため,粘々の契約,(UPI.t1び出漁卜r_Jいた.しかし明約34年.漁
業法か粟粒さ)Lるにいたり,入軌許可権,左･門るのか困雌となり,出漁LEi,減り,移住岩出鞠Eとなっ
た.
兵砕県では,維mr前後より,山人隣造氏らが移住して打漸漁をし,午,'t移臼三者を増していった.一時
は打漸朋弧業者23)Jのlぺ20戸はt]/L漁業者であるという地方があるr.よどの進出であった,
(二) 和歌山 徳.1∴川㌔地方
和歌山県にけり｣治18牛下林謹立郎の.1uilJ:i/,､･J丘初てある.山崎,J引晦を根拠地とLて付近の溢 l二を打
漸刑で.Lu漁し,1月から4月までの冬期.出漁であっ[=ので出漁諸も多く,一時も.L120-30隻にも及び,
約20年間継続していたがそのRL=TI,地元の漁業省が口生敵船.漁網を買入れてその数を州Lていったた
め,漁場の争いが起り,また県も他県の入漁船を地フこの漁民を保.穫するたb/)tIこ制限を加えたために遂
には入放射L(抽選で決定するよ･)に./よL),;il)せりにJ}了･誠が/qlLI'.するために中止することになった.
徳島県にもいては.明治16年川口辰7f7氏が出漁したれ 和歌山県と同l乱 打轍網漁法が行lJ:)つれて
ない地方であったが.地元漁民かこの触法をとり入れはじめてからは,漁場の争議が頻出した.その
一例として,明治211F地元汎艮が大挙して11生漁民の網を切り,漁船員Ti,濫禁するという部件もあっ
Tこ 崎のEl/E二村長が出張し,調停につとめてJ醐r,-きをえたが,こういった111牛が相ついでおこり,出
漁名も年々博少していった.
(ホ) ≡JTiI児,愛知県地力
明治11年竹本仙右肺FTlが地元漁民:･二つは鯛の伝授をし,打蘭網の手引をしたのに始まって年々出漁
昔を増した,また地元漁民が=牛LC魁榊を,愛用し/こ-/=め,漁網を,克,･出すとともに,凶HILJ,尾張大野
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などを根拠地として打頼嗣漁船120-130隻を出して活躍し,明治27,8年頃は,川淵辰治,平野文治
等12,3戸の移住者があった.しかしここでも地元漁業者と日生漁菜者の増加により漁教高が減り,漁
場の争議がiy'JLl,T.し,地元の汎業組合からの圧迫を受けはじめた.RjJ治28年磯谷金吾氏らの漁軒か伊勢
湾に監禁されるというilil'卜が起った.､':[時伊勢湾てほ綻鰍ま魚族保護のため何用を敗 じらjlていたの
てあるが,あたかも打新柄のごとく装って独文を行なっていたため発見され,地元の組合員や腎寮官
が出張し,船ごと押収せられるという三拝件もあった.しかし,これ以後は漸次出漁者も減少し,移住
者もだんだん引揚げてゆき,移住者はなくなった.
(-) 打轍網出軌は8月～12月が漁期にあたり, この期閲に大挙して出漁していった.明治35年こ
ろから昭和の初めにかけては打漸網漁腰の)は),JnqJ抑こあたF),当時は8月～12月の問は,日生漁民が日
牛の町には一人もみられないといったほどてあった.だからこの出港と輔港に際しては,日生の町を
あげてのお祭のような見送りや歓迎であったようである.主たる進出先は以上述べたような各地方で
あるが,海外では朝鮮に多数の漁民が出漁し,また定着していった.しかし戦後においては他県の漁
A:規制が一段ときびしくなり,また朝鮮の出漁定Tr者も,敗戦により引揚げてきた.
また全体的に魚が少くなり,また優秀な漁船にfr:迫さ.it,労働のきつい打淑網漁滋はだんだん不振と
なっていった.こうして,朝鮮からの引揚者や.経営的に困難となった挽讃者はその大-<uli分が汎船,SI
改造して,機帆船とし運送濃に進出してゆき,また,他の職X:に移るものもあった.
軌中,戦後の舶乱期においては,この機帆船jLが大いにあたって,打酒折独文fi-営んでいたもの
がどんどんこの運送業に追出していった.当時のことはに ｢船ぱくろう｣というのかあり,これはこ
ういった状況を反映して,船の値が年々上がるのに粟じて,船の売買の仲介をして一組成金となり,
かlLCクの71座を残した人が多かった.当時の機帆船菜は家内労働が多く,結局,息子か多い人が成功
したといわ/hている.というのは労働者を雇う必要がなくすべての収入は自分のものとな_,たかi､,で
ある.阪神航路がiであり,現在も神戸あたりにも態i･している人もかなりいるが般近は,大会礼に
吸収されたり,守/=船の老朽化にともない虎濃Lていった人も多い.
a',rl表 口ゴー.町に:.'･ける迎送会社
第2表 日生町 の船舶
しかし,iI'liに生まれ,海に生きてきた口生漁ftの進椴の
J衣魚は海上運送にも,その伝統は生きてお.),組fJ-をつく
ったリ,合併したりして逆送会社を設立し,内海を疾駆し
ている.
節1蓑 hJ.び･折2表はE]Jtにおける現在の;1'di遥会社と在籍
解散てある.
(2) つ ば 網 漁 師 進 出
つば網赦法は,日生町漁業者の発明Lたものであると伝
えられている.明治元年,婚下辰五郎氏が ｢裳まんたい｣
を考箕L,中島並右⊥門は ｢ばらとはし｣を考案し,つば
網漁菜に貢献したと伝えられている.つば約というのは定
匠網であり.従ってその漁場の権利はきびしく,漁場権を
めく･7/I-いはつきものてあった.従って日生町ては30度を
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1組として毎年抽選によって網代を定めていた.しか し増加する漁選者に比し,従来のごとく日生近
海の漁業に依存 していては,その増加する人口を_^1えきれず,やがて漁場の狭院を感 じて,どんどん
他県 あるいは胡酢 こ出漁していった.進化.形態としては,3Jl-12月のIT耶二日:'.按に行 く場合とその
まま完全に定着 してしまう場合があ-,/た.しかし大1本rJ-,tL､て,tJi;茄する場合も,ある矧 '.日,,V.接に
/rl-JLっているr抑こノヒ活できる見通 LfL/TT.ててか ら産前 してゆ くケ-スか多い.つは約そのものか漁業の
中では計L州生のあるものなので,つば網にrtる県外退京風 土多 く.現在も伯n木各地のつL,i'鰍 よrl生
漁民によるものが多い.liJj治,大正,昭fTlの初めに′'Jt(ナて盛んに進出.していったが,EJiL漁民が進出
できやすJlったのは第1に,nノ吊的民か漁場の狭;.Ir>_.lL,廉 く感 じ,裾ilijL(戊のゆ きづま･).,:.In政すべ
く,県外出漁に対 して&'H.ibJ.(l')でJう･)たこと.第2に,つは約がIl/11独得のi(IJjT,てあり,他県にはまだ
この漁法は,Jtく,ぜひとり入れたいという要望かあ り, 請HTが比較的,容易にとれたこと.第 3に,
他県てこの漁法かとr､,t･Lてfi:かったので,進出したllJI-漁民の漁牡も多く,収入も多く,安定 した生
活ができる見通しがあった -_と.こういった有利な条件にあ り,口生血艮:よ川L]本各地に進山し,地
元の漁講話の指iryi'にあたるとともに,どんどん汎椛!.′拡人してゆき,かなりのYf席を残すようになっ
た.;3'52凶は口出漁蛇の進出先を図′〕くLたものてある.
つぼ鰍 ま定性網であるか ら,fI斬網に くら
べて定常者も多い.これは,漁法そのものが
定着性をもったものであり,漁業としては,
計画性があり,かなりの資産も残すことがで
きたし,地元においても.この汲法の指市名
として,社会的な地位も得ら;EL,地元のつは
網組合の幹部になって活躍 して いる 人もあ
る.しか し,初糊においてt.i.出篠的FJ:H-1紬
であり,家族を妓 して,地元の1,(用かLblら;h
るまて通っており,往復の不便一家族との別
離によっておこるさまざずた社会rl/J,Wl.J越も
あり,その苦労はなみたいていてはなかった
:J～2rglつ:ま掛こよるl-1生 沖民')'JflYf'.分布[5Ll
が;I巧 );仰臥 17fltに.tりrlFlをITlり作成
しかし,そのうちに地元で結婚 し,漁業柵を狸糾し,
また,即 l'Rとしてその/UPT(二万むっjl,そのまま延着するJ妄治 もあり,生砧の見摘 Lがつ くと,これを
手ずるに縁故肌係などで折ってどんどんlLL'ULてゆき,また,地元の別行と,Zf.i,JbL,さらに州 紬 拡
大 していった.戦後においては,漁業も進歩し,つ.ま網も地元の根 Li占nrH.1に普及していったため,
地元の軌児省のfF･ilLrJl,守るたh',に,他Lr.(--打はよせ-,けなくなった.このため, 地紋の進出省け 微々
たるものであるが,ほとんどが,戦IJiJO)定常 名でその土地のつは網の酢 祁となっているような強力な
紬故を細るのJ/iほとんどである･ しか しBL在 二･T,tいては, L射 ヒが進か カ ,ー日生町においても,漁
業人口は商工風 二吸収され,従来のようlJ:漁菜進出は.-iとんどなくなっいる.つは'鰍 よFI生において
も,県外においても,従来のごとく営まれているが,工場敷地の埋7_. また工機からの汚水により,
魚も減 り･漁場も狭められ･その補依金を幣本として,-R殖業,のりの栽培などに若手 した り,他の
職背につ くノ､1,か ),その数は瀬′レLてい,1.
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外 洋 進 化
R/+_漁民の海J7WJ弧 と,明治のころから,朝鮮,7ィリッピソ.シソガポール'77,たりに進出してい
∩/二九 ここて･土･昭和20年以後のオホーツ,7鰍 二.h･けるサケ,マス,紀州沖,三陸沖におけるサ･/
て漁業を･PJLとIて),Bベて見たい.
1.サ ン て 換 装
サ'/7漁掛上流網漁法で 大Tti12,3年頃から. 剛 似 水産試験場とともに, Fl生漁民に上って紀
州沖に出漁し,耶和10年頃まで継絞 していた.紀州沖のサンて漁実は,三番鮎と,和歌山県の知事許
可を受けて操 ･'F'する ;_'のであり,月断軌 尾鷲港を根拠地としていた. しかし敬争のため一時中断され
7-二.軌後この有即 亡漁業は,内海漁業のゆき一,'至りを打川け べ く殿が奨励 し,昭和21年には県全体で
7豊のLlj漁船があり･【榊 122年には‖哩と倍州Lfl.この'rF･はサンマの豊漁年で,大柳獅LI24年ごろ
号て:上･サンでの好況時代であ-lた.こうLL中で脂 もこ,7)サンマ漁業には力を入れ E昭和23年 7月
1｢1には､サンて漁鴛の別 蔓を完1るべ く,剛 u県水産会内に岡山児サ ソ マ漁瀬組合を結成 し.県外の
漁菜訂･可愛指の'lcJ捗,欄 摺 幣材の共1'nj購入等の-_LJi賃を行なって経常の合理化を計 り,かなりJl成島'lty･
ムさめた.日生からは,ルヒ繁治氏が鵬託とLて.組合tlで有書吉松氏が参加 した. LかL/Lがら.
昭和25.6年に不漁が続き拙 守ヒ打解を受け,制 出不能とrる漁膏が出, 昭和27年には比較的大型漁
朝Jlも61E･そのうhFl′F.サンマ漁 場の海草九 (.13,69ト･/),とfj:t),昭和30年には20トン未満の船
:'173I埼 fr(･llLlt),I.1乍体も1びF岬 Jl漁軌Li'.百の教化
2,サケ.7ス捕網漁染
はたく/なり,サンマ漁業は,サケ,マス,
マグロ漁港の兼深漁業となY),紀州沖のサ
ソ 7 漁詔については.21,2211:.の盟漁にj:
り統数を急増したたd), 年々資源か 減少
し,また,魚緬が低下 Lてきたため,出漁
船も昭和30年には,数生のみとなF),現ZE
は操業新はなくrrった.こうLて好況であ
った紀州沖サソ7漁滋も,そ,r)漁B"L価佃が
なくなると,サケ.マスの兼菜漁業による
千葉,金華山沖といった北城に漁場が移っ
ていった.県全体および口生のサ ソ マの漁
牲高の変化は第 3岡に示す通 りである.
サンマ流網漁袋の好況畔代には 他の漁菜についての菜常の関心はうす く,昭和24年までにサソマ
漁L範に.I:)〕をかけていたが,昭和25年-のサンマ晩発の不漁に打撃を受けたため,Al一北,北海道沖合の
サケ.マス漁紫に活路を見出し/た.この漁業はサ ,/了漁期終了のp-.後,4月～7月子でを漁期とし.
漁船も当鴫は,サソて漁船と兼用てきる関取 L._凍筆としては極めて好都合な漁業であった.
第4図は昭和23年から現酌 こいたるまでの岡LLl県のサケ,マス,サンマの出漁船の雌濃の統計であ
る.これを7,1二七わかるように,枇後のサケ.てス.サ'/マ漁業は県全体でも数隻にすぎない,有笥
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な漁業であり,県も奨励してきたれ やは
りかな.)の資本が必歩であるのと,大資本
が進出してくるため.どうしても内海軌民
か個ノ＼て出てゆくのは困難であった.零細
漁民であるかゆえに.船をつくり,出漁し
てゆけるたけのkjf本かないこと,それに従
来u)的業をすてて､新しい漁業にうつろと
いう進ノ掛生にとはLい.ことに,この.とう
1.⊂北洋漁業(工,失敗すると全財産,iy･失うと
いう危険かともなうu)で,定性嗣なとを中
心とし･L'きた内海漁矧ことっては,やL)た
一【_.I 'ー - 只事.LY
1.gIL
～,:tr;.JE,.rZ,12/- 拙JL.m Ll/J.1rJ: ).Jr:忠
エじ (/川 ) ..,:ttJ,′1._,ら)
●tt■-
.Yo_.～:i.r1日=yl.)?I,
fも(/<.,TO一 .JlJFr)-I-I()77I7,
a^.*一九(/8,吋ー fj■汗 .71,くJl,.Jj)
〟β.ー■九(JQJ.7) 盲一九(gQ.qu)
屯P 叶 ∫`i'L.I ごd回 叫 ,/LJ2回 34回坤申
･']'T,41封 阿山tJi,/:)帆タHH漁船 (さけ.ます,さんま,まく./J)
- l｣生地新 体 繋 ( )は トン数
ぐても.剖 ′しないというのが捌 '旨-1亡あったu)-LlLT.FJ:か/'う机 では.とu)上>/な人か,こJ)ず屯の漁業
にたすきわってきたのであろう.戦後においては.普,I),F'漁禁を専業とLてきた人ユ･')むLろ.別il)
職業を持ち,ある楓生境木のある人が商売上の投'ffとLてj-'がけ/二例か多い.だから.こういった船
主は,漁働長と船員を帝うと.全出仕を漁働良にまかせて,劇 左船には乗組まない.従って操菜はす
べて漁働良にかかっているから.その椛))は絶対的Tにもujであり,命令一下,乗組員は絶対服従を要
諦さ3-した.というのも,魚群を追って操柴するU)であるから, 一時を争 うのであ･'),全員が-一致団蘇.'i
LてなけjJ=王政かできないからである.船主は.この軌働長を雇うと､あとは機閲兵も,兼糾(,.1も漁
働長か気の合ったもu)を締ってくるというケースが多い. 従っていかにLて 睦秀な軌働良をIlTTう/J,
か,こU'J水薬を左右することになる.船主の榊で漁fd･'h良の争奇轍か71'-われるujもこのためである.l
生u)場合.漁働長,乗組L栂香川県の人が多く吊われてきた.これは.日生においてLHヒ洋漁業にた
すき)7つてきた経験者かいないためである.乗組日のJFLi用矧日-1は.2期に分かれ サケ,マスとサン
1/の漁業期には,そu)E'川こ乗組員u)入替とか,人数U)増減があり.乗糾RL')給料は,固定給に水軌･:-,
oj2,3割があてられていた.こうした形で戦後のサケ,マス独文は行なわれて きたか, 不漁によっ
て再起不能u)業者が此 またどんどん大型化され近代化された優秀な大資本U)舶に任倒され,柵)を大
型化した(),改良できない業者はこiLに対抗てきなくなり,またLけu_)ため沈ぼっIJJ)Lて再起不
能の菜箸か絞出し,個人資本にJころサケ,マス独頂はEl生に打いては, 昭和35年をもって終って い
る,軌瓜こIs'いて仏 日′仁漁業糾合の日常鮎伸洋九ただ ･隻が操業Lているだけである.県全体に.卜ご
いても現在遠洋出独Lているのは,こ(J)伸洋丸と,県指節船首備九 (99.9トン)の2掛 こすきない.
漁機も紀州沖/J･ら,千葉,金華山仲と北域にかわ･E), 現在伸洋丸は北海道近海が主漁場と7Lってお
り,漁法も流網漁菜から4JiL漁灯利用の締受網漁業と-/Lリ.流刑 の 使用1-i昭和30年頃をもって終ってい
る.
3.伸 洋 丸 に つ い て
伸洋九は,日生独語協同統合が組合小薬の一つとして,農林貯金と組合出て香川頻諾刑疫造船でf酎 u
31年3月21日に建造完成された.総 トン数4608トンの本格的な北洋サケ,マス独航船である.独1如 ＼
自営船で北洋に進出するのほ県下ではじめてである.その意味で現在においては.個人で北洋に進出
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十る:こはでモ本の個係で鯉理であるとこ/)から,こういった組合で進出1ていったことはLli目される.
伸洋九が出港 lた昭和31年に-上,町妓以1叫 をあけての,.IYl大J【見送 りで あった. 読嵐 産経, 毎
∩.山陽といった各所titlも大 的々に報道した.HIW .'う1年4月23円の読売yrh批まT行づまりの内海独 英
･=-活路を免出すたれ 和気即日1-:.PT漁協が新造した伸作九 (46トン)は22日,北洋サケ,マス僻を追
って日射J.irh･をあとにした.同軌 よ180馬力のディーゼルエソジンや撫線電話,方向探知機などを備え.
9ノノトの速 J]を出せるすぐ′ilた遠洋漁船で,同協同組合tli4名の他,漁場こ明るい北海道出身者の
水口秀雄氏か漁働長で18人が乗組んだ.8月上旬まで中部千島列t1,を小心に授業を鰍 する.｣ と根じ
ている.瀬削りは 漁場にあかるい北海道出身者が11名.香川県が3I/f7,で,日!tからは3名が乗組ん
r:7.4月に出推して8月上旬まで,サケ,マス漁苛を続け,9月から12月までほ三陸沖でサ･/て漁業
を'(痛 う.伸洋jLの昭和32年/)､ら,38年Ttでの漁獲lt;は'?,-3衣のごとくであ り,これをふてもわかる
1うに毎年着実li:商益をあげ,糾合の貴LTr:Jc財源と,+Eっている.現在で は,乗組川 上帯川県出身者の
ん1_:21名か架綿んで摺貰lている.この1･):~北洋漁業においては昔から日生と香川とは-)/Lがl')が
嫌 い . 伸洋丸か現在でもこの上うに朽躍 してい
る栗岡とL二は.
1.糾合l'l営f(ので,野本かiJ.jいた.
2.初出漁以来.大き:L〔LTr故にこらわなか.1た
こと.
:L 漁脚長に良き人材を紹た.
七い･',ことかあげろhる,
第 3表 伸 洋 九
純利右左は,維持化 人件')で.その他を総柄から引いた卓,L･D
･昭和32年は.ち tつとしたIT故がJ-It,り,ほPj!蚊かh.か〔た
E37-79 (凹 淵 屯 久)
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4. 朝 鮮 進 出 と そ の 引 揚
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4.漁 法 の 変
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l -JlrT .ふt･
古来,水産物のJl_庫として恵まれた朝鮮半島近海は,狭い漁場と人口増加,魚 J)減少/二1')小坂 と
なってきた我国沿岸にひきかえ,その盟かな魚がほとんど11をつけ られないままに保拝 されていた.
明治9年のFl斡修交条約に上りそれまで絶えていたlB)交の回復,過融L/)仰 臥 そ,ト=二伴FLって朝鮮出
漁 も迫が開かれた.明治10年広山県坂村の漁師を皮切 り･/=山口,雌児If.I, 香)Ll各爪か らの出漁名が数
を増 Lていった.但 L通汲条約をil:.式に定めたのは16年 7月締結の日脚貿易規則ljf施以降でありてこ
のl'-りの出漁は密鰍であった.22年11月El本 ･朝鮮IdIj国通漁規州訂約,こiLで郎相通漁a)描準が明確に
なり通軌はこの範囲内て可腿とな-,た.史に37年になって条約改訂の呆占果制限区が舶除 き‡し全鮮沿デ.'-
が過払地区に認tV)られた.ついで41年従来の通熟成州を廃 して日韓漁業協態を締結,柳 射二発布'Ali施
された韓国軌業法などにより朝鮮人同様の漁業権を牡得 した,習42年には日韓 合併 とい う政治的大夏
革により従来の手鼠 i.lj限が緩和され L個 平等の立切 となったu)で旭漁熱 も一 触 L.i･膏 った.以上は行
政上uJ背Ji*であるが内地の情勢を見ると,日清,日露敬争頃か ら我国沿岸漁業は人口増ノ虹 産英経済
の発嵐 文化o)向上によって漁槻狭随の色が淡 く塀鮒漁業か らり脱皮が迫 られてきた.新本王威径,2':
を逃盤とする近代漁業に到 らす,零緋漁民を主体とする出稼漁贋とLて始められたのか朝鮮出漁の突
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態である.特に内海uj狭院さにあき足らずすでに伊勢湾,北九州,大村湾/i:どに遅LIJ.していたp-A/1:.漁
民もH)l拾34iI三の漁業法発布にiり海血所崩各県の許可を受けなければ従漁できないことi_=なり自然出
漁困難を訴えるようになっf=.元来大規模の漁をしたいという進肘 l勺矧'f_a)強い彼らにとって鮮海は
絶好U)漁切であった.岡山県でも32年遠洋漁業奨励脱'iiを設rifL補助金 U)F附並びに油漁助成戯脚と
して韓海通漁折合 (後岡山県韓国通漁奨励会と改称)を組織 してこれを奨励した.
こうLた一連の社会的背景uノtとに朝鮮進出が 31鋭さ11.水産史上に両親的な1時代を築くL/)てあ
ら.
n 通 れ rili 代
1.通 漁 概 親
明治20年川崎兄弟は114潮 民として初ム')て鮮緑に疲っ/∴ 但 し大網船に雇1)iL従小LたL')て通紬の
始めてはない.彼らは22年以降帰郷如 こ鮮油漁利の3,大きを説明し.しきりに出漁を臥J)-FI/Jtら25年
森谷貞缶は蔽内良治と共同L打漸約をレ･,て.Lu放した. 二九かrj生人による鮮海過漁の 発端となっ
た.越えて27J'卜i二は.有吉凶松,南良治.西川也苦 . 磯谷念書が沌漸嗣をも-,て出漁 Lた.日生U_)出漁
舵)-'サメJ･に1O峻余 りの頃である.31年には赦木t喜三郎がWL漸#:ilO胞を--Lj]とし大塊鞍u)出漁を試ふて
いる.とこ/)かこれ迄漸Tl内海の漁業に肘jLた漁ノミなので大洋の危険を恐 t々て近海にはIかり従1j詩-して
いた.
水脚 勿の宝樺とい)'れるだけあって鮮血U)魚は処即に困る礎盤/Jぺ 魚価も安か-)た.その上鮮人は
グチ,ノ･/タイ,こべ,タチ1j:と｢こ級魚It好 も,タイ.サワラ,ブl)など内地で執 i'jLる上級血はか
えり入られなA･つたu_)てこJLL')を目指 Lて利益をあげていった.当時は船体も漁具も幼稚て非常に不
完全であったにも拘らず多大o_)仮数をあげることかできたというのもいかに魚が坐か L'IあっtJ J▲を物
語っている.ある者は 1晩U)Jjtlに千Jiu)サワラを漁L網を鰍 -)･.れば船を沈め,船を失うまいとすれば
網を捨てろという羽田に陥り困惑したとu)逸話も残さ,iLている.
こうして年々通漁者の数を増L40年LTlには170-80纏を数えるとともは方魚眼 浦項等に根拠を進
め近海従漁に体験をILTI･Jコて大附 二漁する試飲をfL'iんでいった.このように 蓑 1 朝鮮出漁室数
通漁船か多く/i:るとこれらの調尭横側の必要を感し'.14年日生朝鮮出漁団
智組轍L裾 七団長に)'(!=本悦二を適任,過納省の統一的活動と営炎上諸般の
交渉に当らせた.続いて大il=_3年には那須信俊がi;漕就任した,この頃を
通徹の最盛糊としているがすでに形風 土変 I)敵側胤の帰郷にしても漁船を
各根拠地に残 し連絡船を利用する者が多かった.それがひき続き居住 し家
族を迎えて移仙 こ転換するU)にそれ程の月r-jを要 Lなかった.大正14J'Ilに
は通漁船85億と最盛期の半数に減 り,準/,･しいHl漁帆加もl桝 口の初めにす
っかE)消えてしまっていたのである.な.lo･山漁虚数V)明らか-/i:限りを表に
,i;す (表 1)
2.出 漁 の 様 相
通扱者の8月末から9月にかけて出漁L翌年6月中旬加越する.7月に
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はT二:二次の.出漁のために網の下人かをする.中でも網漁的;i大切な(.I:事て麻糸で作-'た網をカシャゲ
というクヌギの皮の煮汁を絶って染〟)ち,-1?,F'.て8月:二兎を済ませるとあわただしく出漁の制 桁を憶
える.出港の前に八幡宮に無事4_J祈ると赤Tl'.の旗やのこぎりを立てて港狭さLと襲った70-80娘の船が
:.･,･丘々出て行く.そo)蘭 土まこと;二鮮杜で;J-y)った という,港を出ると航海の危険を考えて幾つかの
船が組んでりゆう船 (僚船 ?)となり一博となって進む. 船は製別会社が 5,6鴨の所有船を1=即.J~け
ていた他は個人所有の小さい帆船であ-,た.それも現今q)｢角帆の由来となった角帆の段階でわずか
rFI'幅6尺柑 壁の規模である.こうして玄海灘の荒波を .髄の漁船て柄Wrするには大悦の定まるのを待
′一二ざるキえず,片道 1カ月を零すのが熱 血であ･lL
<Ji-T,.かも鉢'-fL>
大IT:.8年頃から舶年盈過ぎになると日生に入港した林諏所有の菰気船である. 規模130日'.i/.で当初
は契約1た適漁船5-7胞を曳いて波斬する汽船曳きの役を栗/こした.人々が漁船を鮮 卜に残 して帰
省するよう:二な1てからは漁具,その他荷物の巡細に尽 くすことになった. ニD汽船が日/:卜の仲令に
来てはIESらす汽筒の音をr叩いていつか人々.よ｢ぉ.Tsかち述気｣ と呼ぶ1う:ニ/⊂った (,Ej■市中一･氏 談).
この他漁喝を移動する際には再び曳き酢とLてi.Ti揮Tていた. しかL漁船20-30般7ir,曳くトロ -ール船
の出現､ニ〔つて塔を消Lた.
3.漁 法
始漁IJf(ヒElノti人が手掛けf.=Jlはtにサワラ流潮榊で,i)つた.サワラ.:吊碑名亡魚といわjtlく#な魚と
L二は ヒんど漁実の対象にはr{っていざ⊂かった.明治21勺二苓JIW.i.･人が初めてこれを試もて後,内地人
に 〔-)て開発された1､ので ある.サワラ.よ春先水鮎の_卜hl･と共に南方から来遊し南鮮付近で戊西二派
に分かれて各々北上する.Jik岸を北上したもの三文晩秋寒冷塊の旺迫を受けて南下する.従って膚秋雨
漁期を見る所 t､あり10月上'EIg～:i月が末要漁朋であった.42年にふける:'Ti漁洗漸船は約 300吸で布川
県人が圧倒的に争かった.その後[liE.･7)漁船が150棺を越えこれをしのいだ こともあるが, 軌 こ帯川
県人の進出めざましくお1そRl巨船の倍数に及んだ.次にサワラ穐櫛の経営状況を見ると, 9-1月
jj免排を屯点とし北迎F]湾の｢札 1-4月_Hp7力魚沖より南釜IT｣沖迄,4)｣上旬～6月上旬釜山J:り
南海沿いに凝.丸 腰老島万胤 果てし日揮山,仁川沖にも漁した. しかし大1上8年頃からほ淡北岸のサ
ワラ減少が漁州や漁掛 こ形押して,かつてのサワラ根他地方魚津も奄山港口絶膨島に位倍を謙ること
になった.サワラ減少の瞭関とlて邦 .こ考えら,iLるのは大TE6年以来他府出の漁業家か元山以南の
要地において大規模の大政網を張 り稚魚 (サコシ) を乱独したことである. このため12,3年頃から
はサ/､流櫛に転換する傾向を′[こしてくる.
これらLRE漸網の他に若 Fのツポ網従事者があ-,た.ツ,iilL網は湾内の汲静かな切所に張る定匠網の一
機でここで彼らの用いたのは網丈7,8尺の口LE式ツIi:網とLT早 くから内海に名を知られたもので
ある･明治31年篭り一周 に進出したのがその草分けとたり,4,5年後には迎口軌 雄水沢でも試みら
れた.揃独する魚族は様々で11月～1月の‖鞘tTlにタラ.2月は二シソ,3月からはメバル,チヌ,
フグ.ブリ,イ九 カツオ[亡どが盛んこ網に入った.タラ.ニシソともツポ網によって始漁せられた
ところから考えると出漁の数は少いかその果たLた役割は大きいといえる. しか し定位約という部業
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oji生f言上通 漁ては開発困難であったから後t】根拠地経営と/､仁る.
4.漁獲物処即と運搬業の薙達
船を沈める和u)大漁を得てもそu)処理に凶るとい･')a-)が通漁の初期における1帝u)悩んであった.
当初は輸送uj価かFJ:く1夜出漁すればそo_)漁獲物は往復2Flを要 Lて釜山水産会杜に販売する7,,.Jl.?JL
切りして 日掛二送るかに限られ前者は短 い漁期を輸送のた桝 こ`ノ封空し,後者は価か安 く漁獲物uj多き
に比べて収益金か少いとい'J状況であ-,た.そu)LJlにt川三船の漁牡を相互損合として_篭山に送 り或い
は漁船か組んで輸送のためu)b]IJ船を術えるFcと価 /Ia)JJ一法を講 じたが期待通 りの細山を上げることは
-Lpきなかった./､そ.7コウなと比較的強い魚てLt先潤にil.るJL運搬 も可能であったかすくい死んでし
まうサワラでは相変らず塩切り船に粉る他なか-ノf=u)である.有吉閃松は耗漸漁のかたわら肩幅12尺
の碓搬船を人手Lて塩抑 )Lたサワラを洪受け 卜L勅二1-Mぷ 魚仲買業を始iJ,た, そして41年 には 南連
袷 .岸本好太郎,大崎弥JI'と共同してIj外止闇 組を如拙 L,大崎所有のn牡九{<用いて日生人対象の
塩切E)を東門に行なった.そこIL/時には生魚を1尻軽で罵胸に送 り1尾14.5銭 ujものを7.80縄～1
円以 仁に,)'Jるという.tうな利を得f=か1度方引札こ'#世 L次J)天候を待って再ひ波鮮すILは漁J,lFJの終っ
た後であるということにもなT)別の道が迫られた.林兼 (人洋漁業の前身)が朝鮮に進,Iliして発動機
船て出買及び内地輸送を始めたu)もこの頃である.そのたi')敵狸物も高 く9-L;れるように/i:った.更に
1通漁洲iqの7LI･買契約を取 り組み契約金の前任をするなどの便宜が図られた.その後山神組 (後日本
水産に合併)をは じめ大小漁業者,運搬菜者に､よる降船,蒸気船uj日鮮問解放運搬が進められ漁艶物
処触こ悩む通漁著 もようや く救わALたu)てある.な転述搬齢の発達過牡を区分 すると次の1うに/i
る.
し主) 帆 船 :liJ:1機 船 時 代
② 先 漕 31jf 搬 時 代
③ 動 力 運 搬 船 時 代
Ⅵ1 移 住 l時 代
1.移 住 の 動 機
明治末期から通扱者か次第に根拠地に住み-)き'#族と射 ニEt=_活するようになる.こ,lLはつまり飽和
状態に連 Lた鮮軸通漁を脱皮せんとして移･fii漁村紺掛 こ疎みきったものである.そjLには次のJうな
動機が考えられる.
(i) 泡漁においてほ往復に多くU)R数を要 し払出のため肝腎の漁期を逸失 Llこリi:財産を波に没
する危険も,少なくなかった.こうLた不利と危険を避け恒久確果 こ鮮海の漁利に浴するため,
そしてまた通漁の'#紳経営を打J)日せんかための策であった,
(2) 我国における人口増加と所木jl益の充連によって台湾,樺太-の植民地移付廿･盛んとなっ
た.これが彫辞し拙業移民に呼応 して移fE漁村の建設となった.
(3) 明治41年帝国漁業法発布により汎風 土広 く1-鮮両E31人にr相放さかたが漁業権の許可は牌国居
住者に限られたからLむなく移niへの憧向が葵求された.
か くして発生する移住漁村を国家は東和政策V)軌 たか F)保越 し蛇もこれを奨励 したた占7)急速に建設
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か進められた.
2.移 住 漁 村 の 成 37二
移作漁村を発Fトヒ大別すると次,I)3俺rなる.
5) 任意.=発生芯地したFl由移117.漁村
(21 地方自治体号たは水確団体などが計Lftfl的に埋設した補助圧紗漁村
事 ヒよ12薪の粒(+-した惨什汲村
補助移住漁村の代表例とIてtf)憤40年以降剛 し倣 t補助金を下附 して統常に†削 E村を蛙設 し模範移作
漁トr如 畑7.させfこ こJに は伊単年･f(和知 1~)出身者が多く従如 し.､モP.7ナゴ,タイrj:どの延縄や
サワラ成瀬を主に泊雌した,これ と(.t別に独Jの気に'BjJむ日生漁民達!t任意移作かほとんどで,サワ
ラD椴抱地であるノブ魚汎 絶彫良 ,#老!.l,1二多く居托し肖由移日三漁村を,l掛叔1た.そして約40年の聞
｢‖i上 V)の移作71をFT算.すれ 〔200Trに仰 ぎるという.なお大汗中期 (掛点剃)及び昭和17イF(終皿)
にT,･汁るR/F=.漁民の移住分布:状況は下図の様であった.
3.斗. tc 移 l'l 地
O方 魚 押 (ほ うぎょlん)
明治38年,91.tからの補助念200円を雫:千
有舌亀吉が始めIt渡った暗にこ上2,3人の
口本人しか盾なかた〔仁という.彼はそこ
で小さな雄矧古を捌き漁船が増えるこつれ
て網染めの5.杏:'fiiんたり補充の漁共用擬の
･-T:BJ)けを行なった (有吉京菩氏讃).殺顎移
民 し77-T･迎えたがやがて通漁のrf.心地とし
て他県 (福軌 香川.福升)から補助を受
けた漁民が続々と移住L-12年こ:上目ノ仁人r-.
数98戸とたった.その後サワ1-7浦潮脈を中
tl牛 h.;終 日F分 布 tlr
心にめざ曽しい発展を弄,･すか43,4年頃から大TE6,7年 まではHJl_化漁者の集団地とな;)移rt一名の豪
も100I.-に通 しfL 商器でも碓矧軌 帆拝礼 漁 ,Fi･F鞘化と陛_E･.てU)成功者を出している. 万林弧
山田机.有魚臥 関門組等 各 汽々向斜･u搬船をも-(=鮮魚輸送に従･田J,日本人会,郵便居),駈fl.潤 ,
小耳校誰腰と築離 t,進み45年の移住戸数350T.Lと.+汁 ,た.大山7/L什1米前述のサワラ減少に.[って絶
i;uA.i二役･JIB.する者或いはサ/ミ流櫛に転換する者が多くr{った,そ.ttでも移lt漁村としての勢いは衰え
ず,サワラ,サバ漁船を迎える鹿岸屈指の漁港を維持 しf二.大戦のjbl.前こEl本人戸数約500戸.内日
生人45戸というq)がこの移旺弛相応後q)饗となった.
O船 影 ):.I,･(せつえいとう)
釜山港ロにある小払.でn本人く,t牧のA.,といってい[こ 日生漁民出漁の最初の根拠地として漁期の胤
だけ屑旺していた所である.移tl=者の虫初は明治30年喝の南賛助で紙業から良業に転讃従事した.こ
の頃森谷貞吉は漁民30人符を連れ釜山沖に活躍tている.′10'rFには藤本実太肌 森好新大肌 川辺辰
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折の3人か剛 rL等隼金谷J商店か米間嵐 料米頂Lr)支店を臥 ､た.その後増加する通漁著の根拠地と
してまた移†絹 の第 1次的足禰地として開発さ′flその発展とともに水産肝 T二業,同取引業,漁業金融,
漁船建造等の中心地とlJ:り鮮肉虚勢漁港となった.漁業の中心が方魚津に移ると多くIV.t'転作Tていっ
f;が大TF_6,7年頃から,漸次復柑する.臼/:巨移fF溝は昭和の初めに40戸,大戦前には60戸を数えて移
r用材寸の閉前桁皿えた.
o躍 老 ):Jl,(ら)ううとう)
旭漁の初18Jから-I-ビ漁業の根拠地であった.そtllT:原料とするエビ灘造濃を初めて起こしたのか明
治32年森谷貞音である.40年には同業が川辺早ULT肌 竹本兼太郎,山口金吾等による個人経営と.岡
崎合資会汁のような企繁経営とで開業さhL.縄らほ同時に漁場をもってエビ漁を併営していたので
ある.この前年岡山県は移住漁村を建設しこの年10戸を移LEさせたがこれら製造業者が中心勢力であ
った.45年には鯨岡,佐鮎 舶 lt･の移住漁民を迎え｢l本人戸数200戸に至った. また林兼, 東讃組等運
搬業者が槻柘者となって南群における漁姓物運搬の一大根拠地には上げた,大TE6年には各独立して
いた5つのFlt業を合同してfE:南エビ製造九五絶命を組織し5人の組合員丸 くおさまるという意味で商
標㊨1,用いた.当初の5人というのは小野馳松,竹本光太郎,神野鉄太郎,森谷武次郎,ltGjtT埼増太郎
であったがその後移助かあって合同経営となり大JT.11年鮮南漁業株式会社と改めた.他にもここでは
障上に咋_(.I,i_-得た音が少くない.雑貨商.風日置,洗健筆など臼生民7F.tが従･机ノた.漁繋'GF_･卜者と
合)-)せて20戸の日生出身者が総数80戸余りのこの):,17:は勢力を得ていたJ:うである.
｡浦 項 (はこう)
日清戦争以前から潜水器業の根拠地とLて利用さJLていた所である.明治36年鳥取県人が初めて来
港,続いて榊発され41年には95戸の移拝を見た.但し大部分は商戸であった.この年岡山県は移作漁
村を建設 1-,いて14年El止から磯谷金吾,坪本イ市,下林忠桁等自由移代漁民が米作した.大正3年
の浦項1出Jl(台帆)は多くの人命と漁船を守った.それ以来築港が進められこ]しの完成と6年の林兼
出張とによって飛酔発展した,7)であっ･lL.そiL迄は漁業限地地としてよりはむしろ物資交易の市場的
存在であ･つた.大正末期から昭和 こかけてイワシ漁菜の勃興により油肥工場も起こり一層栄えた.lTJl1
和 5年前記3卦i丸=.漁業株式会社を組鞭し大棚な漁業経営を始めた.資本金10万円で動プ.佃‡6娘,
無動力船8隻を所有t朝鮮人120-30人を舵排して大数網,ニシソ網 (冬のん),といわL巾着, 汽船
底曳などの.出漁Jl{行なったt, (坪本日:.Tl氏談). この他には糾LLlljT-[拙 身薪が多く常任したかFl/l=から
は3戸限りであった.
o取 水 (丸いすい)
明治35年森谷武次郎は湾内の汝白岩'j (汝了.ln',とい ､う)を根拠にエビ漁を始,y)常牛移住した.朝鮮
人の弓船30隻と仕入契約して加コ二及び版必 こあたると共に6t凝度の運搬船2堂を用いて加TL'".11Y大
阪に運び帰f)には日用雑貨品を仕入れてきた.その後弟の馬吉が継ぎ40年にu漁賃を廃して陸上粁首
に移L) 卜地を貿入れ地主と吊⊂った.大正には愛知.広島T.ITl閲 の補助移ft;も進 み 卜維井からLr)移住者
を加えて10年末51戸, 内口生民5,6jJlとなった.その後-モ縄の中心地とLて興隆を見せたが昭和
8年大火災に,[(て衰微L描後は3,4戸となった.
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0枚 偶 (ばっきェF))
漁港ではないたLV)陸上経営に成功者を出Lている.森谷庄吉は明治25年ll価 網で出漁して以来年々
出漁を続けウナ:I-;掛け船,サワラの塩切りなと優々0)方面で砧.･R したが38年にはこの他にエビ似jLW-)
独立本爪朗 恥､た.同時に長男酸素は雑貨商を附:iLランプ,灯胤 日用LtTl.肥料Iri-どを敗,fcLた.
39J'l=-;二は金谷兄弟が移仔Lてきて出一jt紐/iX,･と米叔版･rcを始めた.その後t.I.,&んに土地隣人に投YfL各
地に追出し一二七獅 Lil会の成功を収めた,この氏の側係で10世借,余り(■)H lL人か住み込んだ.森谷はま
た･.雀'･-i目標 にもたずさわり大正14年この地に初めて'IdZ灯を-)JH-るという功机を妓Lている.こJ)L17の
Iう本人テ･'敬約130Fi,内日生人qOF-亨という状桝であった (森谷君雄氏談).
4.漁 法 の 変 遷
大止中頃から減少し始めたサワラは少約の漁狂をあげなか｢'も､統けら/1･L大JL=_^'1恥二はサバ推轍に転
換されるUjであるが完全にきL)秤えられたわけてはない.サ,7ラu)LRI逆性/LY･考えると帝先雁卵u)為南
鮮の技甑に現われ.秋は比較的沖合に,そして寒中は海底深くにて越冬する.サ/;統櫛に移ってからは
少数ILから値段の高い寒期のサワラを求めて奄Ll,対馬HrHの深海に刑を沈める省もあった (有吉正吉
氏談),サノミは春季水渦.nの上昇に伴なって北上し 5月中庶内面I',J-･一触 こ広 く分布する.Ail'.:a).LLJ)は.
8月頃まで北上を続け9月頃水根の低下とともに南 下山道に変 じ1月末から支那海にて越冬する.サ
バ流瀬に転換した頃の漁は5-7月上田水LlAl'て,秋冬は1,000m内外の水面で操菜した. やがてよL)
深い所のサ/(を求めて必然的に漁船の動力化,･ftF:日蓮となり大J-E末Jglからは発動麟作業へと進歩した.
ここでも布川県人が率先した,日生人の中にもサワラの時代に妃l:,ILなかった幣本経営が/-tま,1L木下
吉松,川Lj連二など小規模ながら4,5鮫の能瀬船を用窓して漁業経営に当った. しかし昭和4,5年
を偵盛としてFLHもなく漁場が荒廃したので7年には出漁船敬か半減 した.ここにおいてIjFi漁比もカ
ムチi,ツカhl面のサケ,マス漁業や,山東半Ji:,-近海のサワラ漁業に転向す7J-A-,或いはtj本海沿岸,J.･･
ら南鮮多Ll灘 ,遠くは輔邸の方まで71),サバの斬漁場を探して奔走する者.迎搬菜などに転向する
者,あきらめて引揚げる者など様々であった,一方-)J日.魚津では打f称')ため日生人か典同で昭和11勺iT,･
らいわし巾3^'7･網に取 り組んだ.大tE12年jijJJl-1にマイワシの大群か押し嫁せて以来めざましく発舷した
イワシ漁菜であるがその漁獲の70%(I/1'ヮシ巾着鰍 こよ7JもuJであった-.鹿北糾問こiJイワシ油晒 し
場が立ち迎び運搬船のもたらすサil(のイワシ,Ji次/Iに処JiJ!された.こうしてイワシ漁は漁労一巡撒一
製品Liの:Li練営で'｢fなわれたりである.日本においてもJlj治2O-30年代に賊過の帆句にあったイワシ
漁獲前かこの頃同様に飛FWtJ増加をとげた.リiにこれは漁船り劫ノ)化とそ11に伴 う漁場u)沖合化.そ
して漁網の改良によって伸びていった,ところが昭和14.5年を頂)封こ魚数が急械 し16fl二には執権が前
年の6測減に下った.こjHよ周Jgjr(.)不軌1批こ入ったとも見ら;llろか-【lTIこ乱獲 Lた折IR-1L-.の限動 二
達し沿岸釆典か減少したと考えられる.そこでや-むたく17/牢には巾新船の総数制限とな()El生jt･r司巾
着もこの年に解散した_しか L郡瀕の全'L由的荒廃と戦争uL'激化によって181-t二は皆鮒 大態となり様相
を一変した.
5.組 合 別 轍
火同党131をめざLて各胤 各Jデth-て組合が結成さdLたがここに関係のものについて簡単に述べろこ
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とこする.
(1) 漁 業 約 .3･
移托当初はn'F漁業組合 (明治35年発足)がそのままL出張したような形態を通した.大正8年に漁
業制度が確立さかてから邦人机紙を崩して鮮内各地区:勧こ鮮人と共同の組合を作った.その目的は漁
Hq)鮎全'FC発展にあったが加入糾合LH土10%に充たす鮮人の･J,には文字を解しない者も多く;'E営上困
難があった.昭和5年には新漁業令が発布されJ.,)岬に漁業糾合規則も生まれた.こ)し:=よって各組合
は感化さ!1た.加えてこれら糾合の相互遵鰍 払地域にわたる共同施設の&.常などを統括するため道
単位の漁英机合連合会が設けら17F二,更にその 卜級矧igとして各道漁連制の連絡,脇朋を周って昭和
12年5月.朝鮮漁業組介中央会が充足7た,J)であ った.
(2) 水 推 組 合
これは-地区内の漁業舟.水鹿懲遊遜軒史は版r7LT発音が単独または合同でその業の改良発嵐 水産
動f桐勿の兼誰の共同利益を巨川勺とした約分である. 二の上級機関として水席組合適令会が設けられる
ことに/fったか'-jf際にはほとんと発足lてい1い.
(3) 学 校 組 合
明治44年認可以後各地に日本人学校糾合が航鞄 きfL紅含甘小学校が設立された.大体各村長がその
･'ilP.-1､うっf二,朝鮮人の普凪羊校とは全 く別に内地と同じ放育が行/i:われた.中学托,女学校は釜IJJ
に.VJ.'Dか.内地にhlEるかに限られた,以後大戦勃稚Y二上ってH鮮共同が叫ばれるまでこの日本人学校
糾.'Ttよ維持された.
rV 引 揚 と そ ･/) 後
第二次大戦での敗概に1り朝鮮での日本人の萩城は全く失われてLまった. いよや餅.+ ;=留ること
I,上詐されず,40年近く放いた移住漁村もやむたく崩を閉じたのである.あわただLく追い立てられた
人々は家臥 漁船.漁具すべてをあきらtVlてやIA船を雇い或いは荷物船に便乗したりして身体一つ内
地こ;'diぷのがやっとであった.勿論Fl船で如(た話, 適格船を利用した者も少くはない.昭和20年に
ふける8月以降の引揚者トt日ノ-巨.(こ約170戸,500名を数える,朝鮮各地からの引揚状況は次の様てある
(衷2).ニ]Lはまた廃村当時の日隼人の分布状況を物商っているのである.
点 2 朝 鮮 か ら の 引 揚 者
内 証 釜 L･ 碓 氷 硬 焼 _捕 ,n L脱 Al･.jl野 天 ■その竺 ' 計
Ji 散
人 ll
11 16
48 1 48
3 30 I 155(rl-)
6 1 118 501(人)
(jr日和20年引揚届)
引揚後もやJは り漁を忘れ,:3ことができず,湘戸内の牌かlL海に鮮海での荒漁の夢を雛く､･人が多かっ
た.職暗中休漁していたこと,漁師が減少Lていたこと′⊂どで叫超の道は開かれていたのである.そ
の反而大規模な鮮海漁菜に比べ内海漁業の零細さが物足りず大きな仕ZJiを求めて施久属島の的柘農業
に取り組むJ,相当数あった.この他.職綾の峰頒復病に上り深賓を増しF=機帆船i哩搬業に帳票して
Il【i
海の経験/iJ生かす者など,彼等の鍛えられたたくましさは苦難を越えて各方面で見.i,lli:立Iu1-jJ･:)を見せ
たq+･て`･.I/)I'.
そして20年を&.た今,社会情勢の移 り変 りとともに再び脱皮することを迫られている漁業o)実T浩二
対 してこうLた体験をもつ人々の思いはどうであ/Jうれ かつて鮮海に所継し今はひっそりとE再Ir.-杏
送る老人u),]%膿を味わってみよう. ｢文明が進歩する租 励ま荒 らされてしまう. もう漁業はI〕分 -･代
限 りで終 りたい.｣ と.
般後にこの文を結ぶこ当たり.聴取調査に快 く応 じ御協力下さった 以下u)方 ′～･こ深 く感謝致しま
千.
聴取協力者 (敬省略)
有吉 末書 坪本
橋本 常吉 磯谷
河崎他三郎 森谷
??
?
??????
?
? ?
?
????
参 考 資 料
吉田敬市苛 ｢岡.W･水座りFJ発史｣
那須正俊著 ｢Fl生汎懲史｣
帆 山県所蔵 ｢岡山県水推一別_J
lYl111日宅俗学会編 ｢日生の観光と風俗｣
r大洋漁繋80年史Il
付 外 地 進 化
(1) 大 連
明治38年旅順附席を待って横山松太郎,山 下八百苦が各々ツポ網で出漁 した.渡航にあたっては前
例がないので一度大阪商船の汽船で往復し海路をの久こんでか ら自船を操作 していったという.漁獲
はエビ,イ九 チヌ,タナゴをはじめ日!淵伽 の回遊魚も加わり変化に宙んだ漁であった.戦中のこと
てそれらは L_屑軍人O,)食に供給された.40年には山FEl高治も出漁し大連東北 3里の柳樹屯に什居をす
えツポ網を壬に流減網,潜水漁なとを兼営 Lた.魚種盟かな所なのでツボ網は 1年を通 じて百稀余 り
の魚ににぎ.‡っされた.そoj内最も値段が高く東宝かられたのはエビであった.潜水器ではナマコ.7
ワビなどを捕牡 した.魚挫物は大連魚rh'J=!"lへ出し昭和15年の配給制度案施以後水席会へ収めるように
なった.明治末に渡った岸M岩1.f,井上吉松もツ.i=.網に従｣_･.-L山田とと机二終職まで留った.
(2) 台 湾
大正13年磯本繁治,有吉崎松は相前後 Lて渡 り基北州基隆市に移住した,両者 とも漁船2壁を所有
しカジキ漁の鮮魚仲只及びサンゴ綱仲買を始めた. カジキの漁期は 11月～3,4月てそのr柚よ1隻を
漁に, 1隻を大運までの輸送に用いた. サンゴ鰍 土ラミ麻製のものを 内地でInL入れ送 らせて販売し
た.移住後3年 して磯本はサンゴ珠u)I.tm畳みもF't･1始 しその軌品を内地に送るようになった.こaj他大止
15年本田澱八は南に下った蘇襖 (すおう)に維矧古を開き呉"li,宿.化粗 品などを扱った.川崎栗L-hT
l16
は昭和3年同地にサンゴ網を始め共に繁栄継続した.
(3) て ラ
明治37年日置戦争勃発で朝鮮への渡航が一一咋困雅になったujで有吉Lig松は打瀕網船を外国舟山二乗せ
て当地に渡った,翌38年岸本好太肌 有害金吾./E良Jfl寡弥治等が出漁L一時は12,3股の出漁船を
見たが余()に遠く漁具の迎搬,家族との連結そu'他数々u)不便を生 LTたから非常な豊漁てはあ-,たが
戦勝後の内地u)好況を知っで帰国するもU)かほと人とであった.環も掻く滞在LたUjか川口亀吉で15
年臼に婦国Lた.そり後は 1人の出漁者も居ないという.
資料 ',｢日生漁業史｣
聴取協力者 :山軌 仁庸J,磯本繁治
(侮 野 多 仰 子)
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第 Ⅳ 章 工 業 化
1. 日生町における工業化の特質
古くか仁,rL性 千軒漁師の町Iとうたh,hF二日 'Li.fr榔網 ･坪糾rj:と先進的な漁法と明治20年代
以降朝鮮海域から,台湾,シソガボール仲,Jこ城に進出Ll.:.この口1:.ニ ト･いて',t漁菜との博通の下で,
まず明治初)明の木造船tL･,ついで揮濃革命JUHニ漁網弓削昌紫の形収がLLlF)れたが,それはいずれヰ凍 内
T●瀬ないし宥紳マニュファクチュア的控の1,のてあ′).いわば遠洋漁業の草分けとなったl性 漁業を
-jt,LEするr二めに形づくられf=ものであり,Fl'1.の産業恥'r宝をI'変容する土てには発願Lなかった.
ところが昭和10年代に入ってこの漁帥のHrHl生とは全く性格の異fcる耐火レンガL業か,外来資本
の=Fに上って形耽されるに至った.いわ!L'El′F.町の l一業化は漁業と出 目†等LkJ孫の'ない耐火レンガT一業
の成jL 展開によってその幕Iを切ってふとしたといってよい. しかし轍争前の日'tは漁濃的機能をrll
相とする町であることにはかわりなかった.戦了Pが終り戦前の漁l掛ま如なわ1-Lた,日作.小卿 こうたわ
れた 桜吹一i,'の降 りしく頃は.鯛.はも.告臥二,いいだ二,かっを.浜L'や大漁の歌が湧く｣は概前
のことにli:ってLまった.漁場の縮少と漁姓雨の激碑は,7,7,-7チ.i.i;珠の養殖といった形で克
服出.1二るものではなかった.かくして漁業的機能の魔失過利に入って行く.一方では海適業へC)･襲T三椎
がすすふ,現在352隻の在籍鞭帆船を しっている,Lかl席業構成は t'菜中心に急速にぬ･)かえられて
行った.かくして昭和30年代前半の好況期を猫軸にLて大手･中堅 ノーカーを中心とLlこ耐火レンガ
工業と,製網繁の成長がみられることに′てこ().い.h.こt:｢l/ト町;i-E菜化･Jl第2段階をむかえること;-.'な
った1)である.
ところでこの日生にbりる工業の特TlCt,巨大耗紫の典哩である鉄鋼や合敵メーカーの系列 卜にあ
るいわば/('f紙座賃で.i)り,低TL'金労働を特JFfとする企業である,また海i'M漂,それと胤 iBLて花泉,'jL
で.､ろ造船業はこ/hら耐火レソガll溝の物Tf輸送という形で従属せしめられている.このような理由
にもとづいてn/j=.即Jにおける′HFJ水神はIL-_業化指標が.7L･1Lい制には帳位の段階におかれざるを得7~f:いの
である.1二悠化がその地域の/i三は水町を必すLも引き上げ得/Lい一一･つのタイプを私通はここで詑戯す
ることが出来るのであった.
かくしてEl/i町にねけろ企賃の訓劫力不足の現像が撞ってくる.その要因は人がたらナ亡いので よな
くrr金水準が低いのである.この血 LL場自陣の認めていることであるが.珊金水準,:(引き5`)げ'るこ
と.I,t絶版的な企業の勘合かなI)閉経な条件が介TF.Lている.
=熊川J- .tわが町のビジョン"てほ鹿久尻干拓に 亡る超 し澄用地の造成と企業誘致を.)たい.兜久
店u'を中心とするリク.),･-ショ./摩菜のF,u発かのぞ引 している.ここで.,土=菜の問題に限証してjfT
干私見をのべ せヽてもらえるなら.1~芙用水の点からJ)限延もあって,窯業 (耐火 L'ソガ ･セメソ
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ト) ･金属塵紙⊥紫等か立地論u)上から考,-Lr.JLるのてほ./Lいかと思われる.さらに長期的には,R
Jt町 U)地兜的位把かF'もて四揃上米他RJr･水鳥上溝地･.汀の中ロりにあるためその 一風 こくみこまjLると
考えられ1う.
いずれにしても⊥業化は地域fL‥民U)'1:_rLf,-水吋･(･')｣けな保証すTJよう/i:形てなさ)しなくては大きな意
義をい '得/LEt､し.そjLをPH/iL'-している条件かあ)･Ltf廃除 Lて'(｣かなくではなら1:いUjではなかろう
fJl.仏はこu)困難な'J頂 を小か (遠洋に〝)り化LtJl/ヒ漁民の伝統に支えらiLた先取n/･Jな日生の皆さ
んかや()とげ現 しるだろうことを期待 !たい.
2.工 業 の 形 成 過 程
1.工 業 構 成 上 の 特 徴
Ll生町における_LJ.葉柄成上U)特徴を,巌近u)'】F讃ITT統計調査によって総括してみよう.表 1を軋子寸
衷 1 日 生 叫 の L 笑 も.Jl 成
l 悩 利 35 年 EーTl 和 38 年LT｣槻 棚 棚 J.i]lwl尋 r一石 蒜 郡 孟 宗
窯 繋製 鋼造 hJl紙 l jFf｣二 jjL加 二上二水 1二 懲そ の 他 4仁7: :+l l,:96…人 …6,;:…ノ＼日 02 …三三9 1 4,5so 巨 6ー7 ' 497I. … ト 420人74915632518 人355.218711346089_4
lI'l-J考) ll生MJ役航ギ･1ベIiJp仁菜所統計湖丑に JIL)作土
すると,篤実 (耐火 L,
ソガ 1二男)･魁約 (帆
業用)･造船兼 (木 ･
鋼船)が従繋音数の上
からみてとL)わけ土庄要
な位置を占め,なかで
ら,耐火 レンガ ･算法網
業が労働者数o)約90%
を占めている.こU_)節
料でりjr.,かな如 く,H
生町uLL某構成上の特
級は,兼備上策地域の
-1朝とLてu)耐火 レン
ガ⊥貰,近世以降 ｢加･(一滴｣として成損L沖合かt')遠洋漁業に進Ltiした漁業aJ発旭に条件つけF)Ilた
製網業 ･造船業及びそu)朋適鉄⊥_･木⊥菜を主軸にしていることを確認山来るのてある.
さて,このようfJ:桃成上の特徴をもつ⊥菜は,HJ=町の虚業構成(/)中でどのように位置づけられる
であろうか 私達は産業別人口楢班とそuj推移を示 した衷2に上って概括してふよう.
LR3和35年の国勢.凋丑では第'二次産業人JはWJ49,%を占め.なかても製造業(ハ44.4%とい う高率かと
】19
表 '2 日 生 町 ノ)産 選 別 人 口 桃 成
1'IiFJJ5') 日什uTJ脚鵜や;.JfE人口統計Iに.とり作ノi
くに注ElLうる. さて戦後10年n-Ilo)推移を なると,第一次非業 とくに水稚繁の衷退化か師著で.ここ
10年flL･lのIFrlHに枇成比で10%弓乳 実数で約半分:=!Lって .'i'･り,牝前,漁業盛)也｢臼J一巨｣ といわ′1.II/_rl/ヒ
町の掛 よ今や全 くぬ りかえられて しまったJL_いえる.第三次確二掛こついては,迎輪業一緒帆船業片の
漸増が水産瀧栽か らの転貸という形で指摘さItるれ とりたてて論ずるほど構成 卜の封 じはちら,わな
し､
峨後U.1日ノtは総 じて水産業の町か ら,窯業 ･製網菜を中核 とする｢二菜の町へ変貌 しつつ.Jy,ると酎 lU
的にも'言論づけることが出来るのではなか7)うれ
さらに人口増加について概観すると,就業人口の増加がなられ,昭和31年の47人減を除 いて一･rfL
て社会増の傾向を示 1てお ･),1-.菜生産の拡大に茄礎づけ ら.hて人口支持力は成長過群にあるといえ
る
2.明治前期の工業一木造船潔の成立
t]生町の工菜が,耐火 レンガ ･軸約 ･木j;i船とい
う三つの構成要額か らな りたっていることはすでに
述べたが′ ここでは明糾 明以降どの,亡うな過程をへ
て現在の1'j成をとるに至ったかな検討 して7yJ う.
その際.あ らか じめお断わ りしておきたいのは.袷
んどよとiった幣料が残存 しておらず断片的なテ一
夕に,t.ってしかあ とで すること,'/t出来fCか ったとい
うことである.
せず私通は明治 5年の壬申j-1-升に よって明治初年
の職業別構成の特徴を理解 しておこう.凄3にエる
と,世相数の87.5%:淵 昭 と記服されてrごり,漁業
従碑者が圧倒的に多 く,日生はまさに漁師り町であ
ったといえ,tう.これに対 して商濃は｢難瀬碗9戸
J ｢鞘碗6戸｣を中心に鮒吊 ･煙草渡世 ･小間物 ･
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表 3 明治初年の職顎構成 し世帯)
DLI'liJ51) 同居 ･借宅等の世相を含む数で,不.してお
り,'.#偽者も含む
lI/1-Jll投機Ik .1日~壬中戸沸｣より作袈
漁売渡世･(ltl渡世などの,日用邦貨.品を含むiL活,_描,;'晶商人によって担われた-luのであり,魚問屋営
菜の一戸を除いては,R牛町内の霜要を満す樺度のものてあったと考えられる.
-Ll課 として総括した37-liL一帯の中には,左官 ･珊治郎 ･石工のほかに,大工職13戸がとくに注r]三日L
る.この点は寒河什 こついても=菜営業11戸中6Tiは大_1二職であった.この大工隙が ｢家大_LI｣であ
て)
るか ｢船大_T｣てあるかけ記減がないのでこの史柵 こよって 明らかに することは 困難で ある.しか
し,その出身地を調べてみると,I明治初項 こ邑久Jl',LF窓村か小豆,F:.-,の池Ll廿ト Jーd:田村かU･?転はしたも
のか大部分で,船大工の棟牡であった柿木仙古氏 (75才)の記憶に-〔ると19戸の大 L職のうち2戸は
家大コ二だったとのことである.また,大 l二職のLli身地である牛窓村や小豆rL,TJは融戸出細 目.･目指の木造
船祭の立地している地域である.
瀬戸内沿岸地域の木造船蓑の中核地域は,西部では広払県安芸郡の倉橋良が過去400年に′bたって
厳島神社の管絃船をつくったり,出臣秀吉の時代に軍船を建造 したという豊田郡の大崎上島･(木之
江)などが長い伝統に支えられて,一つ の核心地JI;iニIJiJl脚光しているLT)に対し,その歴動 比ヒ校的新し
いと考えられるが,瀬戸内如仰の核心として牛窓 ･小豆L.'jを挙げることがIJi氷る.小豆.Fli,の似合につ
いては明らかにすることが山米ないが,牛窓の勘合は室町から江戸帖代にかけてEl鮮交渉の要津の一一
つとなっており,牛窓の服部 ･岡riUJ:どの木材Hり槌一木造脈業という組ひつきと,その成｣を発展を認
めることが出来るのであるl). この二つの比峡r]'.Jt避妊捉fLJj進んでいたと考えられる木造船業地域の
中剛 こ,船/EJ<をLとして供給Lた尾道鞍,船釘を供給する榊洪/Jti存在し,船村はjiとLて∪向材にJ:
っていたことが指摘出来て,(史料は4･卿 I岡盛大即家父TZT).このような木造船兼における地域的分
化と各地域の典/T:_闇孫が何叫頃形成されたか卓上今後にまつとしても, .t木造船共同体" とでもいうべ
船業地域を売りあるく岨盛が残存しているのてある (J叩きとりによるJ･_昭和30'LFLRまでほ秘めて盛ん
であったといわれる).これに,塩飽.jltH_.I.,a)水上 ･水夫,広島県捌畏耶′pi:どの拠網flJ加えると.木造
齢一漁業 ･海運業という肘l:)刊 地域の r泥に′L.きる=｣fL,通ずる共生机旅か存在していたことを推測
しうるのである.
これに対し,打漸独某の町として古 くから知r汗し.AB:.和こnノLの紬民によって考 /`i三されたと伝えら
れる坪 (売)網が,日生を起点にして瀬戸内一･;:臣二新漁法として伝柿L-/二という漁法の先進性にもか
かわらず,麻網製造は全く姿をJが世ていない.北が圏で漁網材料に麻が鰭′Lに他用さ一fいまじめるのは
江)明 代申lg]以降ではないかと考え｢,凡ていることJ･_考,tあわすとき,∩/出土漁法のII二て先進性.71,/T;
しなから,確約 (.ちらそあみ)問蛙や麻耐雪削iltかJ7吃立Lていないこと,ui,考案するとき,明治初年の漁
民柄の分解とそ′れにともなうA･軌装余剰労働力のIll出といA:)兵件を無視するわけにはいかない.また
麻約の原料たる麻の産地との幽越も考慮にいれなくてはならない.
まずnj]治01年の麻の産地,弓f｢明治10年全国比稚表｣と ｢明治161rL岡lJ県統引汚｣によって換.Lt'.して
みると,表 4に示される.この資料によると,明治10年には作州東部の東北粂 ･盲野郎を中心とする
地域と,備中東南部の都宇 ･阿栗郡の2つの地域が認められ,明治16年では作州鹿部地域が残存する
のに対し,備中東南部は津南郡 (術前)を険し､て衷退化している.ところでこれらの麻生産地は瀬戸
内地プ)-I.ljJrTJl産地であった広,C.rJ県の 二次盈地 (二吹耶-nJlh',410fF庄川高197,170斤)とJL瞭ナ7Jとき,
121
未 Ll 麻生産地の分布 量IT.J嬢机の低さカ㍉上-,きりする.か くして,明治初年の麻間数J.遺 業
について 『幅LLは 料』には ｢因島 ･鞘アタリノ賓民五島平戸ニユキ
捕.%'齢 ノ水1三トナリ (中略)留守ノ婦女 ミナ桐ヲ拙フヲ;L;C･トス｣と
指楢 Lてい,TJ.このよr)に製鋼業は広.1:.i,･yJ六郎f現耶 ･flI茂川卜 櫛 二立
地 してお.),漉き上った網は,rhL旧 を油して棚).'内-梢の馳仙 二百
tJ'j;lt]i腰 の船でtLi張版JjLIが行なわれてい-/=のである.このように考
えてJAると,Fl生もまたこの補間の-JjX!としてくりこまれ,少なく
とも明和IliJ'jUは では備後から汎網を購入していたものとみてよいて
あろう.
河野放接の被告2)によると,関山 こおける麻網製造は ｢この用近
のJuJ,1Jの過 客 細管Eirの羊膜半触寓 の 余剰労働ノ]を利用して行なわれ
/二日uhi制家内T.某として成立し7L=もので｣あるとされる.かかる視
点に限定 して明治初年におけるHiL揖独民旭の分解について検討してみJ:ラ.ただHJJ治｣恥ニーわける史
料を収/iJ_のところ発見することが出来なかったので,川蝉 位のもので検討しなくてほ/I'工らなかった.
利′くTl.JHJ,:,｣,.り･L'Uj治14年かr-,rリ]治19年 J~このJ日出移動 ftiと耕地仙格変動の相関係数は-0.67日 .こ
り.川Iulのン'Lirl'lA1-'L/朝Y,l加する07!'_とti言しっ-(_-耕地仙櫛 L安 くな,.'Jという .I'l｣の相関tT_,示し,{い
る.しかし県内の諸郡と比較すると舛ヨ勘jr,i:八･に1-1も相聞,I.･係の低い ｢負｣の柑iJLか示さないし,
耕地価格の変動率も最L低い地域となっている.一･艇に耕地価格変軌率か大きく,相l]度の高い地域
ほど商品流通の発展した地域であると考えらかるから,和気郡一子齢まいわは自給的憤向の凝固に残存
していた地域であったと推測しうる.以上 大まかに明治初年におけるこの地域q)経済的性格を検討
してみ7tのてあるが,日生町の場合についてややたちいった検討を試みよう.すでに ｢土地利用｣の
項で指摘され また壬中戸拝む盤FJiした蓑3を一丸て ら,地業的性格のとはしかったこの町ては.桝地
の移動状況の検討を宅地〝)倦捌 大沢によって代替することが出来ると考えられるので,農漁拭Li.の分
解Ji,｢甘-い戸軒｣に記載さ,かた宅地 ･`糾 三のrjL･Hによって考察することにしたい.
明治6年から明治19'rF･に苓る登罷 ･宅地の総移動件数は397件に.L封 ′ており,明治 5'Liの世冊数2,5
65戸 (但し同JL'Iなどむ含む)の15.5%に相当している.移動した年月Iir,明記している しのの†′r数/i･年
次別こ狼引すると,明治17-19年が止劇的に多く,和気tl.',,I)耕地移動率の推移 (ピークは 18年の9.1
%)と全 く照応している.さて--)Jこれらの家庭 ･宅地を買得 ･非情 した人,rは郡外にまで及んでい
るが,町J)]では日代の金谷又市即一家 (酒造菜 ･地主),題田彦市 ･福治 .彦三 (農),副戸町日生通
照 ･rLJ司弥旺射附 にどが挙げ られる.しかし/A:がらこの期の｣二地移動状況は他地域と較べた場合,相刈
的に低位であり,例えはIPJL淑 J-'lJJ沿岸の 多L.-,海埋地域の一･例で ある洗口抑大L',村の場合3) f700戸
ほどのうち3-500戸が土地の質入れを行ない｣,｢田畑山林-不及中建物家財不残売捌｣ くといった
激しい分解はみられなかった,さらにこの期におけるE]生漁業の発展は多くの漁某労働者を吸引して
おり,総仕71I･数のうち748戸は同居虻潤で雑業が殆んど大部分を占めているのであった.
このように明治初)帥こおける漁民周の分解からみても,賓漁民-半プt=層の銀掛i製鋼マニュを生
硬せいノJFJtJとてl上/i:/J･･,た.,シバ して明h'.L軌跡ニrJけ7JFl′L町の 1~二掛土,漁業の発展7L,基盤として
12:～
木造船_T葦かせいぜい家内工プ馴勺形態の下て形成されは じめてきただ,rl･_1度であったと考えることがLi',莱
よう.
ほ 1) ′l窓町の水姑打'4.1については昭和30年.にJrirに)),iLた軌 Tl勺tlJl統合研究会,71).J.T価に依拠lた【
iljl2) t･.1野'rLかLI.｢漸戸州/裾1,帥邦にI,目すろl'-i"!､1'こ削 tの作抗JuiPu学的研究｣ (同日l大学法文一､;･':耶巨糾T
紀捌 5弓,P.121)による.
注 3) 高HlTI規 ｢り怖,11JlのHl,料.L/i逝 J(r榔)･lノ仙 liJr'肌 13114リ,P63)に1,i
3.明治後期以降の工業-qi法網業の成立一
明治初年に牛窓 ･小豆[:,から船大工移住に t･')形脱された木造船業は,小~UT.,I.I,:i-rlJ村より移りLた
橋本新七を棟梁とする系譜のものと,牛窓吊J:りの山路成之助 .宜を中心とするものに分かれるよう
Fiが日, 現存するものでは柿本造船 (岡山造f5,'T)が明治18年7月にJik.立している.]1初に木造船兼を
はじめたといわれる楠本新七はのちJG仙屋7iJはL<め,さr)に網元へ転′l.して木造船は廃業 したといわ
れる.柿本仙古氏からの聞きとり仁よると,はじめ鳩本棚梁のもとに弟子入 りして独立 L,和本造船
を練営したとのことであるが,明治小】別までは打漸舟 ･タコ舟をLl･心とする汎船の建造を行ない,木
,仰よ牛窓の岡材木店から船釘は牛窓の木下鉄工TrTから肌入していたとの｣･.こてある.また入江距治氏は
日生の造船技術は,小豆).Ii,/)､ら伝来し木材はやはE)牛窓の岡家から,その他の船具は尾道から購入し
たと記憶されている.たたこの期の木造船Xt:け企'iti形態からみて果肉工業てあり船大工と船材が入手
出火′山よ,ちょっとした海岸の入江でたやす く建出川来るものであった.かかる経営形態上立地条件
は現許も殆んど変容をうけておらず,現在 しな rbかかる心`細規模の木造船華が9工助も残存している
のてある.
この木造船菜について現われるのが製網漂てある.現存する≡製網のうち最も早 くr&jI.したのは,
有害製網で明治39年4月の刷立と伝えられている.これ L当然漁業との園蓮の1,とて形成された しの
であるから,木造船7rtと同じく日'1-.LC)漁期 IFJi'た桁かヲfjT:として形成されたものてある,漁業の展剛過
柑 こついては,J'j'1;5章 ｢漁業の隆博lて評述Lてある机 ここでは工業との関越に わいて慨描 してJJ
き{ニト.
明治初年,離体ID肩幅を8尺内外に拡張†木綿帆に改良した漁師/Jl建造され,明治11年にu岩㌧仁書
五郎 ･柏木弥三郎li:どが山口児三m尻沖まて山王札 次いて明治18年には矧･AMく城か,TIJ歌山根から徳.I:,
県に拡大し120-130隻が出漁した.このような倭fdlJ水域の拡大とともに,rjn1.1'3年虫から荊体のTFj'-桁
は1丈-1.4丈程度の規掛 二改良され,川崎甚平 .甚九郎兄弟や森谷真吾 ･卦 RJ･丈九郎兄弟の 打漸
網による朝鮮出漁や磯谷念書による平戸沖への出札 さらには流通網による沖合漁業か展開 し,明治
末朋には朝鮮州漁hl'H土100空前後を数えてい,I,. これら近海川汎者の階周的特門をTIL数割表のJLxLも古
いものとして成っている大正4J/トの場fTについて駄討 してみよう.索5にJ:ろと20等親以下の階)I.i･が
tl:側的多故,i,占め漁民旭の分解がかなf)激 しい形で進行Lたことな認めることか出来る.また家系Lg]
を作製しなかったのでこの戸数割蓑に全部表示出来TLかったが,近海出漁者として伝えられている人
･叶Ltやはり上層の人達に上って担れており,いす.lItも数人の共同出資と下層漁民の労働力との結合関
係のもとで成立したものであったことが注目される.このような漁業の発展とそれにもとづく漁民層
の分解-Yl'本と仁労働＼の分化に迎礎一JけrJ,tしてん出船蓑の成丘と･Ali網R成立の点什/jゝ盟備上目して'(-i
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表5 大正 1年のr7数湖表
帆考) H/I･.町役場文JF｢町議L^.･点心以｣に1る
製網が脱料を麻に依存していた明治20年
代まではtJl1後柄 ･閏).'Jの漁民の別業的Jt姥
がとくに掛 野で,l沼隈耶誌』 所収の記Ir
によると,明治27年には師Mlに魚網会社の
設立がみ .)九,明治32fr-に:こ沼隈郡-;:i:て
旦削缶rJ'放1,000戸,職 工3,000人を数えたと
いわ)しる.
ちょうとこの頃,日本産業革命の進展に
ともない,鮒糸の大弧生産が可能になると
い う状況,)もとで,明治37年giより締約機
の克明という技術革新も含めて抑糸の漁網
製j･Li郁l‖Jへの進.IU.かみら′TL,止産化帆 ･'Jが
た t_)あらわれてくる.か くして麻糸製漁網
は次弟に駆逐され,わずかに後進的な曳網
級,装用のr.I.腰 をみたす･BlJ生のものとな .),
沼隈郡の製鋼業は柄町の紙糸巻望約1二場の.tL.
現と発展を残 して,家IJエ濃的rJ:麻糾製)近業(.L決定的fi:衰退をみるのてあった.
日iL町の製網禁は,原料が麻糸から綿糸へと転換 し製網菜の再編成が進行する産業｣1;命J帥二形成さ
れている.-プjこの】U]は汎某日体についても漁法:の近代化 ･漁船の人叩川二に矧 蔑づけr)JLて内渥紺 ';･
漁濃の'('jきづまT)があらわれ,ulj内⊥Jr.1の人々を担いFとする近;JI'i出漁がJl､桁lLすると共こ,沿1'l‡宥
細漁民の脱漁民化-Y-･-/ロ)I.1･の放けl帖 佐h-･し,余剰労働力 Ill.集山されるLf'-の画JBlでもあった.ここ
に,〕.仁木的には産業笹命の:IU軒 〔析出されたT情'jl:緋漁民のfJ_uTお労働JiJ兆召射l'･J粂什とする1辿網莱-
林釦てこ lか成立するに至ったのである.
表 6 朝 郎 Ju 軌 と 流 漸 網 漁 業
仙考) T籾晩J(日/L･-_町方牛Rl鮎)p.91, /El生の観光とLe俗l(桐山民俗半会鮎)p.5により作お
明治39年に成立 した有害製網かどのような生産形態をとっていたかさエ,後蒜の製網濃の'L産構造の
項でふれているが,アミスキ女が20-30人も来て網をすいていたといわ41Lるか ら,マニュ77クチァ
てあろうかと推測出来る.鹿茸-rl命兆Ijにおける先駆的朝鮮出漁や近海での流L轍網漁貨が本格(,･'Dに発展
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古老の記憶によると60-80斐軽度で,三々九/セ冊かけて行ったといわれる.このJうな状況の,1-1で大
正7年12月にR勺三製網が成立 し,大正末脚 こ森下製嗣 (現在の前身)か形成 される.
さて この明治末期から大L｢｣伸二ノ川ナての ｢l/I.I"｣~Jp)粁捕縄道はどのよう!J:維移L,/J-{しているの/二,-'う
か.
まず比較的捌 叫のととのっている讃7の戸口の硬 (とを注目してみよう.まず戸数は大正中期まで増
加値向を示 し,大正9年を ピークにして滞少†抑制こ転 じている.また 人削 り(正jJlJ]の6,300人台を
ピークにして昭和初年の減少傾｢和こつなが〔てJfT(.
このような戸｡数の変化はいろいろな態廉 を溝､つているのであるが,大正rl･期以降の戸数減少は,
前掲表6の朝鮮.出漁船数の戦少帆 ft']とはげ一致 しており, E]LE漁民,J/l朝鮮の姐 t.I,.J:-.I･方魚津 ･浦項 ･
順天･筏橋 ･羅老鳥などへ移住してい く人漣が1叫ILLて行 くのと照応 している. これ らの移住先の う
ち ｢日生町史｣によると ｢方魚辞｣について次のような記収 2)があ り,この間の軒情をかな りよく伝
えている.
｢明治-.十八年有害亀吉が姉めて此｣損こ来 りL岬は1本^(上r｢.IJ戊 (山口県人)帥_ElR=(射京人)
二人な りLと云 う｡同人は馳夫として出臥 したるが此
に釆るや 直 ちに雅 摂 小店を 聞きたるo 漸次 弛業の 中
心地とな り移住者を増加して四十三 ･L)31年頃 より､大
正六 .七年節までは 日生出漁者の集団地とな り移住者
百戸に垂んとするに至れり,有吉亀吉 (難儀店)川辺
辰拾 (同上)中村-1:1:松 (同上)南利三郎 (同 L及汎日
過)川口新一 (漁｣-Tl･)等の陸上商業に 成功者を .lHせ
り.jrl･後大正六 ･七年Ljlより配偶 の転換と-JU二枚のt.TJ
に複如 したるもの多 くIl珊 1初年四九戸在日ミせ り｣汀口
生の観光と民俗』p.69より引用)
さて人口数か減少軌向に転ずる大正末期からl17綿勅
伸 二かけての動向を考えてみよう.表 7射 1ニ｢】すると
人口は昭和15年以降の1･.-1･加帆 l'r]に転ずるまて減少帆 句
を示 している, さて 大正11牢にFlな われた ｢漁日誹7.j
乱Jと,昭和2年の ｢庶7･hニ閏スル処分鮎｣に記'促さ
れた大正15年の1り勢概IAT.をとJ)Tl三とめた表8引PJt･hr'l勺
に検討しよう.
これによると,挽盟が 口生町の経済構成の中で占め
る地位は依然として高いが,明治初年 と比棟すると相
対的低下を示 している. しかし日生11｣の経折的iJL格は
漁業中心 となって.hI),移出仙 よ出⊥産JIr,J以叶- 吹
産物に依存 していることが示 されている.
しかしfLEからTn｣政は,例えば大正12年の町会試 亡lLが
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表7 戸 口 の 推 移
ー
仙考 r相順｣,町役L坦封F｢統計泉｣,r阿Ll
仰･も■㍍1u lり作Ii;
滋 8 人 1ヒ 末 娘l
大正14年 )( 正 15 年
'-て 汝 l 川 5'"lt l･013T'
-1 二 二=I 一一 二:
??? ??
商人11人 ･地主1人 (1町以上3人,10町以｣二1人)･工ヨき酎 :i･1人 ･水産業1人であったことに示
されるように,商人地主憎に.tって掌握されている.さらにIuJH寮同税納Wl.W査経て17･3)に記成されr:多
頒納税者は金谷叉市郎 (軌生業 ･地]･-税紬855円),大崎弥富 (地主高利貸 ･呉服商一一税制757円),
金谷一二 (酒造業 ･地jニー 祝珊1,268円),金谷大介 (兵服商 ･地1三-税Wi996｢つ)というように,経
済的突椎もまた_商人地Il'掛 二よって-J半幅されていた.このようにこの地 '^の政於経折Ji,掌握し･/=人々
は補力にHLtl.をもつ人達てはなく,和′(uli南部-ギ勘二七地-i/鎚的していた商人〔L']=非軌剃 勺他格の系
譜をもつ人々てあった.だかrD戸数割表の中で同じく上位にランクされていた亀井 ･4=JL青･森谷 ･松
本 ･岸本家fL-ど粗野L1-的系譜･Jfひく人々とは区別される.戦前までの日生町が ｢加古醐一拍某基地｣
的性桁立,プ.t･誹 としていたと ･々えるとき,いわば非Ll/卜的存在の人々てあ.ったといえよう,
このような日生町における汎 剛`IJIL=1番の後退は席即 仁命JW紺9i次あrJ))九つつあっ)=軌民層の分解
刀l, Il木資 J^主義の独占段附への成｣左通相で,一方には遠海.Hj漁L'JIIJ出しながら,他の極へFE例的多
数のT,'卿漁民を析.lH.し,沿JLI'･漁Xia)後退c)中でnLL漁民労働力の遊附 ヒをまねきながらも,Fl生にお
ける地場;Ff木を曹帯 こ形成された雀法網業が十分これら遊休労働))を吸収し得ない低位の規模と/生産力
僅附にあったため,出稼労働力という形で析出されて行くのである.またこのような状況にあったか
去9 此稼労働者の らこそfltlてIt2労働力を基礎的条件とLたi.fhli網業の形成 ･展開がみられ
就業分野 (T.14)
?
?
? ??
?
?
?
?
人i 人
274 225
?
??
?
?
?? ??0 245
470
∴
たのであった.ではこ′ttr?遊休労1･IUJはどのような形で出稼労働力と
して折.Lされて行ったのであろr)か.表9ほ出楳労働者の就淡分野を
ホしたィ,のである.このデモ甘トによると漁業者日刊 接とい')形態で､.I川
去10 出稼労働者の出稼地の分布 (T･14)
T{9とjt.I-+こ.∩ノLl町役峨焚.l｢庶拐二間スル処分鎌｣
(大.TF.141l:-)により作ノ三
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8O馴 腰 ,i･数えた朝鮮出#･/i,LLJLとい こい )てか ),女 /･労働力u紡む故 T.として.穴酬 f･兵峠果
(とくに飾磨の掩軌 烏砂工場,姫路のtj出紡餅)に出て行ったことは,袈10に7T'される如 くてある.
従って,出校労働力の残余が地元製糾芯へ吸JLiさiLたと考えら.tLよう.
さてこの期の出稼労働ノJは91千全人ljの8.9%,15-60才までを′卜･.逓年齢人UとLr=1-!,rTは28.2%,
女子は3510%に相当してお り,勤効力の遊休化ー ロ生Prの人口封 11功 の低下か如 IJiこ赦 しいものIC･あ
ったかを示 している.
上山 .･ 私通は産業･革制 札から大正鮎こかけての昨∴`.I7:新たに形J戊された徴網懲戒 1/1の請負件Ji,Il′L
叫の経済的教化の中でとらえてみた.
注 1) T_.tJlJl蒲と柿木'仙吉氏からのrinきとりに上る｡
吐 2) 今次の詞盤で･は残念ながら原本をみろ冊会を門なかったL,
江 3) 日生nr役喝文.lF｢庶務=FuJスル処分真山 (大正14年)にJ:る｡
4,昭和77]期の工業一耐火 レソガ工業の成立
日生町の漁業的惟格に基礎づけられて,地場資Jhの手で育成 された木造船業 ･徴嗣紫:こ対 して,旧
衣 11 昭 和 61[:･移 出 入 物 酢 の tlVi成
水 床 物 了‡生 触 3.Omil.-塩 干 魚 1,800上 ::d 417大帥870庸 … 至芸そ の 他 1 2,1 ー J掛 州 r 169 ｢ 大輔
誇 冨 一蓋 1肥 料,- … 一 l木 材 t J
薪 炭 掛金屈 鞭械 耕 ] . :',…謁 I l霊 ●'iYF"I.'TW " ] 75巨 大帥
臥PJ･)FIJLHJ'a呪文.lT｢紙;'ILJi摂｣にJ:りf'｢プ壬
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-11肌こ入ると新r_Iに耐火L/ソガ l篭/)'L加わるL-.とにlろ.そ ニー(私通は11生町の歴火的発展なふよえ
て耐火L,ソガ⊥業,D進出という状況十挿討していこう,
まずLPLifl初卿 ニ‥lJ･(1,-ilJJl:.llru)紬'ltl'I･)1川JI,i,概情L'l'l)･.LJI'It'JI､'する[=桝 こ,tW'.入物Y1-の構成を扶討し
てみよう.てJi･11,-.I7,ると移.rl･.‖■Li･二.j･水産lJ/Jとく1-_鮮魚の占LV)る比.:･i:上87%∴拝LておL),~T'_とL二･,rT,
畑児と岡山市へ移川されている.次いて米 ･邦穀′/,9%,I.･占め _`.いるか,他の口用雑貨ELと同1,1:･.その
仕.Lti地Jは大多Jftf:二限られており,他地域か∴の移入晶 J)lj■移Lljで 射`つ,1.ナ的に !,殆んと閏顕とな｢,な
い.従っ JJを.lLJHTlH,I.;成/,､r,比,'二n生町の経tJ3-的i｣桁.こ,大LE末1g]とさしし,()変化は 7イ)れず,漁菜/I:
その).拍 的ゝ特徴とLていJL=三二･ワ･えら一hる.
･万,移入物'ffの抑'乾については 農業′L=JJlFr_が水rf)約20町 ･畑61町で,邪規業を除いては良登のI_'L
給′E_姥で町内の需要 し-Jfかなえず､L'li碇物移入柵成:土22.3%に辻している.さらにllJl:との胤碓上と
くに注目されるのは木材の26.6%である.これは ･部の建材用を除いては造船業の原材料とみ てよ
い.また糸 ･GA'鋸羽か1`l.2%を占める杭 なかてLi,綿糸が9,250円 (7.2%)を占め綿糸等Ii漁網の原料
となっていることが注目さ九 Ihう.この他漁船動力用の石油製品筋や造船じ狙担鉄丁業の金属枚槻雅iの
移入がみられている.これらの工業原料 工総 じて阪神方而から眺給され,師仇o)移.IiJ.先が兵佃･FiなrTl
心としていることと共に,大きく阪神経済圏の一環として包摂されていたといえよう.
以 ヒ私達は昭和6年の移出入秋成によって口生町の酎 斉的性格を概観してみたが,そのうち_T業に
ついてはR/ir"r内の需要,とくに政一紫のV.;腰 を満たす矧淀のものであることを原fTtlJ的ミ■-認めることが
lTJ来た.
て.rこの1m和初期に.iaルナるj-.菜の(-)3態を,表12･13･14としてとりまとめた工産諸表によって検討
をすすめ~二･'+よう.まず表12には昭和9年から11年にかけて糾立された耐火レソガ工場についての記
'JT･kがないが,耐火 レt/ガ工.紫が立地する血がJLの工業構成を示すものとして托目される.恥網溝を除い
ては>);･働力構成からみて家内=業的なもので-経営体当り1人～2人の職工 (普通は同峰に緑営老)
によって行なわれる[l'#常潔であること.,第二に,製網業は明らかに女 T一労働力を基礎に成立し ｢1二
場｣と呼びうる唯一の企業であった.こjLに)I.L表13に示される木造船工業は-1域当り平均5人前
後o)規供で家内工業的水叩1からぬけ出したものとは考えLl)九ない.
末12 昭 和 初 期 の 工 )TE 諸 =& (その1)
L･1'Ei考) 軒打土El生町役的烈頂｢抗 ニト綴｣に とり作宗
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表13 昭和初朋のエ擢諸表 (その2)
中指考)表12と同一Ff料でn衷
衷14 昭和初期の丁稚謂来 しその3)
約号)妾12と同一Tt料で(/1点
昭和7年の ｢統計表拐｣の記抑 こよると,∩/-Eul]'の 汎船は5トン未満の無動力船が403隻,軌力船
19斐てあり,新造船は動力船 3隻 ･無動力船49･旺 (いずれも 5トン未満) となっており, 造脈業 は
｢大体は本町内の江文ニシテ｣と述べられているから,主として機帆船や漁船を建造 ･修理する程度
のものであったといえる.このように考えてみると,物資の移出入表の検討によって得 られた原則的
拙論は今後より.Fr'細な分析が行なわれても,大きく情正され/Jことはないと判断EH来よう,
さてrj生町の有力な工場について ｢統計表紹｣や ｢処分封｣などに散見される諸所料によって作表
した表14をみると,日Jt腰 網 (大正 8年創立)は耶本金4万円の株式会社であるが.とくに【耶和11年
以降利益金の大幅な拡大がみられている.これに対 して,昭和10年に成立した日生耐火 レンガ (現在
川崎炉材日生工場-昭和19年併合)は汽本金10万円であ り,これと前後 して,昭和 9年には広瀬大阪
耐火 レンガ (昭和15年日本鋼管炉什鮎こ併合-現机馴 L白レンガ 日生工切), 昭和11年には大阪窯業
耐火 レンガ日生工場が成立した,
このT獅 口10年前後の時点で大手系列下の耐火 レンガ L業が外来曽木掌握の 卜で日生町に花出してく
る壊乱 こL対しては後に詳述するとして.この日を脚は日生町の工業化が漁業の衰退蜘 LtlJとあいまって,
日生町の経済的性格を伝統的な漁菜基調から工諾基調へ転換する窮-の耐 明であったといえる.El木
酢1頼 通 の大陸政策の具現化の中で鉄鋼jt･E則diE柴としての耐火 L,ソガ工業が大きく成長して行く過
細 工,合併 ･併合 .系列化の追録でもあり,r二l生町の二仁業化のプロセスてもあった.
以上 私達は日/生町における工半の形成 ･発展過程をFT生町の経t･翻Jl]性格の推移と皿来るだり関係
づけながら,歴史的に位位づけてみた.
昭和39年12月30日 改 稿
(高 田 正 規)
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3.製 網 業
リノLの机 上､牛窓の柵 ･師の那 ･.Cとと′ト亡r,び､特色ある此物てある.私達は産業革命期に麻網から
鮒糸約への忙換1抑こ,ようやくB%汲尺岡の分解にともなって形成された遊休労働J)]や余剰汎梁勤瑚力
(上として女√･)杏),t鰍 こして,地域所木によって魁網濃が成立し,漁法の近代化と遠海出漁a)'盛'(i
r:=よって人IL湖にかけて成長していくのであ7J.そしてそ′れ仙耐火レソガ工業がL耶 口10年代'/aJtIL心と
して外来Ti二本によってとらえr,)しる上で,L]生町て上 Y二と呼びうる唯 一の存在は製網濡てあっf二･
1.製 網 薬 の 概 況
ILnfll郡 ｢,2_T_糊で職工30人前/紘,年間,ヒ群釣4万円弧を示 していたl)製網叉の戦後におけ,7,動向
を生ず注目し′よう.
まず表1によってR/JiMJにおける製糾菜の帽 考における動r.'･Jlr注目しよう.昭和25/l｢までの一丁場
当りu)労脚部凱よ50人以下で,その規鰍 上軌跡 二比較 して大きくな･つているが'零細規模のもの~.=あっ
議1 魁 網 :T. の 推 移
MI-1巧) =′1-刈紗),l.潤-こ,'Jf:悠所統計J!,lj!t.IX,i.J.LJ削L,.i-などに1りfJF-1こ
た,このような製網袋の特だ裾上.昭和20隼代を通じて変化して.rゴrjない.昭利20年代後半の漁網r二場
は岡山Lr,l鳩 ,･邪,海)I.地･.'i-i二11T均が立地 しているが'Z), 12月から3月にかけての4カ月月r.'肋苗 変)lJて
その ちとは椎葉短節または･ト.止/JI行なうといったYi-態fL,,I;しており,tL座も殆んど,I't証 文 ′ヒ貯 二札込
tLy7;.が不可能であった.このi=めノト兼 励板の拡大や合FIl.化といった伽,'HLみら)Lず. !ト.J机 日,川Ii･.I〔
い｣の状態 L,,1-,Lていた.また･Ji安Jglと柑短Jrlの不均徹をのりきるため,-I.:IT',では撚糸との兼,:.,tl,I,i,I(-)I
なった-') (EIJLTl製加も'(J'/rlていた), 臨時ニーを奈等忙JPJのみ扉仇lけ るといった経営を行なわざる71-
1けなかったようてある.このような状態,i,克川け るためi二は市ly1-の安姫が必須の条件となる.
ところですでに検nJ.jしたJ:うに地元の円ノ1:_独禁は.戦前におけるフィリピン沖から朝鮮海域にまで
その様I助水域L(1,(ていたの上-Il.;-;,:り,lJtliljtl31'.!潮r.J易とIili定さ,1Lたため,かつて ｢日生千軒軌師の町｣
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魁 と共i二岡山少細 部紅川‡地域か ら安打HLて'(JっL JILJ佃 7守.a_)V_Lで一統Jl調宜結火葬』L-よると,
制約業者 土ゴ'ずか 81二切を数えるにす ぎな くfL.っているのてある.いわば1O年たらすの聞:二約半数の
工場が旋fi,消 したJjである.またni卜.の二を法嗣の他は耶35iF･fUrJ-･U)5J岡山L一相J-⊥/fJ鑑』によって作海法
Lたム 2を止uすると,笠hl･]JI榊):.',I).JにI即 日3111-'J戊J_したtJrl蛤産X:･をみるのみてある. しか もその規
髄は労御者15人でn∠l･L.の1"L合と校べて殆/VどIiり超とするに/こらない.
表 2 岡 山 県 の 徴 約 第 その1(昭和35年)
備考) my･IILl,'.";仏工年鑑j(1960版)P,36-38によF)n=J;I
さらに前掲の FILI紫統uiI調溌紡紫衣』によって舶全体の中でFl/t町の馳網JYe'･を位荘づけてみると素
3の如 くなる,この;rf料.こよるとu′Li町の上製網会比が労働常数の73% ･総出荷雛の78.6%Ji,占有 し
:E 3 岡 山 9.I- の 敏 鋼 業 その2 (岬摘137叶)
lJ'T将) F工紫統計,J肘綿乍jR･Jjjp.12,38により作 r^
あり,個人W.JH'である｡
てお ,)圧倒['伽こ高い位隈を占めていろことを認めることが出来 よう. このよう-/J:検討の結 果,私達は
同日rLI.(･南の他地域における企業か:IJ勺侮軌範の衰退-いいかえれば市域の縮少化とい う岨 兄の中で漸 域
を余依な くされていったと考えることが化_･R仁のである. このよT)fJ:一般状勢の中で何故 日付.町に rjt
ける姓法嗣児のみが7iL･続するどころか
l耶frT30J'r･-前後の‖!J,･まか らT糊規模の
拡 大と′L-.1;I-fl生の増人が前掲のJillの
如 く巡Jl.iL/このてあ7JウカL.
ここでとt)わけruJ越となるのは汲
網市場のけり雌である.表 4は,1工
期当りの規模が50人規模であった昭
和261トにおける出入荷ニl人況,iT,示 した
哀 4 製網業の出入称 状況 (昭和26年)
肌考) 木瓜鍬附加に伴･-)経済J:ln｣ l'-3叫 P72, P.78によ
り作JL:
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ものである.これによると,原相 三上として阪神方而から,鉄道によって移入している.
一方製山:川 iTH20年代匪半では殆んどか全l』各地とくに1)il国 ･九州方面に移出3)され,地元｢性 て
の･Wl=賛川ill畑とri:らなくなったと考えてよい.か くしてEl/I:.の触網懲 上地元の!,'T.;F･からはFLCれて,/た
EBn-j')如 ､2㌔昭和30年代に入ってtk南アジアを中心とする世界市場と結合Lて飛師的/lJ'Lt巌Ji,示すこと
になったのてあった.
このように市場が宏定し拡大されてくるのにとも/Lって製網.tX･の季節による作業不均衡がなくなっ
てくる.この′･烹む表 5に1つて月別の〝棚け;】托 ′JこLておこう.これを-みると明rI'う､なように,昭和28
歳5 製 網 業 の 月 別 t7FI僻 耳l'.
l 1月 2 ,J I3J, F 4n弓5,再 可 7 月 F8両 9,申 ,.11川 7 12月
S.33有 .土.-qil 嗣 4 5237 5239 ;三井 :廿 三 三冒 上 目 7, :75
S.33j1を 卜 笹! 網 4 J182553 5;喜率 ;:; ;畔 峠 ;:l 串 撞
仙考) nJとntl役糊.-,刑ベ｢T.%1㌔IPとl'真｣によりIノり三
年当時『岡山県経済摘出別離相手Tq=Iが指摘している ｢12月-3月の4カ月間のT).=変相は 除いてLL概
抽lJq故であ り.その殆んどが受且/仁産て見込′･lT.姥が不可憶IC･ある/ュtv)経営には多大の同父1陀 伴い｣
(P,347)という状WLJ,r_7JIJL/LL､.表 5によると緑aJH.tの変動率が一桁大きい有Tlf製鮒のH桐｢I33年
の場合が67% (浪少研1.仙杜′/山大Wi傭ixlOO)であり.他の場合はいずれも80%以上を示 してお り,
季節に上ろ′仁摩規模の安臥 ま明らかに少なく三製網を通 して月外こよる扉傭数の減少 ･増加は必ずL
Ll'J/せず,fRI-i和20年代末欄までにみ′hr二帆['.]ほ乍(7Lr).lL1LCくなって†ゴり,汲網に対する了桝,lllJi龍
の拡大 ･射 ヒ封稚測することが出来る.以 上･私通;:E_戦 後における製嗣業の概況を険,;寸することに上っ
て,昭和 r咋 代以降に)FJ:ってrI了JLIF.'Li是の射 ヒにとも/i:って/L稚拙 gi.ド.li'･r･頼 み(,hたこと引用け る
こ7-_がLW.釆･r=,
2.製 網 業 の 企 業 構 造
昭和30咋代における企業のJI･j'EJ.'1-竜,i-IJlらカ､に-Tるf=､.∫,,まずL/.辻も.r笹法網='itの階[･.i･(I)Jlrfでk IJ)Jち
かにして7-^よう,
(1) 階侶F.'鞍J如 ､らみた作Ti'
/f=_稚品目別の帆 戊を表 5によって裾 ､1-してみよう.耶 口30年代初動 こおけるT]切規模を労働者数か
らみると森下利敵.HO0人規快であり,日/1.徴網 ･有-,]LIT処刑は夫/I60-45人 規模である. この槻点を
注LjLながら生産晶日の構成を入ると,昭和30年の時点-亡有=i:･Ej生搬鰍 よ析漁網等天然七ンイri臓
の製品のrh'LV,る比率が90%以上JYL]t-めている.これに対して譲 卜製網の似合.r-rhどこロソを小心とした
合成七ソイ系統の ものが70%以上をか ')て･TJtE).企賃の障掴性をJ,鋸IEJに示 している.昭和33年になる
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蓑 6 製 嗣 菜 の 品 位 別 生 産 構 成
j l合 nTT椛 匝 漁 網 同左鰍 巨ヒ削 嗣 桓 左鵬 巨 の 可 加 工 L,i.
】 l 6 2.74,三二… I 4,.,1.1L
r寸li和 2,086.033牛 12523-8J森 下 触 網 r 5050, rf lil 言 T i n l17r9
帽 有 吉 池 網刺30 日 生 型 嗣咋克 森 下 製､J 100.0 0.322 18.4 1.8I
lTliノf133咋(%＼_ Lィ,-七 生法 嗣 10..0Jl生 製 鋼 0森 下 網 午 1 ;…j I5.6
br'lJ5)EILLlm｣職場ulrtlベ ｢恥児所統計凋並｣により作Jき
とこの帆句はややちぢまり,布告 ･E]!-L三両製脚 もビニロン製品の占める比率が夫/<52.3% ･69.9%を
示 しているが綿軌 指系統のものも30-40%程度みられている.-7了森1く製網は,ナイロンが58%,ど
こロ./18%,塩化ビニチリン16%が中心となi)合蚊七ンイ系統以外のものは全 く号､ら.Lしていない,以
上の考察から私通は比較的規段の大きい森下魁網てほ櫛漁網4)からいちはや くナイロン･ビニロン漁
網への転換かはから,i.L,漁網の需要帖遇に対すろ対応かいちはや (経験したものと考えr･'れる.これ
に対して60-15人規懐の有1~･rjJl湖 網て右上抑漁網の1庭が残存 し満更I勘昌への-LLl]応は比較的ル-ス
てあったと判断しうる.
邪網業にlit･廿 /ナ')全国的な統計かないので,せず班楯地区における位匠づけ,i,/flなってみよう.衷7
ほこの地L,Aiの代表的⊥灘である耐火 レンガjI収 ･クレー丁場 ･舶嗣11-)"Lの従T:･諸数の階層によって,
その分布を示 したものである.この幣料によると森下触網は/jlミ備地区別 旨の大規較工場であり,他の
2⊥協は等jrJl規投工場として位置づけ ･)るてあろう.
衷7 -闘 狛ul区の主要工菜規模別偶成 (昭和37年)
～50/＼ ～100 -2し0 -30 lS0 -700 ～100 一1500 1500- fT 計
耐 火 レ ソ ガ 2 1 9 3 5 1 3 1 I 25
恥t;川 和‥膿11,1に鮭､lTPnyt計州.ITjp.74,PIJO3!fil'にJE)†1,)こ
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このように森 F'述法網がこの地区J.･11旨の企掛 こ成良し,漁網にナイロン･どこPI/なとりいれるに守
った重要な所期は森下一･之介氏によると, ｢戦lI紬 ､ら朋群,rlFEI,南洋あたりの移民向けに出してい
たが,輸t-1!Lというほどのものでくよ/亡かっ/I.｣示)が,I耶 口27･28隼の吐 与で 従火の馴 汁としていIF=肺糸
か らナイロンこ切 り子J.:･え.原糸メーカーの仲介によ')柑仙瑞社 との結 合によってl㈲r1-TfJjでの川日加 ミ行
な3-,,it.耶 13仰 Ll14億日Ju-かr,1耶枇 81Fには8億HJLに仰rtL,岡ILl即 IFO)維矧 T･7.の'rlで'･J.舶 仰
品につ く-輪け日,ほ ,J':す ことに/i:1FLのである. 二のl川 131両7ジ7,アプリ九 八座閏などの現地に
もたびたび出かけ/,lィヤーなどと親 しくして伸 i)jの 趣向抑 二摘つかむ｣5)努力かつhiriねJれ ｢歩己
TJ1,第港に合弁会杜をJ作I)倣秋を7fn'7niL､ている.｣6) とい う状況の巾て漁網の詣ほ構造を耕すため
に合成七ソイにバラエティ ,ーk･もたせJiがr,,仰 ijの姓f㍑ 拡大を契際に して,従火の零細企業から
の脱皮がiI上されたのてある.
従ってさらに企業-の安定 と拡大JI旺 産fl,Lは して, l原糸 メ-カー,独業会社/Iどとクィアップし
て,I."'毅lL'rTJk･広げ,漁網を克るといっI二方向5)｣ iLr,とろうとしている.
(2) 立地論/J}F)みた特班
長8によって森下 ･不吉製鋼u)凹･JHI月T,i/検 .了｣Lで-Llう.これによると際材料 (撚糸)の占める
比率は75-82%を占め,製造工手冊 ､らみて槻捌 勺工FJL.をとる⊥業で,撚糸は製■'".1-亡ある漁鰍 二通故が
殆んど転移する純原料であると北に,撚糸を単 ･原料 とする⊥某である.次に指摘出氷るのは,労働
丹のか ,る比和 -､15-23%相 生を占め,かな .)の,.:.確 J.LIZ,]ミしている.軌が･t,lRの'j川･.ljh"1ltJl一軒 r22%であ
るが魁網菜の助令,原単位が不明たりで計算出来ないが,かなり高率とたると考えら･1る.とすれば
安価な労働力の供給 しうる地点か有利な条件となる.
製網薬の労10,b力供給地域は,表 9によるとややfi料か古いのであるか,殆んど全ての労働力は地元
ヨ童8 製駒禁の粥川因子 (昭利3岬 )
L森 下 触 嗣 1ー.-i:1生せ網
(J-一】). (%ー (-)jlⅠ1)= (%ー
)頁 材 料燃I-u プ)労 脚 'Lリ 35.584 82.0 1,706 75.7330【 07 96;72上 : 5: ,2)
芸 芸 掴 2,;;;i
47.度 ilI計 43,410L 100.O L 2,254 100.
利 鵜 了益 串 ll.819l(%)i2.6 2168.7
(･T.;lぢ)li凪.I'.J丘Ir:1.-に上一,て.1'IJlthJL恥ニ｣.I)†'トjI<
か ら供給さ′れており徒J,5及雫臼転串である.こ
のような仰向は現在 も殆んと変化していないと
考/I_ちかろ.
立地論/)tlL7考えると,純∫剛 .1である場合,l剤11
(-IJ･に⊥一業/JJ朋三､1底地かIh勝 二立地す/i)と考えら
れている.従って日生町vD製削風 上tr)臥 市域
立地という形で成立したと考えられる.瀬戸内
北都-†翫よ衆知の如 く締紡折工業がijこけtきれて
讃9 型法網繁の労働力供給地 (n召和26年)
糾開 溝岩●舶可合言J
日 生 製 網 1 1 13 18 32
森 下 〝 2 30 49 8125 ト 3
∫,iLrlI;)F,'ト放縦 HJ由に什･)tf_L)7.,I】上L P68にJ:I)作i･.
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いる地域であり,ビニロンやナイロン等の合成七ンイ⊥菜も日生に比較的近接 している岡山 ･l射､葦
･相生 ･高砂等に立地 しており,地元に燃糸工業こそ立地 していTJ:いとはいえ原料に対する近接性と
交〕血位爪はすく､.1しているといえる.従って瀬戸祝に郡紺 rfJ=地域の中て .･il故 的閃 JFと/Lにる労働力の倶拾
Lうる地点が 立地条件として盤flElkfさか十 とこ/)だと､仙附=来る. しかし労働)]托.朋網一i':の生鮮⊥私l
E二の特賞か()号えて,その門かL-)[他 であり,ナ 亡に L二葉u_)形J'R過範1-で/;-祭 Lfこエウ:こLとLて女了
労働ノほ その根幹とするものであった.て根 性 町に.JQ.ける労働力供給のrlnIJ題を以下具体的に検討し
てみよう.
(3) 労†鋸 コ構成上の特月
製糾兼のみならずLlil町における謂座業の誠盤となる人口構成上の問題を,･'幽網菜の立地要田の-
去10 人 口 増 加 の 推 移 (その1)
約号)日生町段喝調べに1り作ま
がILとして軌場のIi的 ･抑′l'･.折少に Lとすいて,
比化蜘向があらわれてきたIlgl･,.J八に相当している.
踊関越工業としての耐火 レソガ工業q)屯におお
むね限定され,戟後の人口膨封を吸収 し得ずし
て労働力の流tll.仰向が戦前同l･',tFLみr-))Lていたた
め-Cあると考えられる.この点をさらに追求す
るために蓑11を5'*よう.昭和25年から28年o_-)時
点で,人口の自然増加がみられたにもかかわら
ず,昭和27年まてはかなりはげしい社会的減少
を示している.このため人口増加率は ｢負｣ と
なっている.:_のことはFILJ′_(1T丁唯一ql労働力市
つであった労働力rL.日値を険.fJするため
に概括 しておきたい.またかかる視点
は後論の耐火 レンjJ'T.▲菜'耳においても
検討の対象となるノウ､Ll',参照 していた
だきたいと,liJ/).
表10は一部データが欠けているが,
戦後の戸口変化について総括したもの
である.ただ昭利30年に福珊日を合併
しているので一応別/{に検討 してみた
い.この資料によると,第1に戦後の
人口数の推移は極めて停滞的てあ り,
第 2に女子人口比が高率であることに
時政づけら)Lている.この)抑よ軌後の
経済復興が行fLわれる軌 .扶であるが,
口生m]oj経i利明｢稲をA占めていた終業
叫 即J)陣幕としての地位',iJ堪失い)I/II)敵い ､脱漁
に L,かか)っらず日生uJ]における労働力誌■要市場は鉄
衷11 人口増加の推移 くその2)
仙YJ･)日生InJ'(iJlL,i"叫 ･にJ:()†′1人
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場であっし耐火レソガ工業れ 朝鮮動乱後の不況の中で,とくに日生町では生産に大きな伸びが認め
られなかったことや,漁業の衰退帆向による人口支持力の後退を端的に示している.
ところが,すでに述べた如く耶fLl301-f一代:二入ると,製網業の市喝拡大 ･合成七ソイ導入に Lとづく
生産規模の拡九 さらには後述するように耐火レンガ工業の飛隈的碓展に韻礎づけられて人｡動態 ら
また一転する.
袈12によると,帖fu32年以降祉会的増
加は ｢正｣に転じ.かなり急辿に人口増
加の帆J･/i･示すに至っている.かくして
日生mrをこおける男子労働ノJiJ_主として耐
火レンガ上業へ,女子労働力は表3にみ
r･)れるように製網英へ吸収されていった
ものと考えられる.このような動向が全
般的にた十)あらわれたにもかかわらず,
転出者の数は滋12の如く300-400人台を
-lTtして示している.ここに')JLU]/l=_町
における企業の労働力構成上の特Tiが37)
ると思われる.詳鰍 よ後に述べるか,紘
論的に労働力の販)'L-:さ極めて安価な形で
表12 人 口 増 加 の 推 移 (その3)
ls.31ls.32.S.33ls一34Js.35
芸｢ :::i自 然 増 加 113 208 23497 101l 111 3 270 21193 10SI 17 6
転 入 317出 64tL 会 増 加 -4 打 o=Z3 :0::3, 4:……
i - 人T 2.676 12,828にo計3.236113,514
('粧Y,)ロ生町iL-と切調べにより†1),_
しかなされておらず,代金水畔が低位にとどまってい るためだと考えて原則的に.Jntりはないと思え
る.
さて,人口動態上の検討について私通iJ.年齢別人口偶成の批移包/表13によって考察してみJ:ラ.こ
の汽仰こよると,人口流tHI._,典型rI'JQこ'7(していた岬摘125年にあっては,実T壬的なil7,稚年齢人口と思わ
れる20-59二才までで,男子の多いのは45-49才と55-59才の2ってあり,この両名とて女 ｣二の占める
比率は49.8%草LIJ度でほとんど男子とのl榊二義はみられない.さらに基幹労働力年齢たる25-44才でLL
いずれも女子が56-59%腔度を占め,戦争に上る男子人口の減少TI,さることながら,表11に1,.ける労
働力の椛.tJJ.状況の中核がニ0)イ=齢伸 二あったとみてよいであろう.
さらに日生町における人口増加の抑移の中で流出現象から流人現象に切l)酎 っる昭和30年とはっき
り流人現象が現われてくるu紳135年のF,VjJL吃-JiJ注EJすると,30年のL10-19才,35牛の45-51才の仙 よ相
いかわr)ず女｣'一人口が多く,軌やLJう妙沖/1,物語っている.しかしIl'LiFll30'rトでも25-29才を1･';たいて/.i基
幹労働力人Ljはやはり女fが55-58%を占めており.男子労働)Jの流出帆句7i,認めないわけにはこいか
ない.ところが昭和35年になると25-34小 二あってほ男子が多くな1),とくに若年労働力である25-
29才では53.7%を占めるに至･,ている.しかし35-54才の年齢層では女子が54-58%和佐む占めてい
このように,人口の流L入現象を明瞭に示す昭和35年においてすら男子の基幹労働力人口が少ないこ
とは,やはT)日生町における労働力市場の特質が低代金水準にあることと照応していると考えられる
のである.従って,耐火レンjfT.-モJ)LJ･_産山'･;造でも述べているJ.･t)に, R IL町の労働力粥成けTl老年
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表13 性 別 ･年 齢 別 人 口 構聾成
(仙考) 『的Lll県東部総即日憩古十!ftIhlEjp8～10に上り作表
･女'1･労働J]中心とたらざるか'(,tUCいのである.
以上の如き労働力構成を示 Lている日生町で.魁網菜が主 として女子労働力-珪漁業余剰労働力を
その根幹としていることはすでに述べたが,蓑14に整理 しておこう.
この節科に1ると,女子労働力が年次に上って宵千の差はあるが圧倒的に高い比率を占めている.
表14 製 網 業 の 労 働 力 僻 成
S . 34 ls36
? ?
? ?
? ? ?
女 子 の 比 率
60 L 47
348 551
408 598
852 92.2
60 84
581 706
671i 790
.LH. (;tj ',i-fl 27.398 52,632 53.965 107,137r120,798
__jJlH
1人､l'lり ll.荷 稲
方円
･人当り年脚荷72･50130,00
8..5 訂 五 三
111-8∞l ?I?
(～.i-早) -T..llJtl,7.-｢即rT村qiET別.r工濃続汁瀬表紙児九竺なとにより作ぷ
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さらに 1人当 りの出荷衛は物価指
数の変化を考慮に入れてもLr/d和36
年以降急に上昇しているか,賃金
は昭和30年代前半で年聞7-11万
円であり,極めて低い水準にある
と考えられる.また前掲の表 5に
よってみると,少な くとも20%弱
の労働力は臨時雇傭であるため,
たえず変動 して,Frblり,所謂 日払峰
二】二｣が多いことを示 している.こ
こに私達は企業階,TLの如何をHH)?
ず.製網業における労働力構成上
の特丁恒 ,地元 口生町における遊
休女子余剰労働力を低fl金水準のL卜に,生産規供の伸縮性を考J.Eにいれて,臨時価を含ませ-)つ吸収
しているところにあると考えることが出来た.
このよう/'j:特質をとるに葦 っ･r=要田は資本関係や市場関係か らのよL･)詳細な分析を行な)っな くてけ
早急に結論i,FL得ないのであるが,71i場雄得のため原糸メーカ-や舶社 との連繋 ･タイアップを行
なわざるを得ないという森 卜一之介氏U.)発言5)と考えあわすとき,漁網昏Li造菜がその独 自の立場で帖
生産をつづけて行 く上での困難性を認めざるを得ない. しかも製網菜が技術的にも立地条件の上か ら
も独和 二成立 し得る 1二業であるだけに, もし飛隈か許 されるなら原糸 ノーカーや商社に従鵬 ･系列化
の中でその存綻 ･再生産が行なわれているか らだと紙諭を下 しうるのではなからうか.
註1)日生L町役JIyl文;1日~統計ヨ壬頼｣による｡詳細は稲田iL規 にT,紫の形成過位｣蓑12を掛取されたいD
註2)r㈹l日収経済構造:vI.q査報告TIF』p 347によろ｡
註3)R生q役場文TLf｢昭和25年以降.部外統計=l喝スル綴_によろ し
証4) ｢L臓新l札JS.39,6.28引こよると.森 卜一之介氏は ｢当時 tHJ･k前).漁網u)材料は綿糸たったれ
私のところでは麻糸を使い.染非でも特見なケースだった｣と述べている｡
証 5)同上の記Iifによる｡
(高 田 正 規)
と く に 三 製 網 に つ い て
〔≡ 製 網〕
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?
?
b 年 齢 別 性 別 偶 成
C 臨 時 厚 い と本 荘 い
d 退 職 者 と 採 用 者
V 地元>_の財政的結合について
l)常 磐 札 固 定 賢 産 税
2)従 業 員 の 所 得 税
Ⅵ 従 業Elの 俸 給 ･貸 金
a 初 汀 給
b 木T ･臨時コーの俸給 ･銭金
Ⅶ 会 社 経 営 (森 ｢製納所)
1.営 業 推 移 の 概 況
2.資 本 構 成
3.経営分析r.,fiLナる主要な比率
J R ノートの 三 製 網 に つ い て
網生産を競っているか,その札 虫明の横山搬刑を除
く=_社がこの日牛町に存在している.明治 .大_rE.昭
和を通じて歴史の波に乗り酎 ),各社の髄造版元は,
他溌業と比べ.急激な発展 ･進歩をなせている.近守l
J)岡山搬主要雑貨年間輸出純の推移を71ると明らかの
如く,軌道に乗った漁網ということが てきる.そし
て,EJ本の資本主義の発達の政は,この漁網生塵機構
に寸.影坪を及ぼしているのである.すなわち,工賃発
展のプFZセスほ,家内制手T_弟 から. r均制手 に繋
(てこ-77 クチャ )ーに発展.藤川している.日生
漁民の勇敢なるiL;t'梅性と,常例に誠fRなLl々 の努力を
大きく反映させながら今日に至っているのてある.
さて.=.社とは.株式会社森下髄節所, 日生 魁網
?? ????? ?? ??? ?? ? ??? ?? ?
?
? ?
34 JJ J6 37 39仲)
帝1回 県下壬貨雑1号牛榊稲.Y.敬
)･狩･,及び-(I-j'宮地網所を言うか,各社とも,El生の-漁民から立ち上がり,家庭内俄とLての網作りを
今日までに独立させたものであり,これら経営講ifの功是削よ大きい.現実の両から日生町に対する関
係をみると,地元の中学挙用牛がほとん.と'耐火レンガIL場か灘網所へ就職.また,老年,漁廃業者の
男性も多い.家庭にある芋.婦は,縮網を慢性する化iJtを手内鴨としている.町内のT新会社の生産構
i,多い.
て!i･,L.各,Iの会社の概略を説明しよう.
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l有 書 製 塑 型 J
n生の漁業の歴史をからん合わせなから,現社長有害氏の経歴を中心に説明してみよう.即ち.こ
れは,有.㌧製網所のんの歴史ではなく,他q)製網所に共通した歴史とみなし得るのである.有吾氏u_)
iftIl:な体験談から,私達は日生の漁民の肝史.およびそれにLkl係深い製開所のおいたらを知ることが
できよう.
〔家内制手｣二業時代〕
明けrlOJ'F頃,日生の漁民は,さわらの移動を迫って,淡路JL.,小豆島,山Lj,北九州へと西へ鞘へ
退み,明治20年,最i/Jの朝鮮出漁にまで発JL垂,退化する.朝鮮出漁は,こちらのさわら流瀬か清7t次
節 (5月末),合いの手の仕･｣.;として,10-12他の船で出漁していた.日生漁民は概して肝が大きく大
榔 二七地Ji,離れては,他所-出かけ,そこで試験的に, 3-4年のrHl,流動 操約など項支術を指鞘
しなから性情を送っていた.
一九 家庭では,当時内職として,ほとんですべてu)漁家で麻/aJTl･L:すいていた.漁芙町〔`もろ/i
叶に,手先が器用で非(.齢こ速い,これを網にしてたたみ,育.=+,:家へ持って来るのを縫い合わせてJJ肺
網などにして,香川,徳島,和歌山,岐阜,山L]なとの方面へIjcりに出すため,出張していた.
〔-/こ.17-/クチャ-第 1期〕
昭和39年,本E]網作t)に,良虚に女:Lを4-5人雇い約rFl)に少を出す 一方,昔な,Jiらの漁業を二,
続けた.明治43年頃,日生が元祖である坪朗をはじめ,打瀬,きんらやく網などの販売を,したが,す
ベて貸付けであった.ところが,大正 2年 (当
時19歳)に日生町にチフスか流行し,繰網第11
人死亡,2人だけ生存のポ件:こ出合い,汎師倉
止め,当時の金持ちに相談し,大正7年,5万
円の㌢t本金で ｢I-I/1製網所｣を設立.有吉氏と
女1二6人で,1カ月間名舌最の粥川柵店へ見習
いに出かけ,手動機を使う.tうにし,17-18人
の柵用人でやっと軌道に乗せた.
〔マニェファクチャー?,'2脚〕
大正8年,50台の機械設施.
大正9年,大暴落から不jiと/jtとFi:ら.
昭和6年,手動陳使用で40-50人鹿川.
昭和8年,動力機 6台を新たに設置.
昭和21年,株式会社有吉製網を設立.
終戦前後,急激な需要により,大きく発展Lた
れ 合成椴経が出ない頃までがピークて輸出も
37年頃よP)下降線上にある.やはり節糸のみに
】 T'm
｢二 二 一 - ∴ ニ -ー -1
/:･. こ . ｣
~ヽ小一
L d､
l上音｢)ず･新魁■訂.-,kどんどん取り入)L.y)リ替 写真 上 下 森
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軍空 海 貰叢 慧 至雲 -GI長鳥
･= _ 主 ｣ ここヱ 上 蓋 』
下 製 綿 所
えが大切である.
系列会社は.&敷レイヨン.日射LEL場に,香川yl.3,-tJ)屯井僅ti網,虫明の軌 LL製網かある.
l旦 下 製 網 所-_l
創温 明治42年,現代表取締役森 トー約-氏u'実父床 卜虚占-氏か仰人経営の形態で,麻糸製造販J,'Lを
Fl的としで発足 し,土にサワラ沌漸約.おJ:び細網製造版r;EをLていた.つまり.1g陶の讃岐方面か
ら糸につむぎ,よれをかけたもU)杏,日生U.)各家庭でf-#軌＼行なわれ.網にな-,て返ってきたもo)を
漁師や店へ売るという形だった.昭和2年,如作繊維株式会社と特約L,用途の多いラミー漁網を製
造販売 (当時全国L/)80%出荷)し,ヽ こ11と共に席はほとんど姿を消Lf=,昭和10年頃から朝鮮,台糖
方f帥二出し,Tn1時に,岡内ではIJLT軌 九州,伊勢地)7まで注文を受けに出向いていた.金If氏20磯当
晩 店員は2-3名.昭和16年,節漁網製造,>#_年偽装網a-)製造を嶋dJ.HLl和22年,払人を設立 し.
有限会社森 卜熟網所と改称する.昭和28年,-)-イF,･/ (東レ)並びに ビニロン (倉 レ) 漁網製遇販
読,さらに.29年,サラン漁網笹日払 301Ll-一厳粛 二移る.31年.テビpン (帝人)漁網の鮎 宣販壷開始
J':どの如く,天然繊維の3倍持つということをキ1･ノチフレーズに売 り込んではい/二が需要のya減少
という恐れから,多種塀の漁網に手を広げ,-ラェティに窟ませている,同時に,この年株式会社に
組織Lた.輸出比 29年頃,原糸メーカ-に掛け合い.商社を流 じ本格的にはなったが,国によって
好みもあり,商社任せては栄枯がつかめないた叫,庶南アジア,771)カ､共産圏などu)現地にrt!.か
汁,そのrh'切の趣向-i/TU.桔つかみ,仕向け他に向くものを生産するよう研究している.後進国の第 1
度某を伸ばす方針を見込んで,ます,漁法を数え..JrT要屑を広げることを進めている.現在,国内に
もいては 出張所か大阪.如京,~円弧 Ln館とあり､r]生町に本J息 梶谷工lgj,日生~仁切とある.
ドイツのカールマイヤー社の高速締約戯/LとV)繊搬設肺によI),現在の生産能力は, 1カ月間て①
撚糸25ガボン仁 ②拙文漁網22万ボン仁 ③二虫結節網 1万ポンド. 卜詣上場では.①10万ポ-/ド
②5万ポンドてある.系列会社として,耶和34年,LJ吉備興業株式会社,36年,森 F化学工兼株式会社
を地元に設立.Ii!ljdIl上物とLて,地元に中村製網t森 F商低,松本産業があE),地蛾外に伊勢岳撚糸
工場がある.
原則とLて,見込み生産はなく,輪.Lij6割.内地4割の割合で注文生産される.内地でも,北洋漁
業の出場雅である釧路,･根室などへ!よ季節によって〃叫1的に出荷され,その運送万汝は, トラックと
汽串利用,J/守 .Llである, 一般に,北陸,裏脂,九州,lA国は トラック.輸山は神戸よF)商社渡し.こ
れらにおいて最も問題となっているのか打切り種類U)高いこと.時代に即して受注して1週間-10日
以内には届けないとl抑二合わないといJ),iしている,
t日生製網所■
ヒ記の如 く,人iF7年に殻jL 原料は綿の入てあったか,昭和32年頃,東 レ系のナイpソを岡崎,
愛知工場から専属 トラックで仕入れろようになった.特に蛙又漁網は用途が多いため,東南アジア,
南米への輸出はほとんどこJtによって占A')r-,かる.昭和38年の年産能力は240t,袈掛 £220tで あ
iEE!
では三牌網を7･/ナー トの結果から分析 ･研究 lてらエ 第1衷 各社工場敷地
ラ.
n 'r 喝 敷 地
m 原 料 と 製 品
a 市 場 に つ い て
i)森 F'遡納所は,tlJi口22年設立以後朝鮮戦争まで.闇料を東蹄 ･八木 ･旺友 ･旭タウから,それ
u後は九紅 ･岩井 ･日本 トレーディソ71三井 ･虎鮒などからもn入れ.そのIL'./i:る版権先は
ノ
El魯 ･日水 ･岩井 ･住友 ･第 物産H凍施約 ･森林 ･川か∫であったか,朝鮮戦争以後は北村 ･
三共 ･木下魁約 ･明治商店が加えられ,現解決の4つに大別することができる.
①明魯 ･大洋などの1坐水産会社 L21各舶漁協 ･同連合会並びに各舶水甚試狼Ii!,･.遜全開各地
漁網販売会社 ･商社.④輸出 (詳細は′L=席のとー71で述べる)てある.
その主なる製品は,三枚嗣 ･坪網 ･底曳 ･刺網 ･海苔網ri:どで:bるが,時代の流行に応 じてゴ
ルフ網 ･スボ-ツ用ネットなども製造されている,
i)El/I-1鶴網所は大IE7J'ti.設立後カネボウ.昭T1131年頃よ7)東 レ･帝人 ･Elレから新製L'Il競売の原
料を商社を通 じて仕入れ,山陰 ･四円 ･九州r:-_市域を持ち.34年以後今日まで桃井貿易を収引
締什とし.東南アジアなどへ輸tLIJ,している.
ii)育吉製網所は現在まで伊藤忠商揖 ･八木商店か ら仕入れ, 昭和30年頃まで 西日本をは じめ全
国,また中国 ･朝鮮へ拳法遣販r/LEL その後7メリ力･トイソへ t)輸出している.
b 生 存 に つ い て
省吾SL網では.m繋よt)逐次増加し,矧 咋小は続おlJにより減少.終戦後急速な増加.21年～30年
までの拙いこ比べ.31年から年/<減少 している.
凝 2蓑 売 上 iた.i(一郎と1位円)
撫下製網所日q=_年斐網f7Trク■亡 LiSGJ,If拠網所I:-皮 I)-rIfLT':; jlL=_i.応
3S lO l 5.5 1,0
36 11.4 6.O l 1.1
37 13.5 6.6 1.1
-7ソケートより-
雛 3炎 /ヒ 産 品 (･'il如orL)
社 名 保 下 里 嗣 Ll生辿桐
す ~鑑 桓 産血EmfEJ取立 計 Jt=.産地
35 日 87 299 ー 486 18
36 217 332 549 21.5
37 260 340 600 22
-アンケートより-
次に,7ソケー ト以外に提供さ′flL森下塊納所J)JnlfL.I:S統計表を/示す.
但 L o統計表は-一応独網のもにl:&定 Lているが,rh際は漁具糸の輸出 ･ロープ ･漁具付属品等
もある.
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D漁網と漁具糸の売上比率,.i(6･5:3･5)uj割令であるu
o輸出 :内'JJは大体 (7:3)となってし･る.
第4衰 35-38年安定市場漁網輸出状況
申LTJltOnL合挽.全Eg)
管建 一削欄 I38年J37
1 17 ノ lIカ
… 仁 :,
イ
5 巨 ナ ダ
6 峠 幽
ト
7 シ ン ガ ポ ー ル
8 ガ ー ナ
ナイ ン ェ リ ア
モ p ッ コ
No. 二 組 市 lJ,JL 191 195 I
1 七 イ ロ ン
2 タ ソ ガ 二 一 カ 181 123
3 ヒ ノレ マ 214 6L;
工 /-工 1;:6 7 1……
7 ケ 二 十 108 85
8 巨 ., シ ャ 98 72l
9 ベ ネ ズ エ ラ 78 86
10 香 港 45 ー 68
315 788
312
298
284
277
266
78.0
74.5
71.0
69.3
66.5
231 57.8
一郎 朝(10)四ケ神 埼剛 史 二2･385･6(即 L比 率(A :B)0.627
i.細Ih磯(10)P_uケ年平均梅,LhLIL･. 790.9(い
30主典仕向地ltqケ年平均矧｣ji,i 3.799.8(A)
(A :C)0.208
(T :A)0.758 75,8%
(T ･.B)0.476 1 47,6%
食桶 .LP.溢四 ケ牛車 的 柚ZL1. 5,012.8(T)l(T‥C)Or158 1 15･8%
一森下S.1網投供-
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･邪2図 和和35-38年間の平均輸出1-Alto)比較
第4身 こおける第 .の特赦は,何といっても後進国77.)カおよび東南7ジアの進出である.午
々そのウェイ トは大になり,ビルマは3カ年の内に約71倍,ナイジェ.)アは約 7倍 JL_いう掛庄ぶ
りを示 している.なお第2図は第4表に基づいて,四ケ年平均輸出fItlの比較を図化 したものであ
る.
･'j',r5,li 漁 刑 の 'i 童 と 消 費 (全国)
一席f'哩!網捉f)I,-I
第5蓑より輸出が順調に増加していること,締rJ)生姥ニト｢とびマニラの4=.椎は31-38年にかけて,
各々約 1/4,1/28と急徴に抑少し,逆に行牡が倍増ノF:廃 され 輸出向け合軌 よ10倍にもとってい
ることがわかるであ.:)ラ.
Ⅳ 従 深 い に つ い て
a 出 白
総じて各社とも.35年以後の従実員の変勅が ほ
とんどないが,
ィ.労働者の出自を町内 ･HIT外別にみると鵡6表,I)
如 くであり,町内 ･町外の比41はH/rf.･有言 ヒ
第6表 各社従業5-1数の出自 (39年)
も創業以来,その逐年変化がほとんどみられたかった-
1-A,Ll
p.では,従業員の家庭の職業はどうであろうか,
第7蓑の通り,漁家出自は少なく,鵠貰 ･その他の職業に従やしている家庭が増加している.
有善処網をみるとそれが顕著にホされている.
第7表 従業i_lの家庭の職業
(日生製網のみ)
磯 原 35qll36fF 37年 38年 39年
過 .家l50人j53人 人61⊥云人1,7^
- ア ソケー トよ り-
b.年 令 別 件 別 紙 成
i)男 子
第 9表 各社年代別男子従栗 山数
_* 甘 10代t20竺些 禦遍の(丈)
35 畔 ; 01 2 71 8
36 : I: 12 車 1 68-
3車 上 l 3 01 1 68
38
折8表 布告製網の各年代別%
沌 薪 10年20年3咋l39年
漁 # 80 ;: 73Z r1;
- 7 1/ケ- トより-
但し.儀下製網においては臨時工をすべて除いてあり,
39年度は6月現在である.
i)女 子
第10表 各 社 女 子 従 jE一員 数
年度 ト虻 !10 代 120 代 30 代 40 代 そq)他 汁(人)
35 uーl 3 1 26 21l l3 l l 64
36 日 6 J 26 21 i 13 1 67
~可 R l u l 29 22 日 5 2 79
下 鳥 … 廿 4… 853741
39 1B,_ i 2: ;… 2; 2㌦ r :;
一各社川勅紳よE)作il-
この傾向をみると,打善処網では男子はほほ-電Lているが,女子の切合35年より順次39名,
38名,37名,37各 34名と減少lている.日生製網では.男女共順次増山しており.森下魁網で
は老年労働者を男女とt,大幅に微少せしめて.T;-年雇用している愉向にある.尚,第10表の数字
I,臨時如き用者を除いての朝命なので,現TEの丸の各会社性別構成をみると次に示す放りである･
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第11表 各 社 性 別 構 成
一 丁ソケ-卜上り-
年齢といえは,各会社に若い女子
1二員()_7占める率はどれ くらいだろ
')れ 第13表によれば森下聾法網所
では18歳以下,つまり中卒女｣二が
21窄.を占めてし､るa)である.
ここで, 有 吉 製網所¢)年齢別年代変
化をみよう.
第12表 有 害 製網所の年齢別変 化
昭 和 年 令 人 放
1 歳 名
10年 19-22 3 0
20年 20-24 60
30 年 23-25 55
第13表 森 卜製網所年齢別粥成
年 令 別 38年6月 r39年6月 ;割 合
18 歳 L:1 ド 123人 179人 21
18 歳 以 上 590 694 79
C 臨時雇いと本雇いの逐年変化
第14表 本 Lと臨時_｣の逐年変化
社 L粗 雑 36 年 い 7 -i-FJ38 年 39 年
日 本 二L生 臨 時 工 7:人 巨 人I 82人13 105人r 5,㌻ -
うに､生産冊の方も年間変濃が一番大 きい,森 下製網では,
ただL,有害灘網は臨時雇い′上
し この表の日生製網はアンケ
ー ト通 りだが, 森下 魁網に眠
り,会社出勤術を元に各月はil'-
均 を出し.38･39年は各々6月
30日現在のものである.これに
よると, 日生製網では,38年臨
時 Lを2倍以上増E=1しているよ
39年 6月現在.36年())ほは 3倍に
達 しているが,これに対 Lて本1二の変化はほとんどな く,一定 Lている
d 退 職 者 と 採 用 者
第15表 森 F取 柄 の 退 職 者
性 別 33年 34年 35年 36年 37年 38年
男 子 i.^L8人 人22 人ll 人15 人16
女 -(- 99 117 110 85 136 93
第16表 叫一内外別退職署と採用者
一各年出勤河より作衣- -在F魁網39年度出勤帝より作成一
採用者の女子対男了･の割合は,約 4:1.全国各地から就職する女子エElは,女子寮に入無し
146
